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板倉町予算決算常任委員会

議事日程（第１号）

令和５年３月９日（木）午前９時開会

１．開 会

２．挨 拶

３．審査事項

（１）予算の概要

（２）主な重点施策

①総務課

１ 災害時避難場所の確保及び周辺整備

新規 （１）災害時避難場所確保事業（安全安心係）

②企画財政課

１ 災害時避難場所の確保及び周辺整備

拡充 （２）町有施設維持管理事業（旧北小学校プール撤去等工事）（財政係）

③都市建設課

１ 災害時避難場所の確保及び周辺整備
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⑤教育委員会事務局

４ 体育施設修繕

拡充 （１）小学校体育館改修事業（総務学校係）
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５ 文化財整備

拡充 （１）文化財保存活用事業（離山貝塚周辺整備）（生涯学習係）

⑥福祉課

６ 町立保育園の一園化等の検討

拡充 （１）子ども・子育て会議運営事業（子育て支援係）

⑦健康介護課
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８ 高校生相当世代の医療費の無料化

拡充 （１）福祉医療費支給事業（保険医療係）

（３）総務課
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・予算説明
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開 会 （午前 ９時００分）

〇開会の宣告

〇荻野剛史事務局長 皆さん、おはようございます。

本日は定例会３日目、予算決算常任委員会となります。

ただいまより予算決算常任委員会を開会いたします。

〇委員長挨拶

〇荻野剛史事務局長 初めに、亀井委員長より挨拶を申し上げます。

〇亀井伝吉委員長 改めまして、おはようございます。本委員会へ付託されました令和５年度各会計の当初

予算について、本日から15日までの４日間の日程で審査を行います。

審査の方法でございますが、冒頭に予算の概要及び主な重点施策の審査を行い、その後に課局別の審査を

行います。また、最終日の課局別の審査終了後、予算案全体に対する総括質疑を行います。

事業の説明につきましては、審査時間の多くを質疑に充てたいと思いますので、要点説明により簡潔にお

願いいたします。また、各委員からの質疑につきましては、慣例により行いたいと思います。限られた時間

でありますが、慎重なる審査のほど、委員及び執行部の皆様、よろしくお願いいたします。

〇荻野剛史事務局長 それでは、次第３番に移ります。

これから審査事項につきましては、亀井委員長の進行でお願いいたします。それではお願いします。

〇予算の概要及び主な重点施策

〇亀井伝吉委員長 審査に入る前に追加の資料がお手元に配られておりますので、よろしくお願いいたしま

す。

それでは、３番、審査事項、１、予算の概要、２、主な重点施策について審査を行います。

初めに、予算の概要について、その後主な重点施策につきまして、担当課より通しで説明をしていただき、

全ての説明が終了した後に質疑を行いたいと思います。

それでは、予算の概要から順に説明をお願いいたします。

伊藤企画財政課長。

〇伊藤良昭企画財政課長 それでは、私のほうからは予算案の概要についてまず説明をさせていただきたい

と思います。

説明資料につきましては、議員皆様にお配りをしてございます、こちらのつづりを使って説明をさせてい

ただければと思います。よろしいでしょうか。これはページを、つづり一番最初に審査の日程表がございま

すけれども、私のほうからは３ページから13ページまで、こちら予算の概要と本年度の予算の編成方針につ

いて説明をさせていただきたいと思います。

まず最初に、11ページを御覧ください。これは令和４年10月24日付、町長から各課局長宛てに予算編成方

針が通知されたものでございます。

めくっていただきますと12ページ、13ページになりますが、まず予算編成方針といたしまして、１番、経

済情勢と国の予算編成の動向が記されてございます。２番目に当町の財政状況、３番目に令和５年度当初予
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算編成における基本方針が示されてございます。４つ目には町長の基本政策として、新年度予算計上につい

て重点的に検討する事項が示されてございます。５番目といたしましては、その他全般的な事項について示

されてございまして、この予算編成方針を基に２月の中旬まで各課、検討を行い、財政担当のヒアリング、

町長ヒアリングを重ねまして予算編成を行ったものでございます。

その結果ですが、予算の概要について３ページから説明をさせていただきたいと思います。３ページには、

予算案の概要について示されてございますが、町長初日の施政方針においても申し上げているところでござ

いますが、改めて概要について説明をさせていただきます。

５ページをお開きください。こちらは会計別の予算規模でございます。一般会計及び特別会計の合計は95億

8,535万7,000円となりまして、令和４年度と比べて3.4％、約３億4,000万円の減となりました。一般会計、

国民健康保険特別会計、介護保険特別会計が令和４年度当初予算と比べて減少、後期高齢者医療特別会計、

下水道特別会計が増加している状況となります。

６ページ、７ページをお願いいたします。一般会計の歳入歳出の状況でございます。一般会計については、

令和４年度比4.1％、２億5,200万円の減、58億3,000万円といたしました。歳入区分の１行目、町税につき

ましては、法人町民税が堅調でございまして、固定資産税も増額が見込めることから、4.5％、8,764万2,000円

の増、20億4,792万1,000円で過去最大となりました。令和４年度までは、新型コロナウイルス感染症の影響

から経済が縮小傾向になり、税収が減少するものという見込みもしてございましたが、令和５年度につきま

しては、国の税収見込みなどを参考にした結果、全体的に増加というふうに見込みをいたしました。

町税の下の行、地方譲与税から地方交付税までにおきましては、国の財政計画の数値と過去の歳入額、こ

れを基に算出をしておりまして、増加が多い状況となってございます。地方交付税は4.9％、6,000万円の増、

12億8,000万円を見込みました。

その下、分担金、また国庫支出金、県支出金など特定の事業に対する歳入につきましては、事業費の増減、

この影響を受けることになりますので、緊急避難場所整備事業の減少によりまして、国庫支出金は23％、１

億5,506万9,000円の減、５億2,023万4,000円といたしました。

町債につきましては、事業費の減少により減っているほか、臨時財政対策債、こちらも国の見込みに合わ

せて減少させたことから、68.1％、２億7,200万円の減、１億2,720万円というふうに見込んでございます。

歳入につきましては、10ページを御覧いただきますと、主要・重点施策が並んでございますが、そちらの

災害時の緊急避難場所の確保と周辺整備、また既存施設の修繕、維持管理、町の魅力を高める観光振興や文

化財の整備のほか、国や県の施策でございます新型コロナウイルスワクチン関連、また医療費の無料化の拡

大など、周辺自治体と住民サービスの格差が生じないよう事業の効果を検討、精査いたしまして、予算化を

したところでございます。

８ページにつきましては、性質別の歳出の状況でございますが、大規模な緊急避難場所の整備、こちらの

終了によりまして、普通建設費、こちら大きく減少したものの、原油をはじめといたします物価高騰の影響

によりまして、光熱水費を含む物件費が増加、施設の維持修繕費、こちらも増加している状況でございます。

人口減少、少子化の影響などにより扶助費は減少、また人件費、公債費も減少している状況となります。

９ページを御覧ください。こちら一般会計地方債現在高の状況でございます。返済額が借入額を上回るこ

とから、約２億9,000万円減少するものと見込みました。
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その下、一般会計積立金残高の状況につきましては、当初予算の歳入の部で約５億1,700万円を基金から

繰り入れることによりまして、減少する見込みとさせてはいただいておりますけれども、令和４年度の決算

余剰金による積立ても生じるということが予想されます。極端な減少にはならないものというふうには見込

んでございます。

10ページにつきましては、主要・重点施策となります。このうち新規重点事業につきましては、この後各

担当課のほうからご説明を申し上げます。

以上、予算の概要について説明とさせていただきます。

〇亀井伝吉委員長 総務課、峯崎課長。

〇峯崎 浩総務課長 それでは、続きまして総務課より、重点事業、災害時避難場所確保事業についてご説

明申し上げます。

新規事業であります災害時避難場所確保事業についてご説明申し上げます。現在、正副議長、常任委員長

にも委員として入っていただき検討を進めております洪水時住民避難計画におきましては、住民の命を守る

ことに加え、生活に必要不可欠である貴重な財産である車を守るための避難計画とするものでありまして、

北地区及び西地区の方は北の避難所へ、東地区及び南地区の方は東の避難場所へ１世帯１台の車の駐車場を

確保することとしております。限られた避難スペースであり、避難想定台数を確保するため、全ての避難場

所において駐車区画以外に通路部分まで使用する計画でございますが、北の避難場所においては、同じく新

規事業として挙げられている旧北小学校プール撤去等工事を実施し、避難スペースを拡充しても、なお収容

率は全体で超過いたしている状況となっております。また、東の避難場所においては、公共施設以外にも12区

の各集会所を借用しなければ確保できないため、さらなる避難場所の確保が必要となることから、今回この

事業を進めるものでございます。

内容としましては、北部公民館の東側の敷地でございますが、北部公民館東の事業予定地につきましては、

約1,300平方メートル、２名の地権者がおり、買収を行い、事業地を確保していく考えでございます。地権

者には、事業の目的、予定地となったことについては、おおむね現在理解を得ているところでございます。

今後、本格的な交渉を進めるに当たり、現在不動産鑑定を進めている状況となっております。事業計画でご

ざいますが、駐車区画42台、通路分18台、計60台の駐車を予定をいたしており、砂利の駐車場としての整備

を考えております。工事費300万円、用地購入費700万円を見込んでいるところでございます。

もう一つ、東の共盛集会所の事業予定地でございます。共盛集会所の事業予定地につきましては、約1,400平

米ありまして、共有名義の土地で行政区と墓地管理組合が管理しているところでございます。行政区及び墓

地管理組合とは、事業の目的、予定地となったことについては、おおむね理解を得ているところでございま

して、整備後においては平常時は行政区の管理、非常時には避難場所として利用できるよう、覚書等を締結

していく予定、考えでおります。事業の内容、計画ですが、駐車区画57台、通路部で18台、合計75台の駐車

を予定し、北部公民館東の事業予定地と同様、砂利の駐車場としての整備を考えております。工事費として

350万円を見込んでいるところでございます。

以上、災害時避難場所確保事業についての説明を終わりたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 次に、伊藤企画財政課長。

〇伊藤良昭企画財政課長 それでは、議員の皆様、予算審査資料の19ページをお開きいただきたいと思いま
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す。あわせまして、本日資料として配付させていただきました、カラー印刷１枚物をちょっとお手元に用意

していただければと思います。

企画財政課からは、災害時避難場所の確保及び周辺整備のうち町有施設の維持管理事業、内容的には旧北

小学校プール撤去等工事について説明をさせていただきます。19ページの歳出の見積書です。事業名称とい

たしましては、右上に町有施設管理事業となってございます。このうち北小学校のプールの撤去工事につき

ましては、21ページを御覧いただきたいと思います。21ページ、12節の委託料がございますが、01番といた

しまして建設事業委託料、旧北小学校プール撤去等工事設計監理委託料200万円を計上いたしました。

23ページを御覧いただきたいと思います。こちらも同じく委託料でございますけれども、ちょうど上の段、

５行目ぐらいです。旧北小学校樹木伐採委託料150万円を見込んでございます。

一番下でございますが、14節の工事請負費でございます。ちょっとページがまたがっておりますので、次

のページを御覧ください。24ページになります。上から２行目です。旧北小学校プール撤去等工事費という

ことで3,000万円を見込んでございます。カラーの印刷を御覧いただきたいと思いますけれども、北小学校

の校庭の南側、西側になりますけれども、プールがございます。その左側には空き地がございますが、高木

が植栽されている状況になります。まず、樹木の伐採ということで、大型の樹木につきましてはヒマラヤス

ギ、また桜がございます。こちらについては伐採、抜根を予定したいと。中低木約20本ございます。そのほ

か校庭に植樹されております桜の木等がございますが、大きく伸び切った枝等については剪定をしていきた

いというふうにも考えてございます。解体につきましては、プールが低学年用、中高学年用というふうに分

かれてございます。付属の建物といたしましては、ポンプ小屋、トイレがあそこにございます。あわせまし

て、周辺の施設といたしまして、フェンス、また魚類観察池がございますが、こちらのほうも解体、撤去し

たいと思います。あわせまして、最終的には避難場所といたしまして、車で入ってこれるというような整備

に結びつけるために、校庭東側等に遊具がございますが、この辺につきましては避難路等の整備に併せまし

て障害になるもの、また十分に管理できない、今後利用の見込みがない遊具については撤去、それも想定を

してございます。抜根、整地につきましては、赤い線で囲ってある部分が約3,500平米ございます。そのう

ちプールの敷地が約1,300平米となってございます。

以上、雑駁ですが、説明とさせていただきます。

〇亀井伝吉委員長 塩田都市建設課長。

〇塩田修一都市建設課長 お世話になります。都市建設課より災害避難場所確保及び周辺整備の拡充事業と

しまして、町単独整備事業についてご説明申し上げます。

歳出見積書の25ページをお願いいたします。令和５年度単独道路整備事業の歳出予算につきましては、１

億3,058万円を計上させていただいております。前年度当初の歳出予算に対しまして3,185万円の増額となっ

ております。増額分につきましては、工事請負費及び物件補償費が主に増額となっております。

単独道路整備事業の主な事業につきましてご説明申し上げます。事業箇所をまとめました位置図を用意さ

せていただきましたので、そちらも併せて御覧いただきたいと思います。歳出見積書26ページをお願いいた

します。中段にございます、12節用地調査設計業務委託料につきまして、位置図の１ページにございます町

道1130号線、岩田地内、町道6024号線、大曲地内、位置図２ページにあります町道7090号線、ほか西岡地内

の継続路線３路線におきまして、道路詳細設計業務委託を実施する計画でございます。
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また、災害時避難場所の確保及び周辺整備拡充事業としまして、位置図２ページにあります町道7174号線、

３ページにございます町道7178号線が北地区緊急避難地へのアクセス道路といたしまして、また同じく３ペ

ージにあります町道7185号線が北小学校校庭へのアクセス道路としまして、測量設計業務委託を実施する計

画でございます。この３路線につきましては、令和５年度内での用地補償契約の締結完了を目指し、緊急避

難地へのアクセス道路強化対策として積極的に進め、早期完成を目指す計画としております。

次に、歳出見積書27ページをお願いします。上段にございます14節道路整備工事費におきまして、位置図

４ページにございます町道2362号線、下五箇地内の路盤までの拡幅整備工事を実施する計画でございます。

同じく４ページ、町道3171号線、海老瀬地内、５ページの町道1272号線、板倉地内、町道1328号線、岩田地

内、６ページの町道2179号線、大高嶋地内、町道3128号線、海老瀬地内、７ページの1186号線、板倉地内の

６路線につきましては、舗装までの工事を完了し、完成する計画としております。７ページにあります町道

4121号線につきましては、東地区の緊急避難地へのアクセス向上を目指し、隅切り部の拡幅工事を実施する

計画でございます。

次に、歳出見積書28ページをお願いいたします。21節物件補償費におきまして、緊急避難地へのアクセス

道路を含む６路線の個人物件の移転、撤去等の補償、２路線につきまして電柱等の移転補償を実施する計画

でございます。

以上で単独道路整備事業の説明を終わらさせていただきます。

続きまして、７の重点事業、八間樋橋解体撤去事業についてご説明申し上げます。歳出見積書51ページを

お願いいたします。令和５年度の八間樋橋解体撤去事業の歳出予算は6,000万円でございます。前年度当初

予算の歳出予算と同額でございます。八間樋橋解体撤去事業につきましては、令和４年度より３か年事業と

して着手しており、２年目の事業となります。今年度の１年目に実施した撤去工事は、上部工の床板や橋桁

等の撤去と下部工分の橋脚６本ある中の５本の地面より上に露出している部分の撤去工事を実施いたしまし

た。令和５年度では、地中内に存在する右岸側の橋台と、右岸側と河道内にある橋脚４本の撤去と併せまし

て河川管理者からの指示深さまでの基礎杭の撤去を計画しております。３年目となります令和６年度におい

て撤去完了となる計画でございます。八間樋橋解体撤去工事につきましては、国庫補助事業である道路メン

テナンス補助事業の認可を受けており、事業費に対する55％の補助を受け実施しております。

以上で八間樋橋解体撤去事業の説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 ありがとうございました。

続きまして、橋本産業振興課長。

〇橋本貴弘産業振興課長 お世話になります。産業振興課からです。産業振興課からにつきましては、２事

業を説明させていただきたいと思います。産業施設及び商業施設誘致促進奨励事業と観光振興事業である観

光行事実施内容についてご説明をしたいと思います。

まず初めに、予算書の29ページのほうをお開きください。産業施設及び商業施設誘致促進奨励事業につい

てでございます。本年度予算額につきましては3,285万円で、前年度592万円の増額となっております。内訳

としますと、30ページを御覧いただきますと、主なものですけれども、産業施設の立地促進奨励金というこ

とで、支払う企業の名前が入っていると思うのですけれども、令和５年度につきましては一応８社が該当に

なっております。その中で増減したものの理由なのですけれども、主なものですけれども、イートアンドフ
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ーズの第三工場が稼働したということで、償却資産とか建物の奨励金が増加したと、それと一番下の部分の

シーピー化成がオフィスと倉庫が稼働を開始したことによる増でございます。令和４年、今年度までに奨励

金の交付が終了した企業につきましては３社ございます。来年度から交付を予定する企業については、先ほ

どのシーピー化成さんになっておるところでございます。

30ページの一番下の部分ですけれども、商業施設立地促進奨励金ということでトライアルの部分があるの

ですけれども、これは前年とほぼほぼ変わらないような状況なのですけれども、トライアルにつきましては、

一応令和５年度が最終年ということになっております。

産業施設については、簡単ですけれども、説明を終わらさせていただきたいと思います。

続いて、観光振興事業の観光行事実施内容についてなのですけれども、観光振興事業の予算的には206万

7,000円という予算を計上させてもらっているわけなのですけれども、そのうち新たな事業として、観光行

事実施ということで100万円を一応予算立てさせてもらったのですけれども、その説明のほうをさせていた

だきたいと思います。

見積書の34ページの下の２つを見ていただきますと、12節の委託料で50万円、それと13節の使用料及び賃

借料で50万円を取って、それで合計100万円となっております。この100万円の中で何をするかということな

のですけれども、昨日の荒井議員さんの中の一般質問でちょっと観光ツアーをという話があったわけなので

すけれども、町長と企画財政課、それと産業振興課のほうでいろいろ検討した中で、板倉町の魅力発見をす

るような観光バスツアーを実施しようということで今計画をし、募集をかけているところでございます。

実施する日取りなのですけれども、令和５年５月３日、雷電様が、一応例大祭が始まる日に合わせて観光

のバスツアーをしようという形で考えております。募集人員なのですけれども、一応観光バスを借り上げる

ということで、１台約30名ほどの募集人員を予定をしております。参加費については一応3,000円というこ

とで、これについてはお昼代とか、あとちょっとコースの中で揚舟に乗っけるとか、そういったことを考え

ておりますので、そういった負担金を考えております。

このバスツアーの目的なのですけれども、関東どまんなかサミット会議の関連自治体の住民を対象に、今

回１回目のバスツアーを行いたいというふうに思っております。当然その参加者の対象なのですけれども、

関東どまんなかサミット会議関連の自治体である４市１町に居住している方が対象となります。古河市、小

山市、栃木市、加須市、それと野木町の居住している方が一応対象という形になります。

ツアーのコースなのですけれども、まず渡良瀬遊水地のほうの見学をさせていただくことと、その後三県

境を見学をすると、その後ちょっとお昼を食べまして、イチゴの施設見学及び試食、季楽里の西側にあるグ

リーンファームというイチゴのハウスのところを視察すると、その後雷電様の例大祭を見学していただきな

がら、ご祈祷もちょっと今検討しているところでございます。それが終わったら揚舟体験ということで、い

つもの揚舟だと１時間のフルコースなのですけれども、その揚舟をちょっと時間を短くして20分ぐらいで全

員を乗っけてしまおうという企画に今考えているところでございます。この揚舟が終わったら、南地区の高

鳥天満宮で天井の絵の見学をしながら一応解散をするということで、１日の観光バスツアーを計画している

ところでございます。これに充てる経費が100万円ということになりますので、よろしくお願いしたいと思

います。

以上、産業振興課からの説明を終わりにしたいと思います。よろしくお願いします。
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〇亀井伝吉委員長 ありがとうございました。

続きまして、小林教育委員会事務局長。

〇小林桂樹教育委員会事務局長 それでは、続きまして、教育委員会事務局より令和５年度の主な重点施策

であります、小学校体育館改修事業、社会体育施設管理事業、海洋センター体育館修繕、文化財保存活用事

業、離山貝塚周辺整備の３事業につきまして、続けて説明をさせていただきます。

初めに、小学校体育館改修事業でございます。見積書につきましては、37ページからとなります。小学校

体育館改修事業につきましては、老朽化しています東小学校、西小学校の両体育館を改修するもので、令和

４年度から令和10年度までの７か年をかけまして、改修、整備を行うものでございます。令和５年度につき

ましては、令和４年度に設計業務を実施いたしました東小学校体育館の屋根及び外壁の改修工事、また令和

６年度に実施を予定しております西小学校体育館の屋根・外壁改修工事の設計業務を行うものでございま

す。

予算書の38ページを御覧になっていただきたいと思います。まず、建設事業委託料の１段目でございます。

西小学校体育館屋根・外壁改修工事設計業務委託料として284万9,000円の計上でございます。２段目が東小

学校体育館屋根・外壁改修工事監理業務の委託料で114万4,000円でございます。

次に、工事請負費ですが、東小学校体育館屋根改修工事請負費といたしまして、2,556万4,000円の計上で

ございます。

小学校体育館事業につきましては以上となっております。

次に、社会体育施設管理事業、海洋センター体育館修繕につきましてご説明申し上げます。見積書は39ペ

ージからとなります。社会体育施設管理事業、海洋センター体育館修繕につきましては、この海洋センター

体育館が昭和58年に竣工以来、40年を経過いたしておりまして、雨漏りをはじめ、外壁や室内の塗装、トイ

レなど各所に老朽化が進んでいることから、令和５年度に改修工事設計業務を実施いたしまして、令和６年

度に改修工事の実施を計画をしているところでございます。

見積書の41ページをお願いいたします。中段の委託料の１段目になります。令和５年度の当初予算といた

しましては、この海洋センター体育館改修工事設計業務委託費といたしまして、200万円の計上でございま

す。なお、この改修の事業につきましては、Ｂ＆Ｇ財団の地域海洋センター修繕助成事業、これを活用いた

しまして、改修工事費の50％の助成をいただきまして実施をしたいということで計画をしております。

次に、文化財保存活用事業、離山貝塚周辺整備につきましてご説明申し上げます。見積書につきましては、

45ページをお願いいたします。この離山貝塚につきましては、現在大字海老瀬地内にございますが、縄文時

代には東京湾の海岸線が現在の海老瀬付近までであったということから、当時の縄文人が使わなくなった炉

穴、火を起こした穴でございますが、その炉穴に食糧であったヤマトシジミ等の貝類や土器等を投棄した遺

跡でございます。町の重要文化財に指定をしております。この離山貝塚につきましては、群馬県内では板倉

町のみで確認されている大変貴重な遺跡でございますが、現在の状況は雑木や雑草が生い茂っておりまして、

この貴重な遺跡を確認することが難しい状況になっております。また、この貝塚を目的に訪れました見学者

に対しましても、周辺に案内看板等がないということから、見過ごされてしまうという状況になっておりま

す。このため、令和５年度において案内板の設置や貝塚へアクセスする歩道の整備を行いまして、離山貝塚

に多くの方々が訪れていただけるよう整備を行うものでございます。
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見積書につきましては、47ページをお願いいたします。まず、12節委託料の３段目でございます。離山貝

塚管理委託料といたしまして、まず樹木剪定費40万円、雑草等維持管理費10万円、合わせて50万円の計上で

ございます。

その下、工事請負費でございますが、２段目、離山貝塚整備工事費といたしまして、190万円を計上いた

しております。

以上で説明とさせていただきます。

〇亀井伝吉委員長 ありがとうございました。

続きまして、小野寺福祉課長。

〇小野寺雅明福祉課長 お世話になります。福祉課の新規重点事業につきましては、町立保育園の一園化等

の検討でございます。

予算では49ページをお願いします。予算につきましては、子ども・子育て会議の運営事業の拡充というこ

とで、通常２回実施していることから、４回への委員報酬の増となっています。これは、保育園の今後につ

いて検討していく中で、子育て会議の委員の意見が必要となった場合の予算措置でございまして、実際には

町立保育園の今後の在り方について、あらゆる面から令和５年度については検討していきたいというふうに

考えております。具体的な検討につきましては、今のところまだ決まっていることはないのですが、考えら

れる範囲であらゆる検討を加えていきたいというふうな考えとなっています。

説明は以上です。

〇亀井伝吉委員長 ありがとうございました。

続きまして、玉水健康介護課長。

〇玉水美由紀健康介護課長 よろしくお願いいたします。資料は53ページからになります。健康介護課から

は、福祉医療の拡充部分についてのご説明になります。

まず、福祉医療でございますが、保険診療の自己負担分を助成するものでございまして、通常７割が保険

から給付され、自己負担が３割となりますが、この３割部分を公費で負担するものでございます。今回子育

て支援、あるいは移住促進といった目的を含めまして、県内でも多くの市町村が取り組む事業になりました。

町といたしましても、子供の福祉医療につきまして対象の拡大を図るものでございます。これまでは中学生

までの通院、入院費を、またそれに加えまして、町単独事業として入院についてのみ高校生相当まで給付し

てまいりましたが、今回は新年度より通院につきましても高校生相当世代まで給付することといたしました。

昨年より条例改正やシステム改修に係る補正予算などご審議いただいてきたところでございます。現在、新

たな対象となる高校生相当の方々への申請を受け付け、４月１日から利用する受給券を交付する準備を進め

ております。予算につきましては、福祉医療の総額が１億1,727万円でございまして、前年度比654万9,000円

の増額になります。このうち高校生相当世代の医療費といたしましては、約900万円と見込んでおります。

説明は以上です。よろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 ありがとうございました。説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

荒井委員。

〇荒井英世委員 教育委員会なのですけれども、文化財整備、離山貝塚周辺の整備なのですけれども、先ほ
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どの説明の中で整備工事費190万円ですか、計上してあるのですけれども、その説明の中で歩道、それから

看板の設置ということですけれども、以前遊歩道ということをちょっとお聞きしたのですけれども、その歩

道は離山の西の部分に予定しているのですか。まず、そこをお聞きします。

〇亀井伝吉委員長 小林教育委員会事務局長。

〇小林桂樹教育委員会事務局長 それでは、ただいま荒井委員さんからのご質問にお答えしたいと思います。

遊歩道というような前に説明したかと思うのですが、実際に今回計画してきております歩道につきまして

は、ここを周遊するような歩道ではなく、貝塚までのアクセスをするというような形になっておりますので、

あえて歩道というふうに申し上げたのですが、その整備の位置につきましては、現在離山貝塚の、離山公園

の坂を登っていったすぐ左側に離山貝塚という案内看板が設置してございますが、その西側といいますか、

奥が貝塚の本体になるわけなのですが、そこがやぶや雑木に覆われて全く中が確認できないというような状

況になっておりますので、その看板の脇あたりから雑木を刈り払いいたしまして、約20メートルから25メー

トルぐらい奥に入っていただいて、その入っていただいた奥がこんもりと山になっておりまして、その山が

おおむね貝塚のある、埋蔵されている地点となっておりますので、その山の手前のところまで歩道を整備を

して、そこまでアクセスしていただくというような形で考えているものでございます。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 今看板が立っていますよね。それから西の方面にちょっと行きますよね、貝塚があります

けれども、気をつけてほしいのは、要するに埋蔵文化財包蔵地ですから、貝塚の。その辺をいろいろ注意し

てほしいのですけれども、私もちょっと見たのですけれども、雑木がいっぱいあります。それは当然伐採す

るでしょうけれども、そこで例えば整備計画案をこれからつくっていくのでしょうけれども、遊歩道とか、

その辺を中心に。それをつくる際の例えばスタッフではないけれども、やはり専門の、例えば考古の専門と

か植物の専門とか、例えば雑木の中でも貴重なものってありますよね、あそこの離山付近は。だから、その

辺はスタッフをある程度集めて計画案をつくっていったのがいいのではないかと思うのです。今文化財調査

員が３名いますけれども、そういった３名というのはどういった専門の方が今委嘱しているのですか。

〇亀井伝吉委員長 小林教育委員会事務局長。

〇小林桂樹教育委員会事務局長 文化財調査員につきましては、植物であったりとか、考古学といいますか、

文化財の専門家を委嘱をしております。それから、今回の工事場所が埋蔵文化財の包蔵地になっております

ので、むやみに地面を掘り返したりということはできないというのは当然承知をしております。そのために、

あくまでも必要最小限の歩道の部分だけの雑木、雑草の処理といいますか、刈り払いを行いまして、実際の

歩道につきましてもコンクリートの柵板を上に置いていくだけ。ですから、掘ったり形状を変更することな

く、コンクリート柵板、コンクリート板を並べていって上に置くだけで作っていこうというふうに考えてお

りますし、また両脇に柵も考えているのですが、それも打ち込むということはしないで、下におもりをつけ

た、上に木の支柱があって、それを並べていって柵にするというような形で、現状を極力変更しないように

ということで、工事の整備のほうは考えているところでございます。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 現地を見ますと、あそこの例えば歩道を造る場合にしても、南と北はかなりの斜面になっ

ています。当然真ん中に歩道を造ったとしても、その辺のうまく柵を作らないと下へ危険がありますよね。
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その辺で案をつくる段階で、例えば雑木の伐採とかいろいろ当然ある程度整備するでしょうから、先ほどお

っしゃった文化財調査員、その中に植物なんかの専門の先生いるわけですよね。その先生に参考でもいいか

ら、参考意見でも伺って進めていったのがいいのかなという感じするのですけれども、その辺はどうなので

すか。

〇亀井伝吉委員長 栗原町長。

〇栗原 実町長 参考にすべき意見だとは思います。本来そのために例えば文化財の調査員とかいらっしゃ

るわけですから、ですが今話ししていることは、まさにほとんどいじらないと、極端に言うと進行していく

目的に奥へ、要は山の中へ入っていって、今でもかき分ければ入っていけるので、ただそれだと、ですから

幅２メートルぐらいに、目的地奥に20メートルぐらい、その先に丸くか四角か、ちょこっと回って出てこら

れるというような、そんなイメージの計画をしています。それに差し当たって当たるのは、俗に言うシノダ

ケのぶつかるところをちょっと刈り払わせていただくと、地上部を。それから、雑木といっても根元から恐

らく倒すものは、本当のいわゆる歩いて入るのに邪魔になる程度のものということで、それも二、三本かな、

全く我々が見て影響もないだろうと、あと頭にちょっとかかって、せっかく入る方が頭をどかして入っても

ひっかかって乱れてはしようがないから、それらの雑枝を何本か刈り払う程度で十分対応できるのかなと、

全て埋蔵文化財ですから、先ほどの小林君からの説明のとおり、杭一本打てないということも踏まえ、ある

いは土一ついじれないという前提も含め、それは表面を頼んだ業者さんが、それを前提に頼みますからです

が、もちろん例えば入っていって１メートルの約40センチぐらいの、俗に言う畦畔ブロックを平に並べて往

路復路とすると、真ん中が50センチか70センチになるか、２メートル、90の45の40の幅が往路復路ですから、

それの１メートルを20メートルでいけば、計算上は20枚ということですから、ただその１枚の板が平らにが

たがたしないように押さえるという程度の表面の地ならしというか、ならすことは十分やらなくてはならな

いと思うのですけれども、そういったことだけで、その両端を笹が出ていますから、笹が目に入ったりでき

ればしないようにということと、これから中にはそこへは入らないようにということも含めての杭を先ほど

言ったように、本来なら杭を打って、そこへロープを多少垂らしながら、あるいはぴんっと張りながら２段

にでも通して杭にという方法も考えるが、それもやむを得ないので、洗濯の物干しみたいに下へあれしたブ

ロックをつけて、コンクリをつけて、それを１メートル置きに２尺とか３尺の杭を穴を空けたもの、そこに

ロープを通していくというような形で、基本的には注意すべきことは一切注意をしながら、だからもちろん

そういう計画で文化財の先生方にも話はしてもいいと思います。それで見たいと思ったら見てもいいと思い

ますが、極端に言うと今まで例えば水郷公園の、過去荒井君がこの場所は重要な場所だからといって、でも

そんな場所も何百万円かけたか知らないけれども、野焼きで燃してしまったり、タチスミレだっけ、あそこ

はあったけれども、既に多分ないと思いますけれども、何か行おうとすると、ある意味で強いブレーキがか

かる場合もありますので、町の私としては責任者として、そういう意味で一切の現状に結果が大きな左右す

るようなものが出ないということを私も含めて、教育長あるいは副町長も含め、担当課長も局長も含めて判

断をした上での工事ということで進めたいということで、実はもう既に水面下で発注の動きをしておりまし

て、額が小さいですから、ちゃんとした入札方式なんかでやると、重機を入れたり大変な大騒ぎになって、

大騒ぎになるのは別に構わないのですけれども、非常にお金が高くつくと、それだけの簡単な整備でも。と

いうことで、いずれにしても地元の業者さん、いわゆる100万円か200万円以下の中小企業、建設業に登録し
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てあるような業者さんに見積りを取っていただいて一番安いところに、ほとんど簡単な一番超小型の、あれ

はブルと言ってもいいかどうか、ユンボの小さいやつか、せいぜいそんなものか、あとは手作業でやってい

ただくような形になると思いまして、そんな計画をしているものでございます。

その他看板が２か所か３か所、おおむね平地を真っすぐ西に移動すると、忠霊塔の広場へ上がっていく道

だから、それを右に行くと忠霊塔の広場になりますし、境があるわけですが、そこを左の山の中へちょっと

入っていただいて、貝塚といってもどこだか分からないと、全くそういうことでせっかくの群馬県で１か所

か２か所の貝塚の観光、観光的に使えるような名所をもう少し目に具体的にさらすことができないか。過去

私も写真等で貝塚のいわゆる地層、これは荒井委員も見たことあると思うのだけれども、そういうものをど

こへ行けばこれが見えるのって、だけれども現状としては全く見えないのだそうです、風化をしたのといろ

いろで。ですから、少なくともここから先のこの下へという埋まっているという探知機で精査したものの写

真を一番直近が２メートルの４メートルぐらいの看板を立てて、それに文章と写真とを含めてあれするとか、

何か所か立てながら現場への誘導と、あとは横穴の墓だっけ。

［「横穴墓」と言う人あり］

〇栗原 実町長 横穴墓についても、だから急勾配を上がってそこへ行くというイメージではありません。

上の平らなところを奥へちょっと入って、それも手前にシノダケが生えていなければ、そこをちょっと刈り

払うぐらいで、何も手を加えないほうがいいだろうということも言ったのですけれども、でも落ち葉がこん

なに積もっているわけですから、そこらはちょっと鎮圧して、その上を人が歩くだけの畦畔と、その畦畔も

含めて今ほかの課で土地改良を進めていて、畦畔ブロックが山のようにではないですが、ありますので、そ

れを一面表に出る面だけ表せて、だから捨てるのはごみ、そういった有効利用も含めてということで、中に

は観光客に見せる場所だから、そういったものは新品を使っても１万1,500円かそこらで、これは小林コン

クリに聞いたら、もとは作っていたというのだから、そしたらそんなものだったけれども、でも片やそうい

うふうにいっぱい廃物もあるということも含め、廃物でもいいものを汚れを落として並べていただこうとい

うようなことで、おおむねその工事がどのぐらいなのだか、六、七十万円ぐらい。

［「そのぐらい」と言う人あり］

〇栗原 実町長 みたいな形で一応見積りは上がってきておりますが、その他が看板とかいろいろなものと

なっております。ぜひあそこの地元の飯塚、直接は関係ないですけれども、釣堀、あそこの人の池など年に

３回ぐらい来るのですが、まさに貴重な場所を訪ねてくるけれども、どこからどういうふうに上がって、上

に上がっても小さい看板が１つあるだけで、何をやっているのだ、教育委員会はというようなことを何回も

指摘をされておりまして、個人に指摘をされたからやるとか、そういうものではないのですが、群馬県で幾

つかだけしかないそのうちの最もそういう場所であるということをできれば観光とか周遊コースとかの中に

入れるにもということで、そういう意味でも簡単な整備を考えているということであります。一応文化、そ

ういった方にもちょっと話をして、幾らかかってもいいでしょう、でもやるということです。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 要望というか、提案というか、進めるに当たって先ほどの文化財調査員３名、できるだけ

参考意見をお聞きになったほうがいいと思います。

それから、先ほど町長から出ましたけれども、周辺、例えば道路のすぐ左側、シノダケかなりありますよ
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ね。だから、あの辺は、いろんな金額的な問題もあるでしょうけれども、シノダケをある程度整備していく

と、切ったりすれば、横穴って大体真ん中辺りですよね、こういって。だから、そのちょっと端のほうです

けれども、シノダケを整備したりすれば、ある程度全体のあれが見えてくるのではないかという感じがする

のですけれども、その辺を踏まえてやっていただきたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 栗原町長。

〇栗原 実町長 取りあえずまずは個人の松本家の所有地でもありまして、もう１年先にかかって交渉させ

ていただいておりまして、今まではニュータウンの駅のほうから飯塚、釣堀屋さんのほうへ行くあの道があ

るでしょう、南側が田んぼで。あれに対して今言っても、時とすると雨でも降るとシノダケがかぶさってし

まうような状況なのです。それを年間で文化財の管理料になっているのか何だか分かりませんけれども、個

人の所有者に対しては２万円という非常に少額で、それを多額にするわけにもいかないので、雪が降ったり

雨が降ったときに倒れてしまう、あるいは車で通行するのに上のほうががらがら擦ったりするような状況に

ならないような管理をそこの場所につき、個人の土地ではあるのだけれども、片や町が指定をして文化財と

いう形でカウントしているわけですから、そこの管理は、ただその道に対して片方左側が山になるわけです

から、そこをきれいに刈り払ってしまうとかというと、中は確かによく見えるようになるのですが、洗われ

て崩れるとか、それは向こうの忠霊塔のほうで一生懸命やっていただいている別のグループもいるわけです、

ヒガンバナの。これに対して切り過ぎだとか、いろんな批判も出ているのです。それをやる前にどちらの意

見もまともなところもあるし、やはり聞くべきところもあるので、折衷案を含めて、現状をあまりいじらな

いようにということも含めて開発を進めたい。だから、開発と言えるのかどうか分かりません。開発ではな

くて、もっと見学をしやすい簡単なちょっといじるということで承知していただければと、図面はあるので、

しっかりと図面を。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 おはようございます。針ケ谷です。よろしくお願いをいたします。総務課の災害時避難

場所確保事業につきまして質問をさせていただきたいと思います。

今回西岡地区と海老瀬地区のが一応完成を見て、今避難計画掲げているわけですけれども、話の中でも台

数に余裕がない、あるいは足りないということで今回の事業かなと思います。ただ、この新たな事業に関し

ましては、集会所、公民館周辺ですので、開発した後管理きちんとできるかと思うのですが、現在終了しま

した２か所、大型の避難場所についてなのですけれども、雨水時が一番可能性が高くなるかと思うのですが、

年間のうち長くても３分の１程度かなと、期間的にはと思うのですが、それ以外の利用方法については、町

長がどう考えているかというのは一番誰か質問されたかと思うのですけれども、あれだけの面積で活用した

い、利用したいという人が、バザー等でできるかなと思うし、あるいはいろんなイベントもできるかなと思

うのですけれども、そういった人たちが手が挙がった場合に、総務課としては許可の程度をどのように考え

ているのか、今現在頭にあるのであれば答弁をお願いしたいのですが。

〇亀井伝吉委員長 栗原町長。

〇栗原 実町長 基本的に前に申し上げたものが基本ラインだと思っています。それは、いざいつ起こるか

分からないけれども、そのときには即座に立ち退いていただくような条件が多分入れば、それぞれ了解して

いただければ、あとは長期的に建物を置いてしまったり、だからすぐ撤去できないという条件がクリアでき
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れば、どんな相談でも受けられるのではないかと。例えば長期間にわたって、こちらがむしろ心配している

のが、砂利ということですが、砂利はだんだん沈して細かいものが浮き上がってきますから、最終的には西

風のときのほこりの心配とか、それは学校周辺の校庭を抱えた東側のうちはみんなそれで苦しんでいるので

す。あるいは南側、北から東、南へ、そういう心配が１つ、あるいは幾ら砂利で整地しましても、多分アス

ファルトの上にも２年ぐらいたつと草が生えるのです、吹っ飛んできたほこりがたまって。したがって除草

剤を年間でどのくらいかけなくてはならないか、でもこれはやってみないと分からないけれども。それの何

十年という蓄積があるわけです。それも多分これから先管理上の、あるいは管理上というよりも健康安全上

の問題なんかが状況の変化、状況の変化とはいわゆる環境変化に対する基準値が変わってくると、非常にそ

ういう意味では雑草の問題とかいろいろありますので、できれば休みの日にあそこを使って何をやりたい、

これをやりたい、その条件としてはきれいに貸して返していただくとか、生えた草は取ってとか、そういう

一挙両得的なものも含めて、総合的に町民の皆さんが基本的に要望するものについてはできるだけ、これは

空き教室も同じことだと思う。平常時は全く使わないわけですから、だけれども保存をしておかなくてはな

らない、電気も水も。だけれども、貸すよといって僅かなお金に目をくらんで借地権とか借家権がついて、

いざというときに使えなかったら何のための施設かということにもなるわけですから、ですから避難所とい

うのは非常にそういう意味では厳しい面があるわけです。それは簡単に例えれば、皆さんの地元にある集落

で使っている集会所のようなもの、１年間で１回か２回の会議のためにみんなが出し合って、率的には使わ

ないけれども、必ず必要なものというのでつくっておきまして、それが今だんだん合併化されて行政区に１

つとか、そういうふうになってきますけれども。だから、特別制約すべきものは、ただ申込み時にそういう

条件と、あと使う条件を精査してもらって、させていただいて貸し出すということは何ら差し支えないと思

いますよね。どう思いますでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 ありがとうございます。町長おっしゃるとおりだと思いまして、人や車を入れていたほ

うがやはりいざ使うときにも安定するかなと思います。そのままにしておくということは、やはり雨水や風

に影響多くなると思います。コロナも大分落ち着いてきましたので、対面のイベントということで、以前コ

ロナ前は旺盛でありましたフリーマーケット等、あとは館林の城跡の公園でやっている食のグランプリなん

かも、あれぐらいの面積があればある程度のものができるかなと思うのです。だから、やはり考えようによ

っては非常に有効に使える空き地になるのだと思いますので、情報発信しないとなかなか使われる方もアイ

デアが湧いてこないかと思いますので、ホームページはもちろんのこと、工夫していただいて情報発信して

いただきながら、期間を切ってもいいと思うのです。何月から何月までは使えませんよという期間を切って

もいいと思いますので、その空いた期間で使用できるような工夫をしていただければなと思うのですが、よ

ろしくお願いできればと思います。

〇亀井伝吉委員長 回答はよろしいですか。

延山委員。

〇延山宗一委員 よろしくお願いをいたします。33ページなのですけれども、産業振興課、水辺の観光振興

ということで、先ほど課長のほうから説明があったということです。この水辺の観光ということの難しさは

十分理解をしております。そんな中で、今年度につきましては200万円ということの予算の中で、４市１町
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を対象にした……

［「基本的には、今年は」と言う人あり］

〇延山宗一委員 基本的に４市１町を対象にしたバスツアーということなのです。その区域を区切ったとい

うことの一つの、何のために区域を区切ってのツアーを計画をするのかということと、あとバスツアーとい

うことは、なかなか難しさもあると思うのです。いろんな行程のつくり方の問題、また案内人がつくのかな

とかと、そういうものをクリアして今回の計画に至っているのかなという理解はしているのですけれども、

それについて伺いたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 橋本産業振興課長。

〇橋本貴弘産業振興課長 お答えします。

区域を区切った理由なのですけれども、当初は県内の山のほうの方を呼ぼうというので町長といろいろ調

整していた部分があるのですけれども、やはり山のほうからこちらに来る時間とかも遠いわけなので……

〇栗原 実町長 橋本君、すみません、その前になぜ山のほうというのがあったわけ。だから俺が説明して

しまったほうがいい、全部説明できるのだけれども、隣の館林だって邑楽町だって東京だっていいわけで、

なぜ山のほうを当初は計画案として出したかというのだっていきさつがあるわけでしょう。しっかり説明し

てもらいたい。環境が違うところのほうが興味も湧くだろうとかいろんな理由があって、そういうほうも考

えたのですけれどもということから続けてください。

〇橋本貴弘産業振興課長 はい。板倉がやはり平地観光という形で、どうしても平らな観光地という形があ

るので、群馬県内の山のほうの人というのは、当然山から平地を見る観光というのもいいのではないかとい

うことで検討はしたのですけれども、やはり距離の部分とかも時間もありますので、今回取りあえずは近隣

の、同じ平地の部分になるのですけれども、関東どまんなかサミットに加入している自治体の方を参加とし

て呼んで、板倉の観光地をもう一度見てもらいたいということで、一応計画をさせていただいたところでご

ざいます。

それと、バスツアーの難しさということで、案内人につきましては、今回については我々職員のほうで直

営という形で、基本的には観光バスをお借りしまして、そのバスの中ではうちのほうの職員が、バスガイド

ではないですけれども、案内人役になりまして、あとは揚舟とか、そういう行為でもうちのほうの職員で、

基本的はそれを直営でやる方向で考えております。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 バスについては、町営のバスを使うということではなくて、営業のバスを利用してやるわ

けですよね。バスということは30名なので、町内の保有のバスということも可能かなとは思うのですが、そ

れではあまりになということと、それと説明が山の人たち、要するに平たん地ということはこういうのだよ

ということを理解をしてもらうというような捉え方をしたのかなと思うのですけれども、今回４市１町を対

象とした中で、そうすると山ではないのだよね。どっちかというと平たん地、近隣とするとみんなキュウリ

も作っているし、イチゴも作っているかもしれないです。そうすると、あえてそういうところに手を挙げて

参加するのかなって感じるのですけれども、一つの枠を区切るというよりも、もう少しオープンな形で取り

あえず企画してみるということもいいのかなとは思うのですけれども、なかなか枠外だから駄目だよという
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ふうにもまた言われてしまう。逆に都心のほうの人たちのほうが来てくれるのかなと、興味があるような感

じもするのですけれども、そういう点は十分話合いをした中での計画に至ったのかな。

〇亀井伝吉委員長 橋本産業振興課長。

〇橋本貴弘産業振興課長 町バスを利用してでもできるのではないかということなのですけれども、実際は

できることはできると思うのですけれども、結局町バスだと１回だけの観光ツアーみたいな形になってしま

う部分もありますし、町内の観光バスを利用すれば経済の活性化につながるという部分があるので、初回に

ついては取りあえず観光バスを利用したいというふうに思っております。

それと、都心の方とか、そういうオープンな方を呼んだほうがいいのではないかというご質問なのですけ

れども、本当に１回目ということが、スタートが大事ということがありまして、この企画をやって結果的に

参加者がいなかった、残念でしたということになると企画した意味がないので、取りあえず１回目について

は、近隣で顔見知りの人たちの方を利用させていただいて、取りあえず30人の目標の人数を足していきたい

と、それでうまくいったら２回目、３回目ということで、徐々に募集の枠を広げていけたらいいなというふ

うには考えております。ただ、もう既に各４市１町の方に広報紙のほうで周知していただいて、昨日現在で

12名ほどがもう申込みが一応あるような状況になっております。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 ちょっと恐れているのかなという気がするのです。やはりもっとＰＲの仕方も必要である

し、またそれについてのパンフレットを作ると、そういうのもしていかないと、初めての企画で成功に上げ

たいという気持ちは理解できるのですけれども、せっかくやるからには成功したいというのは分かります。

乗り切れないほどの手を挙げてくれる人を期待はするのですけれども、そんな構想の取り方も含めてしっか

りと対応していかないと、再度リピーターとしてまた参加しよう、参加して結構よかったよね、極端に言え

ばいい思い出になり、また次に企画をするときにはぜひ参加できるような形の取組をしていく。そして、会

費よりもよかったよというような結果が出てくるわけなので、手を挙げる人が次に手を挙げるということは、

思いのほか会費よりよかったよねという期待を持たせるような取組をして、今回の第１回目ということを成

功に終わらせていただければと思っています。

〇亀井伝吉委員長 栗原町長。

〇栗原 実町長 今延山委員から指摘されたようなことは、もちろん我々も真剣に全て検討しております。

例えば全く都会からということになると、ＰＲ方法をどうするかということが一番、例えばホームページオ

ンリーにならざるを得ない。春日部なら春日部入れたらなぜ春日部だけかとか、やはり同じ議員からは幾つ

も出るのだろうと思うのです、広く平らにということも含めれば。取りあえずは一番最初、ですからできれ

ば成功に持っていく、成功に持っていくためには50人乗りのバスで40人を募集するか、あるいは50人募集す

るか、今回はバスは50か40か分かりませんけれども、大型バスを基本に、30なら30という、時節柄のコロナ

等々も含めた上での適切な乗車数というので、しかも最も観光に必要なものは、最終的には利益が出るとい

うことが、町からの持ち出しばっかりしていたのでは、物事をやって人件費かけて、最後は貧乏になってし

まう。ならやらないほうがいいではない、観光。名前が売れてもうちが貧しくなるのでは。ということで、

究極の狙いはもちろんそこに置くわけだけれども、１回急にそこまでなんか全然いかないだろうしというこ
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とで、例えば町バス30名であれば町バス20名でも、だけれども20名ぐらい寄せて観光に、１台１年に１回や

っただけでは、本当のおざなりになるだろうとか、いろんな総合的に判断をした上で、取りあえずいいあん

ばいにいけば、例えば当初は５月の５日分ぐらい出してしまってもいいのではないのとか、計画もしたので

すけれども、取りあえず我が町だけでやるには、第１回目ではちょっとやはり広告費を幾らかけても、ふん

だんにかけて結果的には失敗であったという形でもお許しいただけるような状況であれば、それもやるので

すけれども、多分そんなにかけて結果は見えないよなんていうことにも当然出てくるわけですから、そうい

うことを考えると、まずは町としてなぜ山のほうがいいかといったら、山のほうの町長には私が例えば水面

下でこういう企画をやっているから、そちらの高山村あるいは長野原、向こう行ったときに寄ることもある

のだから、ちょっと計画をするのだから、各村から５名か10名募集してよこしてくれる努力をちょっと協力

してくれないかとかと、いろんな水面下の、全て旅行というのは表面だけではなく、いわゆるコーディネー

ターが全部民間だって動いているわけ。沖縄の旅行行くのに最終的には５泊６日で幾らって出すまでに、最

少最高人員を幾らにするかまでには、もう水面下で目に見えない専門の会社のいわゆる外交が動くわけです。

そういったものを役場がやるということになると限りがまずはあるので、しかも第１回だから、近隣の例え

ば４市２町であればラムサール的なもののつながりもあるし、せいぜい４市２町で隣接地域だって理解して

いる人は半分もいないかな、多分。ほとんどの人は板倉町に来たこともないし、向こうからすれば。だから、

そういう意味では、例えば５町あるいは６町にしても、何とか五、六人、最悪の場合だったら役場の職員で

も送っていただけるなど配慮していただけますかみたいな安全面を多少かけながら協力隊、我々が今度そち

らでやるときには板倉町もＰＲを一生懸命同じようなものがあったら協力しますよとか、そういった外交が

やりやすいまずは距離のところから始めようと。山からのほうが向こうの会社を、向こうへバス会社を発注

して、中之条のバス会社を使って中之条集合でこちらへ来るのであれば、向こうへ戻って向こうの利益にな

るのだから、例えばそれであれば向こうの人も来たがるだろうとか、あるいはバスの集合場所も板倉の東洋

大へ集まれというので、来るまでに半日もかかってしまうといういろんな難しさも総合的に判断をした上、

まずはこの近くで、だから加須市も含めて五、六人来てくれれば、30の数字は、だから俗に言う失敗という

形をつくらずに出発ができるのかなと、それすらもまだ心配しています。というのがもちろん計画そのもの

がきつくて、本当は承認をいただいた後に予算づけしていってということになるのですけれども、当町では

５月５日でも、３日から雷電神社か天神様か、天神様はもう大祭が終わってしまうでしょうとかで、やむを

得ずこの間国交省にも私が出向きまして、越流堤を、普通ではもう鍵かかかっていて観光バスとか、そうい

うものでは入れないのだけれども、それもその日に限って国交省がそれは協力しますということで、そうい

った協力体制を取りながら、それもたった今回は30人、まず１回こっきりの予行演習みたいなためにコース

を組ませていただくことを、中入れることも了承いただいたということで、取りあえず全力で今対応してい

るところであります。

〇亀井伝吉委員長 橋本産業振興課長。

〇橋本貴弘産業振興課長 先ほど延山委員のほうから、負担金に合うぐらいの観光ツアーにしたほうがいい

という形なのですけれども、一応負担金については3,000円取るということで、その内訳については昼食代

として板倉町1,650円ぐらいを、自腹みたいな形になるのですけれども、それと揚舟のほうを一応20分間乗

らせるということになるのですけれども、それで1,000円取るのは申し訳ないというのがあるので、乗った
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お客さんにもう一回今度来てくださいねというので、その揚舟のチケットを上げるということで1,000円、

それと雷電様のほうでご祈祷をしていただくということで、それが350円ということで、内訳的にはとんと

んみたいな形の負担金になっております。その中で、来た人がそのほか様々な三県境とか、先ほど町長が言

ったように、なかなか入れない越流堤の渡良瀬の中とか、あとは天神様の天井の絵とか、そういったものが

見れた中で3,000円払った、これでよかったねと思う人も当然いると思いますし、いや、これでは全然駄目

だなというのもあるとは思うのですけれども、取りあえずスタートの段階ということで、まずは定員30名を

何とか確保して１回目をやって、その後いろいろ反省とよかったねというようなことをいろいろ工夫しなが

ら、２回目、３回目という形でやっていければいいなというふうには思っております。

［「食事はどうするの」と言う人あり］

〇橋本貴弘産業振興課長 食事は、板倉というのでどうしても川魚というのがイメージありますので、うお

としさんを予約をして、そのうおとしさんのナマズの天重みたいな、そういうセットを一応計画はしておる

ところでございます。

あと、先ほどの説明でバスツアーの見学する場所はいろいろ言わせてもらったのですけれども、基本的に

は近隣の市町の人たちを対象にしているので、板倉町役場にまず車で来ていただくバージョンと、その中で

どうしても駅で降りる人がいると思うので、まずは役場からの出発と東洋大のほうに、駅のほうに迎えに行

って、そこから行程表どおりに行って、最終的には駅に降ろすというのと役場のほうへまた戻ってくるとい

う流れで、一応９時から約５時のほぼ１日間をかけて観光ツアーを企画しているところでございます。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 分かりました。なかなかそういうふうな水面下での話は着々と進めた中で、第１回目、乗

り切れないほどの期待をするわけですけれども、よろしくお願い……

［「乗り切ってしまう。50名で30名の、40のバス」と言う人あり］

〇延山宗一委員 そんなことではないかもしれない、もっと手挙げるかもしれない。

［「何回か続いて発展的になれば、例えば食事どころを利用するとかお土

産とか、いろいろなものを加えていけば、直接経費はとんとんであっ

ても町はだんだんにというのが観光の仕組みなのだ」と言う人あり］

〇延山宗一委員 やはりちょっとした手持ちがつく、帰りのお土産があると喜ぶのかなという感じもします。

いずれにしても、そんなことでよろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 回答よろしいですか。

ここで休憩を取りたいと思います。

休 憩 （午前１０時２８分）

再 開 （午前１０時４０分）

〇亀井伝吉委員長 再開いたします。

黒野委員。

〇黒野一郎委員 総務課、先ほど課長が説明した中の北部公民館の避難場所書いてありますけれども、この
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北部公民館の東側というのがどの辺なのですか。私も地元のほうの小さいところで住んでいるのですけれど

も、どの辺が東側というのですか。先ほどいい意味で企画財政課の写真というか、先ほども町長が指摘した、

地図も用意しておけばと言ったけれども、その辺口頭ではなかなか。

〇亀井伝吉委員長 峯崎総務課長。

〇峯崎 浩総務課長 それでは、お答えいたします。

対象となる土地は、北部公民館に隣接しています東の土地になっております。東側のすぐ隣の土地で、今

シノダケとか結構生えてしまっているところです。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 だから、最初から、町長ではないけれども、細かく最初に北部公民館東側に今竹やぶが生

えているところをこれからお願いをするのだと言ってくれれば……

〇峯崎 浩総務課長 おっしゃるとおりです。

〇黒野一郎委員 町長に年中ちょこちょこ言われているけれども、そういう相手側に対して分かりやすいよ

うにやはり、自分たちがやっている人たちは分かっていても、受けるほうは分からないと思うのです。だか

ら、例えばあそこに床屋さんがあるけれども、あそこは北部公民館の東だけれども、東側の前のほうの畑、

あの辺も東だから、だからその辺を。あそこは地権者ではないけれども、簡単にいくところなのですが、あ

そこは。

〇亀井伝吉委員長 峯崎総務課長。

〇峯崎 浩総務課長 地権者の方とは連絡が取れまして、これから話合いのほうは進めるところでございま

す。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 随分金額がまあまあですけれども、山だけれども、田んぼではないから高いのかも分から

ないですけれども、結構いいお値段、面積がどのくらいあるのですか。

〇亀井伝吉委員長 峯崎総務課長。

〇峯崎 浩総務課長 現在、評価のほうは、鑑定のほうはお願いをしているところですけれども、あの敷地

の中に家だとか物置だとかもあったりしますので、そういったところも含めてあるというところでございま

す。

〇亀井伝吉委員長 栗原町長。

〇栗原 実町長 黒野委員、ちょっといいですか。まず、いわゆる北の産振館というか、公民館の東側の今

話をしているところをなぜ買収をすることを考えたかというと、常日頃公民館を利用する人たち、あるいは

公民館そのものというと、あそこの役場の職員たちなのだけれども、東からこちらの公民館のほうへ大木に

なって、いわゆる木がどんどん、どんどんこっちへ来てしまって困るという地元の区長さんとか、いろんな

方からも苦情が来て、常にあそこをもう何回も督促をして遠くの、今現在は無人の宅地ですから、そういう

ところがありまして、かねがね住民の近隣の苦情に沿うように管理をしていただきたいということを役場は

常に申し入れてきた土地なのです。ですから、相続の問題とかいろいろ問題もあって、今現状のところへ来

ているものと、さっきの古墳の話ではないけれども、かき分けて入っていかなければ入れないような状況、

よく見ると中に、俗に言う倒壊しても不思議はないのは、そういうところであるし、逆に住民、あるいは近
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隣の人たちの苦情等も一挙に解決するためには、まさに産振館を中心として、北の公民館を中心として、三

方を西と北と前のほう、今駐車場の予定地として買収したものですから、当初は要らないとは思っていたの

ですが、そういうものを一挙に解決するためには、相続の問題が何とかクリアできれば買収してもいいのか

なと、今お金の話も出ましたが、基本的には鑑定士が近隣の土地を鑑定したときの鑑定ということで、もっ

とはっきり言えば、これは相手のあることですから、どうなるか分かりませんが、竹やぶのぼうぼう生えた、

大木の立っている土地を鑑定しているわけではないのです。近隣の同じ条件の平地の関係だと。だから、例

えば700万円というものが計上してあっても、本来であればそれからそちらできれいにして、上物を、渡し

ていただきたいとか条件がつくか、こちらがきれいにするから、700万円のところだけれども、300万円とか

100万円になってしまうか、それは分からないけれども、というようなことも含めて、現在何か所かで分散

している地権者も話合いがつきつつあるとか、そういうような総合的な理由から、この際だから土地も下が

っていることだし、公共が買ってもなくなってしまうものではないから、駐車場もぎりぎりよりも必要だと

すれば、買っておいてもいいのではないかということで、その一角の中に入っている不良宅地だから、やむ

を得ず苦情も含めて一切の合理的な処理をしようというようなことから、そこはそういう方向性に入ってき

ているのです。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 今町長が説明してくれた中で、前々からあそこは困ったな、困ったなという話を我々もそ

うなのですけれども、ただいまありがたい意味で町長を含めた町側が理解いただいて更地にするという、結

果的にはよかったなと思ったのですけれども、先ほどの話の中では東側東側と言うから、どこの東側かなと、

その辺を確認と思って質問したのですけれども、ぜひこればっかりではなくても、前段の話と、それからで

きればどこのあれでも地図とか簡単なものが明記していただければ、我々も理解できるかなと思うのですけ

れども、その辺を含めてお願いをしておきます。

それで、先ほど針ケ谷委員さんからもこの話があった避難場所の利用価値、先ほど北部公民館の西側のほ

うは砂利か何かで、あれはロープか何かが張ってあるような気がするのですけれども、車を置く位置か何か

を目印にするのだか、ロープは張っていないですか。北部公民館の西側のあの辺は、ロープは何も張ってい

ない、下は。

〇亀井伝吉委員長 峯崎総務課長。

〇峯崎 浩総務課長 現在整備されております避難場所の駐車場として、駐車スペースの区画ロープ、それ

と周りのロープ、これは張ってあります。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 すると、車が入って分かりやすくロープを張っているわけなのでしょう。それは全部です

か。西側のほうも全部。

〇亀井伝吉委員長 峯崎総務課長。

〇峯崎 浩総務課長 全部一応駐車スペース分かるように区画ロープは張ってあります。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 そうなってくると、先ほどの針ケ谷委員さん話すように、サッカーで借りようかなとか、

イベントで借りようかなと、そういうときの場合はロープが張ってあったのでは使いにくいかと思うのです
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けれども、その辺はいかがなものですか。

〇亀井伝吉委員長 峯崎総務課長。

〇峯崎 浩総務課長 一応避難場所として利用するというのが大前提ですので、現状の中でもし利活用する

ということであれば、現状を生かした形の利活用をしていただくという形になると思います。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 そうなってくると、現状を何とか生かして使わせたといったって、イベント、お祭りで何

かするといったって、ロープがあっちこっちに張ってあったのでは、万が一けがしたり、または使いにくい

というのか、何をするにも使いにくいってなれば、100％もうそこは避難場所の車を置くところですよとい

う、そういう限定になってしまうと思うのですけれども、その辺は先ほど針ケ谷委員さん話したあれとまた

ちょっと内容というのか、変わってくるかなと思うのですけれども。

〇亀井伝吉委員長 栗原町長。

〇栗原 実町長 基本的には針ケ谷委員にお答えしたものと変わっていないと思います。現状を認識して、

なおそれでも利用したいと、駐車場に見えるけれども、最終的にこれはいざというときの避難所ですよとい

うことを目的でつくっているわけですから、その現状で一応基本的に何台入るかということも含め、基本的

に車をしっかりと並べるための指標としてのロープはどうしても、ただそれがサッカーに極端に邪魔になる

のかどうか、これでもいいよというなら貸してもいいし、ただ砂利の場所ですから、サッカーだってスライ

ディングもあるでしょうし、総合的に考えれば使えるものは限定、でもそれでも使いたいというなら使うの

は構わないから貸してもいいと思います、悪い評判が立つより。だから、あくまで現状名前と使用目的と、

あとは現状のいわゆる条件を見た上で使いたいと言えば、それはそちら様の基準であって、申し込んできて

くれればそれを貸すということにはなるでしょうし、事故が起きてもこっちのせいではないということもあ

るし。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 でも、それでは行政というのか、ちょっと寂しいというのか……

［「だから基本的にあそこの使い道はないでしょう」と言う人あり］

〇黒野一郎委員 けがしてもらっても結構ですから、お使いくださいというのでは、だったら最初からそう

いうことで避難の一本化だから、それはそういうことで申し訳ありませんというのか、使用できないという

ことだって可能性あるわけですよね、別段それは。

〇亀井伝吉委員長 栗原町長。

〇栗原 実町長 例えばサッカー場を例に挙げましたからですが、例えばスポーツグラウンドとして利用す

るには、基本的には申込みは少ないかなとは思います。だって、アスファルトもしくは砂利の状況になるわ

けですから。だけれども、先ほど言った何かのイベントで下の白線代わりに引いたロープが、升が足引っか

かるとすれば、それはそれでご注意をくださいとか、使用する側でということで。また、1,000年に１度の

ことを想定してやっているわけですから、何十回張り替えられるか分かりません。10年もつのか20年もつの

か、そのロープも。そういう意味では、およそ無駄と言えば無駄なのですよ、何億円投入したって。でも、

それを基本的には担保しなければ町民の安全の、完全に安全ということではないけれども、安全の一部が担

保できないということでご了承いただき、今日まで工事も進んできているものですから、それを第一義とし
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て、やはりそれを優先させて、その上第一義に沿わない範囲内で、それでもいいですよということで利用し

たいということであれば、それは相談に応じるというのは、これ以上の姿勢はないのではないかと思います

が、どうでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 ただ、ありがたいことで、作っていただいたということは、非常に北地区としても、あの

辺の近辺もありがたいなって思いますけれども、ただいま先ほどの細かいこと言うわけではないけれども、

ではロープを張って、ロープは10年、20年後切れてしまう可能性もあるという話ですけれども、それは古く

なれば切れるわけだから、それは避難所として駐車場として使うということになれば、それは10年、20年後

に切れたらまた予算かけて補修すればいいわけです。それは誰のものでもないわけですから。そのときにな

って切れたら補修していただくということと思うのですけれども、それはそれでありがたいことで、ひとつ

今後ともよろしくお願い申し上げます。

それから、先ほど北小学校の埋立ての関係の解体工事ですか。

［「プール」と言う人あり］

〇黒野一郎委員 これをいただいて、ちょっと関連で申し訳ないのですけれども、この北小学校を中心に避

難場所、避難施設ということで、この委員会のときに地図の右側で大通りですか、左へ入っていくという、

細かいところの肉屋さんがあるのですけれども……

［「肉屋の向かい辺り、出口、入り口」と言う人あり］

〇黒野一郎委員 はい。これは、設計のこっちに書いてありますよね。それはもう測量の云々が出ています

けれども、いつ頃から始めているのか、その辺はいかがですか。

〇亀井伝吉委員長 塩田都市建設課長。

〇塩田修一都市建設課長 設計のほうは、現在のところまだ何もしておりません。町の考えとしましては、

緊急避難地が完成したものですから、そこにアクセスする道路を検討した中で、今の交差点ありきの道だけ

だと不足だろうということで、緊急的に去年の秋頃から町長とも話合いを始めたのですが、令和５年度ので

きるだけ早いうち、５月、６月あたりには測量関係の仕事を発注したいと考えています。例年ですと、境界

の確定で１年目終わるのですが、それを一歩進めまして、その中で令和５年度中に道路詳細設計まで完了し

て用地買収まで進めて、令和６年度早期のうちに工事着手したいと考えています。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 五、六十メートルですか。

〇塩田修一都市建設課長 入り口については、北小学校はその程度になると思います。

〇黒野一郎委員 そこからこれを見ますと、西に行くところはそのまま軽トラックが通れるぐらいで何もし

ないということ、それがぐっときますとオレンジの色ありますけれども、これは全部解体するわけですけれ

ども、絡みがありますよね。プールの東側というのか、その境の網は撤去なしで、要するに昔で言えばくね

とか、そういうので利用するということなのですか。その辺の整理も、あそこ何軒かうちがありますけれど

も、道路とその境を網を利用して境線にするのか、多少は補修をして何かするのか、その辺はいかがなので

すか。

〇亀井伝吉委員長 伊藤企画財政課長。
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〇伊藤良昭企画財政課長 こちらの地図の先ほどオレンジ色の屋根の家、それの西側、これプールですけれ

ども、この境界にはフェンスがあります。これも今きっちりとしたフェンスではなくて、多少ずれているよ

うなフェンスですので、これについては今回撤去をしたいと思います。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 そうしますと、何か新しいくねではないけれども、境というのか、フェンスではないけれ

ども、何か新しくつくる方向なのですか。ただもう更地だから、道路まで同じにして誰でもオープンにそこ

をぱっと入れるのではなく、道路との間を何かやる方向なのですか。

〇亀井伝吉委員長 伊藤企画財政課長。

〇伊藤良昭企画財政課長 今の道路とプールの間、多少の段差もございますので、整備をした後に、逆にこ

こを境界できっちり区切ってしまうと出入りも支障があると、そのような判断をする場合についてはオープ

ン、ちょっと工事のこれから計画を立てる中で検討ができればとは思いますが、今のところはそこに改めて

境界に何かを設置するということについては考えてはございません。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 全面壁にしてしまうというのか、何かつくるのではなくて、車が入るところを何か所かに

空けてここに区切れば、そんなには境かなというふうに感じると思うのです、その辺は。

〇亀井伝吉委員長 塩田都市建設課長。

〇塩田修一都市建設課長 今奥のほうの出入りの数か所をつくったほうがいいのではないかという意見があ

ったと思うのですが、出口については今肉屋さんの向かいの１か所しか想定できていません。そのまま反対

側に回ってもまたすごく狭い道路になっているのですけれども、この狭い道路の中で入り口、出口を複数つ

くったところで、出口で詰まって混乱を引き起こすと思うのです。出口が１か所４メートル、５メートルの

道路しかないものですから、そこに何か所も出口があって小学校から一気に出たとしても、全然動けない道

路になってしまいますので、町とすると今北小学校の南側の出口とすれば１か所が理想かなとは考えていま

す。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 出口が１か所しかないというのだったら、南側の西のほうの軽トラックが入るようなとこ

ろも、西ずっと行って右に曲がれば大通りに出られるでしょう。せっかくやってもらえるのだったら、避難

所の関係でしたら、どこからでも入るように、そういうふうに大通りの藤岡線の北側も３か所ぐらいあるで

しょう。これだってせっかく避難所の車を置くということになれば、このプールのオレンジの、それを西へ

ぐっと入って、五分団の西側のあそこへ出られるように、あそこは畑だから、そんなに費用もかからないと

思うし、どこからでも入れるということになれば、１か所、２か所増やしたって差し支えないと思うのです

けれども、せっかく町長が言っている北小学校避難所、やはり利用価値があるのなら、そういうことも含め

て総合整備的にやっていただいたほうが、北地区は何もない、避難所ばっかりって、そういう声もだんだん、

だんだん出てくるのだったら、そういう整備して、町がやってくれるのだね、ありがたいねって近所の人や

北の人たちも思うと思うのですけれども、せっかくやってもらうのだったら、やはり多少予算をつけてやっ

ていただいたほうが地域の人たちもありがたいなと思うのですけれども、その辺の今後の考え方というのか、
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その辺いかがですか。

〇亀井伝吉委員長 栗原町長。

〇栗原 実町長 今のここで見ますと、先ほど言ったこの地形がお分かりの方ならぱっと分かるのだけれど

も、真っ白くなっているのは、俗に言う下が南で上が北という普通の見方をしますと、南東の校庭の角から

今現状でも抜ける、除川線に県道の道があるわけです。この直近に面した北のおうち、旗みたいなのが立っ

ているのですけれども、このうちがこの間不動産屋に売りに出していたのです。買手が決まってしまったと

いうことも含め、早急に買収しようという指令は出したのですけれども、なかなか役場というところは四角

四面で、動きがあっちがしないとこっちがしないというふうに。要はここの道がないと、北小学校上を見れ

ば分かりますように、北側を見ればいわゆる除川藤岡線、板倉藤岡線の正門から入って、正門から入るのは

町道57って書いてある辺りなのだと思うのですけれども、ここから入って東側を回るか、幾つかっきり出口

が全くないわけです。幸いこの保育園の左側を見ると、保育園の園舎と小学校の間にこれは桜の木なのです

けれども、桜の木が植えてある、その上の四角が体育館なのですけれども、この間が約七、八メートル境界

の金網が通ってあるということで、保育園の校庭と小学校の校庭と、あとは一番左の上の端っこにあるのが

消防小屋みたいなところですが、いずれにしてもこの空き地が全部今言った、体育館の南の金網を取っ払っ

てあるということで一体化が辛うじてできているということで、どちらから入れてどちらへ逃がすかという、

出るとき、考えなくてはならないということで、当初はそういう意味で赤いオレンジで書いてあるところは

手をつけずに、それは手をつけることは簡単なのですけれども、やはり一挙に大きな工事でしたし、毎年こ

ればっかり、極端に言うと1,000年に１度の対応をしているわけですから、ほかに優先することがあるので

はないかとか総合的に見ながら、でもどうしてもそれではまずいということで、今言った除川板倉線ってち

ょうどここに書いてありますが、南北の郵便局にぶつかる信号のところ、ここが信号で赤信号なんかになっ

てしまうともうずっと詰まってしまうので、ここから入り口にしても出口にしても、後にそれはどちらに進

むは考えるにしても、この校庭の南で東のここの進入口を確保したいということで買収せよという話が現在

進行中でありますので、もちろんこの先にはご指摘のように、ぐるっとここはおおむね西岡新田区域になる

のかな、半分ぐらいがあれかな。その上は除川区域になったり西岡区域になったりしているのですが、確か

にここをずっとぐるっと回って、今のこの赤い境界で囲まれているところを南へずっと平行して回って、さ

らにぐっと狭い道を回ってこちらの除川線の南のほうへ出るようになっているのですが、これも前から広げ

ていただきたいという陳情があったりして、でもとば口で俺が困らないからって反対している人もいたりし

て、拡幅の町道整備が進まないという理由などもありまして現状があるので、先ほど黒野委員の言うことも

もっともですから、まずはここを広げさせていただいて、今言った高橋肉屋の相向かいから入っていく、こ

の旗が立っているうちの軒先を買収させていただくと。だけれども、これももしかすると買収に乗るかどう

か分からない。そうしたら、その下の白い屋根が南で、太陽光か何かが反射しているのか分かりませんけれ

ども、ここのうちも空き家なのだよ、この２軒がどちらもいいうちなのだけれども。このご近所で話を聞い

てみたら、北が駄目なら南へでも広げればとか、いろんなオブザーバー的、参考的意見はいただけるのです

けれども、果たして役場の思うとおりになるかというのは別問題で、取りあえずその交渉に今入っていて、

できれば３年普通であればかかるところを、だから３年なんて言わないで半年でやってしまえと言っている

わけだけれども、すぐ設計だの、やれ何だのかんだのって、必要なところはやれるのですよ、本当のことを
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言うと。要は、だからまずはこの入り口の出口というか、人家つきの高橋肉屋さんの入るところのこの道が

一本しっかり確保できれば、まずは出入口とかいろんなコース設定もできますので、後々に時間をかけなが

ら、この周遊のものも含めてだんだん、だんだん町道も、いい町道はほぼ全て舗装はできていますので、あ

と除川も黒野委員の前から東へ回っていく道とか何本きれもなくなってきていますから、そういう意味で、

ただこれと同時にみんなやってくれと言われて、この前の道もぐるっと西へ回って保育園の辺りからとか、

いろんな声も出てきているので、この保育園の西側にコグレさんといううちがあるのだけれども、学校の先

生だった。そこのうちも３反ぐらい屋敷があるから役場で買ってしまえばとか、でも役場が土地ばっかり買

っていってもしようがないでしょうと、最低限理由があってということで、そのコグレさんのお宅のほうは

西ですから、幾分か高さが低くなるのです。だから、大義がなくなってしまうわけ。ということで、先ほど

言った産振館の東の場所の竹やぶは、いろんな合理的な理由から買収をやむを得ずしようと、これから先人

口も車も減っていきますから、人口は減っても件数は増えているのです。4,500ぐらいから今5,400から500世

帯ぐらいに増えている、空き家の問題なんかが片や出てきているのだけれども、そういうようなことも含め、

解決すべき問題は一挙に、もう財政がご承知のとおり、黒野委員も長くやっていればお分かりのことと思い

ますので、地元の議員としての主張は十分今理解をさせていただきましたので、取りあえずはまずこの東の

出口のところを買収可能かどうか、これが買収が駄目では中を広げるわけにもいかなくなってしまうから、

ということも含めて対応をさせていただくということで、取りあえずご理解いただければと思うのですが、

ちゃんと記録させておきますので。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

市川委員。

〇市川初江委員 市川です。よろしくお願いいたします。

主要施策の見積書の中の49ページ、子ども・子育て会議運営事業でございますけれども、51万6,000円と

いう今年は予算額がついております。課長の説明の中で、今後この会議の中の話合いの、私の聞き間違いで

なければあれなのですけれども、一園とする方向で老朽化した園を建設するようなちょっとお話だったかな

というふうに思うのですけれども、ここの事業説明の中では、令和２年度から令和６年度において会議を進

めるようなことになっております。そうすると、もう今年で３年目に、令和５年で３年目の会議になるとい

うことでございますけれども、ここに書いてある保護者を含む子ども・子育て支援者のメンバーの会議とい

うことになっているようですけれども、年に何回会議をして、もうこの会議の中では内容的にはどのような

お話が展開されているのかちょっとお聞きしたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 小野寺福祉課長。

〇小野寺雅明福祉課長 今回の新規重点事業で上がっていますのが町立保育園の一園化等の検討ということ

で、必ず２園あるのを一園化して新しくするというところまでは、まだ決定はしていないというのが実情で

す。今後進めるに当たって、町立保育園をどういった方向にするかということを令和５年度については様々

な検討を加えながら進めていくということで、この子ども・子育て会議というのは、これは通常からもう会

議として設置されておりまして、この場で協議をしていますのがここにありますように、今ありますのが第

２期の板倉町子ども・子育て支援事業計画というのがありまして、こういった計画についての検討等を加え

るということです。今回、毎年２回分程度の会議の委員報酬等を計上しているのですが、今年度については
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検討していく中で、この会議についてはそういった子供に関する施策の検討とか、そういうのもありますの

で、会議員の意見が聞くことがあった場合のために２回分を取ってあるということで、必ず多く開くという

ことではございません。それなので、保育園も２園から１園にして必ず新しくするとか、そこまでがまだ決

まっていない状況で、令和５年度については考えられる様々なことを検討をしていきたいといった内容の新

規事業ということになっています。

〇亀井伝吉委員長 市川委員。

〇市川初江委員 保護者を含むとあるのですけれども、保護者は全員ではないのでしょうから、代表か何か。

〇亀井伝吉委員長 小野寺福祉課長。

〇小野寺雅明福祉課長 この会議につきましては15名ということで、保護者の方はＰＴＡ等の方が入ってい

るような状況になっています。３名の保護者の方が入っています。

〇亀井伝吉委員長 市川委員。

〇市川初江委員 それと、子育て支援者って書いてありますよね、子ども・子育て支援者。

〇小野寺雅明福祉課長 15名ということで、まず学識経験のあるものということで区長会長、民生委員児童

委員会長、主任児童委員の代表、元保育園長です。次に、子供の保護者ということで保育所の保護者代表の

方、認定こども園の保護者代表の方、小学校の保護者代表の３名が入っています。子ども・子育て支援関係

者ということで、こちらひまわりきっずの会長さんが入っている状況です。それと、教育関係ということで

教育長の職務代理の方、小学校の校長代表、保育関係者ということで保育所の認定こども園の代表が２名入

っているというような15名の構成になっています。

〇亀井伝吉委員長 市川委員。

〇市川初江委員 そうしますと、北保育園、板倉保育園の代表の方は入っていないのですか。

［「入っていない、はい」と言う人あり］

〇市川初江委員 何か入れたほうがよろしいのではないですか。

〇亀井伝吉委員長 小野寺福祉課長。

〇小野寺雅明福祉課長 そこら辺はずっと入っていないような状況なので、またそこら辺をちょっと調べて

みたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 市川委員。

〇市川初江委員 やはり私も、前にお辞めになった園長先生ですけれども、園が古くて子供たちを保育する

のに使い勝手が悪くて先生方も大変労力がいっていると、もう本当に大変な状態の中、コロナの中やってい

るのですって、園を新しくしてほしいのですということを結構何回も私ちょっと言われているのです。それ

で、町のほうにも何回か言ってきているのですけれども、園が子供たちの安心安全のそういう園であるとい

うことがまず基本かなと思うのです。募集しても来ないということは、園が古いことも一つ原因ですとかっ

て、そんなこともちょっと私お聞きしているのですけれども、こういうコロナの渦の中で先生方も大変な保

育をなさっているのだなということで、私も本当に頭が下がる思いでいたのですけれども、そういう意味で

やはり子供たちというのは、学校に上がる前のその期間が物すごく大事なのです。なぜかというと、脳の細

胞の基礎配線がきちっとできる時期なのです。ここの基礎配線がきちっとできれば、１年生へ上がったとき

に困らない子になるのです。おうちでもそうです。土台がしっかりしていれば、雨風にも強いおうちができ
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るということですので、本当に保育園、幼稚園のこの期間の教育、環境、すごく大事だなと思うので、この

辺をしっかりと踏まえて、やはりこの会議も大変大事な会議だと思いますので、子供たちのために早急にで

も、１園にするかどうかの話もありますけれども、新しい保育所を建設していただきたいなというのがちょ

っと私の願いでもあり、多分今行っているお母さん方の願いでもあると思いますので、ちょっと検討のほう

をよろしくお願いしたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 小野寺福祉課長。

〇小野寺雅明福祉課長 少子化等がなければ本当に更新ということで、古いので済むと思うのですが、子供

が減っているという現状を見てみますと、そのまま町が新しい保育園を造った場合に、町内の民間の施設を

圧迫しないかとか、あとは今後の少子化の中でどういった推移で子供たちが数がどうなるかとか、そこら辺

のことを今年度については検討して、最終的な方向性を考えていきたいというのが今年度ということになり

ます。

〇亀井伝吉委員長 市川委員。

〇市川初江委員 子供たちが多かろうが少なかろうがとても大切なことだと思いますので、しっかりと対応

していただきたいなということで、前向きにお願いしたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 回答はよろしいですか。

〇市川初江委員 町長に。

〇亀井伝吉委員長 栗原町長。

〇栗原 実町長 残念ですが、福祉課長が答えたとおりで、取りあえずは。この間も今村議長からも、これ

は市川議員も含めて正副議長から、それについての重要性、それからいつまで計画計画と言っていないで、

そろそろ計画にもう真剣味を帯びようというありがたい示唆もいただいておりますので、そういう意味では

早速ということで、ただしこの子育て支援会議については、建設を前提とした会議では多分ないと思うので

す、今までの経緯は。どちらかというとソフト、保育園の運営とか保育園の教育と言ってはなんですけれど

も。また、当然まずは調査をしっかりと、一番心配しているのはいわゆるそらいろ保育園、まきば幼稚園が

あって、それに町が規模を例えばどの程度にするかもあるのですが、将来この２園で間に合ってしまうので

はないかとか、また町が造った保育園がもしかして造ると、一番新しいので町の保育園は潤うけれども、そ

らいろとか、あるいはまきばとか、どちらか力の弱いほうが撤退だなんて言えば、またおかしな問題にも、

ニュータウンにも影響しますし、そういう意味で総合的にしっかりと状況分析をし、まずは大ざっぱに言っ

て銭がなければ始まりませんので、今年もおかげさまでためていて使ってしまうわけ、ためるのが好きだな

んて言われていますけれども、使うのも好きですから、どの程度のお金が必要か、10億円ぐらいあればいい

のか、六、七億円で済むのか、そういったことも一番直近でこの近隣でも、具体的にそういったものも含め

て例えば照会をして、議会にも研修にじかに聞いて勉強してもらうとか、あくまで町が一方的に勝手にやる

ということではなく、いつも言っていますけれども、議員と議会と両方が責任を２分の１ずつしょっていた

だくということでの任意性というか、そういったこともありますので、いよいよこれから、さりとて小学校

の、先ほどもご承知だと思うのですけれども、体育館から始まって、小学校の毎年毎年出てくるものを総じ

てまとめると、７年間ぐらいで相当な金額も費やしますので、本当は１年でやりたいですけれども、そんな

にお金が使ってしまうと不安な状況にもなってしまうということも含め、ですから財政も伴うものですから、
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気持ちは十分我々も理解しておりますので、今年そういう意味ではやはり調査に入らなくてはなと。いわゆ

る真剣味を帯びて具現化に動き始めるということで、十分そういったことで理解をしていただければという

ふうに思います。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

小野田委員。

〇小野田富康委員 よろしくお願いします。小野田です。

誘致推進係の一番最後、31ページになるのですけれども、地球温暖化対策奨励金ということで300万円、

このサカタウエアハウスさんは、どういった地球温暖化の取組をされているのかと、ほかに温暖化に取り組

んで、多分マックスが300万円なのかなと思うのですけれども、ほかに取り組んでいる企業というのはない

のかお願いします。

〇亀井伝吉委員長 川野辺係長。

〇川野辺晴男誘致推進係長 それでは、小野田委員さんの質問にお答えします。

サカタウエアハウスにつきましては、今年の２月に操業を開始いたしました。この地球温暖化対策奨励金

につきましては、環境対策のための設備をして最大300万円の奨励金となってございます。それで、サカタ

ウエアハウスにつきましては、工事を着手する段階で地球温暖化対策の設備を設ける計画があったというこ

ともございまして、具体的には太陽光設備ということですが、その計画があったことから予算計上させてい

ただきました。実際操業を開始してから１年間の間に請求を行うようなことになりまして、現在設置されて

いなくても、今後、まだ工事半ばで設置をすれば対象となってきますので、まだ現状の確認をしてございま

せんが、来年度予算を計上させていただいて、設置が行われているようであれば奨励金を交付していくとい

うようなことでの予算でございます。

〇亀井伝吉委員長 橋本産業振興課長。

〇橋本貴弘産業振興課長 先ほどの地球温暖化の関係の過去にあった企業なのですけれども、一応３社ほど

ございます。１つがイートアンド、それとパルシステム、それと今年度から開始するシーピー化成の３社に

なります。来年がサカタウエアハウスが一応予定しているということでございます。

以上です。

［「それは全部太陽光かい」と言う人あり］

〇橋本貴弘産業振興課長 そうです。太陽光になります。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 今、確かに町長が聞いていただいたのであれなのですけれども、上限が300万円なので

すね。

［「はい、そうです」と言う人あり］

〇小野田富康委員 例えば幾らに対して割合が、300万円以上であれば300万円もらえるのか、例えば30％の

上限で300万円なのかと。

〇亀井伝吉委員長 橋本産業振興課長。

〇橋本貴弘産業振興課長 事業費に対して一応30％の補助になります。ただし、国庫補助金とか、そういっ
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たものでやった場合については、それを引いて残った上の30％が上限の300万円になります。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 １回だけの申請で300万円もらって終わりという形になるのですか。

〇亀井伝吉委員長 川野辺係長。

〇川野辺晴男誘致推進係長 １度の申請で１回交付して終わりになります。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

今村委員。

〇今村好市委員 10ページですか、主要重点施策の中で10項目があるのですけれども、全部で11項目ですか、

この中で何が優先順位としては上位に来るのかなというのをちょっと考えてみましたら、先ほど市川委員か

ら質問がありました、子育て環境をどうしていくのかというのがやはり上位に来るのかなというふうに思っ

ております。2024年問題についても、これは全国的な傾向なのですけれども、板倉については少子化がもう

かなりほかの市町村より進んでいる部分がありまして、そうすることによって高齢化率が上がっていってし

まうという結果が出てきておりますので、2024年は来年ですから、ぼちぼちもう対策というか対応、予算、

もしくは政策の中に生かしていかなくてはならないのかなというふうに感じております。その対応について

は、今回の予算を見てみますと、後期高齢者医療がほかの予算については減額予算ですけれども、ただこれ

だけが上がってきているというのがありますので、これは一つの2024年問題の対応策としては、75歳以上人

口が急激に増えるわけですから、対応しているのかなというふうに思っております。具体的対応については、

今後やはり健康寿命をいかに延ばしていくかというのがあるので、これはソフト事業が中心になれるのかな

というふうに思っております。それと、子育て環境をいかに整備するかというのは、やはり公共施設の再検

討も含めて、南北小学校の再利用と併せて町の全体の公共施設をどう整備していくか、検討していくかとい

う中で、老朽化が進んでいる、特に子供たちを保育、教育をする場所についてはやはり優先させるべきだと

いうことで、保育園については先ほど話がありましたとおり、板倉町については公設民営のそらいろ保育園

がありまして、あとは民間の福祉団体もしくは教育団体が運営している幼稚園、こども園等がありますので、

では町の全体の子供たちの推計をどうするかということから始まって、では公設民営で次のものもやるのが

いいのか、町営が直接やったほうがいいのか、この辺から進めてどう保育なり環境を整備していくかという

のについては、この子ども・子育て会議、先ほどのメンバーだけではちょっと難しいのかなと。だから、も

う町全体を挙げた総合的なプロジェクトの中で、小学校の再編と類似したような形でハード、ソフトを両面

から検討できる、そういう組織を立ち上げて早急に方向を出さないと、なかなか難しいのかなというふうに

思いますので、ほかの保育園、民間の保育園、もしくはこども園に影響させるかどうかという問題につきま

しても、絶対数がある程度方向が出てくれば、公立の保育園については今まで定員90人だったのですけれど

も、そのバランスを考えて50人とか40人とかにするとか、子供を必要以上に取り合いをするということは、

保育園の場合は町が主導である程度バランスが取れると思うのです。そういうことも総合的にもう着手して

いかないと、今おそらく進めたとしても、では１園にしてどこか南小を使うのか、南小については設計して

みたら非常にかかり過ぎるとか、いろんな問題があるのでしょうけれども、そういうことも乗り越えていっ

て、実際の新しい保育園をどうするかというのは３年ぐらい先になってしまうのです、どうしても。だから、
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もう着手をしたのがいいのかなという１つの提案です。

もう一点は、南小の利活用についてはぜひ真剣に考えてもらいたい。農協が最近またなくなってしまいま

して、保育園、駐在、農協、もう全てなくなってしまって郵便局ぐらいしかないのです。今までは南小があ

ったために、小学校入学と同時に屋敷内にうちを建てたり、四、五人の子供たち、いわゆる若い家族が戻っ

てきた傾向があったのですけれども、今年あたりそれもおそらく南地区の入学者を見ると激減していますか

ら、ないのだと思うのです。だから、そういう定住効果っていいますか、なかなか全てなくなってしまうと、

気力も意欲も活力もなくなった地域になってしまいますので、その上に1,000年に１度の公害で５メートル

以上のもう全部潜ってしまうよという、そういうところに若い人が住みつくのかどうかという、それは

1,000年に１度だから、そんなことはすぐにはないのですよといっても、公共的な施設が多少必要なものに

ついてはないと、身近に、特に高齢化になってきますので、ないとやはり厳しいのかなと。その辺の町の政

策として取り組めるものについては、ぜひ取り組んでほしいなというふうには思うので、町長の政策方針、

まちづくり方針について、その辺どう考えているかお願いをしたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 栗原町長。

〇栗原 実町長 先ほども申し上げましたように、もう既に今村議長からも、今日だけでなく前回も重要な

優先順位を第一に近い形で持つべきだと、もしくは市川議員からも再三にわたってということで。それに対

する取組の方法は、まずは調査をしっかりとした上でというのが前提にはなるのだろうと思っています。先

ほど言った、町の新築をするにしても定数をどうするのかとか、それすらやっていない流れの中で安易にと

いうことも差し控えますが、いずれにしてもそういった調査活動を含め、あとは極端に言えば場所も、50に

しても100にしても場所の設定どうするのか、南にするのか北にするのか、１か所であれば真ん中なのか、

あるいは結論として公がやる必要はないということで、両園にさらに力を入れてもらっているとか、いろん

な意見もあろうかと思いますから、そういった手順を踏めばおそらく３年そこらはかかるのだろうというの

も、おおむね私もそういう考え方でおりますので、そういう意味ではおっしゃるとおりということで、今年

そういう意味では着手をし始めたところと。それは、分かっていてもやはり財政的なものも含めて、庁舎が

まだ２年か３年前に仕上がっているわけで、それに続いて５億円、６億円の大きな事業も展開中ですので、

併せて並行してということではなかなか難しさもあるし、スタッフも足らないということもありまして、ち

ょっとずらしながらですが、そういったこともご理解をいただいた上で優先課題とすれば、今上げてもすぐ

できるわけではないですからということも踏まえれば、おっしゃるような方向性として踏み出してもよろし

いのかなというふうに考えますので、まずはそのために、私も先ほども申し上げましたが、この子育て会議

ですか、これはまさにそういった会議ではないわけですから、日頃常設で公民あって、それをいかに平等な

形でそれぞれのよさを取って運営するとか、いろんな意味でソフトも含めた中心の会議であったわけですか

ら、100年に１遍でもないでしょうけれども、新しくその時期に差しかかっているとすれば、これは当然議

会も含む学校運営建設委員会みたいな、仮称ですが、それと同じような組織もつくって真剣にスケジュール

を組んだ上でということでやるべきかなということで、今ある意味ではちょっと人事にも、そういったこと

も考慮しながらかかっておりますので、そういったことも含めてこれから、だから否定することは何もござ

いません。ただ、南地区へということは、同じことは北地区にも言えますので、もともとが私個人の考え方

でずっと計画していったことは、北地区へはどちらかというと水の問題がクリアできますので、滞在型、あ
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るいはどちらかというと高齢者の療養型とか、俗に言う福祉施設を北へと、南地区はそれに対して水がとい

う問題もありますから、小さい子や低年齢層であれば、即座に今の時代ですから予想ができ、バスで逃げせ

るということから、その施設は被害には１回は遭うのですが、そういったことで東西南北のバランスを取っ

ていくべきかなというふうにも考えておりますが、そんなことを言っている間に東北、南北だけではなく西

だって、板倉町全体が水没をするというようなことが。ですから、最近はユーチューブなどを見ても、お化

けが出そうな東洋大駅とか、誰が投稿しているのだか知らないけれども、皆さんちゃんと見てくださいよ、

そういうものも。要するに我々が最も一番気にする問題、だけれども例えば１年間のうちで水災害の会議を

やりたくないわけですよ、1,000年に１度ぐらいであれば。こんなことを考えたら、みんな自分の寿命が30年

か50年先読めない流れの中で、1,000年の先を読んだものを定着させてよろしいのかどうかということだっ

て、極論を言えばあるわけですが、でもそれをやらないと国も県も承知しないということもありますし、だ

から片方の手で町の弱点を知らしめながら、片方の手で解決をすると……

〇今村好市委員 町長、分かった。

〇栗原 実町長 そういうことでしょう。そういう意味では……

〇今村好市委員 全て……

〇栗原 実町長 若者が定着をするような施策をどうしてもぶたないと、おっしゃったとおり……

〇今村好市委員 町長は、全体を見ているから全て分かっているのです。分かっている中で、何を優先して

今後町として取り組むのかというのをやはり方針を出していかないと、あれが大変だ、これが大変だという

ので、そっちはある程度片がついたものについてはどう今後運営していくのだという方向でいいわけですか

ら、では課題として残るものはこれからどう取り組むのだという、その姿勢をやはり出していかないとなら

ないのかなと。だから、基礎調査は半年ぐらいで終わらせようと、早い話は。保育園の子供の数だとか、将

来の推計だとか様々なものについては、基礎的な状況は調査をできるだけ早く終わらせようと、その段階で

では今後どうするのだという段階になったらば、きちんとした町長直結のプロジェクトをつくって早急に検

討させますよという話に私はしてもらいたい。

南地区の例は一つの例ですから。だからそこで西に今あるところに建て替えたほうがいい、場合によって

は南小学校の利活用を含めて、利活用があるから多少お金がかかってもしようがないのだなという判断を町

民がするかどうかですけれども、そういうバランス的なものについては、二次的な問題として考えていくと

いうことで着手してもらいたいのですよ、幼児教育について。

〇栗原 実町長 では、取りあえず長々答えてもしようがないから、そういう意味では、去年の時点から既

に今年はそういう調査の年であると、それをできるだけスピードを上げながら、今年の年度後半にでも具体

的な検討委員会的課題を拾い出すような、まず。調査活動は、それに匹敵できるような人事も含めて考えた

いというふうにも考えておりますので、おおむね全部基本的には受け入れてよろしいのかなということでよ

ろしいと思います。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

時間も来ていますので、各課のときに話していただいてもよろしいでしょうか。まだいいですか。

［何事か言う人あり］

〇亀井伝吉委員長 では、青木委員。
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〇青木秀夫委員 今の数字のことでちょっと確認したいところあるのですけれども、30ページ、奨励金につ

いてなのですけれども、参考までに……

［「30ページですか」と言う人あり］

〇青木秀夫委員 30ページのところの説明欄の下のほうにシーピー化成というのがあります。このシーピー

化成の家屋の奨励金が16万円ってあるのですけれども、この16万円というのはまだ課税対象になっているの

が少ないから16万円なのですか。その辺確認したいのです。ばかに少ないから、償却資産は345万円ってな

っているから、建物は何か、まだ出来上がっていないのであれかな。

〇亀井伝吉委員長 川野辺係長。

〇川野辺晴男誘致推進係長 それでは、青木委員さんの質問にお答えします。

シーピー化成の奨励金額家屋16万円、もちろん課税額に対して15％の奨励額になっておりますけれども、

試算でいきますと、予定税額については約5,500万円です。地域未来投資促進法に基づく課税免除というの

がございまして、それが家屋と製造部分にかかる建屋と構造物については、課税されるものが100％免除に

なるというのがございます。だから、残っている部分が例えば事務所だとか、社員の厚生施設だとか、そう

いったところは課税になるのですけれども、ほぼほぼ課税免除になりまして、試算ですと課税免除額がシー

ピー化成の家屋で約5,400万円です。そうしますと100万円ぐらいですか、16万円が15％になるぐらいの課税

が残りますので、課税額はあるのですが、課税免除額が大きく額がありますので、差引きをした残りが約16万

円ということになります。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 要するに課税対象額は5,400万円か何かあって……

［「5,500万円ぐらいあります」と言う人あり］

〇青木秀夫委員 5,500万円あって5,400万円分が免除になるのね、特例法か何かで。それで、残りの100万

円に対する課税と、それの奨励金が16万円、約15％ぐらい、そういうことね。

［「はい」と言う人あり］

〇青木秀夫委員 ということは、課税免除というのはどのぐらい続くの、特例法で家屋に対する5,000万円

の課税免除というのは。操業から例えば５年とか７年とかあるでしょう。ずっとではないでしょう。

〇亀井伝吉委員長 川野辺係長。

〇川野辺晴男誘致推進係長 課税免除額は、操業を開始してから３年間です。３年間が免除になります。

〇青木秀夫委員 ３年たてば5,000万円に対して課税ができるわけだ。

〇川野辺晴男誘致推進係長 そうです。今度は100％課税になりますので、その課税免除後はかなり税額が

上がってくると。

〇青木秀夫委員 そんなことかなと思ったのだけれども、あんな東京ドームみたいなごっつい建物がこんな

課税ということないと思ったので、分かりました。

それと、あそこは中身ないのかい、償却資産このぐらいしかないなら。これまで特別減税で、償却資産も

相当課税額はあるの。

〇亀井伝吉委員長 川野辺係長。

〇川野辺晴男誘致推進係長 償却資産につきましては、課税評価をしないと税額来年度かかる分が計算でき
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なくて、実際に申請をしていただいたときの償却資産の資産額というのですか、その償却資産の計画額、こ

れを基に例えば前例のあります積水成型工業、こちらの課税免除の割合とかを計算しまして、仮に計算をし

た数字になります。

［「それが幾らになるのだ」と言う人あり］

〇川野辺晴男誘致推進係長 それで、現在その予定をさせていただいている額については、償却資産で約

2,600万円の課税額を計算しておりまして、そこから課税免除分が350万円を免除した額に対する15％で、

345万円を予算として上げております。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 もう一回、あそこのシーピー化成というのは建物すごく大きいけれども、ほとんど中身倉

庫なのか、工場というより。

〇亀井伝吉委員長 川野辺係長。

〇川野辺晴男誘致推進係長 そうです。倉庫は大きなもの、事務所の入り口の西側にある大きなところも倉

庫ですし、西のほうに３つ同じような建物が並んでいるのですけれども、あちらも倉庫です。今あるのは物

流センターが完成したということで、今後その南側に製造工場が建設される計画がございます。今は物流セ

ンターです。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 だから、償却資産といってもあまり価値がないものがあるのだね。工場ではないから、高

い機械とか、そういう設備がされていないから、だから今のところは。これからやるところが工場なのだね。

［「そうです」と言う人あり］

〇青木秀夫委員 そこは、そこそこ中身のある工場になるから、償却資産の課税対象なども出てくると。

［「そうです。製造機械が入りますので」と言う人あり］

〇青木秀夫委員 分かりました。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。一巡よろしいですか。

簡単にお願いします。荒井委員。

〇荒井英世委員 予算の概要についてちょっとお聞きしますけれども、８ページ、一般会計歳出の状況って

あります。その性質別、特に人件費についてお聞きしたいのですけれども、４年度と比べて2,400万円ちょ

っとの減額です。私が聞きたいのは、職員の例えば各課の人員配置がありますね。その辺の問題ですけれど

も、先ほど町長は例えばスタッフが足りないとか何かさっきありましたけれども、その辺の人事配置の問題

はどうでしょうか。要するに現状適正に行われているのか、まだ足りないところもあるのではないかという

部分もあると思うのですけれども、その辺どうでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 栗原町長。

〇栗原 実町長 取りあえず先ほどは足りないところもあるという意味での、全部足りないとか、そういう

意味ではないのです。基本的にはもちろん毎年ヒアリングをして、職員のヒアリングでは全てのほぼ、適正

と言っているのは３分の１ぐらいで、あとは全部足らない。足らないというのは労使間で考えれば当たり前

のことですので、我々総合的に経営を考えるときに、それをうのみにしてもいけないみたいなところも正直

言ってあり、では足らないのを無理してでも頑張れと言えば、残業とかいろんな面でお金の支出はどういう
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ふうに抑制するかといえば、正職員を使うよりもという方法もあるわけです。でも、総合的に例えば足りな

いといっても、前年度と同じ人員でやらせると、そこそこの残業でもそんなに増えないで、足りないと言い

ながら間に合ってしまうところが大半だということも踏まえ、正確に率直に言ってつかめないところもある

のですが、我々はどちらかというとそういった観点から考えれば、厳しめの査定をし、中には時によると俺

と中里副町長で、足りないと言っているのだから取りあえず１回ぐらいたらふく与えて、何人採用すれば例

えば、あるいは採用すると正職では切れないので、臨時の雇用何人入れば間に合うのかと、間に合ったとき

にはどこまでの成果を出すのかとか、足らない足らないのをおまえらはいつでも足らないと言っているけれ

ども、真面目に100％頑張っているのかと、どちらかというとそういう意味でのヒアリングが多い関係もあ

りまして、時には同じ抑制する立場でも、合理的に考える立場としても意見が割れることも正直あります。

それらを踏まえて今現在で総合的に見ていくと、他町と比較したり、非常に難しいですけれども、やや適正

の中に入っているのかなという感じはしていますけれども、ただ先ほど言ったように、これからこの部分に

新しい事業が増える。例えば去年、おととし、総務課の中での安全安心係二、三人足らないだろうなと、だ

って今までよりも余計な仕事が西と東の関係が全て。私も不思議にするのですが、測量とか工事の発注とか、

そういうものは都市計画課に振ればいいのではないかと、建設課に。だけれども、総務課で受けたものは全

部１から10まで知らないというか、勉強してやっているから、こんな不合理なことはないとか、いろいろこ

ちらも研究しながら提案をしたり言うのですが、なかなか縦割りでびっちりと仕上がった役場の組織の機構

を臨機応変に使い分けるというのもなかなか難しいものだなというのを感じながら、いろんな提案はしなが

ら、変えられるものは変えていくということも含め、そういう意味では来年からは福祉課が多分先ほど言っ

たように、来年というよりも今年から。あるいは、いろんな得意分野を持っている人、調査活動が得意な人、

あるいは建設費を分析し、補助金がどこから取ってくるのが得意とか、そういう意味では新しいものを考え

ていかなくてはならない。そういう起き転びは、そのときのメインテーマによって足らないとか足るとかと

いうような。今年３年間見ていると、教育委員会は時には何をやっているのだと、だってほとんどあらゆる

全てのイベントが中止だから。同じ数だけ張りついていて、除草は同じだけ発注したり、みんな知っている

わけですよね。文化協会から体育協会から全部中止、そういったところをしようがないから、例えばコロナ

の関係で切符を切って新しい補助金を町民の皆さんに3,000円、１万円配ると、そういったときに教育委員

会から人員を補充して動員をかけるけれども、それは教育長承知してくれとか、そういったことを精いっぱ

い調整としてやっているのですが、何とかなっているとは思っていますけれども、聞けば足らない足らない

ということです。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

以上で予算の概要及び主な重点施策についての審査を終了いたします。

この後、休憩を挟みまして……

栗原町長。

〇栗原 実町長 一応当初の当方の予定として、これで区切りが一つついたら、今日は冒頭から東洋大の交

渉の関係、ほとんどおつなぎができておりませんで、それをこちらからつなぐという形で質問されても、本

当のところあまり大きな進展はありません。ということも含め、聞いた上で町としてどうすべきかというこ

ともご示唆をいただければ、それは参考に聞かせていただくという意味で取りあえず担当課長から、どのく
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らいのペースで会議をしているか、相手の状況はどうかとか、伊藤君にお願いします。

〇亀井伝吉委員長 伊藤企画財政課長。

〇伊藤良昭企画財政課長 それでは、委員会外ということで、議員の皆さん全員がいらっしゃいますので、

一通り説明をさせていただきたいと思います。

基本的に結論からですが、東洋大では現状何も決まっていないというのが現状になっています。令和４年

度、県と町、また県と大学、また県と大学、町、いわゆる３者での交渉を行ってまいりました。基本町と県

で相談していく中、大学とのつながりを切らさないように、大学が勝手に我々が分からないところで先に進

まないようにということで定期的、できれば月１回、２か月に１回程度の定期的な意見交換会を実施してき

たというのが実情でございます。その際大学からは、何も決まっていない、常務の方が寺田常務さんに変更

になりましたけれども、常務さんのお言葉の中からも、大学がこのまま大学として現状のまま所有し続ける

ことも含めて全ての可能性を検討しているという内容、それと12月の情報交換会では、大学としては特別に

急いで結論を出すということは考えておりません。早いタイミングで決まることがベストではありますが、

焦って決めた結果あまりよくない結果にしたくないという考えでございますということで、今の現状何も決

まっていないということでございます。

令和４年度、これまでに群馬県との打合せを６回行ってきました。そのうち３回は、大学が入っての打合

せとなります。町抜きで県と大学、こちらも合わせて３回行っておりますので、群馬県としては９回大学と

の定期的な情報交換を行っているということで、この情報交換会については、今後においても継続してまい

りたいというような形で考えているところでございます。

雑駁ですが、以上です。

〇亀井伝吉委員長 ありがとうございました。

以上で予算の概要及び主な重点施策についての審査を終了いたします。

この後、休憩を挟んで総務課の審査を行います。再開は１時からといたします。お疲れさまでした。

休 憩 （午前１１時５９分）

再 開 （午後 １時００分）

〇亀井伝吉委員長 再開いたします。

〇議案第１４号 令和５年度板倉町一般会計予算について

〇亀井伝吉委員長 ただいまから総務課の予算審査を行います。

説明については、要点説明により簡潔にお願いいたします。

峯崎総務課長。

〇峯崎 浩総務課長 それではお世話になります。総務課の秘書人事係、行政庶務係、安心安全係、情報広

報係の４係につきましての予算審査となりますので、よろしくお願いいたします。

総務課所管の令和５年度の新規重点事業につきましては、災害時避難場所確保事業と県知事選の２事業と

なっております。災害避難場所確保事業につきましては、午前中審査をいただきまして大変ありがとうござ

いました。
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まず最初に、人件費を除きました総務課所管の予算額でございますが、歳入につきましては4,252万

6,000円、歳出につきましては４億4,271万3,000円となっております。歳入歳出とも緊急避難場所整備事業、

こちらが終了したことにより、大きく昨年と比較をしまして減少をいたしておりますが、おおむね例年と同

じ規模、同じ程度になってきたのかなというふうに思っております。

歳出の中では、行政庶務係において重点事業として今回知事選のほうが入っておりますが、そちらを含め

た地方統一選、選挙関係、また情報広報係においては行政事務のデジタル化におけるＤＸ化に対応するため

の基幹システムの変更運用事業などが予定をされております。また、安心安全係につきましては、令和５年

度におきましては、緊急避難場所の整備完成に伴いまして、今後は避難訓練及びその運用方法について力点

を置くことになるものと考えているところでございます。

また、人件費につきましては、正職員関係で昨年比約2,800万円の減、また会計年度任用職員におきまし

ては、プラス300万円の増となっているところでございます。

以上、概要を私のほうから申し上げましたが、詳細等につきましてはこの後各係から説明を申し上げたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 新井係長。

〇新井 智秘書人事係長 秘書人事係、新井です。どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、秘書人事係が所管する予算のうち、主要なものとしまして人件費についてご説明をさせていた

だきたいと思います。

なお、人件費の予算につきましては、複数の款項目にわたって計上されている都合上、それらを整理いた

しました、こちらのＡ３サイズ両面の補足資料１枚をお手元にお配りしておりますので、その資料を用いま

してご説明をさせていただきます。

初めに、資料表面の上段の表を御覧ください。こちらは全体の職員数でございますが、令和４年度当初予

算において計上しておりました、合計人数233名に対しまして、本当初予算では３名減の230名として計上し

ております。区分別といたしましては、正職員が２名、会計年度任用職員が１名、それぞれ減員となってお

ります。正職員につきましては、本当初予算編成時点におきまして令和５年度新規採用職員が５名、令和４

年度中の退職職員が４名と見込んでおりましたが、それ以外にも令和４年度当初予算編成後、令和３年度中

に自己都合によって退職をした職員が３名おりましたことから、それらを加減した結果といたしまして、予

算上におきましては２名の減員となっております。また、会計年度任用職員につきましては、マイナンバー

カード交付に係る業務負担が継続して見込まれることによります一般事務補助１名の追加、またコロナ禍中

は見送っておりましたが、公民館業務が再開しつつありますので、そのための補助としての１名の補助によ

る増員等がありますが、その他の増減につきましては、本当初予算編成時点におけます実人員に即しまして

計上したことによる変動となっておりまして、それらを加減した結果として、予算上におきましては１名の

減員となっております。

続きまして、その下、２段目の表を御覧ください。予算額についてでございますが、正職員につきまして

は２名の減員による減少、また令和４年度人事院勧告によります給料月額及び勤勉手当支給率の引上げに伴

います増加のほか、令和４年度末での定年退職者が６名おりますのに対しまして、定年引上げ制度の施行に

よりまして、令和５年度末での定年退職者はなしとなりますので、それに伴います退職手当特別負担金の計
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上が不要となることでの大幅な減少分が主な要因となりまして、差引き合計2,856万1,000円の減額となって

おります。

また、会計年度任用職員につきましては、１名の減員による減少、また令和４年10月からの共済組合の適

用範囲が拡大されたことに伴います医療保険分の負担金の減少はありますが、それを上回る令和４年人事院

勧告によります給料月額の引上げに伴う増加によりまして、差引き合計で313万円の増額となっております。

なお、資料表面の下２段の表につきまして一般会計、また裏面につきましては、上段から国民健康保険、

介護保険、下水道の特別会計それぞれにつきまして職員人数と予算額を表でお示ししておりますが、全体の

ご説明のみということで割愛をさせていただきたいと思います。

秘書人事係からのご説明は以上でございます。

〇亀井伝吉委員長 本田係長。

〇本田明子行政庶務係長 行政庶務係、本田です。よろしくお願いいたします。

行政庶務係につきましては、新規事業が県知事選となっております。そのほか統一地方選ということで県

議選、町議選も行われますので、その予算についても計上しております。

まず、令和５年７月27日任期満了に伴う県知事選挙について説明いたします。事業費としましては、予算

書の90ページ、91ページになります。中段となりますが、県知事選挙1,082万1,000円の事業費となっており

ます。こちらの経費に対しましては、予算書をちょっと戻っていただいて、36、37ページをお願いします。

16款３項１目総務費県委託金になります。５節、37ページ中段になりますが、選挙費委託金ということで県

知事選挙1,005万3,000円が県の委託金として歳入で充当される予定となっております。

また１度戻っていただいて、90ページ、91ページお願いいたします。県知事選の執行経費になりますが、

こちらの予算の費用につきましては町内11か所の投票所や開票所の開設に伴う事務費、投票所の入場券、選

挙啓発のチラシ作成経費、選挙ポスター掲示板の作成、設置、撤去委託費などを賄うものとなっております。

続きまして、予算書の次のページ、92、93ページ、こちらを御覧ください。県議会議員選挙と町議会議員

選挙の内容になりますが、こちらは令和４年度と令和５年度２か年の予算計上となっております。選挙執行

の事前準備で必要な経費は、既に令和４年度分の予算として計上し、令和５年度の予算は投開票に係る経費

を計上させていただいています。選挙期日につきましては、選挙期日等の臨時特例に関する法律というもの

で決まっておりまして、県議選の告示が３月31日、期日前投票が４月１日から始まり、投票日が４月９日と

決定しております。県議選の事業費は、令和５年度は699万1,000円となります。

歳入の36ページ、37ページを御覧いただいて、歳入のほうが691万2,000円となっておりまして、こちらが

充当される予定となっております。

また、歳出の90ページ、91ページに戻っていただきまして、県議会議員選挙の事業費の内容につきまして

は、先ほどの知事選と同様な投開票の経費となっております。

次に、町議会議員選挙につきましてですが、告示が４月18日、期日前投票が４月19日から、投票日が４月

23日と決定しております。こちらにつきまして、令和４年度で事前準備を計上しましたので、令和５年度で

は投開票の執行経費になります。ほかの選挙同様に投票所入場券や投開票経費などを計上しております。ま

た、選挙公営費負担金というのを初めて計上しております。選挙公営費負担金ですが、町議選では初めて導

入するものでして、お金のかからない選挙のためということで、候補者間の選挙運動の機会均等を図る目的
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に導入された制度となります。こちらにつきましては、選挙運動用の自動車、ポスター、ビラに係る経費を

限度額の範囲内で公費で負担するものとなります。

簡単ですが、以上になります。

〇亀井伝吉委員長 長谷見係長。

〇長谷見晶広安全安心係長 安全安心係、長谷見です。よろしくお願いいたします。

まずは、予算書の75ページをお開き願います。上から３つ目になりますが、防犯施設整備事業177万3,000円

ということでございまして、前年度と比べますと99万8,000円の減額ということになっております。こちら

につきましては、本定例会の補正予算でもご審議いただきましたとおり、指定寄附金500万円、こちらを受

けて、こちらを財源としまして、繰越しの事業とはなりますが、令和４年度の事業として新たに防犯カメラ

12基を設置することとなりました。これに伴いまして、前倒しで今後予定していた12基を設置できるという

ことになりましたので、来年度予定しておりました新規設置分の工事費につきまして計上を落とさせていた

だいたということで、そちらが主な減の要因となっております。お手元に図面、防犯カメラの位置図のほう

をお配りさせていただきました。大きな丸で新たに12基を設置する位置図ということであります。こちらの

新規の12基を含めますと、安全安心係として管理している防犯カメラ、こちらが50基になります。50基整備

されます。その他、役場であったり学校であったり、そういった公共施設、学校等については、それぞれの

施設で設置をしてありまして、そちらが29基と。ですから、町内で合計で79基防犯カメラが設置されるとい

ういうことになりまして、安全管理上重要な公共施設でありましたり、主要交差点、また県境、市町境付近、

そういったところにこの12基である程度設置がほぼ完了するのかなと考えております。ですから、令和６年

度以降については、新規設置ということではなくて、古くなってくる機種もございますので、そういった古

い機器の更新、こういったところにシフトしていく、そのような考えで予定をしております。

続きまして、予算書の181ページをお開き願います。181ページ目の上から３つ目、館林地区消防組合負担

金の消防施設1,760万1,000円ということで、こちらは前年度と比べまして1,486万8,000円の減ということに

なっております。こちらにつきましては、消防団の詰所３か所、１分団、３分団、４分団、こちらを今年度

改修工事、1,500万円の予算で行っておりまして、それが終了するということで、そちらが減の主な要因と

なります。残り２分団と５分団がありますが、こちらについては令和６年度に一応改修の予定として、現在

計画を進めておるところでございます。また、５年度におきましては、消防団第２分団のポンプ車の更新が

あります。現在、そのポンプ車の納入のほうが既に令和５年度中には間に合わないということで、事業は令

和５年度になりますが、実際の納車、また財政的な負担については令和６年度ということになるということ

でございます。そのような形で消防施設のほうは、減額ということで計上をさせていただいております。

同じく181ページの上から５つ目の丸になりまして、防災対策事業783万9,000円でございまして、前年度

と比べますと405万1,000円の減でございます。こちらは地域防災計画、こちら４年度に全面改定を進めてお

りまして、そちらの業務委託料550万円が終了ということで減となる、これが主な要因となっております。

また、新規の予算ということでなりますが、現在検討を進めております洪水時の住民避難計画、こちらに

基づきまして、令和５年度以降につきましては車での避難、その車での避難に対する受入れ、こういったの

を想定をしまして、避難の際に必要な入場許可書作成業務委託料、中段からちょっと下になりますが、入場

許可書作成業務委託料100万円、また職員が対応する、受入れの対応に必要な誘導棒であったり、ヘッドラ
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イトなど、そういった消耗品50万円ほどを計上して、そういった車での避難受入れに備えてまいりたいと考

えております。

安全安心係からは以上でございます。

〇亀井伝吉委員長 飯塚係長。

〇飯塚哲也情報広報係長 情報広報係の飯塚です。

私どもの係は、主に広報広聴、情報政策、情報公開・個人情報保護、そして文書管理等をメインに担当し

ております。令和５年度予算につきましては、内容的に特に変化のあるものをピックアップいたしまして、

概要説明とさせていただきます。よろしくお願いします。

それでは、歳入につきまして予算書の28、29ページをお願いいたします。一番上の行になります。総務費

国庫補助金の１節のデジタル基盤改革支援補助金1,155万円でございます。こちらは、先ほど課長の概要説

明の中にもありましたが、国がシステムの共通化、標準化を強く進めるに当たってのものでございます。令

和３年に地方公共団体情報システムの標準化に関する法律が制定されまして、地方公共団体に標準化基準に

適合した情報システムの利用が義務づけられたと、あわせて昨年、国が策定した地方公共団体システム標準

化基本方針に基づきまして、このデジタル基盤改革支援補助金が創設されました。この補助金は、各地方公

共団体の標準準拠システムに関して、自治体が行うガバメントクラウドという国が構築したクラウド基盤、

そちらに準拠するシステム移行に係る事業を対象としておりまして、事業に必要な準備、作業、こういった

ものの一次経費の財源支援を行うものでございます。一定の基準はありまして、上限はありますが、補助率

は原則10分の10となりますので、こちらの予算を使って準備を進めることになろうかと思います。国は、各

地方公共団体のシステムを共通化して、同じような仕様にしていく方向で急速にかじを取り始めましたが、

今までの役所のシステムというのは自治体ごとにカスタマイズを加えたりして使いやすくしたり、あるいは

改修を繰り返して使用してきました。ただ、維持管理であったりとか制度改正などが頻繁に行われる中で、

自治体側はその対応をその都度余儀なくされてきて、それが非常に負担が大きかった、あるいはコロナの給

付金の例など、住民サービスを迅速にやりたいというときに、全国に普及させることが非常に難しかったと

いう、そういった反省を踏まえて、これはマイナンバーの普及と同様かと思いますが、情報通信を利用して

行政手続を共通化、標準化するという取組は、そういったところにメリットがあるというところでございま

す。標準化の対象となるシステムなのですけれども、20業務というふうに決まっておりまして、こちらは政

令で定められています。全部は具体的には申し上げませんが、児童手当だったり子育てだったりとか、住基

を中心とするメインフレームの業務がそこに当たると思います。今回この補助金で町が取り組むことは何な

のかといいますと、今現在使っている住基をメインフレームとしている、横断的に使っているオールインの

パッケージシステムでＧ．Ｂｅ＿Ｕという名前のものを今使っているのですけれども、これがおおむね大体

20のうち15業務ぐらいはそれが当たるのですけれども、そちらが国の準拠システムに移行するための準備を

やっていくという内容になります。具体的には仕様を合わせていったり、それに向けた開発であったり、あ

とはデータを載せ替えたり、動作テストを行ったりとかというのを今後令和５年度に全庁的に進めていくこ

とになります。

続きまして、歳出につきましては、先ほど今説明させていただいているこちらの補助金を使ったものが基

幹系システム運用事業というものに充当して取り組むところが大きな変動ありますが、それ以外に新たな性
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格のものは変動はございませんので、個別の説明は割愛させていただきます。ただ１点、全体的に言えるこ

となのですけれども、エネルギー、物価高騰、こういったものを受けて各方面の価格が上昇傾向にありまし

て、例えば紙であったり、紙代、あとは印刷製本費であったりとか、あとはハードウエアもそうですし、あ

とはソフトウエアのライセンスなども、先頃マイクロソフトなども４月以降の値上げを発表しましたし、そ

ういったものもいろいろと価格上昇の波に対応できるよう、予算計上に関しては可能な限り配慮いたしまし

たことを申し添えまして、以上をもちまして情報広報係の説明とさせていただきます。

〇亀井伝吉委員長 ありがとうございました。説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 針ケ谷です。お疲れさまですが、よろしくお願いをしたいと思います。

秘書人事係の５年度の職員に関してともう一点、２点ほど質問させていただきたいのですけれども、主な

流れについては説明いただいたかなと思っております。それで、１点今非常に話題になっている部分かなと

思うのですけれども、一応板倉町は特殊的に保育園の保育士さんも町職員として登録してあると思います。

これは間違いないかと思います。大本が変わらないので、これまたどうしたものかということなのですけれ

ども、もう70年も前に決まった法律によって縛られている部分、お気づきかと思いますけれども、保育士１

人当たりの担当の子供の数という部分が今話題になって、サービスを上げていく上で今のままでは無理だと

いうような保育士さんからの訴えも出てきているような状況かなと思います。これについて町単独で手当て

をすることは可能なのかどうか。やる、やらないは別にして、やるとして町の判断で保育士の数を充当する

ことは可能なのかどうかという部分をまず先に１点お願いします。

〇亀井伝吉委員長 新井係長。

〇新井 智秘書人事係長 委員のご質問の中にありました、保育士の最低配置基準の関係なのですが、我々

といたしましても最低配置基準を満たしていれば、それ以上は加配だという考えは持っておりません。やは

り保育の安全上、人は多ければ多いにこしたことはないというのが大前提にあると思います。ただ、人事管

理上は無制限に増やすこともできないと考えておりますので、その辺のバランスを福祉課ないし保育園の園

長と調整をしながらやっている状況なのですが、残念ながら今年度も保育士の正職員を募集しましたところ、

応募がないという状況がありまして、なかなかこちらとしてはさらに増員をしたいところではありますが、

正職員、会計年度任用職員ともに増員が見込めない状況が続いております。その中で保育士に対しましての

処遇改善という意味での手当等も話題に出たことありますが、近隣でも私が知っている限りの情報ですと、

明和町がそれに手当という形ではないかもしれませんが、もしかしたら昇給というか、何らかの形で給与の

ベースアップを図ったということは聞いています。ただ、県内を見渡しましても、なかなかそれを取り込め

るところは少ないという状況があります。どうしても近隣との給与バランス等も含めてという調整になって

いまして、明和町さんは比較させていただきますと、比較的安かったという単価設定されていまして、逆に

ほかのところはもう少し高いところだったから据え置いたという対応を取っているのかと思います。国のほ

うは処遇改善処遇改善ということで、いろいろと保育士のベースアップを図ることによって保育士が確保し

やすい環境をつくるということを模索しているようではありますが、そもそも潜在保育士がどうしても保育

の業務につきたがらないという違う理由があるのかなとも考えております。ただ、我々としましては、保育
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の事情は十分承知しておりますので、継続して保育士不足を解消する、もしくは増強するような形での継続

雇用の募集はかけ続けたいと考えております。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 午前中も話題に出ましたけれども、保育園を一園化、あるいは民営との共存ということ

でこれから検討を進めるわけですけれども、しばらくの間は今の２園のままいくのだろうと思いますし、町

内の子供を含めて近隣からも通っているような状況も見受けられますので、それなりの保育士の数が必要に

なってくるだろう。ただ、安全基準等、様々な事故等を考えたときに、やはり１人当たりの保育士が見る数

が現法のままではちょっと不十分だというような、これは現場も感じているところかなと思いますし、募集

をかけても来ないというのは何か理由があると思いますが、その辺のリサーチというか、調査とかは進めて、

理由とかははっきりしていない部分ですか、まだ。

〇亀井伝吉委員長 新井係長。

〇新井 智秘書人事係長 リサーチというほどまで達していないかもしれませんが、やはりどこの近隣の町

も保育士確保というか、不足は深刻な問題となっておりまして、なかなか募集をかけても集まらないという

状況が伺っております。その中でも比較的給与面に関して自由に設定を変えられる民間保育所の例なんかを

聞きましても、苦戦しているというお話を聞いたことあります。ただ、普通に民間と公立保育園の給与設定

を考えますと、民間は幾らでも上げる気になれば上げられてしまう、片や公務員でありますと均衡を考えな

くてはならないので、それができない実情もありますし、そうなってくると民間のほうに若い保育士は流れ

ていってしまうのかなと。ただ、保育士事情を聞きますと、民間のほうの保育士さんは長く続かないという

のがやはり労働の条件が厳しかったり、そもそも保育士自体が長く働く気がないということのようです。こ

れは実際に民間の保育所の園長さんからも以前聞いたことがある話なのですが、どうしても結婚と出産と同

時に辞めて、子育てが終わったら復職してくれるのかなと思ったら、今度は違う保育士以外の仕事に就いて

しまうという実情があるようです。長い目で見れば公務員としての保育士のほうが有利に働くところはある

と思うのですが、そうならないというのはやはり長期的に仕事を続けるという意思をなかなか保育士の資格

を有する方がお持ちになっていないのかなということが考えられます。あとは、これは個人的な見解によっ

て分かれるところでありますが、ご存じのとおり、町立保育園の老朽化もあります。やはり若い人から見れ

ば新しい施設のほうにどうしても目が行ってしまって、古い施設ですと嫌になってしまうのかなというとこ

ろもあるかと思いますし、また実際に保育園の保育実習、町立保育園ですので、積極的に保育実習を受け入

れて、そのときにぜひうちの保育園の募集もするので、今度試験を受けませんかとお声かけをしているので

すが、その生の声を聞いてみますと、実際に保育園で実習してみたら保護者対応が思っていたよりも相当大

変なので、私はちょっと保育士としてやっていく自信がないですというような意見もちらほら聞こえるとい

うことは園長から伺ったことあります。そういったいろいろな要素がありますので、なかなかこうやれば改

善するとか、そういういい方法がすぐには見つからないかもしれませんが、やはりこちらとしては幅広い年

齢層の方を募集の対象といたしまして、募集をかけ続けていきたいということしか今のところはできないの

かなと考えているところです。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 こども園が出来上がったときに幼稚園教諭のみでなくて併せて保育士まで採ってという
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ことで、幼稚園教諭の資格と保育士の資格を取っている卒業生も出てきていると思うので、潜在的な数とい

うのは、年齢差はいろいろあると思いますけれども、先ほど係長おっしゃったように、潜在性はあるのだろ

うと思うのです。条件が合えば復職なり、あるいは新規でも入ってくれるのだろうと思います。ただ、働き

手がいないと条件緩和することもできませんので、活動は分かりましたので、引き続き努力していただけれ

ばと思います。よろしくお願いします。

もう一点ですけれども、これは私が立ち入ることかどうかというのは、副町長、駄目なら駄目と言ってく

ださい。労働基準的に労働時間の間に休憩時間を含んで労働時間というのは決まっているかと思うので、こ

れは役場も同じだと思うのです。休み時間の定義というのがなかなか難しいかと思うのですけれども、今感

じているのが私も愛煙者ですので、喫煙所でたばこを吸うことがあります。税収的にもたばこ税ということ

で収入面で乗っかっていて、法律でたばこを吸うことも禁止されていないというところで、ただ今お話を聞

いていると、職員の休憩時間は昼休みのみしか喫煙が許されていないというようなお話なので、それは副町

長、間違いないですか。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 そのとおりです。一応勤務に関しての規定がありますけれども、昔から10時休みとか３

時休みという間隔が誰でもお持ちになっているかなと思いますけれども、我々の勤務形態の中では、10時休

み、３時休みというのは、厳密に見ますとないということなのです。ですから、お昼休み、これが俗に言う

休息時間になるのですが、これがやはり休み時間ということに当たりますから、喫煙も勤務時間外でしなさ

いということで、取りあえずしばらく前から10時、それから３時の休憩というのは規定上はありませんので、

たばこは駄目ですよということにしてあります。これは規則がそういうことでありますので、今後改善でき

るか、吸えるようになるかというと、私が考える限りではできないということであります。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 これは職場の問題ですので、私が立ち入ることではないと思うのですけれども、多分１

時間か90分に対して10分の休憩を取るべきだというのが労働法か何かで入っていたかなって思ったので、そ

の辺の考え方はどうなのかなと。ただ、休み時間にたばこが吸えないというのはどういう考えで実施してい

るのかなという部分と、あとは喫煙所なのですけれども、今北側の扉封鎖していますので、大丈夫かなと、

あそこにあると北側を使用するに当たってちょっと空気の出し入れの際にたばこの煙の影響を受けるかなと

いう気がしているのです。多少お金かけてでも喫煙所を造ってしまったほうが私はいいのかなという気がし

ているのですけれども、少し気を使ってというか、空気が庁内に流れ込まないところに雨風が避けられるよ

うな喫煙所をぜひ希望しているのですけれども、ご検討いただければと思うのですが、いかがでしょう。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 委員のおっしゃることは分かります。取りあえず公共施設に関しては、建物内あるいは

敷地内、基本的に禁煙ということなのです。ただし、しかるべき分離ができれば、その限りでもないという

規定もありますので、その辺については町長とも相談をして、対処できるものであれば考えていってもいい

のかなというふうにも思いますので、今後どうなるかちょっと今の時点では言えませんけれども、少し相談

させていただければというふうに思います。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。
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〇針ケ谷稔也委員 百薬の長が酒で、たばこについては百害あって一利なしというような表現をされるわけ

ですけれども、私の大学の技術の教授に言わせると、これは精神集中の薬なのだから一役あるのだというよ

うな主張をされる方もいらっしゃいます。ストレスの多い職場ですので、やはりストレスを少し和らげる意

味でもたばこを利用している人もいるのかなという部分で、本人が望んでやめる分には構わないですけれど

も、権利の下でたばこを吸っていても場所が提供されないというのは若干問題があるのかなと思いますので、

ぜひその辺は検討いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにありますか。

荒井委員。

〇荒井英世委員 予算書の77ページ、真ん中辺りに町営駐車場運営事業ってあります。これが前年度当初

194万3,000円なのですけれども、今回349万8,000円、かなり多くなっているのですが、中身見ますと駐車場

工事請負費ってあります。これはどういう。

〇亀井伝吉委員長 本田係長。

〇本田明子行政庶務係長 行政庶務係、本田です。

駅前駐車場の修繕に係る工事費としまして、今年度は定期利用者の区分の区画線が消失している場所が面

積が増えてきたために、その区画線の引き直しを実施して利用者の利便性を図るということと、あともう一

つ、駐車場の中にある電灯、あの電球の製造が中止となったということを受けまして、すぐに交換しなくて

は消えてしまうということではないのですが、これを機会にＬＥＤ化をしまして、電灯の長期利用を併せて

節電のために工事をするということで今年計画させていただきました。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 分かりました。そうしますと、区画線のし直しと、それからもう一つが電灯のＬＥＤ化、

この電灯のほう幾つぐらいあるのですか。

〇亀井伝吉委員長 本田係長。

〇本田明子行政庶務係長 ８基駐車場の中には設置してありまして、今まで電球だった部分をＬＥＤ化する

ということで、その電球の部分がＬＥＤ化にするためには、支柱の中に埋まっている電設機器の入替えとい

う作業も要るということで、こういった金額が計上されております。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかに。

延山委員。

〇延山宗一委員 よろしくお願いいたします。予算書のほう75ページになるのですけれども、今年度、指定

寄附として防犯カメラ12基を設置すると、500万円ということで作業を進められているわけですよね。今回

の説明が現50基、学校は29基で79基防犯カメラが設置をされるのだということなのですけれども、先ほどの

説明ですと、私の勘違いだか分からないのですが、77基設置になりますというような、最終的に説明があっ

たかなと思うのです。私の記憶違いなのかちょっと分からないのですけれども、まずその台数について、地

図が渡されていますので、この地図でカメラが79基になるということでの理解でよろしいですか。
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〇亀井伝吉委員長 長谷見係長。

〇長谷見晶広安全安心係長 説明がちょっと分かりづらくて申し訳ございませんでした。図面を見ていただ

きますと、その図面に載っています防犯カメラは、安全安心係として管理している防犯カメラになります。

その位置図になりまして、そちらに載っけてあるものが50基になります。あとは、それぞれの施設、例えば

役場であれば役場の庁舎内に防犯カメラもあります。学校にもあります。それは、その施設での管理分とい

うことで、そちらの図面には入ってありませんが、そういった公共施設、学校等で設置されている分が29基

ということで、町内に公で設置した防犯カメラといいますと50足す29で79基という、そういった設置状況に、

その12基を入れればなっていくということになります。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 ということは、さっきの説明の77基、あれは全協だったかな、その後、前の説明があった、

そのときの79が正確な数字と、その中の29が施設に設置されているカメラということでよろしいですね。こ

こに予算書の中で書かれているのは、それぞれの理由も書かれています。例えば委託、または画像の抽出と

か、そういうものでそれぞれ費用かかるということなのですけれども、抽出についてもお金がかかるという

ことで、11万円かかるということですよね。前にもちょっと話があったのですけれども、その抽出に関して

だんだん台数が増えてくると、そういうふうな映像の事件とかトラブルがあった場合に抽出をお願いします

という依頼も警察のほうから来るのかなと思うのですけれども、そのたびに費用を町側で支払うということ

の対応なのですけれども、そうすると当然予算もかかってくるということです。その辺の対応がやはりちょ

っと矛盾しているのかなという気もするのですけれども、それについて。

〇亀井伝吉委員長 長谷見係長。

〇長谷見晶広安全安心係長 安全安心係で設置した、これから予定している50基の中には機種がいろいろあ

りまして、令和２年度以降に設置した分については、Ｗi―Ｆiで飛ばしてパソコン上でデータを抽出できる

という、そういった仕組みになっております。ですから、それに対しては費用は発生しません。ただ、昔の

機種でそちらにＳＤカードが入っておりまして、防犯カメラかなり高い位置についておりますので、職員で

は取れないと、ですから高所作業車を持っている町内の電気工事店にお願いをする、車を出して取っていた

だくということで１回5,000円程度、そういった抽出の作業費ということで負担しているという状況になり

ますが、古い機器についてはそういった費用が発生してくるということになっております。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 そうすると、今回の12基については新しくＷi―Ｆiの電波を飛ばして例えば庁舎なり、ま

たは設置されている手の届く範囲内で画像が抽出できるということの機種が設置される。そもそもの台数は、

今回間に合ってきているのかな、後々に予算をつけた中で繰越しを今回しますよね。そうすると、それが新

しい機種に替えるということも一つの原因、壊れてもいないのに例えば、壊れてしまったというのでは交換

も仕方がないのですけれども、そういうふうな意味もあっての交換。古い機種だと例えば暗いところだと非

常に画像が不鮮明だということも言えるのだと思うのですけれども、今のカメラ非常に精度がよくなって、

完璧に真っ暗の中でも撮れるということなのです。それは当然赤外線なんなりで対応できるということなの

ですけれども、こういうところで町なかに取り付ける機種は、一般家庭に取り付けるカメラと違って高額と

いうことは、そういうのも全て対応できるカメラが設置されていくのだと思うのですが、そういうカメラが
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今までも設置されているのだろうなと思うのですけれども、どのようなカメラが設置されているということ

なのですけれども。

〇亀井伝吉委員長 長谷見係長。

〇長谷見晶広安全安心係長 令和２年度以降に設置を進めてきたものについては、大分高額な機種になって

おりまして、それの要因としますのが、先ほど委員さんおっしゃったように、やはり画像が鮮明であるとい

うことと、あとは令和２年度以前に設置された防犯カメラは時刻補正というものがなくて、実際の時間と撮

影時間がずれていく、当然そういった事件の検証に用いるものなのですが、撮られた時刻と実際の時刻がず

れている、そういったものが防犯カメラで本来あってはいけないのだと思うのですけれども、やはり安い機

種ですとそういうものがあって、過去に入れたものについてはそういう状況であるということで、令和２年

度から入れたものについては、もう既に時刻補正は常にやっていると。あとは、外から見て正常に動いてい

るかどうかというのが新しい機種ですと一目でランプで分かると、古い機種ですと中を開けて実際に画像を

見て撮られているか、動いているかということが実際に開けてみてしか分からないと、例えば落雷で電気が

不通になって、古い機種ですとまた新たに通電があった場合に再起動しない、そういった機種が多くありま

す。ですから、実際に動いているのか動いていないのかも外からでは分からないというのが古い機種であり

ますので、やはりそういったものについては、そういった捜査に関係して重要な証拠ともなりますので、順

次今後は新たな場所に設置するというよりも、そういった古い機種を更新していくというような考えで進め

てまいりたいなと考えています。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 分かりました。古い機種だからということの説明なのですけれども、高所作業車を使った

りなんなりで抽出するのに費用がかかるということは、それを求めた側が本来その費用というのは負担をし

て、画像を提供してもらいたいというのが本来かなと思うのですけれども、そういうふうなところも求めら

れたから抽出するということではなくて、やはり交渉すべき点かなと思います。

以上、質問を終わります。

〇亀井伝吉委員長 長谷見係長。

〇長谷見晶広安全安心係長 当然ながら警察からの事件の照会があって、それに基づいて出していますので、

警察の負担でもいいのかなという気がするのですが、例えば所管内においては、今現在は一応依頼をされて

費用が発生するものについては、町のほうで負担をして出しているようなところもありますので、その辺に

ついては館林警察署管内、館林、明和がありますので、含めて今後は、やはり大分事件も事故も多くなって

きて、そういった捜査で映像提供される機会というのは増えておりますので、そういった費用面についても

１市２町でいろいろ今後進めてまいれればなと考えておりますので、よろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 総務課の中の新井さんか分からない、全体的にですけれども、職員が出張に出かけること

がしばし多いと思うのですけれども、その中で太田、県庁を含めて、県庁でもいいのですけれども、県庁に

出張に行くと、そういうことの中で昔と違って今北関東とかありますけれども、最低太田辺りから乗っても

県庁には30分、40分近くなりましたよね。そういうことで、先ほど副町長が言った規定というのがいろいろ

職員間にあると思うのですけれども、そういうことで職員が県庁に出張に行く場合、高速道路は太田からと
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しても使えるのですか。

〇亀井伝吉委員長 新井係長。

〇新井 智秘書人事係長 おっしゃるとおりでして、当然高速道路がありますので、ＥＴＣカードというも

のを私どものほうで公用車管理をしている側としまして用意をしておりまして、ある一定の条件はつけさせ

ていただいていますが、利用を認めております。その条件といたしましては、職員複数名以上の出張であっ

たり、また時間外にまたがってしまう場合、例えば朝早く前橋に会議で行かなくてはならない場合は、当然

こちらを出ていくのが７時半とか、高速を使わなければ７時に出ていくという可能性もありますので、そう

いった場合は当然使ってよしとさせていただいています。また、帰りの時間につきましても、遅い場合です

と前橋４時半までとか、そういった会議もございますので、そういった場合につきましてもＥＴＣカードを

使った高速道路の使用は認めているという形で運用しております。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 先ほど話した県庁ということで見ますと、朝早く行く場合は大変だから高速いいですよと、

今言った複数というのは例えば２人以上とかのことだと思うのですけれども、仕事はいろいろ分担違うでし

ょうけれども、職場が違うから、でも県庁へ行くのには同じですよね。なぜ１人では駄目なのか。２人以上

はいいけれども、同じ道を走って太田から乗っかって前橋行くのだとしても、１人ずつは駄目だというので

は、それはちょっと私は違うかなと思うのですけれども、規定規定規定といえばそれまでですけれども、朝

早くはいいですよと言っていますけれども、その辺は。

〇亀井伝吉委員長 新井係長。

〇新井 智秘書人事係長 一応規定上はそのようになっているとは申し上げましたが、実際の運用上は多少

は弾力的に対応していまして、例えば公務であっても、どうしても繁忙期で時間に制限があったりする場合

なんていうのも当然運用はさせていただいております。ただ、１人なら駄目で複数人だったらという規定が

できた経緯につきましては、おそらく人件費の関係で考えられたのかなと推察しております。ただ、その辺

に関しましても細かく言ってしまいますと、階級の高い方と若い職員では単価も違いますし、そこら辺につ

いてもまた管理職手当の範疇なのか時間外勤務手当とか、そういったいろいろな試行錯誤しながら、今の規

定にたどり着いて運用させていただいていると思っておりますので、今後も当然内部規定ですので、不具合

等がありましたら随時見直しはさせていただきながら効率的に運用できればと考えております。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 それは30歳の人と50歳の人では、お金のことを考えれば変わると思うのですけれども、た

だ県庁に行って会議に行ってくるとなれば、それは同じところ走っていくのだから、別に１人でも２人以上

になっても一生懸命やってくるわけですから、でも今言った、今後はいろいろ検討という話もありますけれ

ども、ほかの町村はいずれにしても、嬬恋とか、板倉は県庁に行くのに結構、向こうは山を越えて山を越え

てくるわけですけれども、こっちは真っすぐな道を走ってもいいわけですけれども、でもやはり仕事をする

中で多少のお金がかかっても時間短縮とか、そういった利便性を含めていい意味でやれば、１人で行っても

高速は太田から乗っかったらいいですよとか、ぜひ検討というか、前向きよりも強く感じていただいて、そ

ういうものが早めにできるようだったら、その辺を職員の方々に、私のほうから言うあれではないですけれ

ども、職員同士では言えないでしょうけれども、私ちょっと感じたものですから、その辺副町長、どうです
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か。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 委員がおっしゃることも分かります。ですから、やはり移動時間の短縮、これを考えれ

ば当然人数に違いがあっても、利用できるものは利用すべきかなというふうにも思っていますので、新井係

長が先ほども検討するというようなことも申し上げましたので、あわせてちょっとその辺は今後見直しに向

けての検討は進めたいというふうに思います。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 ぜひ早めな見直しというのか、職員の方々のいい意味での改善というのか、ですのでひと

つ副町長も頭に入れていただいてよろしくお願いします。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 予算書181ページの消防の施設費の件なのですけれども、詰所のリフォームという形だ

ったかと思うのですけれども、くみ取りのトイレを水洗に直したとか、それくらいのリフォームなのでしょ

うか。

〇亀井伝吉委員長 長谷見係長。

〇長谷見晶広安全安心係長 今回の詰所の改修のメインについては水洗化ということで、４分団は水洗化さ

れていましたのであれですけれども、１分団と３分団については新たに浄化槽を設置して、またトイレの便

座も洋式タイプに替えたというのが、それがメインです。さらに、今回の改修と併せて、その３か所につい

ては平成元年に建設されたもので、やはり外壁等も大分傷んでおります。そういった塗り替え等も設置しま

した。また、中の給湯設備でありましたり、エアコン、空調設備、そういったところも併せて改修をさせて

いただいたところでございます。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 同じ館林地区の消防組合の中で、明和であるとか館林であるとかというのは今どんどん

古い詰所を建て替えているのですよね、新しく。以前私も消防団に所属していたときに、これくらいの去年、

おととしぐらいのタイミングで詰所を建て替えますよというような話を聞いていたもので、それを後輩たち

には伝えていたのです。蓋を開けたらただのリフォームで、全然話が違うのではないですかなんて逆に怒ら

れてしまったりもしているのです。前回の台風19号のときとかでも、水防団の待機場所ということで詰所が

使われたりもするはずなのですけれども、ある程度快適性もないと、板倉町は団員数は充足されていますけ

れども、これからどんどん消防団、集めるのは難しくなってくると思うのですけれども、居心地の悪い詰所

に詰め込まれて、災害のときにボランティアで仕事しろということなのですけれども、ある程度お願いする

立場になってくるはずなので、せめているときぐらいは快適に過ごせるようなものをつくってあげてもよか

ったのかなというのが思ったのですけれども、これでまたしばらくは今の形の詰所のままでまた20年、30年

いってしまうと思うので、せっかく直すタイミングであったのであれば、お金はかかってしまうとは思うの

ですが、やってもよかったのかなって思うのですけれども、その辺はどうでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 長谷見係長。

〇長谷見晶広安全安心係長 当初の計画では、建て替えという計画もありました。その建て替え費用が１詰
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所3,000万円近くというところがありました。やはり大きく財政負担が発生する、その中で近隣にも組合の

ほうにも、今後の考え方といいますか、そういったのも確認いたしました。確かに明和とか館林では、そう

いった新築した、建て替えた詰所もあるのですが、その原因としますと、例えば県道を通すに当たって移転

が必要になったとか、あとは消防団員の確保が難しく統合になった分団があると、それで建て替えをしたと

か、古くなったから建て替えというよりも、そういった理由によって建て替えてきた。今後の方針について

は、やはり基本的にはこういった修繕、改修をしていくのだという管内の市町村が多かったというところも

ありまして、改めて組合も含めて、町長、副市長も含めて検討をした結果、改修を施して、以前からトイレ

の問題が一番大きかったので、これは間違いなくやると、それに合わせて少しでも快適に過ごせるように空

調であったり、そういったところも改善していくのだよということで、そういった方針に転換をしたという

ことであります。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 終わってしまっているので、前回の決算のときの話でもこの話出させてもらったのです

けれども、町長の考えも消防小屋と言っているぐらいなので、それほど詰所の件に関してはあまり考えてい

なかったのかなと思ったのですが、でも違うのです。館林10年以内には建て替えやっているのですよ、幾つ

か。同じ組合の中で、もちろん向こうは人数もいて負担金も多く出してはいるのでしょうけれども、町のお

金で造るわけですけれども、やはり隣がいいのを造っていて、こっちはボットントイレでいつまでやればい

いのですかみたいな話もあったので、できればもうちょっと丁寧に、やるときに建て替えだと思っていた団

員もいたので、リフォームだけになってしまったのですけれども、これこれ、こういう理由ですってせめて

団長、副団長ぐらいに説明しておいてもらうと話もスムーズだったのかなという気がしたので、ちょっと言

わせていただきました。

それとちょっと話違ってしまうのですけれども、２分団のポンプ車の更新ということなのですけれども、

これは水槽タイプのポンプ車を入れるのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 長谷見係長。

〇長谷見晶広安全安心係長 水槽つきのポンプ車ということになります。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 水槽載っかっていなくても今のポンプ車だと今度免許、今の若い方が取っている免許だ

とポンプ車運転できないというような問題が出ていまして、これからどんどん団員が若くなってきたりする

と、その免許を持っていない方が多くなってくる。そのときに免許の補助、限定解除ではないですけれども、

補助を出すというような話もあったかと思うのですけれども、今はそういった持っていない方に対する免許

取得の補助とかというのは出ていますか。

〇亀井伝吉委員長 長谷見係長。

〇長谷見晶広安全安心係長 先ほどの予算書の消防施設の上に非常備消防ということで、これ消防団に係る

負担金になりますが、この中で準中型免許取得費用の補助金ということで３名分程度ですか、予算化をして、

町とすれば補助金も合わせて組合のほうに負担をしているというような状況で、そういった補助制度も用意

をしております。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。
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〇小野田富康委員 これがまた20年ぐらいしてくると、全ての方のそういう免許になってくる可能性もある

のですけれども、そういった場合にポンプ車を替えるか、もう免許を全員取ってもらうかとか、でないとポ

ンプ車あっても運転できないのだと、火事場へ行けないという全く意味のない話になってしまうので、これ

からどんどんもしかしたら増えてくる、補助をしなければいけない人数は増えてくる可能性があるのですけ

れども、その中で板倉の消防団って大体今５年で回っていって、毎年毎年20人ぐらいの入れ替わりがあるわ

けではないですか。ほかの消防団だと、年に３人とか５人とかで済んだのですけれども、20人入れ替わる中

で、その人たちに例えば免許の補助を出すということになってくると、かなりの負担が出てくるかと思うの

ですけれども、その辺は今後の見通しはどうなっているのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 長谷見係長。

〇長谷見晶広安全安心係長 やはり年齢の若い方、準中、中型の免許を取らざるを得ない方がどんどん増え

てくると思いますので、その辺については消防署とよく詰めて、今現在３人しか予算化していないですが、

これは計画してどんどん取得していってもらうような形で、それに対しての補助を増やしていく形で、どう

しても火事場に行く際にポンプ車が出ないということは全く考えられないことで、それに必要な予算につい

てはきちんと計上していくと、そのような考えで、また組合、消防署と毎年予算のほうもヒアリングしてお

りますので、その中で随時指摘をしていきたいなと考えております。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 取りあえず３人ぐらいはいそうだという前提で、３人分ぐらいを取ってあるということ

なのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 長谷見係長。

〇長谷見晶広安全安心係長 前年度も取ってありましたが、１名もいなかったということで、暫定で３人と

いうことで、５年度は取りあえずは予算計上しているということです。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 逆に消防団に入ると免許を取る補助が出るよというのも逆のアピールポイントにもなる

かもしれないので、その辺もアピールしてもいいのかなという部分と、最近中型を持っていない、今の免許

でも乗れるような、水槽はしょえないですけれども、ポンプ車というのもできているのですよという話も聞

いたのですけれども、その辺の今後は検討も必要なのかなとは思いますので、ちょっと頭に入れておいてく

ださい。

〇亀井伝吉委員長 回答よろしいですか。

ほかにございますか。

小林委員。

〇小林武雄委員 お世話になります。予算書の29ページで情報の関係なのですけれども、先ほど飯塚係長の

ほうで一番上のデジタル基盤改革支援補助金の関係で、要はシステムの関係を国の基本的な機関のほうにど

んどんどんどん合わせていくのですよと、そのために補助金が出てきますよということを聞いたのですけれ

ども、このシステムの関係でおのおのの町村で今までずっといろんなところへ頼んでやってきていますよね。

その情報システムのところの会社にお願いをして、その町独自のシステムをつくってきてもらっていますよ

ね。それを国のほうにどんどんと変えていくと、そのシステムを変えていくのはいいのですけれども、結構
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金額とか期間とか、それが結構かかると思うのですけれども、今年が初年度あたりで始めていって、何年か

の計画でやがては国がぽんと押すとどんって各町村のほうにこのシステムが使えるような形で全国的に展開

していくのですか、それをまず。

〇亀井伝吉委員長 飯塚係長。

〇飯塚哲也情報広報係長 ご質問のシステム標準化に向けたスケジュール感といいますか、大まかなものに

なりますが、国が指し示す法律、あるいは法令で定める20手続をまずは共通化していくのだよというものに

ついては、令和７年度を目標としています。令和７年度末です。その20手続に関しては令和７年度末を目指

す。その20手続に関しても、今私どもが令和５年度に移行準備を進めようとしているものだけでなく、全て

20業務が一つのシステムで収まっているわけではございませんで、例えば挙げますと、戸籍システムなどは

また別に立っているものなので、そっちはそっちで標準化に向けた準備を所管の担当がやっていくわけです。

あるいは、業者さんとそのシステムを扱うベンダーさんも違うし、部署も違うし、それぞれがある程度当然

内部で調整をしながら日程的には進めていくものの、担当は分かれて個別にやったとしても最終的には７年

度末まで。板倉に関しては、今私がこの補助金を活用して進める準備に関しましては、目標としてはまず準

備が５年度に１年間かけてすり合わせをしていって、実際に移行するのは、確定ではないのですけれども、

６年度中に切替えができればというふうなイメージで担当としてはおります。その進捗具合によっては多少

前後するとは思いますが、７年度、あとはほかの戸籍であるとか、国保であったりとか、逆に言えば20から

うちの今回やるものを引き算した残っている事務もありますので、そういったところは個別に考えて、ある

いは横で調整しながら進めていって、それぞれベンダーさんも違いますのでという感じなのです。ただ、実

際同じ役場の中でやっていますので、その辺も含めて我々の係のほうで何となく全体のスケジュールを調整

しながらやっていくことにはなろうかと思います。

〇亀井伝吉委員長 小林委員。

〇小林武雄委員 住民課の関係のシステムとか、要するにシステムを変えていくのに総務課の係長が担当す

るのは、そのシステムの数がどのぐらいあって、ほかの部署の住民課とか、そっちの関係の継続するシステ

ムが幾つぐらいあって、相当いろんな部署でこのシステムの改修結構上がってきているのだよね、システム

改修改修なんて随分上がってきていると思うのですけれども、相当数があると思うのです。それが飯塚係長

のところができれば６年度にはもう変えたいと、そのぐらいのペースですぐできてしまうのですか、もしく

は数が少ないとか、どうなのですか。

〇亀井伝吉委員長 飯塚係長。

〇飯塚哲也情報広報係長 システムに関しては、非常にちょっと説明が難しいところもあるのですが、先ほ

どオールインパッケージシステムというふうな言い方を申し上げたのは、実際に各例えば住民票だとか印鑑

登録だとか、あるいは税の関係の一式とか子育て一式とか、使っている担当というのは各個別の機能を使っ

ているわけです。全体のシステムというのは、住基だとか共通なものを引っ張って使っているようなイメー

ジなのですけれども、そこにそれぞれ部署ごとに当然全員が全部を見れるという感覚ではなくて、制御をし

ながら必要な情報とか必要な機能だけを使っているわけです。それがオールインパッケージになっている全

体の契約であったり管理とかはうちのほうが預かっているわけで、実際我々の広報の部署では、住民記録な

どは業務に必要ないので、実際我々がそれを使うというよりは、我々は管理業務に徹している。例えばここ



- 53 -

の部署にはこういう機能が必要で、こういう法令に基づいてこういう改正が必要で、この職員が異動あった

ら、この職員はもう権限が要らないから、そこにアクセスできないようにしなければいけない、あるいは新

しく入ってきた子がいれば、その子にその業務に必要な権限を与えたり、今は認証なども結構細くて、静脈

を使って住基の関係は入れるものですから、そういったもの全般をやっていく。そうなってきますと、今回

我々が進めていく準備に関してはオールインパッケージなので、先ほどそんな１年ぐらいで簡単にっておっ

しゃいましたけれども、そんな簡単ではないので、かなり原課を騒がしてベンダーさんに教えていただいて

いろいろ細かい作業をやっていく中で、当然こういった1,000万円以上のお金もかかるでしょうし、これは

もう業務委託に係るところだと思うのですが、そこを進めていくような形であります。あとは、その先にあ

るのが、うちのほうもメリットがないと、法律で決まっているので、やらなくてはいけないというのがまず

第一にあるのですけれども、やはり将来的にそれが経費面であったりとか、例えば職員のほうの負担とか業

務の合理化が図られて少しよくなっていくのか、あるいは先ほど委員さんが今度ばっと行ってしまうかと、

一気に行ってしまうのかと、それは例えば住民側にとってもよく今だとデジタルトランスフォーメーション、

ＤＸという言葉が使われたりもしますが、最終的なアウトプットは多分住民側に向くのだと思うのですが、

我々も国が統一した標準化のシステムで使えるように実現したら、実際経費が安くなるのかという今何の担

保もない、見通しもない。ただ、この準備に関するお金は出してくれるということは決まっていますが、実

際始まってみたら、その運営に係る、切り替えた後の経費の見積りなどは出ていないので、実際にどれぐら

い安くなるのかも分からない。安くなるって政府が言っていることに関しても、例えば二、三年ですごく激

減するのか、もっとはるか10年、20年先の長いスパンで安くなるよと言っているのか、あとは今カスタマイ

ズでだんだんつくり込んでいってしまうと、業者さんを替えるのが難しくなってくる。これを替えるとなる

と、簡単にデータの変換もそうなのですけれども、新しいベンダーさんにそこまでまたつくり込ませると結

局多額の経費がかかってしまうので、やはり縛りつけというのですか、ベンダーさんが縛りつけられてしま

うと、でも今準備に関しては、基本的に既存のベンダーさんを使って政府の共通化をまず進めなさいと、た

だその後将来的には共通のシステムに全部乗っかってくるわけだから、その先はきっとどんどん活発な競争

ができるのではないかというようなところもうたっていますので、説明もちょっとしにくいところなのです

が、一応うちのほうで今スケジュールで決まっているのは、７年度を最終的に目標に全部は進めている、う

ちだけではなくて、戸籍だとか選挙人名簿とかもそうなのですけれども、そういった個別のシステムを取り

あえず７年度末までに行くということで準備を進めるというところまでですかね、はっきり言えるところは。

〇亀井伝吉委員長 小林委員。

〇小林武雄委員 分かりました。基本的にはいろんな部署がアクセスする大本の基幹のシステムをまずやっ

ていくよと、そこにみんなアクセスしてくるところを直せば、おのずとこっちの枝のほうも直していくとい

う形の構築になるのかなと思うのですけれども、あと問題は先ほど言いましたけれども、アクセスの関係で、

最近だといろんなインターネットの関係だとウイルスとか、その辺があるから、かなり相当慎重にやっても

らったりとか、一本化にしてしまうと逆にここ１か所が感染すると庁内全部でしょう。その辺のウイルスの

防御の関係についても相当慎重に国もやっていると思うのだけれども、いろんな銀行関係でもＡＴＭでも結

構止まっているところあるから、その辺のところは慎重にやって、国とか連携取りながら進めてもらいたい

なと思います。
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先ほどちょこっと話の中で出てきたのが専門的な取扱いの人がいないとどうのこうのってちょこっと言っ

たのですけれども、こういうのってやはり専門的な人がいるの、システムの管理とか、そういう意味です。

〇亀井伝吉委員長 飯塚係長。

〇飯塚哲也情報広報係長 説明が私が下手でちょっと誤解をされてしまった部分もあるかもしれませんけれ

ども、専門的な職員が例えばいるわけではありません。異動があって担当で職員があって、ただその業務に

関しては比較的専門的な知識が必要ではあろうかと思います。ただ、そういう専門の職員とかがいるわけで

はなくて、我々が専門と言っているのは例えばプロの方、ベンダーさん、事業者の方が、システム業者の方

がやはりプロですから、実際業務はそういうところに委託をしてやってもらうわけなのですけれども、ただ

実情に合わせて進めていくので、当然職員と業者さんに関わってもらいながら、試験であったりとか仕様を

詰めてもらったりとか、当然うちのほうは細かい各部署の業務内容までは把握しておりませんので、例えば

税のシステムの移行に向けては税の職員に関わってもらって、そこにベンダーさんに入ってもらっていろい

ろすり合わせをしてもらってという、その全体の取り回しというか、全体のバランスを取ったりとか、ある

いは全体の経費をコントロールしたりとかするのがうちのほうの部署の今現在の仕事になっていて、特に専

門な者がいるということではございません。すみません、誤解が。

〇亀井伝吉委員長 小林委員。

〇小林武雄委員 あともう一つ、自分の経験からいくと、自分が大体パソコンとかインターネットの関係を

覚え始めたのが50歳のとき、ちょうど2000年問題か、あの辺の前後から始まったのですけれども、それから

いろんなシステムとか使ってきたのだけれども、システムの改修終わった後覚えるのが大変なのだよ。それ

があまり細かく改修改修なんてあると、職員の負担も結構増えてくるのかなと思うので、改修なんてあまり

やってほしくないのだけれども、やればやるほどいろんな意味でウイルスの関係もあるから、なるべく回数

を少ないほうがいいと思うのですけれども、その辺はかなり職員さんも努力して、早めに改修が終わったと

ころでみんなで勉強会を開いて、あとはベンダーさんとかにそういうのを教えてもらって早いところ習得し

てもらうしかないのですけれども、その辺のところも一応関わっていただければと思います。

〇亀井伝吉委員長 飯塚係長。

〇飯塚哲也情報広報係長 委員さんおっしゃられるとおり、我々も担当しているのですけれども、やはりシ

ステムはどうしても新しいもの新しいものに変わっていきます。それが制度に合わせてというものもそうで

すし、あとは我々にはどうすることもできない、例えばパソコンはＯＳと言われるマイクロソフトウインド

ウズとかというもの、そういったものを活用してってなると、ウインドウズが変わってしまうと、当然それ

に合わせていかなくてはいけない、余儀なく改修であったりとか、ちょっと操作が変わってしまうところが

あります。委員さんが再三危ない、リスクとかセキュリティーのことをおっしゃっているので、それもおっ

しゃるとおり実は年々厳しくなっています。ご存じかどうかはあれですけれども、役所のインターネットと

かネットワークの環境というのは、３層分離が原則というふうになっていて、基本的に職員がインターネッ

トと内部のシステムとかを全部分離して使っているのです。先ほど一緒にしてしまうとウイルスでやられた

ら終わりだとおっしゃいましたけれども、まさにおっしゃるとおりで、インターネットは県を通じてのセキ

ュリティークラウドというセキュリティーの高いシステムを抜けているような状況でインターネットを見て

いる。ただ、そこ経由で要はインターネットの世界が一番危ないという理解です。なので、そこを一番内部
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の情報とは別にしていって、役所間は全てＬＧＷＡＮというネットワークでつながっていて、通常職員はそ

のＬＧＷＡＮのネットワークの中で仕事をしているような状況にあります。ただ、職員に関してはやはり得

意不得意のもありますし、新しいシステムに慣れるには時間を要するかとは思うのですけれども、説明会で

あったりとか周知とかマニュアルを用意するとかで、比較的職員は協力的というか、頑張ってくれていると

いうふうには思っています。今後も丁寧にうちのほうで対応したいと思います。

〇小林武雄委員 よろしくお願いいたします。終わります。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

本間委員。

〇本間 清委員 お願いします。ちょっとお聞きしたいのですけれども、予算書の75ページ、交通指導活動

事業ですけれども、交通指導員さん、町のイベントのあるときとか、または各学校の交通安全教室、こうい

うところに出動していただいて活躍していただいていると思うのですけれども、ここ３年間コロナ禍で町の

イベントもほとんどなし、学校も外部の人にはあまり来てほしくないという状況の中、この指導技術の維持

ということは大変だったかなと思うのですけれども、活動状況などはまずどうだったのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 長谷見係長。

〇長谷見晶広安全安心係長 確かにコロナ禍で町のほとんどのイベントが中止ということで、例年であれば

秋口の体育祭だったり、お祭りだったり、そういったところで交通誘導等をしていただいて、指導の技術を

習得していただいたり、慣れていただいたりということでやっていただいておりましたが、なかなかそうい

った機会もなかったということで、あとは交通指導員も入れ替わりも多少ありまして、そういった新任の方

もいらっしゃいましたので、令和４年度につきましては日帰りとなりますが、そういった指導をしていただ

ける研修所に行って、実際に小学生、中学生に自転車の乗り方を教える要領等を実際に学んでいただいたり、

あとは年度当初には館林警察署の交通課の職員のほうから、それぞれ春夏秋冬の運動の際に立哨活動で立っ

ていただきますが、その際の注意点等を研修をしていただいたりということで、実際の外に出ての活動とい

うのが少なかったということはありますが、やはり研修なりでそういった技術というのですか、そういった

ところを習得していただいているという状況でございます。

〇亀井伝吉委員長 本間委員。

〇本間 清委員 そのような研修はやっていると思いますけれども、年に例えば１回とか、そんなに数は多

くないと思うのです。そして、指導員さんの年齢というのは意外と言っては失礼ですけれども、高齢の方が

多いかなと思うのです。そうしますと、やはり実際に体を動かしているということで覚えていることがある

わけですので、その辺の研修ということもちょっと回数多くやるということも必要かなと思いますけれども、

ちなみに指導員さんというのは今12人ぐらいですか。

〇亀井伝吉委員長 長谷見係長。

〇長谷見晶広安全安心係長 現在、11名で活動していただいています。

〇亀井伝吉委員長 本間委員。

〇本間 清委員 そうしますと、この11名の方で仮に町のイベントなりや活動状況があった場合には、その

人数で足りているということでしょうか、それともちょっと人数不足という感じもあるのでしょうか。
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〇亀井伝吉委員長 長谷見係長。

〇長谷見晶広安全安心係長 11名で特段今まで全く交通指導者が足りなくてというお話は受けたことはない

です。11名につきましても、東西南北バランスよく人選いただいて、立哨活動等もそれぞれの地区に張りつ

いていただいて活動もできるような体制で進めております。

〇亀井伝吉委員長 本間委員。

〇本間 清委員 それと、指導員さんの報酬ですか、年間約10万円ぐらいだと思うのですけれども、この10万

円という金額はもう20年から30年ぐらい前からの金額だと思うのです。夏等は物すごく暑い中で活動してい

る、また冬は北風の冷たい中でやっているということも考えますと、この辺で多少なりとも金額のアップと

いうことを考えていただければと思うのですけれども、その辺どうでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 長谷見係長。

〇長谷見晶広安全安心係長 交通指導員さんの報償ということで、役職で隊長が13万5,000円、副隊長が13万

円、ほかの隊員さんが12万5,000円ということで、年間での支給をさせていただいておりますが、やはりそ

んなにお若い方がいるわけではないので、本当に夏場の立哨、あとは祭りの対応、あのときはきつかったよ

という声は聞きます。大変苦労していただいているとは思います。まだ本当に寒い冬場の運動もありますの

で、その辺は重々知っておりますが、なかなかこの報償金について今まで何か検討というのも我々のほうで

も一切したこともなかったですので、今回お話を伺わさせていただきまして、おそらくずっと変わっていな

いだろうかなと思いますが、ほかの管内の状況等もちょっと調査はさせていただきたいなと考えています。

〇亀井伝吉委員長 本間委員。

〇本間 清委員 本来であれば、こういった活動はボランティアによるということになるのでしょうけれど

も、やはり現状を考えていただければ大変ありがたいと思いますので、一つ心に留めていただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

では、２巡目で針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 長時間になりましたけれども、お疲れのところすみませんが、２点ほどお願いします。

システム関係と町営バスでございます。

予算書のまず71ページの一番下のほうに基幹系システム運用管理事業で5,380万3,000円ということで、先

ほど来飯塚係長の説明を聞いていますと、これを再構築というか、新しいシステムに切り替えていくのだと

いうような説明だったかなと思います。これが全国的な標準化、統一的なシステムにおのおの変えていくよ

というような説明だったかなと思うのですけれども、このＧ．Ｂｅ＿Ｕというのは以前説明を受けたときに

群馬県で共通で使っているような話だったですけれども、そういう認識でよかったか、それはいいです。

この5,380万円なのですけれども、７年度完成してしまうと、これはかからないという考え方でよろしい

のか、あるいはＧ．Ｂｅ＿Ｕがどこかで生き残るのかというところなのですけれども、今説明を聞いていて

も枝葉がありますので、ちょっとその辺が明らかでないのですが、まずそれをお願いします。

〇亀井伝吉委員長 飯塚係長。

〇飯塚哲也情報広報係長 お答えいたします。

まず、Ｇ．Ｂｅ＿Ｕという名称は、群馬県ではなくてうちが採用しているシステム、ベンダーが両毛シス
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テムズになりますが、そちらの製品名称になっております。なので、全ての群馬県が両毛システムズではあ

りませんので、おそらく旧群馬電算さんのジーシーシーさんであるとか、いろんな県内のほかのベンダーの

ところもあります。こちらの今維持管理、これ５年契約で機器のリース、あるいはクラウドで今も使ってい

るので、これがいわゆる維持管理経費には当たるのですけれども、これが標準化になったらこれが全くなく

なるのかといったら、そうではなくて、実際にちょっと、もう説明が難しいのですけれども、まず本当は標

準化するのだったら、極論ですよ、国がもう全部つくってしまって、システムを、これを全ての自治体同じ

ものを使ってくださいというのが一番早いわけです。ただ、そうなると、地方のベンダーさんの育成であっ

たりとか、そういったところにも問題が生じるので、イメージ的にはクラウドのテーブルのようなものを国

がきっちり用意して、そこに仕様はこれって決まった仕様を明示した上で、これに合うように地方のベンダ

ーつくりなさいということです、構築しなさいという。ということは、そこに係るシステムの構築と作業も

そうですし、維持管理も実際は国と契約というよりはベンダーさんと契約してそれをやっていくので、この

経費の続きで同様の経費がかかってくると、ただそれが国が指し示す経費の効率化という感覚では、３割減

を見込むというふうに国は明記しています。ただ、我々の肌感覚で申し訳ないですが、私自身の感覚ではそ

んなに安くなるかなという感覚も持っています。なので、これががらっと別の予算に振り替わるとか、この

経費がざっくりなくなるということではなくて、６年度、７年度以降もここに基幹系、このシステムを運営

していく上ではやはり同様の経費、あるいは少し下がった経費になろうかとは思いますが、あとは今邑楽郡

などは板倉以外の４町は共同でこのクラウド、Ｇ．Ｂｅ＿Ｕを４町で共同でやっているのです、接続して。

そこでちょっと経費減を見たりとかもしているので、そういった研究も引き続きしていますので、そういっ

た可能性も含め、さらにそこで減額が見込まれるのであれば、それも選択肢の一つかなということでやらせ

てもらっていますので、そういうことで。ただ、先ほどこれは税であったりとか、住民登録、住基関係とか

口座とか、そういった機能も全部ひっくるめて契約をうちのほうでやっているので、ただ改修などが生じた

場合は、改修などはやはり制度とか法律の改正に伴うものが多いので、うちのほうだとそこをつかみ切れな

いところがあるので、そういった予算であったりとかは各原課から出てくるようなものがあるので、ちょっ

と複雑に予算上はなってしまっているとは思いますけれども、そこもちょっとできるだけ改善していくよう

にはしたいと思っています。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 大本のシステムは変わるけれども、お金の流れはそんなに変わらないという考え方で、

多分業者さんもそのまま乗り換わる感じになるのかな、今の説明からすると。統一規格でそれぞれ構築する

ということになれば。国が情報を集めやすくなるという考え方でよろしいですか。

〇亀井伝吉委員長 飯塚係長。

〇飯塚哲也情報広報係長 おそらくは将来的にはそういったものを見込んでいると思われます。それだけで

はなくて、おそらく並行してマイナンバーカードの普及推進であったりとか、ＤＸの推進に関わるコンビニ

交付であったりとか、国であるとか、Ｊ―ＬＩＳと言われている住基ネットの運営母体だったりとか、そう

いったところである程度全体的に標準化、統一化する中で、やはりそこの辺りのスピード感というのを加速

させたいというところの意図だというふうに思われます。
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〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 分かりました。ミスのないようによろしくお願いいたします。

最後ですが、65ページの町有バス管理について120万円の予算がついているわけですけれども、過日、議

員の研修の際も町バスを使う使わないでちょっと難儀したのですけれども、あまり健康状態がよろしくない

うわさは聞いているのですが、今の現状と今後の見通しについて方針があればお願いをいたします。

〇亀井伝吉委員長 新井係長。

〇新井 智秘書人事係長 町有バスなのですが、ご存じのとおり、年数も一定の年数を経過しておりまして

かなり老朽化は進んでおりますが、運行上特に問題はありません。ただ、コロナ禍だったということもあり

まして、実は２年ほど前に点検をした際に、日野バスに点検をいつもお願いしているのですが、そちらのほ

うから足回りに関しての不安要素のご指摘がありました。具体的に言いますと、エアサスペンションの部分

がこのまま使うともしかしたら亀裂が入って空気が抜けてしまい腹ばい状態になってしまう、要は腹が底に

ついてしまうということで懸念されていますということで、見積りを取らせていただいて約140万円程度の

修理が見込まれていたのですが、コロナ禍に入って利用状況は圧倒的になくなってしまったということで、

コロナ禍中は修理をちょっと控えている状況でした。ただ、壊れた場合にはすぐに対応できるようにという

ことで予算は計上させていただいておったのですが、去年度もそういった理由で流させていただきました。

ただ、直近の状況を見ますと、議会さんもそうですし、また区長会、民生委員協議会、こういったところが

徐々にバスを利用した視察研修等を計画し始めて、徐々にコロナからの脱却といいますか、そういったバス

の運行の再開のめどがちょっと見えてきましたので、このたび今年度予算を使わせていただきまして、その

不安要素の足回り部分も修理を行っております。ですので、今後は使っていただく分には安心してご利用い

ただけるような形を取りましたので、ぜひご利用いただければと思います。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 ５年度の修繕費ではちょっと足りないなと思っていたのですけれども、既に修理は済ん

でいるということで了解してよろしいでしょうか。ありがとうございました。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 ほかに。

時間もあれですから簡単にお願いいたします。

今村委員。

〇今村好市委員 １つだけ、予算にはのっていないと思うのですけれども、所管事務の中で総務課はおそら

く報酬審議会の事務局を持っていると思いますので、私が記憶するので、ここ20年ぐらい報酬審議会開いて

いないのだと思うのですけれども、開く必要性がないという考え方なのか、職員等については国の人事院勧

告に基づいて給与については改定をされているということなのですけれども、先ほど交通指導員も含めて町

については様々な行政委員がいるわけなので、これが20年間開かれていないということになると、それが適

正なのかどうかというのもなかなか検討する機会がない。ぜひほかの市町村も含めてなのですが、報酬審議

会をやはりこの辺で１回きちんと開いて、今までやってきたことが適正であるのか高いのか安いのかも含め

て１回やったらどうかという一つの提案なのですけれども、中里副町長、開いたという記憶はある。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。
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〇中里重義副町長 委員おっしゃるとおり、私も記憶ありません。ということでありますので、近いうちに

きちっとやるほうがいいのかなと。ただ、今まで多分特別職の報酬とか見直すということがなかったので、

それなりに開かれなかったのかなというふうには思っているのですけれども、いろんな役職の方の関係もあ

るわけですから、先ほどの交通指導員の報償ですか、そういったものなんかもいろいろありますので、実際

やったほうがいいのかなとは思います。ちょっとその辺はまた内部でいろいろ相談してみます。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 ぜひ今の報酬額が適当かどうかも含めて、ただ上げるとか下げるとかだけで報酬審議会を

開くということではなく、やはり行政委員の中身も変わってきているし、場合によっては後から委嘱されて

いる委員も結構いるわけですので、それについては今まで報酬審議会で決まった額をうまく運用してやって

いる今段階であるので、ぜひその辺は特別職の給与を上げるか下げるかだけではなくて、多くの報酬審議会

に関わる委員がいますので、１回開いて適正かも含めて、やはり専門的な人も入ってくるわけですから、ぜ

ひ開いて検討したほうがいいのかなと思うので、よろしくお願いします。

〇亀井伝吉委員長 回答はよろしいですね。

以上で総務課の予算審査を終了いたします。

総務課の皆さん、大変ありがとうございました。

休憩を挟んで都市建設課の審査を行います。

休 憩 （午後 ２時４４分）

再 開 （午後 ２時５８分）

〇亀井伝吉委員長 再開いたします。

ただいまから都市建設課の予算審査を行います。

説明については、要点説明により簡潔にお願いいたします。

それでは、説明をお願いいたします。

塩田都市建設課長。

〇塩田修一都市建設課長 都市建設課です。よろしくお願いいたします。

それでは、都市建設課の令和５年度の予算についてご説明申し上げます。私からは、都市建設課の歳出予

算の概要についてご説明させていただきます。

初めに、計画管理係でございますが、令和５年度の歳出予算は１億2,188万8,000円でございます。前年度

当初予算に対しまして、618万1,000円の増額となっております。主に増額となりました事業につきましては、

道路維持事業、公園維持管理事業でございますが、これは高木の剪定業務におきまして、諸般の事情により

シルバー人材センターへの業務委託から専門業者への業務委託に変更したことが主な要因でございます。ま

た、町営住宅管理事業におきまして長寿命化計画にのっとった修繕工事を計画しております。その他の予算

につきましては、例年と同程度の予算計上となっております。

次に、建設係でございますが、令和５年度歳出予算は２億4,486万9,000円でございます。前年度当初予算

に対しまして、4,187万4,000円の増額となっております。主に増額となりました事業としましては、重点施

策予算でご説明いたしました、町単独道路整備事業と道路台帳整備事業、橋梁長寿命化事業でございます。
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道路台帳整備事業におきましては、下五箇土地改良事業で変更された道路の反映が主な要因でございます。

また、橋梁長寿命化事業につきましては、東北自動車道をまたぐ早沼橋、海老瀬跨線橋と合の川橋の長大橋

の点検が主な要因でございます。その他の予算につきましては、例年と同程度の予算計上となっております。

私からの説明は以上となります。詳細につきましては、各係長によりご説明申し上げますので、よろしく

お願いいたします。

初めに、計画管理の青木係長からご説明申し上げます。よろしくお願いします。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 お世話になります。計画管理係、青木です。私のほうからは、都市建設課計画管

理係に関わります令和５年度の予算につきましてご説明をさせていただきたいと思います。

計画管理係の歳入につきましては、道路占用や公園使用による各事業者等からの占用料、町営住宅入居者

による家賃や町営住宅家賃低廉化による国の補助金、それから木造住宅耐震化に関わる調査や耐震化に関わ

る国の補助金などが主なものとなっておりますが、時間の都合上、歳出ベースでのご説明をさせていただき

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。

予算書のほうを用いまして説明をさせていただきたいと思いますので、予算書の169ページのほうをお願

いしたいと思います。上から２つ目の丸でございます。道路維持事業でございます。道路の維持管理費とし

まして、合計5,459万1,000円を計上してございます。主な事業としましては、上から４番目の道路除草管理

委託料としまして、492万円を計上してございます。こちらにつきましては、渡良瀬川や谷田川の堤防上の

道路につきまして、国や県より占用を受けているために、その路肩部分幅約１メートルについての除草管理

を行うものとして計上してございます。

続きまして、その２つ下の街路樹管理委託料としまして、2,153万5,000円を計上しております。町内の街

路樹、低木や低木下の除草管理を行うための予算となっておりますけれども、高木の剪定につきましては、

今までは高木の生い茂った状況になったときに単発的に剪定の予算を計上するというふうな形を取っており

ましたけれども、５年間の周期で町内全ての高木の管理を行うという計画を立てまして、毎年高木剪定の予

算を計上していければというふうなことで、今年度より街路樹管理委託料のほうに計上させていただいてお

ります。

次に、その４つ下の安全施設工事費としまして200万円を計上しておりますが、これにつきましては区画

線の維持工事、街路樹の設置工事ということで計上をさせていただいております。

続きまして、その下、道路補修工事費2,100万円を計上してございます。こちらにつきましては、町内の

一円工事としまして、毎年道路の舗装補修や道路側溝、路肩等の補修の維持工事について、各行政区長さん

や住民の方から緊急の補修の依頼があったものに対しましてすぐに対応が取れるように、年度当初に一円工

事としまして発注して、要望に迅速に対応していくための予算ということで計上させていただいております。

発注につきましては、舗装補修工事、道路維持工事ということで２つの工事を発注していく予定となってお

ります。

続きまして、次の丸でございますけれども、道路長寿命化事業でございます。道路長寿命化修繕工事費と

しまして、1,400万円を計上しております。こちらにつきましては、昨年度行いました工事の継続としまし

て、２路線を計画させていただいております。１つ目につきましては、町道１―３号線ということで、籾谷



- 61 -

地内の籾谷上公民館横の道路を南に行った、昔やまやさんのあった通りなのですけれども、小倉商店さんの

ところから南に100メートル行ったところというふうなことで、丁字路にぶつかったところまでというふう

なことで予定をさせていただいております。２つ目につきましては、役場東側の町道１―12号線、公園通り

線の昨年実施した間の区間としまして、ちょうど増田医院さんのところから駐在所までの区間というふうな

ことで、役場の横になるのですけれども、そちらを計画させていただいております。籾谷につきましては400万

円、１―12号線につきましてが1,000万円の予算ということで計上させていただいております。

続きまして、173ページをお願いしたいと思います。河川の維持管理事業としまして59万6,000円を計上さ

せていただいております。こちらにつきましては、各河川関係の負担金や谷田川愛護団体への交付金、クリ

ーン作戦時の保険料等としまして計上させていただいております。

続きまして、175ページをお願いいたします。上から２つ目の丸、都市計画推進事業でございます。合計383万

8,000円を計上しております。主な予算としましては、５つ目の都市計画図修正業務委託料としまして、350万

円を計上してございます。これにつきましては、令和４年度に都市計画図2,500分の１の図面をデジタル化

しておりますけれども、このほかに都市計画の用途地域の色塗りがしてあるものや都市計画道路、その他都

市計画決定がされたものを示している図面というものがございます。令和５年度につきましては、この図面

をデジタル化したいというふうなことで予算を計上させていただいております。

続きまして、上から４つ目の丸の移住者住宅取得支援事業でございます。住宅取得支援補助金としまして、

600万円を計上させていただいております。板倉町に住宅を取得し、移住する方につきまして、１件当たり

最大30万円の補助を行うものでございます。20件分の計上というふうなことになってございます。

続きまして、一番下の丸、公園維持管理事業でございます。公園に関する維持管理事業としまして、2,855万

1,000円を計上しております。主な予算としましては、計画管理係で管理を行っている公園や緑地の樹木、

芝生広場等に関する剪定管理やトイレ清掃、浄化槽管理についての業務委託としまして、上から５つ目、公

園等維持管理業務委託料2,347万2,000円を計上しております。

それから、２つ下の公園施設改修整備工事費としまして、200万円を計上してございます。こちらにつき

ましては、遊具の撤去費や公園照明灯の改修費ということで計上させていただいております。

179ページをお願いいたします。一番上の丸、町営住宅管理事業でございます。合計で729万9,000円を計

上してございます。主な予算としましては、需用費の中の修繕料としまして、上から３つ目、修繕料155万

円を計上してございます。こちらにつきましては、通常の修繕予算にプラスしまして、令和４年度、今年度

なのですけれども、シロアリ駆除を１棟海老瀬で行ったのですけれども、ほかの建物につきましてもシロア

リ駆除を行ったほうがよいと判断をしまして、令和５年度につきましては２棟分というふうなことで、６部

屋分を計上させていただいております。

それから、町営住宅管理事業、下から２番目の原宿団地（借上）賃借料としまして、364万8,000円を計上

してございます。これにつきましては、貸主の山幸さんのほうの賃借料としまして、12か月に分けて支払っ

ていくものとなってございます。

その下の海老瀬団地長寿命化修繕工事費ということで、190万円を計上させていただいております。こち

らにつきましては、町営住宅長寿命化計画に基づきまして、令和５年度につきましては配管工事、浴室の防

水工事、そちらのほうを海老瀬団地の３部屋分、１棟分というようなことになるのですけれども、そちらを
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予定しております。

続きまして、その下の木造住宅耐震改修促進事業ということで223万6,000円を計上しております。こちら

につきましては、昭和56年５月31日以前に着工された住宅についての耐震診断を受ける際の耐震者の派遣に

関わる委託料、診断を受けた住宅への耐震補強についての補助金ということで、全体で223万6,000円を計上

しております。

以上、雑駁ですけれども、計画管理係についての令和５年度の予算の説明を終わらせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 福知係長。

〇福知光徳建設係長 続きまして、建設係のほうから説明をさせていただきます。建設係の福知と申します。

よろしくお願いいたします。

それでは、令和５年度の建設係予算のご説明をさせていただきます。まず初めに、歳入の主な事業につき

ましてご説明申し上げます。予算書の28ページ、29ページをお願いいたします。４つ目、土木費国庫補助金

のうち、１節道路橋梁費補助金、道路メンテナンス補助事業補助金でございます。橋梁長寿命化事業としま

して3,400万円、八間樋橋解体撤去事業6,000万円、合計いたしまして9,400万円の申請額に対しまして、補

助率55％の国庫補助金といたしまして、5,170万円を計上しております。

次に、予算書30ページ、31ページをお願いいたします。３目土木費国庫委託金の海老瀬、板倉川及び邑楽

第二樋管操作委託金でございます。渡良瀬遊水地に接続します３つの樋管の操作委託料の60万円を計上して

おります。出水期の河川水位上昇などに伴いまして、樋管の操作や管理業務を実施した場合には増額となる

ものでございます。

以上で歳入につきましての説明は終わらせていただきます。

続きまして、歳出の主な事業につきましてご説明を申し上げます。予算書の167ページをお願いいたしま

す。一番下の、失礼しました。１つしかございません。登記関係事業を御覧いただきたいと思います。この

事業につきましては、過年度において町道拡幅などにより用地買収した道路用地につきまして、何らかの原

因で板倉町への所有権移転登記がなされていないものにつきまして、境界確認を行い、地籍測量図などを作

成し、分筆、所有権移転、地目変更の登記を行うものでございます。令和５年度予算は、登記業務委託料500万

円、ほかの経費と合わせまして総額505万円の計上をしております。

続きまして、予算書169ページをお願いいたします。一番下の道路台帳整備事業を御覧いただきたいと思

います。この事業につきましては、町道の新設、改良整備や、廃止に伴いまして道路台帳等や各庁舎の補正

等を行うものでございます。令和５年度につきましては、建設係による町道の改良整備のほかに県営五箇谷

地区土地改良事業区域のうち令和４年度までの完成部分、大まかに言いますと遊水地がございますが、そこ

の大箇野幹線排水路というのがございます。そこの水路から北側の大部分という形になります。につきまし

て群馬県館林農村整備センターから町への譲与協議がございました。現状といたしまして、既に一般車両が

通行をしている状況などを考慮いたしまして、譲与を受けるため、それに伴う台帳補正を行うものでござい

ます。台帳補正委託料といたしまして、650万円を計上いたしました。

続きまして、予算書171ページをお願いいたします。下段の橋梁長寿命化事業を御覧いただきたいと思い

ます。この事業は、板倉町管理橋梁の安全性を確保することを目的といたしまして、板倉町管理橋梁の計画
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的かつ予防的な維持管理を実施しております。令和５年度の予算につきましては、橋梁修繕詳細設計委託料

850万円、橋梁修繕工事費2,000万円、橋梁点検業務負担金1,300万円を計上しており、ほかの経費と合わせ

て総額4,190万1,000円を計上しております。この事業は、国庫補助事業の道路メンテナンス補助事業として

認可を受けております。認可事業費に対しまして55％が国庫補助となります。令和５年度は、橋梁修繕詳細

設計委託料にて大箇野川に架かる峯１号橋の修繕設計を実施したいと考えております。こちら午前中にお配

りさせていただきました資料の８ページ、一番後ろ側でございますが、ちょっと小さくて申し訳ございませ

んが、そちらに位置が記載しております。一番後ろの８ページになります。右下のほう、そちらの上のとこ

ろに峯１号橋ということで記載がございます。また、橋梁修繕工事費にて大箇野川に架かる谷新田２号橋の

修繕工事を実施したいと考えております。こちらも右下のほうに谷新田２号橋ということで、8.6メートル

の橋長というところの修繕工事を行うものでございます。さらに、橋梁点検業務負担金にて３橋の点検を計

画しております。こちらの３橋につきましては、先ほど課長から申し上げました、延長の長い橋が３つとい

うことで金額がちょっと多い金額となっております。

以上で建設係令和５年度の予算説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 お疲れさまでした。説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 針ケ谷です。よろしくお願いをいたします。

169ページの道路維持事業の中で、道路除草管理委託料ということで492万円の計上がございます。説明は、

谷田川を含めてその道路脇の除草の費用であるというような説明だったわけですけれども、何回か担当係長

にお世話になったわけですけれども、谷田川の土手に関しまして、ほかの河川の土手もそうかもしれません

けれども、板倉町の場合、河川脇、土手脇に田んぼを構えている農業者が多いかなと思います。今までです

と、町に委託されていた時期から県が、のり面については県で、天端については町でというような今の事業

形態かなと認識しておりますけれども、全面町でやっていた分についてはそれほど問題は起きなかったので

すが、現在、県で請け負っているのり面については、年に２回の計画になっているというふうに認識をして

おります。時期を見てやっていただければよろしいのですけれども、そうでない場合、ちょうど稲が成長す

る段階でのり面の草が繁茂して稲の成長に影響を及ぼす事態が発生しているのではないかと、実際に私の田

んぼでは発生をしております。あぜ部分については自分で除草をするわけですけれども、意外と背の高い草

が多くなっていまして、それが覆いかぶさってそのまま成長を止めてしまうような状況になっているのです。

何回か係長とお世話になって、県とも相談をさせていただいたのですけれども、なかなか明確な答えには出

てこなかったという実情があるわけですけれども、今後もそのままいくのかどうか、あるいはその部分で県

の土木との話合いが進んでいるのかどうかという点なのですが、係長、その辺の現状をお知らせいただけれ

ばと思います。よろしくお願いします。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 ただいまの谷田川堤防上の草についてというふうなことでご質問があったわけな

のですけれども、町のほうとしましては、谷田川の占用を受けている道路の両脇につきまして、年に５回の

除草を行っているわけなのですけれども、土木事務所のほうが１メートルからのりの下まで刈っていただい
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ているというような状況になっております。先ほど針ケ谷委員さんからもお話あったとおり、年に２回の除

草というふうなことで、この年に２回というのがどういった時期で予定をして草刈りをしているのかという

のを調べましたところ、クリーン作戦に合わせて草刈りを実施しているというのが分かりました。ただ、ク

リーン作戦やるときに実施しているというのは分かるのですけれども、実際私も昨年、ちょうど稲刈りの時

期のちょっと前に針ケ谷委員さんと現地の確認をさせていただいたときに、堤防上ですと背の高い草が生え

ていまして、やはりのり面になると斜めに草が生えるものですから、それが圃場のほうにのしかかっている

というのですか、稲刈りがしづらいような状況にもかなり見受けられまして、それはもう堤防全体の問題か

なというふうに思いました。館林土木のほうにも年に２回では少な過ぎるというふうなことで、堤防の一番

下のところの田んぼの方は、稲刈りするときに随分支障があるというふうなことで、土木の担当にも要望は

させていただいていたところなのですけれども、つい先日なのですが、土木事務所のほうから河川について

の予算がつきそうだというふうなことで、ついた場合については、２回より多い回数でというふうなことで

今検討していただいているところですので、県のほうの予算がついたらなのですけれども、回数を多くやっ

ていただけるというふうなことで、今、回答を受けているところでございます。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 町で行っている天端の除草だけでも、ごみの投げ込みというのは非常に生えている状況

が少ないと少なくて、谷田川のクリーン作戦を実施してもごみの量というのは年々少なくなっているのが実

情かなと考えています。草の種類が変わったのです。稲科系の背の高い草が生育し出して、あとつる系の長

いのが生えていたりとかというので、機械を使って除草がなかなか難しくなっている現状があるのです。あ

れは定期的にやはりやってもらわないと、成長の早い時期ですので、うちを含めて農家さんちょっと手が困

るのかな。稲刈り時期に機械がかかるのもそうなのですけれども、場所によっては圃場側に倒れ込んできま

すので、そこの日の当たらない部分については稲の生育が止まってしまうという、実際今回私の田んぼも被

害があったのですが、そのままにしてしまったのですけれども、そういう状況でもありますので、ぜひ予算

つきましたら、圃場から何メートルかでも、草がかからない程度でもいいので、そこを除草を入れていただ

いて管理がしやすいようにしていただければ助かるかなと思いますので、ぜひまたよろしくお願いできれば

と思います。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 土木事務所のほうにつきましては、そのように要望をしていきたいと思いますの

で、またいろいろ決まりましたらご連絡させていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

〇亀井伝吉委員長 ほかにありますか。

市川委員。

〇市川初江委員 市川です。よろしくお願いします。

予算書の175ページ、説明欄のほうの上から丸印の４番目の移住者住宅取得支援事業でございますけれど

も、今年は１件上限30万円ということで20件というご説明がございましたけれども、令和元年、２年、３年、

４年では、どのぐらいの件数の人がご利用なされたのかちょっとお聞きしたいなと思いまして。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 今年度につきまして、令和４年度なのですけれども、当初20件というふうなこと
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で予算を取らさせていただいたのですけれども、それが年度内に終了してしまうというふうなことで補正を

いただきまして、25件分の予算を確保させていただいたところなのですけれども、３月現在でもう25件とい

うふうなことで、今年度については25件というようなことになってございます。令和３年度につきましても

20件というふうなことで、毎年満額というふうな形になっております。実際なのですけれども、これで20件

になって、大体３月ぐらいに少し相談が来て、補助対象にならないというのもかわいそうな話になりますの

で、申請期間につきましては１年間の猶予がありますので、３月に相談に来た方につきましては４月以降の

申請というふうなことで、滞りなくやらせていただいて、滞りなくというか、必ず補助させていただけるよ

うに申請をしていただいているところでございます。

〇亀井伝吉委員長 市川委員。

〇市川初江委員 やはり移住していただく人がたくさん出れば人口も増えますし、税金のほうも入りますし、

ちょっと頑張ってやっていただきたいなと思います。ありがとうございます。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにありますか。

荒井委員。

〇荒井英世委員 予算書の171ページですけれども、道路新設改良費の中の最初の主要道路延伸調査事業っ

てあります、50万円。これ主に具体的にどうしたところで延伸を。

〇亀井伝吉委員長 塩田課長。

〇塩田修一都市建設課長 この主要道路延伸につきましては、以前から計画とか検討している路線なのです

けれども、この前にある１―12号線が県道にぶつかりまして、その先に延伸する部分の予算として50万円、

今現在のところ、案としまして町で抱えている線形案というのがございます。それに対して多少今後修正を

加える可能性もありますので、その予備費として今50万円というのを確保させていただいています。着手に

つきましては、町の予算とか財政次第で動かなくてはならないのかなということで、その準備を今進めてい

る最中です。対象とする道路につきましては、できることであれば国庫金の補助を使うように一応県とも相

談しているのですが、なかなかこれに見合ったものは100％つくものはないですよと、ただ今社会資本整備

事業というのがメインで町も橋とかもやっているのですが、その中の一角で何とか乗れそうだと、ただ非重

点の部類にいってしまいますと、重点の道路には上げられないと、強靱化という名目を使ったとしてもちょ

っと無理ですよということなので、その辺で乗っていくには可能かなとは考えています。あとは、町の財政

の予算と町の状況次第で動ければなと考えています。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 １―12号線って言いましたっけ、前の。

〇亀井伝吉委員長 塩田課長。

〇塩田修一都市建設課長 １―12、この役場の前の道の延伸を板倉川渡る部分から。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 それから、この委託料ですけれども、業務委託も一応あれですか、委託先というのは。

〇亀井伝吉委員長 塩田課長。

〇塩田修一都市建設課長 今のところ確実に委託するかというのはないです。万が一これが実施で動くとか
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準備を始めるときに例えば多少の修正を、最終的な結論を導いたものについて修正をしようかなという考え

ですので、万が一のために抱えているような状況です、今のところは。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

今村委員。

〇今村好市委員 175ページの都市計画関係でお尋ねをいたします。都市計画図の修正業務委託料というこ

とで、これについては多分2,500分の１の都市計画図があるのだと思うのですが、それを作り直すという考

え方でよろしいのかどうか、まずお願いをいたします。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 2,500分の１の都市計画図につきましては、今年度修正のほうを行っております。

白図です。行っておりまして、３月までに完了するような予定というふうなことになっています。

〇亀井伝吉委員長 塩田課長。

〇塩田修一都市建設課長 今年コロナ関係のやつで補助金として計上しているものが青木係長言ったものな

のですが、本来であればその中で都計図は色塗りも全てできればよかったのですが、令和５年１月１日で税

務課のほうが空撮でかけたものですから、その絵を反映させるにはちょっと時間がないと、業者にも色のか

けまで頑張ってくれと言ったのですが、それはどうしても時間がないということで分けさせていただいて、

都計の色塗りの、あと詳細の確認も含めまして、この事業でやらせていただきたいと考えています。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 そうすると、2,500分の１、おそらく25シートぐらいあるのかなと思うのですけれども、

それの用途地域別の色塗りと都市計画道路の色塗りをするの。かなりの部分は、25シートの中でせいぜいニ

ュータウンの部分と旧のこっちの市街地の部分と、あとは道路についてもそんなに何本もないので、色を塗

らない図面のほうが多いでしょう。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 今のお話の2,500分の１の都市計画図なのですけれども、2,500分の１につきまし

ては、都市計画決定をした市町村は2,500分の１の図面を持たなくてはならないというようなものがござい

まして、用途地域図につきましては、2,500分の１ではなくて１万分の１と２万5,000分の１を備えていれば

いいというふうなことになっておりますので、その１万分の１と２万5,000分の１の都市計画図を今回デジ

タル化したいというふうなことで予算を計上させていただいております。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 デジタル化ということになると印刷はしないのだ。必要に応じてやるのですか。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 データで最終的に提出というふうな形になりますので、データをうちのほうで持

っているもので、印刷をしていただきたいというような方がいましたら、大きなプリンターがありますので、

そちらで印刷をするというのと、あとは最終的にはホームページのほうでいろいろ市町村で公開していると

ころもありますので、ホームページの公開をしていきたいというふうに考えております。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。



- 67 -

〇今村好市委員 デジタル化するということは非常に便利だと思うのです。全体が必要ではないよと、この

部分だけを必要ですよということも可能性としてはあるわけですから、そういう場合は印刷をして実費でい

ただくということも当然できるのだと思うのですが、できるのですよね。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 白図のほうも一応最終的には公開するというような形になりますので、３月に終

了しまして。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 公開をインターネットでしてしまうというと、誰でもダウンロードできてしまうというこ

と。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 公開というふうな形になりますと、ダウンロードはできます。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 では、もう販売ではなくて利用してくださいよという行政サービスになってしまうわけ。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 私も聞いているところで、コロナ交付金を使うというふうなことになりますと、

コロナで当時役場に来れる方というのを抑えるというふうな意味合いがあったようで、それを抑えるために

最終的に電子的に公開するというふうなことで、その補助金を使ったのだというふうな話は聞いているとこ

ろです。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 そうすると、この都市計画図を使うというのはほとんどが業者だと思うのです。一般の人

は使わない。業者が使うということは、その裏には業者が頼まれた開発行為だとか、そういうものについて

は頼んだ人、町民、もしくは事業者が負担することになるので、最終的には町民サービスにはつながるのだ

と思うのだけれども、これがコロナの対象事業になったの。

〇亀井伝吉委員長 塩田課長。

〇塩田修一都市建設課長 コロナの支援金の昨年度、令和３年度の対象事業として、結局町のほうでは何か

しらやるべきことをできれば補助金対象としてやりたいということで乗せてきたというのが実情です。その

中で、窓口の混雑を避けるという意味で電子化にしたいと、公開したいと、先ほど今村委員さんのほうから

ご指摘ありましたように、確かに業者が商売として使うのだろうというのもありますので、その最終的な公

開の件について、あと有料、無料について、申し訳ないですけれども、検討させていただければと思います。

申し訳ないです。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 できれば今まで有料でやっていた部分については、やはりきちっと有料でやったほうが、

多少の手数料かもしれませんけれども、入ってくるのかなということと、これから用途地域も含めて色塗り

をするのだとしたらば、これに都市計画の一時緩和された規制緩和の中で大規模集落がありますよね。これ

は色塗りというか、用途地域以外の色で何か表示をするのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 塩田課長。
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〇塩田修一都市建設課長 大規模集落についてはまた別図面で、町の建設課のほうで管理している図面を適

用しているのですが、確かにご指摘のとおり、それも電子化にする機会だとは思いますので、ちょっと業者

のほうと話し合って検討はしてみたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 なぜかというと、都市計画については板倉の場合はニュータウンと旧の市街地周辺、両側

100メートルぐらいしか市街化区域持っていないのです。都市計画の権限がなかなか市町村までは下りてこ

ないのだと思うのですけれども、規制緩和の中で大規模集落というのがもう15年前ですか、出てきたので、

大規模集落だと調整区域でも開発を認めますよという部分が出てきたのです。これから人口が減少していっ

てしまったり、空き家が出てきてしまったり、例えば介在農地が荒れ地になってしまったり、そういうとき

の土地利用も含めると、大規模集落内の宅地、もしくは農地、そういうものの利活用が場合によっては出て

くるのかなと。そうした場合には、大規模集落をやはりきちんと表示をしてあげる必要出てくるのかなと思

うのです。それも含めて検討していただきたいと思うのですが、よろしくお願いいたします。

それと、もう一回確認なのですけれども、大規模集落は調整区域の中で開発が拡大されたのですけれども、

例えば調整区域については主に分家住宅しか開発認めていなかったのですけれども、大規模集落においては

どういうものが開発が認められるか、開発申請はしなくてはならないのだと思うのです、調整区域だから。

ただ、申請をすれば認められるよというものがどれぐらい拡大されたのか、もう一回確認のためにしたいの

です。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 大規模指定集落の要件の確認というふうなことなのですけれども、大規模指定集

落につきましても、開発許可の要件で許可権限は群馬県の今現在太田土木事務所のほうで許可をしているも

のになります。そちらの大規模指定集落の要件としましては、板倉の場合ですと中学校区が１つしかないの

ですけれども、同じ中学校区にあることというふうなことで、板倉に生まれて板倉で育った方につきまして

は、その指定集落の要件があるというようなことになります。それから、通勤通学でたしか10年だったと思

うのですけれども、その年数を経過すれば大規模指定集落の要件に該当してきますよというのがあるのです

けれども、ただし申請地から100メートルの円を描いたときにおおむね30戸以上の集落を形成しているとい

うふうなことで、前におおむねというのが最下限値で幾つですかって聞いたことがあったのですけれども、

そのとき２割減というふうなことで、そうしますと24戸以上の住宅がその申請地の周りにあれば、100メー

トルの円を描くか、100メートル掛ける300メートルの長方形を描いたときにその中にその戸数が収まってい

れば、その要件に該当しますというようなことは聞いたことがありますので、そちらが要件になると思いま

す。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 それは一般住宅ですよね。例えば事業所だとか公害が全く出ない軽微な作業所も含めた工

場みたいなのだとか、そういうものは一切大規模集落でも認められない。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 そちらについては確認をさせていただければと思います。ちょっと分からない中

でお話をしてしまってもしようがないので、確認させていただいて、またお話をさせていただきたいと思い



- 69 -

ますので、よろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 その100メートルの30戸というのは緩和されて二十四、五戸になったということと、介在

農地については比較的いわゆる農振の農用地ではないと思うので、それは場合によっては開発行為と農地転

用の同時申請だと思うのですけれども、それは同時申請でないと駄目だよね。どっちかがよくてどっちかが

悪いという話にならないから。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 そちらは同時申請になるようです。並行して動くという。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 だから、片方は町の農業委員会を通して、東部農政かどこか分からないですけれども、そ

こを上がっていくという話で、片方は開発行為は太田土木という、どこかでそれを調整をして許可は同時に

出てくるという話ですよね。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 そういうことになります。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 では、悪いのですけれども、大規模集落の板倉はどれぐらいの場所が指定されているのか、

例えば南地区でこの周辺ですよ、西はここですよ、北はここですよという、中学校の範囲内ですから、大規

模集落を指定したときに一つの基準に基づいて指定してあると思いますので、その区域と開発が認められる、

緩和されて認められる用途については、ぜひ後で結構ですから資料を下さい。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 準備させていただきます。よろしくお願いします。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかに。

青木委員。

〇青木秀夫委員 まずお聞きしたいのですが、今今村さんが聞いたことに関連することですけれども、さっ

き言った大規模集落内の半径が100メートルの中に30戸、半径100メートルというのはどこを起点に半径100メ

ートルになるの。途中を起点にして100メートル以内に30戸の住宅があること、宅地があること、どういう

感じ。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 半径100メートルの中におおむね30戸の住宅があることというふうなことになっ

ております。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 30戸の住宅がある、半径100メートルの中におおむね30戸、場合によっては２割減の24戸

の住宅があることが条件、それがないと駄目なのだね。それはどこが受け付ける、県が受け付けるの、板倉

町の農業委員会が受け付けるの。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。
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〇青木英世計画管理係長 建物の許可につきましては、板倉町の場合は建築主事がいませんので、特定行政

庁というふうな形で太田土木事務所の建築課のほうが所管しているというふうなことになります。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 板倉町はどういうふうに反映できるの。直接太田事務所で申請するわけですか、そういう

のは。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 直接太田土木事務所のほうに提出します。ちょっと話はあれなのですけれども、

20年ぐらい前のときには町を経由して、その当時は館林土木事務所だったのですけれども、そちらのほうに

持ち込むというふうな手法を取っていたのですけれども、それが建築基準法の改正だったか、ちょっと定か

ではないのですけれども、それが町の業務がなくなりまして、一切太田土木事務所のほうでそちらの手続を

やっているというふうなことになりましたので、実際町のほうでもそれを閲覧しに行かないと、どこの土地

に何が建つというのは今のところだとあまりちょっと分からないような状況になってしまっております。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

小林委員。

〇小林武雄委員 予算書の169ページ、先ほど説明あった街路樹の管理委託の関係で、取りあえず令和４年

度でこの役場前のところの１―12号線、ほとんど終わるのかなと思うのです。その後今度順次やっていくと

したら、ほかのところだとニュータウンの中になってくるのかなと思うのですけれども、そこのところを今

後５年ぐらいかけて伐採して、年間計画でやっていくという、そんな認識で今聞いたのですけれども、そん

な感じなのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 今年度、町道１―12号線のケヤキの伐採工事というふうなことで今やっておりま

して、こちらのほうが年度内には終了するというふうなことで予定をしております。計画管理係のほうでそ

のほかに街路樹の管理をしているというふうなところなのですけれども、12路線ございまして、大きいもの

ですと、ニュータウンの駅からずっと大学のほうに向かっていくふれあい通りがございます。それから、ト

ライアルの横の道といいますか、２車線になっている道路なのですけれども、通り仲伊谷田線という、一応

そのほかにも大きな道路で街路樹が植わっている路線が12路線ございまして、合計しますと当初の計画で植

栽をしたときの本数でいきますと、1,300本強あるのですけれども、こちらのほうを管理していくというこ

とになりますと、うちのほうで持っています積算システムで積算をしますと、大体7,000万円ぐらい全体で

かかってくるというふうなことになります。それを実際植栽の剪定を一番きれいにできる剪定の期間という

のが、大体３年ぐらいを目安にやっていくと一番きれいにずっと保てるのかなというのがあるのですけれど

も、予算上のことを考えますと、なかなかそこまでちょっとできないのかなというふうなところがございま

して、ちょっと期間は長くなるのですけれども、５年間ぐらいであれば少し我慢をしていただけるのかなと

いうふうなところで考えまして、そうしますと全体でも年間1,300万円ちょっとぐらい予定をしなくてはな

らないというふうなことになります。これを先ほど言いました12路線で割りまして、順次５年間で１周する

というか、そういう計画でやっていきたいかなというふうに考えたところです。
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以上です。

〇亀井伝吉委員長 塩田課長。

〇塩田修一都市建設課長 係長の補足なのですけれども、５年で今やるというのを積算と、どっちかという

と机上で決めております。今までは伸びたらやりましょうか、予算取ってやりましょうかで時点修正みたい

な感じでやっていたのですが、数も多いし、いろいろ諸問題も出てきますので、一旦は青木係長が言ったよ

うに５年サイクルで決めさせていただいて、それで一旦は実施したいと。１回回った後にどの程度の伸びだ

とか繁茂とかあるかのまた調査しまして、計画をまた再検討したいなということで、今回５年サイクルのそ

ういった今までよりも多いような予算計上をさせていただいております。

〇亀井伝吉委員長 小林委員。

〇小林武雄委員 令和５年度、2,100万円の予算が入っていますけれども、この中のどのぐらいが来年度の

予算としては計上されているのですか。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 この2,100万円の中の1,400万円が当初予算で見ているような形になります。ただ、

これは計画ですので、最終的に発注をしまして、１本当たり100キロというふうな形で計算しておりますの

で、もしそれに満たないキロ数だったりすると、金額的には必然的に下がってきますので、最終的にはそれ

を減額補正したいかなというふうに考えております。

〇亀井伝吉委員長 小林委員。

〇小林武雄委員 そうすると、当初1,300本あったのが令和４年度で一応取りあえず伐採していますよね。

残りの５年間というのは大体1,000本ぐらい、令和５年度から５年間かけてもし伐採するとすれば、もとも

とが1,300本だったのだけれども。

［「伐採はしないでしょう」と言う人あり］

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 剪定というふうな形ですので、間を取っていくというふうな形になります。年間

大体300本ぐらいの計算になってきます。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

小野田委員。

〇小野田富康委員 179ページの木造住宅耐震改修促進事業ということで、毎年それほど数がないのですと

いう話なのですけれども、これは令和４年度で何件ぐらいの申請があったのか教えてください。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 耐震の関係なのですけれども、相談は１件あったのですけれども、実際はゼロと

いうような形です。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 補助金の額というのはマックスで幾らぐらいでしたっけ。何件分をこれは盛り込んで

200万円の予算にしてあるのか。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。
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〇青木英世計画管理係長 限度額が100万円というふうな形になりますので、２件分見ているというような

形になります。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 例年２件分の一応予算で、今まで追加で補正でやったとかという実例は、始めた最初の

頃はあったのかもしれないのですけれども、最近はどうなのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 実情今までなのですけれども、一件も実はなかったというようなことなのです。

耐震診断というふうなことで、診断をしていただきたいというふうな方は年に１件、２件あるのですけれど

も、その診断をした結果、その後に耐震というふうなお話になると、なかなかやはりお金が出せないという

ふうなところがありまして、要はそこの建物だけ耐震をするのか、それとも建て替えてしまったほうがいい

のか、あとは結構年配の方が、昭和56年なので、建築物としても結構古い建築物になっているので、自分が

いる間はこのまま住んでしまおうかなとか、そういったところでなかなかその先に進んでいけないというふ

うな、そういう話をちょっと聞いたことがあります。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 確かに費用対効果を考えて建て替えるべきか、またはそこにいつまで住み続けるか分か

らないという部分、例えばもし若手が、せがれさんなり娘さんなり帰ってきて長く住むということであれば

建て替えてしまおうかなと。

その下のアスベストの対策促進事業も聞きたいのですけれども、調査事業は何件ぐらいあったのですか、

４年度は。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 こちらも今までゼロというふうな形になっております。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 いつもこの予算書を見ていると、この木造住宅の件とアスベストの件がいつも載ってい

て、いつもほぼほぼないというような感じがしたので、分かりました。結構です。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

では２巡目、今村委員お願いします。

〇今村好市委員 173ページの渡良瀬遊水地治水促進事業、これは比較的新しい事業だと思うのですけれど

も、金額はいずれにしても、成果はあったのでしょうか、どれぐらい進んでいるのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 塩田課長。

〇塩田修一都市建設課長 この事業につきましては、基本的に近隣の４市２町で要望活動で推進していきま

しょうと、遊水地の貯水量確保に向けて要望活動していきましょうということで、目に見えて何を事業する

かというのは今のところないのですが、ただ利根上と国交省におきましては、ラムサール条約みたいなのが

あるので、それに逸脱しないような範疇で維持管理の名目の下、多少ずつ泥を運び出すということは絶えず

利根上とかから報告はあります。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。
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〇今村好市委員 これこそさっきの観光の話ではありませんけれども、周辺市町村と連携をするべき事業な

のです。恩恵を被るのは、場合によっては利根川沿線の市町村、渡良瀬川沿線の市町村なのです。細かく言

えば思川、巴波川もそうなのですけれども、渡良瀬遊水地が１億6,000万トンの調整能力を持っている、以

前は２億万トンと言われたのですけれども、利根上は最近は１億6,000万トンだという。では、5,000万トン

あと調整能力を持つことによって、堤防のかさ上げだとか様々な災害対策をして、治水対策をして、できれ

ば国も1,000年に１度の治水に対しての市町村に対していろんな対応をしなさいということなのでしょうけ

れども、本来の堤防強化だとか、治水強化だとかというのは、国については何をやっているのか見えないの

だよ。だから、一番近いのは、あそこは国有地ですから、ラムサールはラムサールでそれは一つの枠がある

から国交省も大変なのでしょうけれども、できるだけ早くやはり少しずつでもいいから、5,000トンずつで

もいいから、調整能力を増やすという政治的な働きかけも十分やっていかないと間に合わなくなってしまう

場合があるので、町長にもいつも言っているのですけれども、それも積極的にやってもらいたい。笹川さん

にも話ししたら、そんな簡単にあそこあふれないよなんて言っているのだけれども、そんな話では駄目だと

思うので、それは死活問題ですから、渡良瀬遊水地は治水のために造ったのですから、その能力を増やすの

は当たり前の話なので、ぜひこれは積極的に政治生命をかけてお願いをしたいと思う。板倉を守れないです

よ、そうではないと。お願いします。

〇亀井伝吉委員長 塩田課長。

〇塩田修一都市建設課長 今村委員さんが言っているとおりはごもっともな前向きな意見で、私どももそれ

を絶えず伝えております。まだ正式な回答がなかったので、今言わなかったのですが、河川の治水に関して

全国的に河川水系ごとに治水の計画の今見直しが始まるそうです。それについて確かに笹川代議士が言った

ように、直接大ざっぱにできないよということで、少しずつというのが今までの回答なのですが、その治水

の計画変更に当たって調査費をつける行動をしたいというのが利根上から打診はありました。それを今回の

国交省なり代議士さんに持っていった要望書の中には書き入れています。それがあったほうが利根上も動き

やすいということで、治水の計画の変更に向けて調査を始めるというのをやりたいということで、それがま

だ実際乗れたか乗れないかまだ回答は聞いていないのですけれども、何しろダイレクトで事業はできないよ

と、その計画に乗せていくのがありきだから、それに乗せるための調査をしたいと、やってくれというのを

要望を載せて、それは国のほうから調査が行けるように書いてくれというのは打診があったので、そういう

要望書を今年は持っていきました。まだその結果は聞いていないです。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 国は、令和５年度の予算で調査費をつけるというところまでいっているの。それは、もう

町民に積極的に話をしたほうがいいです。そうすればもう調査費がつけば何らかの形で前へ進んでいく話で

すから、それはやはり沿線住民としては、国も調査費をつけて調査をした上で、具体的に貯水能力をどうす

るかというのを考え始めましたよというのは言っておいたほうがいいのではないですか。

〇亀井伝吉委員長 塩田課長。

〇塩田修一都市建設課長 先ほどまだ要望で、向こうもそういうふうにお願いしたいということで書いたも

のですから、実際公表できるときがあったら率先して公表したいなと、皆さんの安心のためにも早めに公表

できるときが来ればいいなと思いますので、動きますよと、予算が取れたと打診があった時点で、どんどん
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公表していければと思います。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 国の予算は、だって概算で通っているのではないの。

［「確認してみます」と言う人あり］

〇今村好市委員 国会を通っているのではない。細部だから分からないのか。確認して早めに対応したほう

がいいです。お願いします。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございませんか。

青木委員。

〇青木秀夫委員 青木さんにまたお聞きしたいのだけれども、さっき半径100メートルの中に30戸の宅地、

住宅がなくてはいけないというのは、30戸連檐とは違うのかい。30戸飛び飛びにつながっていれば、30戸の

その間に100メートル離れないでつながっていけば、100メートル以内の30戸って該当するのではないの。ど

うなのですか。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 今30戸の連檐ではないかというふうなお話なのですけれども、分家住宅というふ

うなほかの要件がございまして、そちらにつきましてはよく50戸連檐というふうな言葉を使わせていただい

ているのですけれども、こちらの場合は敷地間隔で50メートル以内に連檐、つながっていかないと駄目だよ

というふうな要件になっているのですけれども、こちらの指定集落内については申請地を含む100メートル

の円の区域内に30戸以上の建築物があることというふうなことで、その円の中に、50メートル離れてしまっ

たとしても、収まっていればいいというふうな解釈になります。範囲内であれば、その円の中であればいい

というふうなことであります。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 円の中でしょう。だけれども、さっき言った半径100メートル以内の30戸ってかなり密集

しているよね。ないと30戸にならないよね。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 直径200メートルになりますので……

〇青木秀夫委員 直径200だよ、半径100で200メートルの範囲内。

〇青木英世計画管理係長 密集しているというふうな、集落を形成しているというふうな間隔になると思う

のですけれども……

〇青木秀夫委員 集落を形成していないと、連檐ではないの、それは。

［「連檐ではないです」と言う人あり］

〇青木秀夫委員 よくその辺調べておいてください。

〇亀井伝吉委員長 青木係長。

〇青木英世計画管理係長 それでは、先ほど今村委員さんのほうから工場の関係の指定集落の要件はどうい

うものがありますかというふうなことで、ちょっと今資料のほうを見ているのですけれども、先ほど言いま

した、中学校区内に居住か通勤した期間が通算10年以上であるもの、または中学校区内に線引き以前から引
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き続いて現在まで存している本家世帯主の３親等以内の親族のものであることというふうなことで、ちょっ

と細かくなっているのですけれども、予定建築物の用途につきましては、工場、事務所、倉庫、店舗、あと

運動レジャー施設というふうなことで、こちらが要件になっております。あとは細かいところで、延べ面積

が500平米以下であることとか、申請地の面積が2,000平米以下であることというふうな記載があるのですけ

れども、こちらのほうにつきましてはコピーをさせていただいてちょっとお渡しをさせていただきたいと思

いますので、よろしくお願いします。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 なぜ大規模集落地区を地図に落としてもらいたいかというと、どんどん、どんどん空き家

が増えてきているというのが１点あります。それと、集落内の介在農地が結構あるのです。その中で、やは

り耕作放棄地もだんだん相続か何かで出てくる可能性が非常に高い、そうするとその集落については非常に

危険といいますか、空き家はある、介在農地は荒れて草ぼうぼうである、そんなところだとなかなか住環境

としてこれからうまく保っていけないのかなということも出てくるので、できればそういうところの土地を

うまく活用して、さっきの移住定住も含めてですが、あとはその周りに影響しないような、お店はなかなか

人口減っているから難しいにしても、ちょっとした問題のない工場みたいな、事務所みたいなのだったらば、

造っていったほうが逆に町はいいのかなと思ったものですから、その辺の大規模集落をうまく活用して進め

るような方策をやはり考えたほうがいいのかなというふうに思ったものですから、その辺のうまく活用がで

きればということでお願いします。

〇亀井伝吉委員長 塩田課長。

〇塩田修一都市建設課長 あともう一つ、今村委員の先ほどありました保留した大規模集落地域がどこにあ

るのだということで、今ここに用意したのですが、地域にはいろいろ何地区とか入っているのですが、細か

い絵もないと分からないものですから、これをコピーしてあした早々にでもお配りさせていただきます。

〇亀井伝吉委員長 ほかにございませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇亀井伝吉委員長 なければ、以上で都市建設課の予算審査を終了いたします。

都市建設課の皆様、大変ありがとうございました。

〇閉会の宣告

〇亀井伝吉委員長 以上をもちまして、本日の予算決算常任委員会を閉会いたします。

次の予算決算常任委員会は、明日10日の午前９時から行います。

本日は大変にお疲れさまでした。

閉 会 （午後 ４時０９分）
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開 会 （午前 ９時００分）

〇開会の宣告

〇亀井伝吉委員長 おはようございます。

ただいまから予算決算常任委員会を開会いたします。

〇議案第１４号 令和５年度板倉町一般会計予算について

〇亀井伝吉委員長 本日は、課局別審査を行います。

委員の皆様、執行部の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、これより会計課及び企画財政課の予算審査を行います。

説明については、要点説明により簡潔にお願いいたします。

初めに、会計課から説明をお願いいたします。

丸山会計課長。

〇丸山英幸会計管理者兼会計課長 皆さん、おはようございます。会計課の予算審査となります。よろしく

お願いいたします。

予算書の60ページをお願いいたします。中ほどにあります４の会計管理費になります。会計課の予算につ

きましては、内部事務処理に係る経費となっておりますけれども、令和５年度から銀行とのデータのやり取

り方法がちょっと変更になりまして、その手数料が増額となっております。それ以外の予算につきましては、

例年どおりの予算となっております。

詳細につきましては、係長のほうから説明をさせますので、よろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 小野田会計係長。

〇小野田浩靖会計係長 会計課所管業務に関する令和５年度予算につきまして、ご説明させていただきたい

と思います。

先ほど会計管理者のほうからご説明がありました60ページ、61ページをお開きいただきたいと思います。

２款１項４目の会計管理費を御覧ください。令和５年度の歳出予算総額が401万8,000円を予算計上しており

ます。現年度と比較しまして202万3,000円の増額となっております。

それでは、詳細につきましてご説明させていただきます。初めに、10節の需用費につきましては、７万

7,000円の予算計上しております。現年度と比較しまして１万2,000円の減額となっております。主な減額の

要因につきましては、現年度食糧費として計上していた研修会負担金を18節の負担金、補助及び交付金へ付

け替えたものでございます。

続きまして、11節の役務費につきましては389万9,000円を計上しております。現年度と比べ224万4,000円

の増額となっております。主な増額の要因につきましては、現在、税金等の口座振込及び振替業務におきま

して、ＮＴＴのＩＳＤＮ回線を利用してデータ伝送を行っておりますが、ＮＴＴのＩＳＤＮが2024年１月に

情報の提供が終了することから、ＬＧＷＡＮ回線への移行が必要になったことによるデータ伝送基本手数料

の増額の金額となっております。

続きまして、12節の委託料につきましては２万7,000円を計上しております。現年度と比較しまして３万

9,000円の減額となっております。主な減額の要因につきましては、口座振込に伴う委託費が令和４年度で
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終了によるものでございます。

最後に、18節の負担金、補助及び交付金につきましては、先ほどお話ししたとおり、各種の研修時の負担

金でございまして、１万円を計上させていただいております。

説明は以上とさせていただきますので、ご審査のほどをよろしくお願いしたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 ありがとうございました。説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑ある方。

針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 おはようございます。針ケ谷です。よろしくお願いします。

先ほどの説明で役務費の中のデータ伝送基本手数料が224万4,000円、この分が全体的な増加というような

説明がございましたけれども、係長の説明の中でＮＴＴのＩＳＤＮからＬＧＷＡＮというのはどこの会社な

のですか。この手数料が200万円以上増えるというところの少し詳しい説明をもう一回お願いできればと思

うのですが。

〇亀井伝吉委員長 小野田会計係長。

〇小野田浩靖会計係長 まず、ＬＧＷＡＮという回線につきましては、地方公共団体情報システム機構とい

うことで、自治体のほうが構成されている機構になります。

手数料につきましては、指定金融機関が群馬銀行になっておりますが、あと収納代理機関が８行、板倉町

では契約をしているところでございます。おおよそ月に３万円程度の役務費がかかるということになってい

る状況でございます。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 ということは、このシステムの変更というのは、これは本町だけではなくて、近隣自治

体も同じような状況という認識でよろしいのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 小野田会計係長。

〇小野田浩靖会計係長 近隣自治体も同様な形で来年度移行を進めている状況でございます。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。ほかにございますか。

小野田委員。

〇小野田富康委員 お願いします。今のデータ伝送基本手数料なのですけれども、これは切替えによってか

かってくるものなのか、今後、毎年毎年同じ額がかかってくるものなのか、お願いします。

〇亀井伝吉委員長 小野田会計係長。

〇小野田浩靖会計係長 これは、初期投資は特に無償ということでなっておりますが、毎月の月額手数料が

ランニングコストとしてかさむということでございます。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。ほかにございますか。

小林委員。

〇小林武雄委員 これは、民間の銀行がやっていたことを公共の公のところに切り替えて、共通したことで

やるから、逆にお金がかかってしまうのですか。もともと銀行がやっていても、システムを変えただけでお

金がかかってくるのか。それとも、そこのところが分からないのだけれども、単なるシステムを変えただけ

で200万円増えてしまうのか、その200万円増える原因。
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〇亀井伝吉委員長 小野田会計係長。

〇小野田浩靖会計係長 200万円程度の増額という内容につきましては、そのソフトを入れ替えるというの

は無償です。ＮＴＴデータというところは、一応やっておりまして、ソフトにつきましては、それは無償で

す。あくまでもうちの役所のほうが金融機関にデータ伝送、いろんな金融機関の振込の情報を群馬銀行に送

っているのです。群馬銀行から８行の、８行以上か、金融機関に伝送するための手数料と、群馬銀行が各金

融機関に伝送して、そこの金融機関からお客さんの口座のほうを引き落としと振込等の銀行の手数料ですか

……

〇小林武雄委員 それは分かるのですよ。基本的に、銀行のほうから、もう今後、そういうデータの関係の

手数料については、今まで無料だったけれども、今後お金が有料になるために、このランニングコストがか

かるのですよということとは違うのですか。

〇亀井伝吉委員長 丸山会計課長。

〇丸山英幸会計管理者兼会計課長 こういった手数料関係については、今どこの市町村も問題になっている

のですけれども、今まで口座の振込手数料というのは、地方公共団体については手数料ゼロということで、

これは全銀システムというものがあるのですけれども、そのシステムが創立された当時から無料だというこ

とになっていたのですけれども、これは政府のほうの事務事業の見直しの中で、やはり無料というのは駄目

だろうということで、もう来年の10月から１件当たり65円取りますよというようなもう方針も出ています。

その方針もあってかどうか分からないのですけれども、今、銀行としてはいろんなところで手数料を上げて

くれというのが、もうこれは日本全国どこでも同じような状況になっている現状です。

ですので、今後は、今回手数料として上がっていますけれども、来年以降はもっと手数料がかかるという

ような現状になっていることには間違いはないです。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。ほかにはございませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇亀井伝吉委員長 では、以上で会計課の予算審査を終了いたします。

会計課の皆様、大変にありがとうございました。退出をお願いいたします。

続きまして、企画財政課からの説明をお願いいたします。

伊藤企画財政課長。

〇伊藤良昭企画財政課長 それでは、企画財政課から予算の説明をさせていただきます。

次第にあるとおり、企画調整係、財政係、順に担当係長のほうから詳細について説明をさせていただきま

す。

〇亀井伝吉委員長 舘野企画調整係長。

〇舘野雅英企画調整係長 企画調整係、館野と申します。よろしくお願いいたします。

それでは、企画調整係に係ります予算概要をご説明させていただきます。まず、歳入になりますが、予算

書の33ページを御覧ください。33ページ一番上に記載しております移住支援金でございますが、225万円の

歳入を計上しております。これにつきましては、後にご説明いたします板倉町移住支援金支給事業に係る県

の補助金でございまして、移住支援金を交付した場合に、交付額の４分の３が補助されるものでございます。

具体的には、県が国の交付金を受け入れ、県負担金と合わせて町に補助金として支出する、いわゆる間接補
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助の形となります。

次に、歳出になります。予算書の65ページを御覧ください。65ページ、６目企画費の一番上の事業、渡良

瀬川及び利根川架橋整備事業でございます。予算額は６万5,000円、平成30年３月に設立いたしました加須

・板倉利根川新橋建設促進協議会の負担金をはじめといたしまして、群馬県及び埼玉県要望活動時に要しま

す有料道路や有料駐車場等の使用料などでございます。

続いて、その下の事業、広域行政事業、予算額２万5,000円でございます。両毛広域都市圏総合整備推進

協議会の負担金となります。館林邑楽総合開発促進協議会、そのほかの広域の協議会につきましては、新型

コロナウイルス感染症拡大による事業の中止や、各協議会とも相当額の繰越金があることから、令和５年度

の負担金は徴収しないこととなりました。

続いて、その下の事業、まちづくり推進事業、予算額317万6,000円でございます。主な支出といたしまし

ては、協議会等への負担金のほか、まちづくり協働事業補助金として150万円を、またイルミネーション事

業に係る業務委託料として150万円を計上しております。

ページめくっていただきまして、67ページの一番上になります。移住支援事業でございます。予算額は830万

円、ふるさと回帰支援センターの年会費５万円、また東京圏から本町に移住した場合に支給いたします移住

支援金、こちら３件分、300万円、また今年度、令和４年度から事業がスタートしました奨学金返還支援金、

こちら35件分、525万円を計上しております。

続いて、その下の事業、鉄道利用者の利便性向上事業でございます。予算額は２万2,000円、東武鉄道本

社への要望活動時の旅費と、同盟会の負担金でございます。

続いて、２つ下の事業になりますカップリングデザイナー事業でございます。予算額９万2,000円、主な

経費といたしましては、デザイナーが研修等に参加した場合の旅費や、情報交換会の開催時の飲物代等でご

ざいます。

続いて、その下の事業、板倉町ＰＲ大使事業、こちらは予算額15万2,000円でございます。主な経費とい

たしましては、大使の名刺代のほか、大使来庁時の昼食代等を計上しております。

続いて、その下の事業、行政懇談会事業、予算額14万円でございます。懇談会開催時に要します飲物代の

ほか、スクリーンの借上料等を計上しております。

次に、ページ飛びまして、79ページを御覧ください。79ページ一番下の事業になります。渡良瀬遊水地環

境保全事業でございます。予算額９万3,000円、渡良瀬遊水地利活用協議会をはじめとしました各種協議会

等への負担金を計上しております。

簡単ではございますが、企画調整係の説明につきましては以上となります。よろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 高際財政係長。

〇高際淳至財政係長 財政係、高際です。よろしくお願いいたします。私からは、財政係が所管いたします

歳入歳出について、お手元の予算書で説明をさせていただきます。

まず、財政係が所管する主な歳入の説明になります。予算書の10ページをご確認ください。歳入の総括表

になりますけれども、こちらの左、２款地方譲与税から12款交通安全対策特別交付金、こちらまでは、国税、

それから県税等で国、県が徴収した額を一定の割合で町に交付するものという形で規定をされております。

こちらのほうが合計で17億6,560万円、対前年度で7,840万円の増となっています。これらにつきましては、
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令和４年度、板倉町に交付される見込額をベースに、国が示しております地方財政計画の伸び率等を参考に

算出をしております。増加しているものが若干多くなっている状況です。

続きまして、歳入、22ページ、23ページになります。14款使用料及び手数料、１項１目総務使用料になり

ます。庁舎等使用料になります。電柱等が町有地に立っている場合の使用料、それから庁舎以外の施設の自

動販売機等につきまして、電気料をいただいているものとなっております。総額で70万4,000円、令和４年

度比11万2,000円の減となっております。こちらは、今現在、役場庁舎に１名配置されております東部水道

企業団職員の方が１名駐留をされていらっしゃいますけれども、そちらが今年度末で引き揚げて、館林のほ

うの事務所に戻られるということで、その分いただいていた使用料が減額という形になっております。

続きまして、ページ飛びまして36ページになります。こちらの17款財産収入の財産貸付収入になります。

こちらは、普通財産としての土地建物についての賃借料になっております。601万9,000円で、令和４年度と

増減はありません。町の所有をしている土地を契約等によりお貸ししている場合の費用となっております。

続いて、次のページ、38ページになります。財産収入の利子及び配当金ということで、基金利子等になっ

ております。右側の財政調整基金利子収入から土地開発基金利子収入までが財政係の所管となっております

が、主に基金の利子収入を計上しております。昨年度途中に定期預金の利率が少し当初のものから下がって

おりますので、若干の減額を見込んでおります。

その下、財産収入の財産売払収入、不動産の売払収入、物品売払収入については、存目計上という形で生

じた場合の受け口ということで1,000円の計上をさせていただいております。

18款寄附金についてですが、一般寄附金、指定寄附金、それからそれぞれのふるさと納税分ということで

計上をさせていただいております。一応こちらのほうは増減はございませんが、寄附等があった場合に、補

正予算等で対応をしたいと思います。

続いて、次のページ、40ページになります。19款の繰入金になります。基金繰入れということで、財政調

整基金の繰入れ５億1,740万6,000円、対前年度で5,293万5,000円の減となっております。こちらは、歳出に

対して歳入の不足する分を計上をしている形です。

その下、20款繰越金については、対前年度の繰越金になりますが、２億円ということで、増減のほうは予

定をしておりません。ただし、こちらは決算剰余金等生じます９月議会以降に補正予算等で正確な数字のほ

うを計上をさせていただく予定となっております。

続いて、44ページ、雑入になります。こちらの中段、板倉ゴルフ場賃貸料から線下補償料までが財政係の

所管になります。新市町村振興宝くじ市町村交付金、職員等駐車場利用負担金、自動販売機売上手数料等の

合計で2,518万9,000円、増減はありません。

歳入最後になります46ページ、47ページ、町債になります。町債全体では１億2,720万円計上しておりま

して、対前年２億7,200万円の減少です。緊急避難場所整備事業の終了、それから農林土木起債事業の事業

費の減少により大きく減少をしております。

教育債については、東小学校の体育館修繕について起債を起こす予定となっておりますので1,690万円の

増、臨時財政対策債については、国の地方財政計画を参考に算出し、5,000万円減の4,500万円を計上させて

いただいております。

歳入については以上になります。
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続いて、歳出になります。57ページ、２款１項１目一般管理費になります。この中の一番最後、群馬電子

入札共同システム事業については、県への負担金ということで、群馬県内全市町村が加入をしております電

子入札のシステムの維持管理費、これを県内の人口で案分をしている関係で、令和４年度と比べ12万3,000円

増となっております。

続いて、61ページ一番上、財政管理事業になります。２款１項３目財政管理事業になります。36万円計上

しておりまして、対前年度１万5,000円の増となっています。主に書籍等の購入、それから起債の管理シス

テムに関する費用となっております。予算書製本で需用費のほうの増を見込んでおりますけれども、今年度

から予算書をファイル形式に変えたため、実際の増額は、支出についてはあまりないものと見込んでおりま

す。

その下、財務会計システム運用事業、予算、決算等に使っておりますシステムの使用料となっております。

増減はありません。

その次がふるさと納税事業、主に返礼品、クレジットカード決済等に係る費用となっています。掲載サイ

トの増等を検討しているため、若干の増額を見込んでおります。16万5,000円の増を見込んでおります。

１段空きまして、５目財産管理費、財産管理事業になっております。対前年度で21万1,000円の増、2,771万

3,000円となっております。公有財産の管理システムの費用の若干の増、それから除草管理委託料、主にシ

ルバー人材センターさん等に委託をしているものが多くなっておりますが、人材センターの単価増等があり

まして、若干の増となっております。

続いて、次のページの町有施設管理事業になります。4,880万8,000円です。対前年度で3,710万9,000円の

増となっております。昨日の主要施策の説明のほうでさせていただいておりますが、旧北小学校のプール撤

去等の工事費用で3,350万円の増、それから電気料金の調整を行う委託料等を計上したほか、施設の維持管

理の費用等が若干増加をしている形となっております。

ページ少し飛びまして、81ページになります。２款１項15目基金費になります。こちらは、基金の積立て

の予算化となっております。先ほど歳入のほうで申し上げたとおり、定期預金の利率が低くなっているため、

基金の利子の積立金は、若干減少をしている形です。

最後になります。243ページまで少し飛びます。12款の公債費です。町の借入金であります町債の返還金、

償還のお金になっております。長期債の償還元金４億1,656万2,000円、対前年度で139万8,000円の減となっ

ております。

その下、長期債の償還の利子のほうが933万4,000円、対前年度で159万5,000円の減となっております。ま

た、予算書ではそれぞれ施設のほうの予算に入ってしまっているので、ばらばらの計上になってしまってい

るのですけれども、各施設の光熱水費を財政係のほうが一括で管理をして支払っているものがございます。

こちらは、お配りをしている青いファイルのほうの11ページに財政係が管理をしています施設の光熱水費と

いうことで一覧を出させていただいております。計上額は、全体で9,771万円、対前年、令和４年の当初予

算との比較ですと、4,272万円の増となっています。電気料の増については、令和４年度当初、大幅の増を

見込めておりませんで、年度途中で増額補正をさせていただきました。電気料の令和４年度最終予算額が

8,010万円としていますので、そこからですと約1,490万円の増となっております。電気料、それから燃料調

整費等が上がっていることから、増加を見込んでいるところです。
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また、水道料金についても５月から東部水道企業団が管轄地域の水道料を統一するということになってお

りまして、大型施設、管の径が太いものが入っている施設ほど水道料金の増加幅が増えている形となってお

ります。こちらも３年をかけて徐々に料金が上がっていく形になっておりますので、今後も施設の節電、節

水には努めていきますけれども、予算としてはかかるものということで計上をさせていただいております。

以上雑駁ではありますが、財政係の所管事務について説明をさせていただきました。よろしくお願いいた

します。

〇亀井伝吉委員長 ありがとうございました。説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

今村委員。

〇今村好市委員 10ページの歳入の総括の中から地方交付税について、ちょっとお尋ねをいたします。

町の収入財源の主なものとしては、町税と地方交付税、これ両方合わせると約６割、60％の収入が税収と

地方交付税で賄われるということで、税収についても毎回お話をしているのですが、その歳入の見込額をや

はりきちんと見込んで計上するのがいいだろうということで、何回かお願いをしてあります。地方交付税、

これについては先ほどの説明だと、予算の概要の中で、国の地方財政計画の数値と過去の歳入額を基に算出

しているということなのですが、国の地方財政計画の数値については、前年より何％ぐらい上がっているの

か下がっているのか、数字が出ていないのでは分からないのですけれども、まずその辺を教えてください。

それと、過去の歳入額を基にということなのでしょうけれども、この間の補正予算で地方交付税について

は、最終的な決算見込みとして、この間、4,690万円、約4,700万円を増額補正をして14億4,300万円という

ふうな決算見込みで補正が出てきております。予算を見ると、前年については前年の予算対比でやられてい

るのですが、算出の中では、予算の概要の中では、過去の歳入額を基にということなので、この14億何千万

円というのは、この予算を計上するときには見込めなかったのかどうか。見込めないから前年対比の予算で

やっているのかどうか。そうすると、過去の歳入についてはどういう見方をして、この新年度予算等に予算

計上しているのか。地方交付税については、様々なデータをかなりシビアに積み上げて、やはり地方交付税

の額の算定申請については、細かく出しているのだと思うのです。だから、当然、歳入見込みもできるだけ

決算額に近いような歳入見込みで計上が私はできるのかなと思うのですけれども、その辺は無理なのですか。

決算見込みと本年度予算額の乖離については、２億2,000万円ぐらいあるのです。12億円や13億円ぐらいの

予算計上の中で、乖離額が２億2,000万円もあるというのは、これどういう算出をしているのかよく理解が

できない。その辺の説明をお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 高際財政係長。

〇高際淳至財政係長 今村委員からのご指摘の形なのですけれども、今年度、それから昨年度については、

12月に地方交付税、補正を計上させていただいております。これは、国のほうが12月になってから地方交付

税の追加交付ということで行っているものがありました。これは、コロナの関係ということで国からの連絡

で、追加交付ということが行われております。地方交付税につきましては、主に４月から始まりまして、お

おむね７月程度まで各数字の精査を行いまして、９月にはその年度の交付額がほとんど確定をします。ここ

２年間は、追加交付があったということで、その分の差額を補正で計上をさせていただいている形です。で

すので、予算に対しての前年度の交付額というのは、追加交付を無視すれば、既に予算を算出する時点で計
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算はできる形になっています。ですので、こちらとしては、追加交付額というのが毎年あるものではござい

ませんので、それは考えないで、それに対して、もう既に９月に決まった額に対して、その次の年の地方財

政計画の伸び率を掛けたもの、それからおおむね５％程度を余剰分として見て、95％程度でこちらも計算を

した上で、この金額のほうを算出をさせていただいております。令和５年度の地方財政計画においては、地

方交付税については、対前年度で1.7％の増を見込んでいるということで国から示されております。その辺

りを加味しまして、今年度のものは計算をさせていただいているところでございます。

交付税については、先ほども委員のお話のとおり、細々とした数値、こちらも検討をさせていただいてお

りますけれども、その年その年、特にここ二、三年については、地域のデジタル化の推進、デジタル田園都

市国家構想基本計画を踏まえた新たな項目が含まれていたり、地方財政計画において、すみません、幾つか

説明が重なってしまいますが、地域のデジタル化の推進、地域の脱炭素化の推進、自治体の施設の光熱水費

高騰への対応ということで、増加の項目等も新たに見込まれていることから、ちょっと一概に単純な前年比

較というのもなかなか難しい状況ではありますが、その辺を踏まえた上で、前年の交付額と伸び率、それに

若干の余力を持たせるという意味では95％ということで計算をさせていただいておりますので、追加交付等

があれば、その都度こちらのほうは算出をさせていただいている形となっております。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 そうしますと、今年の３月の補正で地方交付税4,600万円補正をしています。約4,700万円

ですか、この３月。これが追加交付の決定額がこの数字ということなのですね。

［「はい」と言う人あり］

〇今村好市委員 そうすると、トータルで考えると、決算額と比較をすると、２億2,000万円ぐらい、これ

は５％の安全を見て計算をした部分と、昨年の９月にもう実績として積み上げたものの中から額を決定をし

て、その額の95％を交付税見込額として見ているということで、この２億2,000万円、追加交付については、

4,000万円ぐらいですか。4,700万円ぐらいなので、その差額の１億五、六千万円ぐらいは、これは５％の範

囲内なのですか。

〇亀井伝吉委員長 高際財政係長。

〇高際淳至財政係長 その細かい数字については、もう一度、算出根拠がありますので、ちょっとそちらの

ほうを改めて提出をさせていただければと思います。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 それは、今年度のここにある12億8,000万円の交付税の算出根拠ですよね。

［「はい」と言う人あり］

〇今村好市委員 それが細かい計算方式があって、それを後で出してくれるということなのですね。

［「はい。そちらちょっとご用意させていただきます」と言う人あり］

〇今村好市委員 ただ、表に出てきている数字を見ても、乖離額がちょっと、決算と比較をしてみるとでか

いのです。だから、この辺はもうちょっと、不特定要素がいっぱいあるのだとすればなかなか難しいのでし

ょうけれども、地方交付税はかなり細かいいところまで算出根拠として計算していますので、追加交付につ

いてはやむを得ないというか、これは国の政策に対する追加交付ですから、いいのですけれども、もともと
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の交付税の算出根拠については、やはりもうちょっとこれシビアにやれるのかなというふうに思うのですけ

れども、ぜひその辺については詳しい数字をできるだけ当初予算で計上して町民に示していくということは

大事だと思いますので、後で出てきたから後でまた質問というわけにはいきませんけれども、その辺はもう

ちょっときちんとやれるのかなという意識がありましたので、要望を含めてしておきたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 回答よろしいですか。

中里副町長。

〇中里重義副町長 見込むのがこれ非常に難しいというところがありまして、国の地方財政計画は毎年示さ

れるわけですけれども、その中で国のほうでは地方交付税の特別会計、交付税特会がありまして、そちらへ

の要するに交付税予算を入れていくと、その辺の動きもありますので、それと併せて普通交付税と特別交付

税の２本立てになっていますので、普通交付税については、先ほど高際係長が申し上げた内容でおおよその

算定は出るかと思っていますけれども、特別交付税については、これは町が算定するものではないので、そ

んなに金額的に大きく違いはないかなとは思いますけれども、これは一方的に県なりのほうで算定してくる

ということで、こちら多少の乖離出てしまうかなというふうにも思っています。

いずれにしましても、先ほど高際係長が申し上げましたとおり、12億8,000万円の算出根拠に関して、後

ほどお示しをするということでありますので、よく御覧になっていただければというふうに思います。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 中里副町長、特別交付税のことなんか俺言っていないのだよ。普通交付税の話を今してい

るので、特別交付税の話はしていない。特別交付税は、これは変動があるというのはある程度分かるので、

それは一方的に来る話か分からない。それは、県が算出根拠なり国の算出根拠によって出してくるのでしょ

うけれども、それはそれとしていいのですけれども、普通交付税は、かなり積み上げが細かいと思うのです。

だから、その辺、国の特別会計、いわゆる交付税の特別会計も含めて地方財政計画で数字を出しているのだ

から、毎年そんなには来ることないのかなと思っているものですから、過去の何年間の予算と決算の比較を

していただいて、その辺については95％見るのがいいのか、もっと、98％ぐらい見られるのか、その辺につ

いては今後検討していったほうがいいのではないのかなという提案です。お願いします。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 分かりました。ただ、私が特別交付税のことを申し上げたのは、10ページの総括表の中

の12億8,000万円、それから前年度の12億2,000万円、これは普通交付税と特別交付税の合計額になっていま

すので、それがあったものですから、特別交付税の関係も申し上げました。

以上です。

［「上の特別交付税とは違う」と言う人あり］

〇中里重義副町長 10款の地方特例交付金は交付税と違いますので、この中に、交付税の中に普通交付税と

特別交付税含まれていますので、その点はご理解いただきたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 では、毎年特別交付税というのは額が変わるけれども、大体どれぐらい来ているのか。

〇亀井伝吉委員長 高際財政係長。
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〇高際淳至財政係長 特別交付税については決算額で言いますと、毎年おおむね１億円程度入っているよう

な状況でございます。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 それは比較的安定的に入っているのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 高際財政係長。

〇高際淳至財政係長 そうです。おおむね１億円、プラス・マイナス1,000万円程度で推移をしているよう

な状況かと思います。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 では、それもそんなに狂わないのだとすれば、地方交付税そのものがそんなに狂う話では

ないと思うので、それも含めてお願いいたします。すみません。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですね。

荒井委員。

〇荒井英世委員 予算書の79ページ、一番下の渡良瀬遊水地環境保全事業、遊水池に関しましては基本的に

治水と利水、それから自然環境との調和というのが一つの大きなテーマですけれども、この遊水池利活用協

議会がありまして、その中でいろいろな課題について検討していると思うのですけれども、最近の遊水池は

ちょっと乾燥化が進んでいるということなのです。以前に、第３調節池かな、第２だったかな、第３かな、

試験的に掘削したときがあったのです。何年前かな。そういったことがあるのですけれども、その利活用協

議会の中で、年に何回か会議やっていると思うのですけれども、そういった議論というのはどんなふうにな

されているのですか。

〇亀井伝吉委員長 舘野企画調整係長。

〇舘野雅英企画調整係長 特に第２調整池の掘削について、国のほうでやってはいるのですけれども、進み

がちょっと遅いというような意見は、この利活用協議会でも出されているところではあります。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 さっき言った掘削の関係がありますよね。試験的にやっていると、それはご存じですか。

〇亀井伝吉委員長 舘野企画調整係長。

〇舘野雅英企画調整係長 掘削が行われていることは知っています。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 それがどういう成果を上げているかちょっと分からないのですけれども、このラムサール

条約の登録、湿地関係の市町村会議というのがありますね。これはあれですか、今は年に１回ぐらいやって

いるのですか。全国的なあれだから、やるのは大変でしょうけれども、何か行ったことはあるのですか。

〇亀井伝吉委員長 舘野企画調整係長。

〇舘野雅英企画調整係長 ラムサール条約の全国会議なのですけれども、令和２年度から栃木市が会長にな

っておりまして、２年、３年とコロナ禍で会議、または学習会が開催できなかったのですけれども、今年度

につきましては、首長会議と学習会、また渡良瀬遊水地の現地視察等が２日間に渡って行われました。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 実際にやったわけですよね。それでいろんな参考事例ではないですけれども、全国のいろ
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んなラムサール、例えば湿地帯とかありますけれども、いろんな参考事例が出てきていると思うのですけれ

ども、それと遊水池の関係ですけれども、どういった形で利活用協議会の中でもそういったものを参考にし

て進めていくと思うのですけれども、どういった部分が議題として上がってきているでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 舘野企画調整係長。

〇舘野雅英企画調整係長 利活用協議会もこれまで４つの部会を構成して利活用の推進を図ってきたのです

けれども、これまでは４市２町の関係自治体が主導になってその取組を行ってきたわけですが、自然保護団

体の方々からも、ちょっと進みが遅いのではないかという意見もありまして、今年度、構成を改正いたしま

して、定例会議というのが頭にありまして、その下にワーキンググループということで組織をつくったとこ

ろです。このワーキンググループが昨日第１回目が開催されたところですけれども、ここの幾つかの、２つ

ぐらいワーキンググループ設立を考えているのですけれども、このワーキンググループを使って、様々な利

活用について、これからまた改めて検討、取組をしていこうという形で、今年度再スタートを切ったところ

です。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 そのワーキンググループが発足したわけですね。これからその中で具体的にどうやったら

いいかという形で進めていくということですね。当然、今、いろいろ遊水地については、例えば治水関係が

ありますので、当然、貯水量、それの拡大ではないですけれども、増加ということで進めている部分もある

と思うのですけれども、例えば貯水量の増大にしても、例えば掘削する場所って限られてくると思うのです。

現時点でどの方面にというのはあまり計画はないのですか。例えば小山方面のあそこは第３でしたっけ、第

２調整池でしたっけ。第２、あっちのほうはないのですか。

〇亀井伝吉委員長 舘野企画調整係長。

〇舘野雅英企画調整係長 第２調整池につきましても、掘削を進めて予定、計画がございます。

それと、治水の関係につきましては、やはり渡良瀬遊水地の４市２町で、治水の関係は国に要望活動を、

町でいうと都市建設課が主管課になってやっておりますが、この要望につきましても、利活用協議会の中で

内容を改めて確認し、利活用協議会としてこの要望に加えていくことはどんなことがあるかということで、

検討を今後進めていく予定となっております。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 そうしますと、確認しますけれども、第２調節池のほうなのですね、一応、今の段階では。

〇亀井伝吉委員長 舘野企画調整係長。

〇舘野雅英企画調整係長 掘削は第２調整池を中心にやってはおります。

〇亀井伝吉委員長 伊藤企画財政課長。

〇伊藤良昭企画財政課長 先ほど係長から説明がありましたけれども、渡良瀬遊水地の治水に関しましては、

４市２町で連携をして、国に要望のほうを行っている状況です。こちらの利活用協議会のメンバーは、同じ

４市２町ということになっておりますので、連携で要望を行うもの、また利活用協議会で治水に関してその

要望についても考えていきましょうというのが先ほどの説明だったのですけれども、この利活用協議会の中

に、利根上、国がメンバーとしては参画しておりません。オブザーバーという形で入っていただいている状

況でして、ではどこを今後どのように、先ほど委員おっしゃるとおり掘削をしていくのか等についての情報
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が入ってきていない状況になっておりますので、今後はその利活用協議会と国のほうでの意見交換等につい

ても、協議会の活動としては検討していく課題となっている状況でございます。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員、よろしいですか。

次に、針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 よろしくお願いします。亀井議員の一般質問の中でイルミネーションを扱っていただい

たのですけれども、ちょっと時間の都合で質問も少しになってしまったので、ちょっと確認をさせていただ

くのと、あとふるさと納税についてちょっとお聞きしたいのですが、まず１点目のイルミネーションについ

ては先ほど係長の説明の中で、65ページ、まちづくり推進事業の中の業務委託料としてイルミネーション関

係で150万円という計上を、説明がありましたけれども、一般質問の答えの中で今年も継続してやりそうな

流れだったと思うのですけれども、物品購入等の予算計上がちょっと見当たらないのですが、その辺につい

て確認をさせていただきます。

〇亀井伝吉委員長 舘野企画調整係長。

〇舘野雅英企画調整係長 業務委託料で150万円取らせていただきましたが、物品、電飾をさらに追加する

場合にも、業者さんを通じての購入ということで、この150万円を使って追加のＬＥＤのライト等を購入し

ていきたいと思っております。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 では、今回400万円でしたっけ、内訳300万円ぐらいがイルミネーションでしたか、手数

料、業務委託が入っていたので、では半分ぐらいの予算で業務委託料も入ってしまうと、そんなに量的に増

やせなくなってしまうのかなと思うのですが、亀井議員の一般質問の町長の意気込みからすると、1,000万

円ぐらい予算がつくのかなと思ったのですけれども、その辺について町長あたりとのあれにはどういう話に

なっていたのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 舘野企画調整係長。

〇舘野雅英企画調整係長 委託料150万円のうち、今回、取付けと撤去費の関係で約60万円程度を見ていま

す。今年度につきましては初年度だったので、電気の設備の工事とかも入りましたので、さらに金額がそれ

に追加されたのですけれども、来年度につきましては電気の設備についてはもう十分整備が終わっていると

いうことで、この取付け撤去の60万円がかかる、そのほかはほぼほぼＬＥＤライトに充てられることも可能

ではないかと思っています。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 せっかく亀井議員が一般質問で人のにぎわい、町のにぎわいということで質問していた

だいて、町側もある程度の成果を得たのだよという答弁に聞こえました。

今年は電飾を増やしてというような答弁も中にはあったかなと思うのですけれども、これだけの予算でい

いですか。

〇亀井伝吉委員長 伊藤企画財政課長。

〇伊藤良昭企画財政課長 一気にＬＥＤの電球の数を増やすということは当初からあまり考えておりません

でした。徐々に拡大ができればなというふうには考えていたところでございます。また、そのＬＥＤ、今回、

業者さん全てお任せというような形で行っておりましたけれども、いわゆる町民参加みたいな形が取れれば
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なということについても、町長からの指示を得ております。例えばご家庭で飾りつけが終了したものについ

て持ち寄りということも考慮しながら、先ほど設置についても委託という話がありましたけれども、この設

置についても住民の皆さんの協力が得られれば、安全が確認できる範囲で、協力を得られながら、徐々に増

やしていければなというふうには考えてございます。

また、場所については、今回、庁舎の外回りということで計画をさせていただきましたが、本当に役場の

庁舎でいいのかというのについては、今後の課題になってくるのかなというふうには考えてございます。ほ

かににぎわいを必要とする場所、逆ににぎわっているところにＬＥＤをつけると、もっと相乗効果にもなる

のかなというようなことも課内のほうでは検討しているところでございます。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 一番最初に計画が上がったときに、これぐらいの予算で、これぐらいの電球でというこ

とで、まず町長はどちらかというとマイナスのイメージでスタートしたのかなという印象を持っています。

やってみたら電気代もそこそこで抑えられて、人間もそこそこ見てもらえたということで、ある程度満足感

を得られていて、答弁の中でも継続、花火で上げるよりはこっちのほうが効果があるみたいな答弁に聞こえ

ました。予算書見たら、物品購入等の予算も上がっていないと、委託料が150万円という今の説明を聞いて、

どれだけやる気があるのかなという部分にはちょっと疑問を持つ点でございます。だから、幾ら町民に対し

て働きかけをしたとしても、ある程度のベースはやはり町で担保する必要があるのだろうと、プラスアルフ

ァで町民の協力ということであれば、やはり電飾の数については町長も満足していない状況でしたので、や

はりもう少し、補正かけるほどの額ではないのだとは思うのですけれども、やはりもう少し予算を頑張って

取って、やる気を見せてもらわないと応援もしにくいかなと思いますので、今後、どこかでどういうふうに、

どこかからお金を回してそういうふうに考えられればいいのかなと思うのですけれども、ぜひその辺を意気

込みをつけて、我々が応援しやすいような状態をつくっていただければと思いますので、イルミネーション

については、よろしくお願いをいたします。

ふるさと納税なのですけれども、毎年、ほかの同じ郡内の町と比べられて板倉町どうなのだということで

町民からも、我々の耳に入ってくるところもあるのですけれども、今の現状と今後の対応について、４年度、

５年度で変更があるような部分があればお知らせいただければと思うのですが。

〇亀井伝吉委員長 高際財政係長。

〇高際淳至財政係長 まず、令和４年度の状況ですが、令和３年度比では、若干の増ということで、年度末

まではありますので、確定ではないですけれども、現段階で昨年度より若干多くなっておりますので、最終

的には、昨年度より少し増えるのかと思っています。令和４年度については、新規の返礼品ということで、

板倉ゴルフ場の利用券、それからうおとしさんのお食事券ですとか、北地区で花のリースなんかを作ってい

る方から出品したいということでご相談がありまして、そちらを計上、それからあとグリーンパッケージさ

んのほうのイチゴ、そちらのほうも追加ということで、品目の追加について幾つか進めさせていただきまし

た。

それから、掲載サイトにつきましても、テレビＣＭでよくやっているふるなびさん、そちらを１件追加を

して、今サイトのほうについては、その１件の追加を含めて４サイト、ふるさとチョイス、楽天ふるさと納

税、セゾンのふるさと納税、それからふるなび、４サイトということで行っているところでございます。
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来年度についても、今ちょっと町の農産物があまり出せていない、お米ですとか、そういったところをち

ょっと出せていない状況で、昔、農協さんがご協力をされて出していたところはあったのですけれども、ち

ょっとご協力がいただけなくなっていますので、そういったお米ですとか新規の返礼品の開拓をもう一度、

さらに進めていきたいと考えていますし、あとは手数料等がそれほど増加しないものについては、サイト等

も少し広げながら、ふるさと納税の増強を図りたいと考えております。

〇亀井伝吉委員長 伊藤企画財政課長。

〇伊藤良昭企画財政課長 ふるさと納税の返礼品について、先ほど係長が申し上げたとおり、板倉ゴルフ場

の利用券、またうおとしさんのお食事券等を今回導入しました。そちらを導入しないとすると、実績額につ

いては昨年度よりも低い状況になってございます。といいますと、何も手だてをしないと、おそらく徐々に

落ちてくると、サントリー製品を取り扱っていますが、こちらも非常に大きな納税額となっているのですけ

れども、逆にそちらが少なくなっていってしまう状況、これは皆さんもう報道でご承知のとおり、千代田町

さんのほうが力を入れてございまして、サイトで確認をする限り、サントリー製品については、日本一の納

税額の低さです。同じ製品なのに千代田町が一番低い金額で、これ日本一です、サントリー製品ですと。た

しかキリンですと、守谷市さん、やはりそういうところにもう集中をしている状況で、板倉町にこれまで、

おそらくサントリー製品をふるさと納税していた方もそちらのほうに引っ張られてしまっている状況が出て

いるように感じています。

あわせて、そのふるさと納税がこれだけ報道されますと、町民の皆さんもふるさと納税をどちらかの市町

村にするということになりますと、町の税収が減ってしまうと、今のところふるさと納税額のほうが上回っ

ておりますが、やはりその辺ちょっと頑張っていかないとマイナスになる可能性も危機感としては持ってご

ざいます。その辺について令和５年度についても、ふるさと納税についてはちょっと力を入れてまいりたい

というふうには係内では相談をしているところでございます。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 いろいろ賛否あるのも新聞等でも報道もありますし、やり方についても難しい面もあっ

たりとか、交付税の関係もあったりとかということで、ちょっと間違うとマイナスになってしまうという部

分も、難しさもあるのかなと思うのですけれども、やはり板倉町に注目していただくという部分でイルミネ

ーション同様必要なことなのかなと思いますので、やはり板倉から、農協は何で手伝わないですか。高際係

長。

〇亀井伝吉委員長 高際財政係長。

〇高際淳至財政係長 今年度も農協さんのほうにちょっとご相談に行かせていただいたのですけれども、ど

れだけ量が出るかが分からないものに対して、農協が、例えば板倉産のお米をキープをするのがなかなか難

しいというようなお話がその際にはいただいております。ちょっとこちらのほうも、数量を限定して、例え

ば何キロ分までとかということで設定をすることで協力がいただけるのかどうかというのをこちらもさらに

検討して、ちょっとその辺はもう一度相談はしてみたいとは思っているところなのですけれども、農協さん

のほうはやはり集めてまとめて大きいところに卸しているというのが、大きいところで、小売としてはそれ

ほどでもないというところもあるのかなとは思うのですが、ちょっと今後、協力はお願いしたいところです。

〇亀井伝吉委員長 伊藤企画財政課長。
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〇伊藤良昭企画財政課長 すみません。現実的なところですと、やはり価格競争になっているというのが非

常に顕著に見えます。お隣県の境町さん、こちら米を大量に扱っているのですけれども、米、コシヒカリも

含めて20キロで１万2,000円のふるさと納税額になっています。今、国のほうで返礼品の額は30％以内とい

うことですから、１万2,000円の30％というと3,600円なのです。3,600円で20キロのコシヒカリが、コシヒ

カリを含んだ米が用意できるとなると、１キロ当たり180円なのです。果たして板倉町の農家の皆さん、ま

た農協さんが入ったところで、１キロ180円で米を出せるのかというようなところが、非常にやはり大きな

問題なのかなと、併せて送料がございますので、送料も含めて返礼品の額も含めて、先ほどサイト等のいわ

ゆる費用も含めて、全体で５割未満、50％未満にしなさいというお達しです。新聞報道を見ますと、３年連

続で50％超えている市町村については、もう市町村名まで出ているような状況ですけれども、送料部分がど

のぐらいの量を扱うのかによって、一定の業者ですと、大量に扱うので送料部分で下げられるから、それを

返礼品の額と調整ができているというようなどうやら仕組みがあるのではないかなというところが現状で

す。米180円でもしも提供していただける業者がいるのであれば、ほかとは競争でできるのではないかなと

いうふうには感じているところです。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 ありがとうございます。新規開発進めていかないとという部分と、やはり板倉らしさ、

板倉ではなければ提供できない部分という部分で検討していただければと思いますし、これからコロナ禍が

若干オープンになってくると、その部分でうちで過ごす時間というのが減ってくると、それも納税の状態に

影響するのかなという部分もありますので、若干減る傾向に出てくるのかなという部分もありますので、魅

力発信、先ほど業者も１つ増やして広報活動をするというようなお話もありましたので、ぜひその辺の努力

を積み重ねていただければと思いますので、よろしくお願いいたします。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 次に、小野田委員。

〇小野田富康委員 お願いします。財産収入のほうで37ページの土地建物賃貸料というのは、具体的にどこ

の部分を賃貸して収入を得ているのかという部分と、逆に61ページ、歳出のほうで敷地の賃借料で150万円

強かかっているのですけれども、土地の賃借料については、町にとってはずっと借りているということで、

毎年毎年ランニングコストがかかっているという部分で、例えば幾つかは話は聞いていて、西小の敷地であ

ったりとか、例えば町営住宅の下の土地であるとかというのは聞いてはいるのですけれども、なかなか学校

の敷地を、もしあれであれば買い取ってしまってもいいとは思うのですし、もう大変古くなっている町営住

宅であれば、逆に更地にしてお返しするとか、もしくは下地も買い取ってしまうとか、いろんなやり方はあ

るかと思うのですけれども、その辺ちょっと考え方というのを教えていただければと思います。まず、土地

の賃貸料、貸しているほうの具体的な場所とか建物とかというのがあればお願いします。

〇亀井伝吉委員長 高際財政係長。

〇高際淳至財政係長 では、まずご質問のありました町のほうで貸しているほうの土地なのですけれども、

大きいなものとしては、廃棄物の処理のリサイクルセンター、あそこの土地が町の土地になっておりまして、

そちらを一部事務組合のほうに貸している形になっています。そちらが大体おおむね250万円程度。それか

ら、東地区、海老瀬のホームセンターのコメリさん、あちらの下が町の土地になっておりまして、進出をさ



- 94 -

れる際に、購入等の調整もしているとは思うのですが、賃貸借で行いたいということで、そちらのほうもや

はり250万円程度ありますので、そちらだけで大体500万円程度上がっているような状況になっております。

あとは、板倉駐在所の土地ですとか、あとはこの中には電柱の場合には１本単価で金額等も入っています

ので、そういったものも含めてでこちらの歳入予算ということになっております。

それから、次の今借りている土地のほうの購入についてということでお話ありましたけれども、こちらは

借りる料金のほうの設定は３年ごとに見直しのほうをさせていただいております。その都度コンタクトを取

らせていただいているのですけれども、やはり土地の所有者さんとしては、ずっともうコンスタントに入る

収入ということでお考えということで、購入のお話もさせていただくのですが、まだまだ賃借でということ

でお話をいただくことが多いことから、購入にはちょっと至らない状況になっております。場所としては、

議員のお話のありました西小学校の下の用地、それから保育園用地、板倉保育園の下、それから町営住宅と

いうことであるのですが、町営住宅についても入居者さんがいらっしゃる状況で、ちょっと取壊し等はでき

ない決まりになっておりまして、そちらのほうを今現在、新しいものというのもなかなか難しい状況から、

現状を維持という状況になっているところでございます。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 まだ住まわれているのを壊して更地にして返してしまえというのもできない部分かとは

確かに思うのですけれども、毎年毎年お金をかけて修繕修繕という形で町営住宅にはお金をつぎ込んでいな

がら、空きも結構出ているということなので、その辺最終的にどうしたらいいのかという部分も含めて、こ

れは都市建設課のほうにも関わってくるかと思うのですけれども、一度よく考えていただければありがたい

のかなという部分です。

ちょっとあと１点だけ提言というかお願いというか、67ページのＰＲ大使の件で、庁舎に来たときの昼食

代というようなこともさっきご説明があったのですけれども、大した額ではないのですが、せっかく庁舎に

大使の方が来てくれているのであれば、よく上毛新聞とかだと、千代田の町長とか大泉の町長とかが写真出

ているではないですか。あれも結局新聞に載るということは、町のＰＲになっていると思うので、せっかく

来てくれた大使の方と写真を撮って、それを新聞社に載っけてもらうとか、それだけでも十分なＰＲになる

と思うので、もし来てくれたりとか、新しく委嘱するときとか、そういうときには、ぜひ新聞に載せていた

だけるようなアピールをしてもらいたいと思うのですけれども、その辺町長は嫌がっているのですか。

〇亀井伝吉委員長 舘野企画調整係長。

〇舘野雅英企画調整係長 ＰＲ大使、来庁時の昼食代ということで予算取らせてもらってはいるのですけれ

ども、何分お忙しい方々ですので、実際にこれが実現するかどうかというのはちょっと分からないところな

のです。板倉町に在住しておられます増保さんにつきましては、地域振興活動ということで積極的な活動を

されておりまして、昨日も来庁されていろんな打合せや意見をいただいたところなのですけれども、それ以

外のＰＲ大使の方々、皆さん町外、遠方に住んでおられますので、なかなか来庁されて情報交換ができる機

会というのがつくれるかどうか、果たしてそれが実現できるかどうかというのがちょっと難しいところです。

来ていただいた際には、もちろん町長とお会いしていただいて、その辺も積極的にＰＲをしていければなと

思います。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。
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〇小野田富康委員 ぜひお願いしたいところなのですが、結局、今名刺を送って使ってもらっているだけの

状態なのかなと思うのです。たまたま私も紹介して１人ＰＲ大使になってもらっている方いるのですけれど

も、町から何かしてほしいとかという具体的なお願いというのはそんなにないと、要は名刺をもらって配っ

てくれぐらいの話だと。できれば、もっと積極的に町が関わっていくべきなのかなと、逆に積極的に連絡の

取り合いをしながら、もし実家になり帰ってくるときには、ちょっと役場に顔出してくださいよというので

来てもらう、そのときには別に御飯食べながらでもいいですし、いろんな情報をもらいながら、またお願い

することで、さらに町とのつながりも深まって、より町をＰＲしようかなという意識も高まってくるかなと

は思うので、そういった取組はしていっていただければというふうに思います。これはお願いなので答えは

大丈夫なのですけれども、してくださる。

〇亀井伝吉委員長 舘野企画調整係長。

〇舘野雅英企画調整係長 ＰＲ大使につきましては、令和３年度には、芸能活動されている早川さんに町の

シティプロモーションのほうにご登場いただいて、いろんな観光地を含めたものを紹介していただいたと、

先ほど申しましたが、増保さんにつきましては、地域の魅力的な方、地域の伝統文化等を発信できる方々を

順番にインタビューして、それを自身のインスタグラムと、あと町のホームページにも掲載して周知をさせ

ていただいています。積極的な活動をされているのはこのお二方なのです。それ以外のＰＲ大使さんにつき

ましては、こちらからは何かイベントをやる際だとか、ニュータウンの分譲に際して情報提供を頻繁にさせ

ていただいております。その際には、町に対してのご意見等も求めているところではあるのですけれども、

なかなか返答が来るところまでには至っていないという状況があります。先ほど小野田委員さん言われたよ

うに、今度情報交換をする際には、こちらの地元に帰った際には役場のほうにぜひお寄りくださいという一

文も加えて、連絡を取っていきたいと考えております。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

時間があと５分ですので、簡潔にお願いいたします。

青木委員。

〇青木秀夫委員 ふるさと納税の件なのですけれども、境町がよくテレビなんかで出ています。地域的には

この辺と似たような環境だと思うのですけれども、あれ何が原因であんなにふるさと納税が来ているのか。

何か乾燥芋がどうのこうのとか、要するにサツマイモの乾燥したものが特産だとか、それにしては金額はす

ごい多いよね。48億円とか50億円ぐらい、あれはコンスタントに来ているみたいです。それで、何か宣伝の

方法が上手なのか、ＰＲ業者、仲介業者というのか、そういうののいい人と組んでいるのか。

それと、もう一点聞きたいのは、仲介手数料というのはどのぐらいかかるの、どういう割合で手数料とい

うのを決めているのか、仲介業者によって違うのか、その辺どうなっているのかちょっとその２点。境町が

何を特産品としてあんなにふるさと納税として得ているのかということと、その仲介業者の手数料、２点ち

ょっとお聞きしたいのですけれども。

〇亀井伝吉委員長 高際財政係長。

〇高際淳至財政係長 まず、先にちょっと仲介業者の手数料についてご説明をさせていただきます。こちら

は、先ほど課長のほうからも話をさせていただいたとおり、一定のふるさと納税の返額に対して、返礼品が

３割、送料を含めて３割５分、事務手数料を含めて５割という上限がある中で、おおむね今は仲介手数料と
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して大体10％ぐらい、ふるさと納税の額に対して支払いをするような形になっています。それのほかにまた

決済手数料等もちょっとありますので、その辺を含めて板倉町全体では、事務手数料としては13から14％ぐ

らい手数料がかかるような状況になっています。中間業者につきましては、低い手数料でやりますよという

ことをおっしゃる業者さんも当然いらっしゃいますけれども、そういったところは、逆にサイトとの連携が

取れなかったりですとか、決済に手間がかかってしまったりとかというところも多くありますので、その手

数料と、それからやっていただける内容と、その辺を精査をしながら選定をさせていただいているところで

はございます。ただ、今、やっているところ、板倉町は今レッドホースという中間業者入っていただいてお

りますけれども、常にそこにするということではなくて、状況を見ながら変更等も当然念頭に置いて、検討

は重ねているところでございます。

それから、境町さんの状況ということなのですけれども、境町さん、一番多く出ているのはお米だという

ことで、板倉町のほうも把握をしています。そういったところについては、リピートで注文される方が非常

に多いと、一度そこに注文をすると同じところでふるさと納税をする方が多くなっているというような話も

聞いております。先ほど伊藤課長のほうからも話があったとおり、大分単価が安いものも出しているという

のもありますし、近年ふるさと納税については、もう一つの商品販売価格の値下げ合戦に近いような状況に

もなっていますので、ちょっと本来の趣旨に照らし合わせてどうなのかという意見も出てはいるところでは

ありますが、もう節税対策という意味での、いかに同じものを安い納税額で手に入れるかということも、皆

さんの関心事にはなっている状況でございますので、販売価格ですとか、そういったものが大きく影響して

いるのかなというところで、こちらも境町さんについては見ているところです。商品の多くが境町の道の駅

を経由して注文をされているような状況のようですので、まねができるところ、参考にできるところは検討

しながら、板倉町も取り入れていきたいということで考えていところでございます。

〇亀井伝吉委員長 伊藤企画財政課長。

〇青木秀夫委員 もうちょっとで切ってしまうから、先に。そのふるさと納税が入ってくる場合には、その

仲介業者を経由して入るの、初歩的な話なのだけれども、板倉町に直接ぽんと入ってくるではなくて、仲介

業者を経由して入るの、でないと分からなくなってしまうよね、幾つもの仲介業者を入れている自治体なん

てあった場合は、その仕組みのこともちょっと初歩的なこと分からないので、ちょっとお聞きするのですけ

れども、どうなっているのですか。

〇亀井伝吉委員長 高際財政係長。

〇高際淳至財政係長 お金の流れということで、注文については今板倉町４つのサイトがあるということで

お話をさせていただいたのですけれども、そのサイトから入ってくる情報を中間管理業者のほうが受けて町

に出してくるというか、町に最終的な金額等の請求が来て、お支払いをするという形にはなっています。

［何事か言う人あり］

〇高際淳至財政係長 そうです。

〇亀井伝吉委員長 伊藤企画財政課長。

〇伊藤良昭企画財政課長 境町に何がそんなにというお話がありまして、やはり人気がお米になっています。

先ほど私ちょっと紹介しましたけれども、お米の４種食べ比べ、これコシヒカリも入りまして、20キロで１

万2,000円ということで、これ３割に計算しますと3,600円、１キロ当たり180円。その辺の道の駅でとか直
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売所でも今米、コシヒカリ１キロ当たりですと、400円は下らないような額ですので、なぜこんな金額で出

せるのかなというのが一つ不思議なところです。

次が常陸牛、常陸牛も扱っているのです。そのほかウナギのかば焼き、この辺も扱っています。これは加

工が境町内でやっているということで、このウナギのかば焼き、海鮮等も取り扱っているのですけれども、

それはどこが取り扱っているかといいますと、先ほど係長がちょっと紹介しましたけれども、あそこは道の

駅があるのです。そこに、境まちづくり公社というのが入っていまして、そちらがどうやら手広くやってい

るようだと、先ほど送料の話をしましたけれども、やはりその年間契約みたいな形で、取扱量が多くなれば

なるほど、送料のほうも減ってくるというようなところがその納税額の上昇につながっているのではないか

と。

それと、送料についても、関東圏、東北、関西圏、また九州、沖縄、北海道、これそれぞれ送料が変わっ

てきますので、ふるさと納税をする方がどこから来るのかによって、先ほどのトータルの５割を超えるか超

えないかというところでは、各自治体のほうでも非常に苦慮しているところだとは思うのですが、やはりそ

の運送会社さんと一緒になって送料を下げることで、５割を超えないところでうまく調整しているのではな

いか、その辺については継続して勉強していきたいというふうにも考えてございます。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 では、以上で企画財政課の予算審査を終了いたします。

企画財政課の皆様、大変ありがとうございました。

休憩を挟んで住民環境課の審査を行います。再開は10時50分でお願いいたします。

休 憩 （午前１０時３５分）

再 開 （午前１０時４８分）

〇亀井伝吉委員長 再開いたします。

ただいまから住民環境課の予算審査を行います。

説明については要点説明により簡潔にお願いいたします。

それでは、説明をお願いいたします。

川田住民環境課長。

〇川田 亨住民環境課長 お世話になります。住民環境課から、まず一般会計の戸籍年金係所管のものにつ

いて、概要をご説明申し上げます。

まず、歳入の部ですけれども、戸籍関係、住民票関係、印鑑登録関係の交付手数料、次にマイナンバーカ

ード、個人番号カードやマイナポイントに関する補助金、戸籍情報システムの改修補助金、国民年金事務費

交付金等で構成されますものでございまして、歳入の総額が2,480万2,000円を計上させていただきました。

続きまして、歳出の部でございます。戸籍整備事務、住民基本台帳事務、マイナンバーカード個人番号カ

ードの交付事務、火葬費補助事業を主として3,654万2,000円を計上させていただきました。

続きまして、環境下水道係所管のものについて歳入をご説明申し上げます。浄化槽関係の交付金や補助金

の関係と、資源ごみの売上げ代をメインといたしまして、1,061万6,000円を計上させていただきました。

続きまして、歳出の部でございます。河川や湖沼の水質検査業務、外来生物の事業、合併処理浄化槽の補
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助金の事業、狂犬病及び動物愛護の事業、ごみの関係のごみステーション関係、それとごみの処理の委託事

業と館林衛生施設組合への負担金としての事業、合わせまして４億5,872万5,000円を計上させていただきま

した。なお、狂犬病予防及び動物愛護事業の中には、令和５年度新たに野良猫の避妊、または断種手術の補

助金を30万円、加えさせていただきました。

続きまして、下水道事業特別会計お願いいたします。こちら環境下水道係が所管しております。歳入の主

立ったものは、下水道使用料、一般会計からの繰入金をメインといたしまして、２億1,546万5,000円計上い

たしました。こちらは歳入歳出とも２億1,546万5,000円でございます。

歳出の部でございます。主立ったものが公営企業会計適用事業、水質浄化センターの管理事業、それと起

債の返還金、合わせまして先ほど申し上げましたとおりの歳入歳出合計額でございます。

詳細につきましては、担当係長よりご説明申し上げますので、よろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 斉藤戸籍年金係長。

〇斉藤康裕戸籍年金係長 戸籍年金係の斉藤です。よろしくお願いいたします。

それでは、戸籍年金係の令和５年度の主な事業の説明をさせていただきます。初めに、歳入につきまして、

予算書25ページの下段を御覧ください。戸籍、除籍、住民票、謄抄本、印鑑証明、臨時運行許可交付手数料

ですが、過去３年間の平均で見込んでおりますので、ほぼ前年同様となっております。

続きまして、29ページ、上から２番目を御覧ください。個人番号カード交付事務費補助金、マイナポイン

ト事業費補助金ですが、こちらにつきましては、マイナンバーカードの申請交付事務や、マイナポイントを

設定の希望者への入力等の補助に伴う補助金で、主に人件費となっております。

その下の戸籍情報システム改修補助金につきましては、令和６年度に全国の市町村で戸籍情報の連動を図

り、本籍地でなくても戸籍証明書等が取得できるようにするための改修でございます。

その下の戸籍附票関連システム改修補助金につきましては、戸籍の附票に氏名の読み仮名が記載できるよ

うにするための改修でございます。

続きまして、31ページ、一番上を御覧ください。国民年金事務費交付金と国民年金協力連携費交付金です

が、事務費交付金は、主に年金担当職員の人件費、協力連携交付金につきましては、主に窓口や電話での年

金相談業務等に関する交付金となっております。

続きまして37ページ、上から４段目を御覧ください。移動人口等統計調査交付金につきましては、毎月１

か月分の出生数、死亡数、転出転入数を県に報告、人口動態調査交付金につきましては、出生届に記載され

ている新生児の身長や体重等、死亡届に記載されている死因等を福祉事務所へ報告している交付金となって

おります。

続きまして、歳出についてですが、73ページ、下から２つ目の丸を御覧ください。法律相談業務委託料に

つきましては、毎月第２火曜日の午後１時から４時まで、年12回開催している相談会に対して、群馬弁護士

会に支払う委託料となっております。

続きまして、87ページ、上から２つ目の丸を御覧ください。戸籍整備事務の戸籍システム改修委託料につ

きましては、戸籍事務へのマイナンバー制度導入に関して、戸籍法の一部を改正する法律が令和元年５月31日

に公布されたことによりまして、戸籍法及び番号利用法等の関連法律が改正され、制度面における所要の措

置が講じられています。これらの法改正による新たな制度に基づき、本町の戸籍事務システムは、法務省が
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構築する戸籍情報連携システムとの間で情報連携を行うこととなります。この情報連携のための戸籍情報シ

ステムの改修により、新たな制度に基づく３つの業務に対応することが可能となります。

まず、１つ目は、戸籍証明書等の広域交付です。現在、市区町村は戸籍証明書等について、本籍地での証

明業務を行っています。今後、新たな制度に基づく情報連携により、非本籍地での戸籍証明書等においても

交付することが可能となります。この戸籍証明書等の広域交付事務において、戸籍情報連携システムと戸籍

情報システムの連携を行うため、戸籍情報システムの改修が必要となります。

２つ目は、副本記載情報の参照です。現在、非本籍の届出書の提出時には、添付書類として戸籍証明書等

の提出が必要となることがあります。今後、新たな制度に基づく情報連携により、非本籍地の副本記録情報

を参照することができるため、届出書提出時における添付書類の提出が不要となります。この副本記録情報

の参照において、戸籍情報連携システムと戸籍情報システムとの連携を行うため、戸籍情報システムの改修

が必要となります。

３つ目は、届出書等の情報の作成及び保存です。現在、届出書を受理した市区町村は、戸籍情報システム

へ入力後、本籍地の市区町村へ届出書等を紙で送付しておりまして、本籍地の市区町村は、その送付を受け

た届出書を基に戸籍情報システムへ入力しています。今後、新たな制度に基づく情報連携により、受理地の

市区町村は、届出書等の情報を作成し、戸籍情報連携システムへ送信することができ、本籍等の市区町村は

移動処理状況等を参照することができるようになります。この届出書等の情報の作成及び保存において、戸

籍情報連携システムと戸籍情報システムの連携を行うため、戸籍情報システムの改修が必要となります。

目的としましては、第１に、国民の利便性の向上を図ることであり、具体的には、婚姻の届出などの際に

戸籍証明書等の添付が不要になること、それと本籍地以外の市区町村で戸籍証明書等の交付が可能になるこ

とです。第２に、戸籍事務処理の効率化を図ることであり、具体的には、届出書が提出された際に、情報を

スキャナーで読み込むことにより、届出書の紙による送付が不要になることです。こちらにつきましては、

令和６年４月からの運用に向けての改修となっております。

もう一つ、戸籍システム改修委託料がございます。戸籍における氏名の読み仮名の法制化に向けた作業を

進め、令和６年度をめどに実現を図るとされたデジタル社会の実現に向けた重点計画が、令和３年12月24日

に閣議決定されました。こうした状況を踏まえ、法務省法制審議会戸籍法部会でも個人の氏名を平仮名また

は片仮名で表記したものを戸籍の記載事項とする戸籍法の見直しについて検討され、戸籍法等の改正に関す

る中間試案が取りまとめられ、公表されました。本町におきましても、今後の氏名の読み仮名に係る戸籍法

の改正に対応できるよう、令和５年度において戸籍情報システム及び附票システムの改修が必要となります。

続きまして、その下の丸、住民基本台帳事務ですが、こちらは住基システムのランニングコストとなって

おり、ほぼ昨年同様となっております。戸籍年金係の予算説明は以上となります。ご審議よろしくお願いい

たします。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 住民環境課環境下水道係の寺﨑です。よろしくお願いします。

まず、一般会計の歳入歳出予算について、続きまして下水道事業の特別会計歳入歳出予算について説明を

させていただきます。いずれも主立った事業を中心にご説明していきます。

まず、一般会計の歳入の説明です。予算書28、29ページを御覧ください。15款国庫支出金でございます。
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29ページ中ほどになります。浄化槽設置整備事業費交付金になります。339万円となりまして、前年度と同

額となってございます。

次に、32、33ページ御覧ください。16款県支出金でございます。33ページ一番下の浄化槽設置整備事業費

補助金になります。366万4,000円となりまして、こちらも前年度と同額となってございます。

次に、44、45ページを御覧ください。21款諸収入でございます。45ページ中ほどになります。資源ごみ売

上げ代257万円となりまして、前年度と比べ71万5,000円の増額となってございます。増額の理由としますと、

資源ごみの買取りの価格が上がったということによるものでございます。

以上、歳入合計1,061万6,000円となり、前年度と比べまして68万2,000円の増額となってございます。

続きまして、歳出の説明になります。78ページ、79ページを御覧ください。２款１項２目の環境保全費に

なります。79ページ、上から３つ目の丸印、河川湖沼水質検査事業になります。124万3,000円となり、こち

らは前年度と比べまして31万円の減額となってございます。

１枚めくりまして、80、81ページ、同じく環境保全費でございます。81ページ一番上の丸印、外来生物対

策事業になります。597万1,000円となり、前年度と比べまして46万4,000円の減額となってございます。減

額の理由としましては、薬剤購入数が少なくなったことによるものでございます。

次に、少し飛びまして、134、135ページをお開きください。４款１項３目環境衛生費でございます。135ペ

ージ、一番下の丸印、狂犬病予防及び動物愛護事業になります。91万9,000円となり、前年度と比べまして30万

4,000円の増額となってございます。増額の主な理由としましては、野良猫による避妊、または断種手術費

の補助金の交付事業というものを新たに新設、創設させていただいたものによるものでございます。

次に、138、139ページをお開きください。４款２項２目の塵芥処理費でございます。139ページ、一番下

の丸印、ごみ処理委託事業になります。2,062万4,000円となり、前年度と比べまして176万7,000円の減額と

なってございます。減額の主な理由としましては、ＰＣＢの処分に係る費用がなくなったということによる

ものでございます。

次に、１枚めくりまして140、141ページをお開きください。４款２項３目のし尿処理費でございます。141ペ

ージ、一番下の丸印、し尿及び浄化槽汚泥広域処理事業になります。3,955万4,000円となり、前年度と比べ

2,266万5,000円の減額となってございます。こちらは、衛生施設組合の負担金でございますが、し尿処理施

設の基幹改良工事、こちらが令和４年度をもちまして終了したことによって、一般財源として充てておりま

した構成市町の負担金がなくなったということによるものでございます。

以上、歳出合計４億5,872万5,000円となり、前年度と比べまして2,645万8,000円の減額となってございま

す。

以上が一般会計の歳入歳出予算となります。

続きまして、板倉町下水道事業特別会計の予算につきまして、ご説明をしたいと思います。予算書の緑色

の表紙、一番最後の部分になります。８ページ、９ページをお開きください。歳入の内訳になります。一番

上になります。１款１項１目の下水道使用料でございます。5,400万円となり、前年度と比べ同額となって

ございます。

次に、12、13ページをお開きください。７款１項１目の町債になりますが、こちらは下水道事業債、公営

企業会計適用債となっており960万円でございます。前年度と比べまして560万円の増額になってございます。
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こちらにつきましては、公営企業会計移行に伴う委託料となってございますが、移行に係る事務手続に加え

まして、令和５年度よりシステムに係る委託が加わったことで、こちらが増額になってございます。

以上、歳入合計２億1,546万5,000円となり、前年度と比べまして340万1,000円の増額となってございます。

次に、歳出に移ります。14、15ページを御覧ください。１款１項１目下水道総務費でございます。人件費

等総務課所管の部分を除きまして、15ページ上から３つ目の丸印、公営企業会計適用事業になります。1,018万

4,000円となり、前年度と比べまして391万4,000円の増額となってございます。先ほど町債の説明と同様、

公営企業会計移行に係る委託料に加えましてシステム委託が変わったことで、増額となってございます。

以上、歳出総額２億1,546万5,000円となり、前年度と比べて451万2,000円の増額になってございます。

雑駁な説明ですが、以上一般会計、下水道事業特別会計の説明を終わりにします。よろしくお願いします。

〇亀井伝吉委員長 ありがとうございました。説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 お疲れさまです。針ケ谷です。よろしくお願いいたします。下水道特別会計についてな

のですが、歳入の部で９ページ、下水道使用料ということで、これ契約者から徴収する使用料ということだ

と思うのですけれども、大小あるのだろうと思うのですが、件数的には今何件ぐらいあって、ここ数年で増

減、工業団地がある程度埋まってきたこともありまして、その辺で、中には自社処理して一般排水している

ところもあるようなお話も伺うのですが、その辺の契約内容、ここ５年ぐらい分かります。３年ぐらい分か

ります。変動があればお知らせいただければと思います。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 ３年ぐらいの実績ということなのですけれども、今ちょっと手元にその辺の数

字がございませんが、一応今回下水道使用料、アパートという部分につきましては、件数なのですが、298件、

一般住宅、こちらにつきましては897件、教育商業施設、こちらが10契約ということで、大体一般住宅とか、

企業の部分につきましては、さほど変動がないというような状況でございます。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 ありがとうございます。アパートと一般住居、商工業施設ということの説明だったので

すが、アパートがあるということは、東洋大学が来年度末で一応生徒の往来がなくなるということは、アパ

ートの住居が見込めない状況になるかと思うのですけれども、その辺の見込みというのは、今どのようにな

っていますか。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 その辺も見込みをしております。少々お待ちください。すみません。そうです

ね。アパートにつきましては、大学生ももちろんいるのですけれども、大学がなくなるということで、大体

２割ぐらいは減少されるのではないかということで見込んでおります。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 ２割で済みますか。その辺の見込みはちょっと難しいかなと思うのですけれども、下水

道施設は、今後拡張するという方向にはないのですよね、今の部分で使用できる範囲内で契約を結んでいく

というのが町の今の方針かなと思っていますけれども、契約者数がやはり減ってくるとなると、持ち出し部
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分が多くなるということになるのかなと思うのですが、そういう考え方で間違いないでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 おっしゃるとおりでございます。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 若年層の移住定住で、新居を構えるまで至らない人たちをアパートを利用してというよ

うな策もあるのですけれども、なかなか単身者用のアパートが多いらしくて、なかなかそこもうまくいかな

いのかなという心配もしているのですけれども、よく状況を把握しまして、できるだけ負担が少なくなるよ

うな調査の方法をよろしくお願いできればと思います。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 分かりました。

〇亀井伝吉委員長 ほかにございますか。

青木委員。

〇青木秀夫委員 下水道使用料のことなのですけれども、今はやはり使用料のナンバーワンは東洋大学、ど

のぐらい東洋大学って使用しているのか。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 令和３年度で見ますと、一番大口で使用していただいているのはパルシステム

になります。大学につきましては、２番目になります。

［「どのぐらい使っているの」と言う人あり］

〇寺﨑弘光環境下水道係長 年間で２万1,000立米なので……

［「金額」と言う人あり］

〇寺﨑弘光環境下水道係長 金額は545万8,425円、年間約550万円ぐらい、３年度がそのぐらいになってお

ります。ちなみに、４年度……

［「いい、いい」と言う人あり］

〇寺﨑弘光環境下水道係長 いいですか。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 何、パルシステムは下水使ってくれているのだ。それが一番、今のところ。東洋大が500万

円ぐらいで、２番手だった、それでさっき言ったように抜けてしまうし、またあそこのアパートに入ってい

る人の使用料って知れているだろうけれども、それでもあそこに何百室かあるから、それは使わなくてもそ

れなりの基本料金というのがかかるわけか。今後、私がもう一つ聞きたいのは、あそこに進出している企業

があるでしょう。あそこで使っている下水というのは、ほとんど少ないのか、そのパルシステムのように使

っていなくて、飲み水だけを使っている会社、工業水と、あそこに洗濯会社なんてあるでしょう。ああいう

ところはイートアンドとか、あれをみんな自分で処理して流しているわけね。だから、町の下水は使ってい

ないのだ。そういう会社って今のところは、あそこは何か倉庫とか、そんなような会社が多げなので、ほと

んど水使わないから、下水の使用料というのはあれか、飲み水とトイレの水ぐらいで、ほとんど使っていな

いから、そんなに使用料というのは上がっていないわけね。
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〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 そうですね。倉庫系につきまして、オールユニールとか運送業者とかございま

すが、やはりおっしゃるとおりに、飲み水とかトイレだけなので、令和３年度について金額的には、大体20万

円弱ぐらい……

［「年間で」と言う人あり］

〇寺﨑弘光環境下水道係長 年間です。ぐらいなので。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 今のところは、水を使っている会社というのはあまりないから、下水道の使用料としては、

今後見込めそうもないのね、あれ、そうしますと。すると、あとは期待できるのは、あそこへ住宅ができる

ことを待っているしかないよね。住宅といったって１件で使う使用料というのはどうだろう、平均してどの

ぐらい見ている、個人の住宅、年間５万円ぐらい、１件当たり四、五万円か。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 １戸、年間ですか。

［「うん。５万もいかないか」と言う人あり］

〇寺﨑弘光環境下水道係長 ３万6,000円ぐらいですか。

［「そんなもんか、４万円ぐらいね」と言う人あり］

〇寺﨑弘光環境下水道係長 ３万円から４万円ぐらいです。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 そうすると、一番これから期待できるのは、あそこに家が建てば、１年に３万円か４万円、

使用料が増えるから、100戸できても300万円か400万円で、あそこに残っている土地500件ぐらい家が建てば、

何千万か増えるから、幾らかこの使用料が増えることだから、やはりあれだ、あそこに家が建つことを期待

するしかないよね。そのほかでは今度、使用料が見込めるということは、今のところはちょっと見通しは立

っていないのですか。

あとは、アパートだけれども、ワンルームのアパートだから、学生が来年からいなくなるから、後の利用

だけれども、何かそういうのを心配していない、何かあそこ空いてしまったらどうなるのだろうとかと、こ

んなことになるのかなとか、そういうのを下水道課でそんなことは考えない。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 すみません、そこまでは頭にちょっとなかったのですけれども、実際大学が撤

退すると、やはりそれに伴って学生もいなくなりますから、アパートのほうの契約率も減っていくというの

は事実でして、一般の住民というのですかね、そういう方がそのアパートを使ってくれるというのが一番い

いのですけれども、それにはやはり企業との連携だとかという部分も必要になってくるのかなとも思います

し、ちょっと難しく思っています。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 もう一回、では最後に１つ、今あそこのアパートはぼつぼつ空いていると思うのですけれ

ども、どこかの派遣会社などと契約している部屋が幾つかあるか。その派遣会社と契約して、契約者は派遣

会社だけれども、そこの住人というか、部屋に入った人は、外国の人というか、外国の人の労働者が入ると、
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そういう人も結構いるようなことを聞いているのだけれども、まだそんなには具体的に聞いていないか。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 派遣会社の部分については、そのニュータウンの区域内のアパートに住んでい

るというのは、担当するとほとんど聞いていないです。板倉の大林のところとかが一番多いです。あとは、

一軒家を借りてやるとか、ニュータウンのほうのアパートを派遣会社が借りて、外国人を住まわすというの

は……

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 だから、契約者が外国人とは契約しないと思うから、契約者は派遣会社、そこに入室する

人は、外国の人というのが、何かあそこに結構いるらしいよ、今、もう既に。町としては分からないと思う、

契約者は派遣会社だから、派遣会社が自分のところの従業員というのか、をそこに入っているというので、

何か結構いるようなこと聞いている。あのイートアンドなんかは、あそこから働きに行っている人がいるっ

て聞いているのですけれども、まだそういうのはつかんでいないか。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 そこまでちょっとつかんでいないです。

〇青木秀夫委員 ああ、そう。あれが空くと、だからおそらく派遣会社が契約して、外国の人が住むように

なるのではないかと予想しているのだけれども、町としてどうにもそれはならないけれども、使用料という

のは減らないような気がするのだけれども、その辺が派遣会社と契約というのをつかんでいない、あまり。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 契約する、情報というのは分かるのですけれども、そこが派遣会社なのかどう

なのかというところまでは、ちょっとつかんでいないのです。

〇青木秀夫委員 学生ではない人と契約している人、結構増えていないか。それはわからないか、学生かど

うか。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 そこまでちょっと把握していません。

〇青木秀夫委員 ああ、そう。では、いいです。

〇亀井伝吉委員長 ほかにございますか。

市川委員。

〇市川初江委員 よろしくお願いいたします。予算書の69ページ、狂犬病及び動物愛護事業ということでご

ざいますけれども、今回は、この前からか、避妊手術または断種手術ということで補助金を交付するという

ことでございますけれども、あと犬と猫ではやはり手術するお値段も違うのかなと思うのです。犬１匹幾ら

ぐらいの補助金が出るのか、猫１匹幾らぐらいの補助金が出るのか、ちょっと教えていただきたいと思いま

す。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 こちらの新設しました補助金につきましては、犬は行っておりません。猫でも

特に野良猫に対しての補助金ということになっています。

〇亀井伝吉委員長 市川委員。

〇市川初江委員 野良猫ですと飼い主がいないわけですから、全額ですね。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。
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〇寺﨑弘光環境下水道係長 はい、そうです。

〇亀井伝吉委員長 市川委員。

〇市川初江委員 何か犬の場合、補助金が出ていたような気がするのですけれども、町で。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 もう随分、20年か前には犬は出ていました。

〇亀井伝吉委員長 市川委員。

〇市川初江委員 では、今はやめてしまったのですか。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 犬はもうやめております。犬というのは愛玩動物といいますか、ペットという

ようなところもありますので、あとは当然飼い主の責任というところを捉えて、ご自分でペット、愛玩動物

を飼うのであれば、責任で避妊手術をしてもらうのがいいだろうというようなところで、犬についてはもう

やめて、今はありません。

〇亀井伝吉委員長 市川委員。

〇市川初江委員 いろいろ考え方があるのだと思うのですけれども、結構避妊手術って高いのです。ですか

ら、私はやはり補助金は出してあげたほうが、責任というのもありますけれども、いいのかなと私は考えで

いるのですけれども、そこら辺はこれから検討の余地はあるのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。趣旨を説明してやってください。そうすれば理解できると思いま

す。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 分かりました。犬については特に考えておりません。

20年以上、犬の補助金が出ていたときというのは、野良犬、野犬が結構町の中にいたものですから、その

野犬で狂犬病を防ぐためにも、なくすために、補助金を出してというようなところだったのですけれども、

今は犬を外で放し飼いしている方というのもなかなか少なくなってきているような時代でもありますので、

犬については今後も補助金というのは検討していく必要もあるとは思いますけれども、今のところはちょっ

と考えておりおりません。

〇市川初江委員 あれですね。結果的には、飼い主のいない猫、犬の対応ということですね。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 野良猫の繁殖抑制というものを進めていく、地域の生活環境保全とかという部

分を目的としまして、野良猫に対する不妊、断種手術を行う方の手術を補填するというようなところですの

で、そのように理解いただければと思います。

〇亀井伝吉委員長 市川委員、よろしいですか。

延山委員。

〇延山宗一委員 よろしくお願いします。予算書81ページになります。外来生物の対策なのですけれども、

これについてはクビアカということで、毎年予算をつけているということです。この予算書は、毎年毎年増

額をして対処しているということ、それぞれの自治体で対応しているわけ、ここに書かれている対策協議会

ということも立ち上げて対応していると、それは非常に理解もできるということなのですけれども、こうな

ってくると、今年度が600万円近くあります。そうすると年々年々上げてくるということ、対策を取ってい
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ても金額的に予算を取っていかなくてはならない。当初予算も大変取るということは、負担も大きくなって

くるのかなと思うのです。ですから、協議会で対策を練っているというそのものがあまり結果が現れていな

いというふうに感じるのですけれども、どんなふうな対策を取る、協議会の話合いがされているのか。周り

を見ても、公園でもそうなのですけれども、個人の家でもそうなのです。非常に増えてるということなので

す。どういう話合いをされて、外来生物についての対応を考えているのか。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 令和５年度の外来生物に対する予算につきましては、令和４年度に比べて約

50万円近くは減額になっているのですが、一応対策協議会とすると、基本的には伐採していくための協議会

ということで立ち上げがしておりますので、メインは伐採をしていく。あと、大泉高校とか館林高校、県内

の高校と連携をして外来生物の駆除につなげていく、そういうような内容の事業を行っているというだけの

協議会になっています。

ただ、町のほうですと、対策の計画というのを今後きちんと立てて、駆除とか防除していけるように考え

ております。

また、かかる経費については、ほとんど防除する薬剤費になるものですから、桜の木に注入しても、老木、

結構年がいっている桜の木にはなかなか効果が浸透、行き渡りがしにくいというような成果も出ているとい

うところでございますので、令和５年度につきましては、今これから桜が咲き始めますので、その前に１度、

実際現地調査をしまして、芽吹いていない、桜がもう実際枯れてしまっているという木には、もう薬剤を打

つ必要はございませんので、そういった木はもう伐採をしていくというような考えで、計画のほうをきちん

と立てて対応していきたいというふうに思っております。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 説明聞くと、まずは手ぬるいなというのを感じました。この伐採のための予算ということ

だとすると、当然、公園とか公共施設とかそういう周りに植わっているそのものの被害樹木を倒すというこ

とだよね。そうすると、それぞれの個々に植わっているわけ、そういうものにも被害が及んでいるというこ

とは、当然、だんだん、だんだん拡大をしていくのはこれは当たり前の話だと思うのです。だから、協議会

で話合いをどうしているのだか分からないのですけれども、ただ伐採だけの協議会の話合いの場ということ

は、あまりにも情けないなって気がするので、ですからこの発生についてはもう少し根本的なものを対応し

ていかないと意味がない、だんだん、だんだんこの予算を取り続けていってしまうということになってくる。

被害がだんだん増えていくということイコールなってくるのだけれども、そうすると、桜とか梅とかという

こと、特に被害が多いということになってくると、どうすれば、ただその被害に遭ったら注入するとか、薬

剤散布をする。それではまず目に見えたということは、中へ侵食というか、侵入してしまうというか、そう

なってからだと、中で巣籠もりをしているということは、先へ進んでいかないのかなと思うのです。だから、

まず入る前の、例えば予防剤みたいなのを塗布するとか、こういうものを散布するとかっていって、まず木

を守っていくというような方法も考えていかないと、被害を受けたからただ伐採すればいいというだけのも

のではないのかなと思うのですけれども、それについてどう考えていますか。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 もう全て伐採どんどんしていくというような意味合いではなくて、基本的には
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防いでいく、防ぐためには効果があるのは薬剤の樹幹注入が一番効果があるというような、論文とか見聞で

もございますので、そういった形で基本的には進めていきたいというふうに考えています。先ほど言いまし

たように老木、あるいはもう枯れている木に対しては、倒れるような危険性もありますので、そういった木

については伐採をしていくというような考えでおります。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 今言うように、伐採というふうな最終的なもの、切り倒せばいいというのでは、これは終

わってしまうのだけれども、そうしないためにも、この近隣、またこれは日本全土がみんなやられていって

しまうということも言える。すると、なくなってしまう。それに被害に遭わないように対応するということ

が、せっかくの組織ができているのだから、そういう中で話し合っていくことが必要なのかなと。

これは、果たして効果があるかないか分からないのだけれども、やはりそういうもの、入る前に塗布して

くとか、例えば非常に濃い濃度のものを塗ったりかけたりすることによって、侵入も防げるのかな、分から

ないですよ、そういうものもあるのだし、被害が起きてから駄目だ駄目だということでない方法も、ちょっ

と協議会みたいので、そうすればどういう薬が合うのかなということも話合いの場に乗っけられるのかなと

思うのです。これもどんどん、どんどん増え続けていくということは、これはもう必然的なので、それにな

らないような対策を取っていくということを望んでいるのですけれども、よろしくお願いをいたします。何

かありますか。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 ご指摘あったように、その委員会がございますので、そちらの委員会のほうに

も、群馬県も組織、一員として入っているというところもありますので、今後その全体としてどういうふう

にしていくかというのを、そこで協議をしていけるような考えを持っていきたいというふうに考えておりま

す。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 先ほどの市川委員の質問と重なるのですけれども、猫の関係ですけれども、これは先ほど

の説明でいくと野良猫に特定しています。例えば家猫だったら、例えば飼い主がいるわけで、飼い主が例え

ば病院に連れいって、そういった手術なりやって、そこで証明もらって申請します。だけれども、野良猫の

場合は飼い主いないわけだから、具体的にどういう、例えば私が野良猫捕まえて病院に連れていって、そう

いう形になるのですが、ほかの市町はどうやっているのですか。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 おっしゃるとおりで、飼い猫と野良猫の区別というのがまずつかないというと

ころもございます。先ほど荒井委員さんが言ったように、野良猫を１名のある方が保護して、これを野良猫

だから補助金くれということで申請はされると思うのですけれども、その場合は一応対象ということで出す

ように考えしています。近隣の自治体も野良猫に対しても、やはり飼い猫と野良猫の区別ができないという

なところもあるから、もうこれ野良猫だよ、例えばですよ、飼い猫の自分の猫を野良猫なのですということ

で言われれば、もうはいということにしかならないというところもあるのですけれども、ほかの自治体もそ

のようにやはりやられているというなところでございます。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。
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〇荒井英世委員 分かりました。要するに、家猫と野良猫の区別って難しいから、では例えば自分で猫を保

護して、病院に連れてって、そこでちゃんとやって、証明書をもらって申請すれば可能ということですね。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 はい、そうです。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

小野田委員。

〇小野田富康委員 お願いします。79ページの空間放射線量測定事業なのですけれども、放射線測定機器の

調整手数料ってあるのですけれども、この測定器というのは町で所有しているものなのか、レンタルで借り

ているものなのかとか、あるとすれば幾つ持っているのかという部分と、現在の町が測定している板倉町の

放射線の測定量というのはどれくらいあるのかちょっと教えてください。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 まず、放射線の測定器は、これ町で実際持っています。合計で６台一応所有を

してございます。こちらの放射線の測定器なのですけれども、検定が必要になってくるので、これを１年お

きに半分で行っているというような状況です。また、空間放射線の測定の値なのですけれども、測定箇所は

板倉町内４か所、元小学校もありますけれども、小学校の４か所ということになります。数字のほうが基準

値、平成３年度になりますが、東小学校のところですと平均で0.053マイクロシーベルト……

［「令和」と言う人あり］

〇寺﨑弘光環境下水道係長 ごめんなさい、令和３年度でございますと、東小で0.053マイクロシーベルト、

南小学校ですと0.056マイクロシーベルト、北小学校で0.058マイクロシーベルト、西小学校で0.059マイク

ロシーベルトということで、基準は0.23マイクロシーベルトというふうになってございますので、かなり基

準値以内で収まっているというような状況でございます。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 全く問題ないレベルかなとは思っているのですけれども、もうすぐ、あしたか３.11、

その後に原発の事故が起きたわけですけれども、そのときというか、測定器を入れたときというのはどれく

らいの値があって、今のこの0.05何がしになるまでにどれぐらいの期間があったとかというそういったデー

タというのは分かりますか。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 今ちょっと手元にありませんけれども、そのデータはございます。後で報告さ

せてもらうということでお願いします。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

今村委員。

〇今村好市委員 町民の窓口の行政サービスについて伺いたいと思います。これ住民環境課が担当している

のか役場全体で違うところで担当しているか分からないのですけれども、新庁舎ができて町民が役場に来て、

よく窓口が分からないということで、ずっと継続的に、私の見ている限りでは、課長、係長、いわゆる管理

職が案内をしているということがずっと続いて、現在もやっているのだと思うのですけれども、これについ
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ては、今の体制でずっとしばらくまだ続ける予定なのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 なかなかこれ好評でして、しばらく続けていきたいなというふうに思っています。それ

と、案内をしているのは、管理職だけではなくて、一応全職員を対象で１人２時間、１回２時間程度の時間

割で割り振りをして、担当時間に案内をするというそういう割り振りをしています。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 全職員なのだ。私は、内容がよく分かるから管理職が最初はやっているのかなというふう

に思ったのですけれども、そういうことではないということなのですね。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 やはり管理職であれば、役場の各部署の業務内容、そこそこには分かっているとは思い

ますけれども、若い職員にもそういった面では自分の担当職務以外の職務についても、いわゆるアウトライ

ン程度は承知をしておくべきだということもありまして、ある意味指導をしながら案内をやってもらってい

ると、そういうことで、どこの課のどの係がどんな仕事をしているかというのは、だんだん知識としては身

についてきているというふうに見ています。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 ぼちぼち私は見直してもいいのかなと、昨日も人事の関係でなかなか重点的に忙しくなる

場所、政策的にやらなくてはならない仕事をやるところには、重点的に人事配置をするということもあって、

これは当然のことだというふうに思うのですけれども、もう管理職については、本来の業務を重点でやって

いただいて、管理職以外の人、場合によっては会計任用職員等においても、職員研修の一環としてでももう

切り替えて、そういう研修の一環として、場合によっては接遇も含めて、できるだけ新規採用、会計任用職

員等にその部分については任せてもいいのかなという気がしているのです。もう何年かたっているから。こ

れは、住民も役場に行って戸惑わなくてもすぐ案内をしてくれるというのは、非常にサービスとしてはいい

ことだと思うので、続けることはいいのだけれども、やはり時期的に、もう管理職は管理職の仕事に専念を

すると、窓口で、あそこにいるのは、管理職は違う仕事を任されてるわけですから、その辺の切替えは今後

必要かなと、サービスの質を落とさない形で、職員の研修の一環としてでもやれる部分がありますので、先

ほど新しい職員もそれをやることによって、各課の業務内容を把握しているということがあるのですから、

そういう方向に少し切り替えたらどうなのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 その辺について、また内部でよく検討してみたいと思います。確かにもう開庁以来ずっ

とやっていますので、その辺そろそろ見直してもいいかなということで考えたこともあったのですけれども、

なかなか案内が好評だということで内部でも意見もあったものですから、今日まで続けてきたという状況で

ありますので、ご指摘のとおり、管理職員を今後を除いていくとか、そういった面での見直しも含めて内部

でよく検討してみたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 ほかにございますか。

黒野委員。
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〇黒野一郎委員 では、下水道の関係なのですけれども、この水質浄化センター、委託をして管理してもら

っているのでしょうけれども、まずは何人かかっているのですか。町の職員ではなくて、委託しているわけ

でしょう。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 常時いる職員は４人います。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 それは、以前と同じなのですか。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 同じと認識しています。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 認識というのはどんなふうに。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 私がこの下水担当になったときはもう４人でしたので、その前は何人いたのか

というのは、私だとお答えできない部分がございます。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 それで、こう見ますと、人件費も４人ですから、これは以前はニュータウンに住んでいる

というのか、借りて生活というのか、仕事している人と、町外、東京方面からとありましたけれども、今そ

ういう状況はどんなふうになったのですか、分かる範囲で。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 所長が板倉町内のアパートに、ニュータウンのところに住んでいます。そのほ

かは通勤しているというような状況です。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 ありがとうございました。

それで、２つ、３つ下行くと、これからも電気料とかいろいろ上がってくるという状況ですけれども、光

熱費を見ますと、1,700何がしかかっているわけです。今後、これを継続してこのような状況に走るのか、

頭の中、予定で、いやもっとこれかかるかなという、これは来年度の予算ですけれども、今後継続していく

と、２割でも３割でも上がっている可能性はあるという予測はどうですか。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 そういう予測はしております。当然、どんな状況になるのかというところが先

がちょっと見えない部分ありますが、実際ですと、やはり前年度に比べて倍まではいきませんけれども、倍

近く上がっているとようなところもございますので、この先そういう高騰は続くのではないかなというふう

にちょっと予想しております。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 倍かかってしまうと大変だね。使わなくてはならないという、仕事の関係であるわけでし

ょうけれども、できればだけれども、倍にはならなくても、何とか節約できるというのか、その辺のところ

もあるので、その辺をひとつを改めてお考えは何か。
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〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 常時システムを動かさないと処理ができないものですから、その辺は必要最低

限は電気は使わせていただいて、あとは節電というところも徹底して行うような形で、一応指示のほうはし

ているような状況ですので、よろしくお願いします。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 最後に、何年か前に雷が落ちて、設備が使用できなくなってしまったというのがあったと

思うのですけれども、その中で保険料、保険料が満額下りなかったというのか、そのあれによっていろいろ

あったわけですけれども、こう見ますと、建物だけで金額は60万円ぐらい。これは、安い保険なのか高い保

険なのか、それから今後についても業者との契約で見直しをしながらやったと思うのですけれども、その見

直した後、今後こういう事故、もし事故が起きた場合については、使用できなくなった場合についてのパー

セント、保険が下りるパーセントとか、その辺は今後大丈夫でしょうか。

〇亀井伝吉委員長 寺﨑環境下水道係長。

〇寺﨑弘光環境下水道係長 以前、黒野委員からもご指摘がありまして、その後、見直しをさせていただき

まして、100％下りるように今はさせてもらっている状況です。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 最後に、ぜひそういうことで、万が一ということがあり得ますので、見直しながら100％

下りる方向になっているということなので、今後とも継続しながらお願いしたいと思います。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 ２巡目よろしいですか。

針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 時間が迫っているのですけれども、個人番号カードの発行事務についてですが、加えて

人件費がかかっていますので、これ55万円では済まなくて、それ以上のお金が動いているのだろうと思うの

ですけれども、ある程度、５割は超えたのだと思って、個人番号カードも保険証扱い、紙を廃止して個人番

号カードに統一する旨がこの間新聞に発表になったかなと思います。まだ登録していない方がいるのであれ

ば、その辺の働き方をどのように、これは担当は戸籍年金係か、戸籍のほうで、住民課のほうで大丈夫なの

ですよね。保険証だからというので福祉とか健康介護には行かないですよね、個人番号。その辺の話はどう

なっているのかという部分と、あと派遣社員というのですか、会計年度扱いしているのか、派遣社員を使っ

ているのか分からないですけれども、ポイント加算の手続、玄関先でやっていたと思うのですけれども、あ

れはいつぐらいまで続けるつもりなのかという部分、２月いっぱいの部分で一応手続が終了、県のほうは、

加えて新たに申請した方には１万円相当を抽せんでみたいなことをこの間新聞にも載っていたのですけれど

も、その辺の手続はどのようになるのかという部分で、ちょっと５分ぐらいしかないのですけれども、大筋、

今後のマイナンバーカード、個人番号カードについて情報があればお知らせいただければと思うのですが。

〇亀井伝吉委員長 斉藤戸籍年金係長。

〇斉藤康裕戸籍年金係長 今の質問の回答なのですけれども、今２月末現在、板倉町において交付率は55.8％

となっております。２月末までにマイナポイントをいただくためのマイナンバーカードの申請ということで、

本当に駆け込みのお客様が殺到いたしまして、窓口のほうもすごい状況でした。ちなみに２月は、申請件数
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だけで1,309件という、今までになく、通常の倍以上の申請者の数がございました。それに伴いまして、マ

イナンバーカードを受け取った方について、その後のひもづけ作業ということで、このマイナポイントをい

ただく手続があるのですけれども、それにつきましては１月の下旬から２月中旬にかけまして、県の委託業

者のほうが来まして、そういった方にお願いしまして、交付、設定の事務のほうを行っていただきました。

その後なのですけれども、また来年度４月もそういったことをやるという計画が県のほうにあって、今当

局におきましてもそれに申出をさせていただいたところなのですが、そちらの希望に沿えないということで、

４月以降、そういった県からの委託ということのお手伝いは見込めないという状況です。

マイナポイントについても、一応今のところ国の期限といたしましては５月末までにマイナポイントをい

ただくための手続を行うというのが今のところ定められております。物理的に考えても、今、この３月の中

旬の時点で、まだ未交付のカードのほうが1,000枚から1,500枚ぐらいございまして、２月末からそのぐらい

にかけて申請されたカードを国のほうで作りまして、毎日送られてきて、カードのほうが増えております。

そういった対応を取っていくということを速急に考えていかなくてはならないというふうには思っておるの

ですが、何せ予算とかも、令和５年度の当初予算は人件費ということだけしかちょっと見込んでおりません

でしたので、窓口業務逼迫して、そういった委託業者のほうにも依頼をせざるを得ない場合は、補正とかで

対応できればというふうに考えております。

それとあと、マイナンバーカードと保険証のひもづけの関係なのですけれども、そのひもづけに関しまし

ては、うちのほうの窓口で公金受け取り口座、そちらの届けと一体と、あとマイナポイント、どちらの決済

会社に登録するかという、そちら一連のそういった登録の手続のほうはやらせていただいております。ただ、

そういった保険証を推奨するという方向のそういったことになりますと、保険医療のほうの係で、その辺は

ＰＲを行っていて、以前、当初なのですけれども、保険証とひもづけをした方に対して、ボックスティッシ

ュをお配りさせていただいたという、そういった事例もございます。

以上でございます。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 ありがとうございます。申請者が受け取ってからのひもづけになるので、もうしばらく

忙しいかなと思いますので、よろしくお願いをします。

あと、国のほうもはっきりしない部分があるのですけれども、保険証となれば、皆さんが今度申請しない

と、保険証として扱えなくなるとなれば、またその部分の窓口業務というのが負担になってくるかなと思い

ますので、事前に情報を取りながら準備していただければと思いますので、よろしくお願いをいたします。

以上です。ありがとうございました。

〇亀井伝吉委員長 ありがとうございました。

回答があるのですか。後でも大丈夫ですか。よろしいですか。

では、以上で住民環境課の予算審査を終了いたします。住民環境課の皆様大変ありがとうございました。

この後、昼食休憩を挟んで産業振興課の審査を行います。再開は１時からといたします。大変ありがとう

ございました。お疲れさまでした。

休 憩 （午後 ０時００分）
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再 開 （午後 １時００分）

〇亀井伝吉委員長 再開いたします。

ただいまから産業振興課の予算審査を行います。

説明については、概要説明により簡潔にお願いいたします。それでは、説明をお願いいたします。

橋本産業振興課長。

〇橋本貴弘産業振興課長 お世話になります。それでは、産業振興課の予算のほうの説明をさせていただき

たいと思います。

産業振興課につきましては、４つの係がございますが、農業振興係、農村整備係、誘致推進係、商工観光

係の順で各担当係長のほうから、内容について説明させていただきますので、どうぞよろしくお願いしたい

と思います。

〇亀井伝吉委員長 佐山農業振興係長。

〇佐山秀喜農業振興係長 お世話になります。農業振興係の佐山でございます。よろしくお願いいたします。

私からは、令和５年度当初予算に計上いたしました農業振興係の代表的な予算、それと事務事業の細部に

つきまして、予算書で説明をさせていただきます。お手持ちの資料、予算書の144、145ページをお開きくだ

さい。それでは、145ページの説明欄の上から３つ目の丸になります。農業委員会運営事業ということで、

1,236万3,000円の計上でございます。こちらにつきましては、農業委員10名の委員報酬として485万7,000円、

それと農地利用最適化推進委員12名の委員報酬562万7,000円が主な内容となってございます。

次に、予算書の148、149ページをお開きください。149ページの説明欄の一番上の丸の担い手育成就農支

援事業ということで、1,712万6,000円の計上でございます。事業内容でございますが、主なものといたしま

して、事業名から５行下の行にございますはばたけ「ぐんまの担い手」支援事業補助金が200万円で、こち

らは認定農業者等の経営向上に必要な機械、施設の導入を支援するため、県が事業費の30％以内を補助する

ことになっておりまして、１件当たりの上限額200万円での予算計上でございます。こちらは、全額県から

補助金が入ってまいりますので、歳入にも同額を予算計上してございます。

次に、すぐ下の行にございます「野菜王国・ぐんま」総合対策事業補助金の500万円でございますが、生

産性の向上につながる先端技術機器、例えば環境制御装置などの導入支援を見込みまして、県の補助率が30％

以内、１件当たりの上限額500万円を予算計上してございます。こちらも全額県から補助金が入ってまいり

ますので、歳入にも同額を予算計上してございます。

次でございますが、「野菜王国・ぐんま」から３行下にございます農地利用効率化等支援交付金300万円で

ございますが、こちらは従来の強い農業・担い手づくり総合支援交付金の名称が変更となったもので、国庫

事業でございます。国の補助率が30％以内、１件当たりの上限額300万円での予算計上でございます。こち

らも全額県を経由いたしまして補助金が入ってまいりますので、歳入にも同額を予算計上してございます。

次に、さらにすぐ下の行にございます農業経営開始資金、こちらが675万円でございますが、こちらは従

来の農業次世代人材投資資金の名称が変更となったもので、国庫事業でございます。新規就農者４人分の予

算計上ということになっておりまして、通常でいきますと、月額で12万5,000円、年額にいたしますと150万

円の交付になりますが、そちらを３人分、それ以外に夫婦で農業経営を開始し、家族経営協定により夫婦が

共同経営者として規定をされてる方につきましては、月額が18万7,500円、こちらを年額にいたしますと225万
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円の交付になりまして、そちらを１人分計上してございます。合わせまして４人分ということでございます。

こちらも全額県のほうを経由いたしまして補助金が入ってまいりますので、歳入にも同額を予算計上してお

ります。

続きまして、同じく149ページの説明欄の上から４つ目の丸になりますけれども、加工米対策事業という

ことで1,500万円の計上でございます。全額加工米助成金ということで、当該制度につきましては、ＪＡ邑

楽館林管内の１市５町で協調して取り組んでおりまして、非主食用米への転換促進による米の価格安定及び

水田の有効利用を図るため、水田において加工米を生産をし、出荷した農業者に対しまして、予算の範囲内

において出荷数量に応じた助成措置を講じ、農業者の経営を支援をしていくというようなものでございます。

続きまして、同じく149ページの説明欄の下から２つ目の丸になりますけれども、農産物直売所管理運営

事業ということで457万7,000円の計上でございます。主なものといたしまして、需用費のうち光熱水費、い

わゆる電気料、水道料でございますけれども、こちらが379万2,000円でございます。季楽里の電気、水道の

関係につきましては、もともと施設自体が１つの建物ということでなってございまして、町がそちらの電気、

水道の契約のほうを締結しておりまして、指定管理者でありますフットサルのピコ株式会社、それとこのた

び昨年12月に議会さんにもお世話になりまして指定となりましたウム・ヴェルト株式会社には、月々の使用

料に応じまして、電気料は毎月、水道料につきましては２か月に１回請求することになっております。

なお、そちらの歳入につきましては、予算書23ページの説明欄の一番下の行に、農産物直売所使用料とい

うことで、276万円ということで予算計上のほうをさせていただいております。

農業振興係の代表的な予算、それと事務事業の説明につきましては以上でございます。よろしくお願いい

たします。

〇亀井伝吉委員長 小谷野農村整備係長。

〇小谷野浩一農村整備係長 お世話になります。農村整備係の小谷野です。よろしくお願いいたします。

それでは、当係の主な事業の予算説明のほうを申し上げます。予算書の153ページの説明の欄を御覧くだ

さい。一番上の大きい丸、小保呂排水機場維持管理事業として6,719万8,000円を計上しております。今年度

の予算と比較しまして6,628万円の増額となっております。内訳としまして、排水ポンプ更新設計業務委託

料150万円、２つ飛びまして排水ポンプ更新工事費として6,070万円、また今回この排水ポンプの工事負担金

として457万9,000円を計上しております。この小保呂排水機場でございますが、板倉沼を工業団地にする際

に、工場排水及び小保呂排水路の排水を谷田川に流すため、昭和55年に群馬県企業局が設置し、その後町に

譲渡され45年ほど今経過しております。その間、町で保守点検や修理などを毎年行っておりましたが、ポン

プ本体の更新などは過去１度も行われていない状況であるため、今回、当該ポンプ本体等をオーバーホール

しまして、排水対策を万全とすることを目的に、土地改良施設維持管理適正化事業という補助事業を活用し

まして実施したいと考えております。この補助事業の負担割合なのですが、国が50％、県20％、群馬県土地

改良団体連合会で30％として、金額としては6,100万円であります。このうち群馬県土地改良団体連合会の

負担割合30％、金額にしますと1,830万円なのですが、こちらは群馬県土地改良団体連合会が財政融資資金

を活用しまして、国と県との負担金と合わせて町の歳入となります。この財政融資資金の1,830万円は、町

が５年をかけて群馬県土地改良団体連合会に償還するという形になります。

次に、中段辺りの多面的機能支払交付金として6,229万5,000円を計上しております。今年度と比較します
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と同額となります。内訳としまして需用費として４万円、交付金として6,225万4,000円となります。こちら

は、地域資源の適切な保全管理を推進し、地域の共同活動を支援することを目的に、町内の９団体にあるむ

らづくり協議会への補助金となります。補助割合としては、国が50％、県が25％、町が25％でありますので、

国と県合わせて75％分の4,669万円が補助金として町の歳入となります。

続きまして、多面的機能支払交付金事業の２つ下、県営五箇谷地区圃場整備事業としまして、2,033万

1,000円を計上しております。今年度と比較しまして2,114万4,000円の減額となります。内訳としまして、

県営五箇谷土地改良事業負担金として2,000万円、こちらは今年度と比較して300万円の減額となります。主

な要因として、来年度の県営事業費が２億円を予想しており、町の負担は県営事業費の10％であることから、

2,000万円を計上しております。事業費減額の主な要因としては、来年度の整備面積が約15ヘクタールの計

画であり、今年度の整備面積より約10ヘクタール減少しているためでございます。

また、令和２年度から工事を行っておりました、八間樋橋と大箇野幹線遊水池の間にある新しい舗装道路

の拡幅工事が今年度で完了しますので、その負担金1,800万円が減額となります。以上のことから、本年度

と比較して2,100万円の減額となっております。

続きまして、その下、県営城沼水路地区整備事業として345万8,000円を計上しております。今年度と比較

しまして2,247万7,000円の減額となります。来年度の県営事業費が2,000万円を予定しており、本事業の負

担割合が国が50％、県が27.5％、地元負担で22.5％であります。さらに、地元22.5％のうち町負担割合は17.5％

の負担金として予算計上しております。

最後に、一番下の大きい丸、農地耕作条件改善事業、飯野北部地区として1,163万3,000円を計上しており

ます。今年度と比較しまして52万9,000円の増額となります。内訳としまして、調査設計業務委託料として

294万円、雑木伐採処分委託料として22万7,000円、簡易圃場整備工事費として846万6,000円であります。こ

れは、今年度から来年度にかけて実施しております同地区の圃場整備の２年目となります。全体面積約18.3ヘ

クタールのうち、来年度は蛭田橋の東側から藤の木橋の間の約8.3ヘクタールを整備し、農地集積の促進と

遊休農地の解消を図るため、農地耕作条件改善事業という補助事業を活用し実施していきます。負担割合と

しては、国が50％、県が25％、町が25％でありますので、国と県合わせて75％分の675万円が補助金として

町の歳入となります。

小保呂排水機場多面的機能と飯野北部整備関係の農地耕作条件改善事業の３事業は、国や県の補助金など

の歳入があります。予算書で申しますと、ページで23ページの中段辺りに記載されている土地改良施設維持

管理適正事業小保呂排水機場負担金として6,100万円、残り２事業は、35ページに飛んでいただきまして、

またこちらも中段辺りにあります農地耕作条件改善事業補助金飯野北部地区で675万円、１つ飛ばしまして、

多面的機能支払交付金事業補助金で4,669万円の歳入がされます。

以上、簡単ですが、当係の説明を終わりにします。

〇亀井伝吉委員長 川野辺誘致推進係長。

〇川野辺晴男誘致推進係長 お世話になります。それでは、誘致推進係に係る予算概要を説明させていただ

きます。

まず、歳入になりますが、予算書の45ページを御覧ください。下から６つ目の個人紹介制度企業局分担金

といたしまして、25万円の歳入でございます。こちらにつきましては、板倉ニュータウン宅地分譲に係る個
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人紹介制度、こちらの企業局と協定書を締結しておりますが、に係る企業局の分担金でございまして、板倉

ニュータウン以外の町内在住者による紹介により契約が成立した場合に、謝礼金の半額を企業局が負担する

というものでございます。

続きまして、歳出のほうに移ります。予算書159ページを御覧ください。一番下の事業になります。板倉

ニュータウン商業業務用地利用促進事業でございます。こちらの事業につきましては、住民生活の利便性の

向上、地域の活性化、雇用機会の拡充等を図ることを目的としておりまして、群馬県企業局と連携をして企

業誘致の実現に向けた企業訪問、情報収集及び情報発信等を実施するものでございます。本年度の予算額76万

5,000円でございまして、前年度比較ですと18万円の増額となります。主に駅前の商業業務用地への企業誘

致の交渉に係る経費となります。旅費、消耗品費及び有料道路使用料等でございます。

新型コロナウイルス感染症の感染者数が減少傾向にあることに加えて、感染症法の位置づけが５月８日よ

り２類から５類に変更されることもありますので、積極的に企業訪問を実施していくための増額でございま

す。

続きまして、予算書の161ページを御覧ください。一番上の事業です。企業立地促進事業でございます。

こちらの事業につきましては、地域経済の自立的発展に向けた基盤の強化や、雇用機会の拡充を図ることを

目的としております。板倉ニュータウン産業用地に進出した企業のフォローアップ等に努めるとともに、企

業の町外流出の防止を図るものでございまして、予算額59万8,000円でございます。こちらにつきましては、

主に誘致推進係で管理しております公用車２台分の維持管理に係る経費と旅費等でございます。

最後に、予算書177ページを御覧ください。下から２番目の事業となります。分譲推進事業でございます。

こちらの事業につきましては、板倉ニュータウンにおける宅地分譲の販売の促進をすることで、にぎわいの

あるまちづくりを推進するとともに、人口減少に歯止めをかけることを目的として、こちらも群馬県企業局

と連携し、分譲宅地等に係る各種ＰＲ活動を実施するとともに、住まいを探している方を紹介していただき、

宅地分譲が成立した場合に、紹介者へ謝礼金を交付しているものでございます。

また、令和４年度まで、今年度まで、２款１項16目新型コロナウイルス感染症対応移住支援事業として交

付してまいりました板倉ニュータウン内への移住支援金につきましては、令和５年度におきましても継続し

て事業をしたいということでございまして、板倉ニュータウンへの移住及び定住を促進し、人口の増加と地

域の活性化を図るものでございます。したがいまして、新型コロナウイルス感染症対応移住支援事業につき

ましては、廃目となってございます。

本年度予算額881万円でございます。移住支援金の700万円、こちらについては１件当たり70万円の10件分、

10世帯分となっております。そちらが増額となっております。

以上、雑駁でございますが、誘致推進係の説明とさせていただきます。ご審査のほどどうぞよろしくお願

いいたします。

〇亀井伝吉委員長 宇治川商工観光係長。

〇宇治川信子商工観光係長 それでは、商工観光係の宇治川です。よろしくお願いいたします。

商工観光係に係る令和５年度事業について、予算概要を説明いたします。まず、歳入につきまして、予算

書37ページを御覧ください。中段の住宅土地統計調査委託金を御覧ください。79万2,000円の計上となって

おります。この調査は、５年に１度、10月に実施される調査で、令和５年度は、調査実施対象年度となって
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おります。調査対象は11調査区、１調査区当たり20戸程度が調査対象の世帯の予定となっております。調査

結果については、高齢者の居住する住宅のバリアフリー化率や、省エネルギー基準達成率の指標の設定に活

用されたり、耐震や防災を中心とした都市計画の策定に活用されています。そのための県委託金の歳入とな

ります。

続いて、歳出について説明をさせていただきます。予算書95ページを御覧ください。予算書95ページ、一

番下の丸になります。こちらが先ほど歳入で説明をしました住宅土地統計調査79万2,000円になっておりま

して、歳出の内容については、先ほど歳入で説明をしたところに係る経費であります。その調査区ごとの統

計調査員報酬が予算のおおむねの歳出となっております。統計調査事業については、県支出金補助事業であ

り、事業に係る経費は100％補助対象となっております。

次に、159ページを御覧ください。上から２つ丸の商工業振興事業の、またさらに中段になるのですけれ

ども、商工業振興事業990万4,000円中、商工会運営費補助金880万円については、商工会運営補助として、

きめ細やかな経営改善指導を行いながら、町商工業の振興を図ることを目的として800万円、商工業を活性

化するための事業を補助対象としている商工振興事業補助として80万円を計上しております。商工振興事業

補助については、これまで特産品ガイドブックやテイクアウトのぼり旗などを商工会のほうで作成をし、そ

の費用が補助対象となっております。

続いて、その下の丸なのですが、板倉町運営補助事業として450万円、こちらについては新型コロナウイ

ルス感染症も感染法上の分類が今後２類相当から季節性インフルエンザなどと同じ５類へ移行するというこ

とが決定したことや、群馬県の社会経済活動再開に向けたガイドライン、これの警戒レベルなどを参考にし

て、そのときの状況を見ながらではありますが、板倉まつりを開催の方向で予算計上いたしました。令和５

年２月に開催した板倉まつり運営委員会において、開催日については、令和５年８月５日の土曜日、会場に

ついては、板倉町役場南側駐車場ということで決定をされております。

次に、その下の住宅リフォーム支援事業650万円につきましては、これまでの実績を加味して、１件当た

りの限度額10万円を65件分ということで予算計上をいたしました。こちらについては、町内産業の活性化と

町内事業者の支援を行っていきたいと考えております。

以上で商工観光係の説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 ありがとうございました。説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 よろしくお願いをいたします。農村整備係の担当になりますか、153ページの小保呂排

水機場維持管理事業で、45年ぶりということで、多くの補助金を入れてもらって、新たにこれポンプ、あそ

こは２基ですか、１基、１基でこんなにするの。入替えということでやるわけですけれども、今年中の完成

にはなるのだと思うのですが、時期的にどういう日程で工事が今設計されているのか、詳細をお願いします。

〇亀井伝吉委員長 小谷野農村整備係長。

〇小谷野浩一農村整備係長 ありがとうございます。小保呂排水機場の維持管理事業としまして、排水ポン

プの更新の工事6,070万円を使いましてポンプの更新を行うのですが、実際はポンプを交換するだけでなく、

ポンプをオーバーホール、全部分解をして、中身の消耗している部品とかを交換するという形になります。
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実際やる時期なのですが、もちろん雨が降る時期、４月から10月いっぱいぐらいでしょうか、は雨が降ると、

大雨が降る可能性もある、台風も来る可能性があるということで、11月から次の年の２月ぐらいまでを一応

工期は予定はしております。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 ということは、オーバーホールということは、据え換えではなくて、今のある機械に手

を加えるということで、それでこんなにかかるのだ。いいのですけれども、それに加えて、あそこは一応道

路扱いになっているものですから、その辺の交通の規制は今どのように、この工事の期間は通行止めを考え

ているのか、あるいは幾らか下に用地がありますので、そこで関係車両等が済んでしまうのか、その辺の計

画はどうですか。

〇亀井伝吉委員長 小谷野農村整備係長。

〇小谷野浩一農村整備係長 予定では、排水ポンプのポンプをまず外します。外してから、それを工場に持

ち込みまして、そこで分解、あとは消耗した部品等などを交換をして、それで新しくオーバーホールをし終

わったら、また現場に持ってきて備え付けるということで、今のところ交通規制等々は考えておりません。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 今の説明ですと、外して、持ち帰って作業を終えて、また持ち込んで据え付ける。だか

ら、あそこの現場での作業というのは取り外し、取付け作業ぐらいだって考えてよろしいのですか。

周りの取水口のコンクリートかなんとかという部分については、もう設計が済んでいるのですか。あれは

もう手を入れないことに決まっているのですか。金網だとか附属する設備がいろいろありますよね。ポンプ

だけの手入れとなるのか、あるいは全体的に外壁も含めて、手を入れることになるのかという部分について

はどうですか。

〇亀井伝吉委員長 小谷野農村整備係長。

〇小谷野浩一農村整備係長 ありがとうございます。今回の工事はポンプ本体のみという考えでございます

ので、ほかの例えばフェンスとか建屋とか、そういうものは考えておりません。

以上でございます。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

延山委員。

〇延山宗一委員 よろしくお願いいたします。予算書の145ページになります。農業委員会の運営事業でち

ょっと確認したいのですけれども、農業委員３年ということで改選期を迎えていると、それぞれの地区、今

まで選出された方がまた再度ということで、新たな人数が出てくるのですけれども、この農業委員の方の人

数が農業委員が10名と最適化推進委員が12名ということで予算計上ということなのです。その改選時期とい

うことだとすると、当然、それぞれの地区割で選出をされていくということなのですけれども、これについ

て委員の選出に当たる条件というのをまずお聞かせ願いたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 佐山農業振興係長。
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〇佐山秀喜農業振興係長 それでは、委員選出の条件というようなところでございますけれども、まず農業

委員さんにつきましては、推薦と募集という形で自薦、他薦あるのですけれども、農業に関する識見を有し

というようなところで、町内に住所を有する者、それと町の職員でない者、あとは暴対法関係がありまして

そちらに規定するものでない者というようなことでの応募資格ということになっております。それと、農業

委員会の所掌に属する事項に関し職務を適切に行うことができる者というようなうたいがございます。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 それと、最適化推進委員がいますよね。

〇亀井伝吉委員長 佐山農業振興係長。

〇佐山秀喜農業振興係長 最適化推進委員さんにつきましては、町内に住所を有する者からの推薦というこ

とと、あとは農業者の組織する団体、その他団体からの推薦、それと一般募集というようなことで推薦、募

集とあるわけでございますけれども、町内に住所をやはり有する者、それと町の職員でない者、それと暴対

法に抵触しない者ということで、各行政区、１行政区から12行政区までございますけれども、各行政から１

名選出していただくというようなことになってございます。

それと、先ほどちょっと説明が抜けてしまいましたが、推進委員さんにつきましては認定農業者とか、そ

ういう条件はないのですけれども、農業委員さんにつきましては、認定農業者というような条件がございま

す。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 今回の質問に当たっているのは、条件が当てはまらないと、条件外なので農業委員には推

薦できないというようなことを聞くわけなのですけれども、ただいまの説明だと、認定農業者を受けていな

いと認定されないと、農業委員としてなれないというふうなことですよね。そうすると、今回10名、そうい

う中に、例えば認定を全ての方が受けていたということで理解してよろしいですか。

〇亀井伝吉委員長 橋本産業振興課長。

〇橋本貴弘産業振興課長 農業委員さん10名については、基本的には認定農業者がメインになるのですけれ

ども、その中に中立委員と、今の小菅会長なのですけれども、中立委員が１人いて、全部が全部認定農業者

ではなくていいのです。10人のうちの半数以上が認定農業者であれば、一応問題ないという形になっており

ます。

最適化推進委員については、先ほど係長が言ったように、認定農業者であっても大丈夫ですし、認定農業

者ではなくてもいいので、基本的に行政区の１区から12区まで12名の方が選出されているという形になりま

す。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 今確認しているのは、最適化推進委員の場合は別に何の問題ないということで理解してい

ます。農業委員の方については、半数を認定を受けている方がその資格があるというふうなことなのですね。

今回の選出に当たって、認定受けていないので駄目だよというふうな話も伺っているのですけれども、それ

についてただいまの説明は、係長は認定を受けた者という、課長は２分の１がその中に入ればいいというよ

うな説明なのですけれども、ということは、何名を要するか、要するに認定を受けている方がいなくては駄

目だということにもなろうかなと思うのですけれども、そういうふうなもの、決まりとか、例えばこの辺ま



- 120 -

ではいい、何人ぐらいまではいいのではないのかと、ちょっとあまりにもアバウトかなという気もするので、

そういう明確な数字の表しというのはないのですか。

〇亀井伝吉委員長 橋本産業振興課長。

〇橋本貴弘産業振興課長 農業委員さんの認定農業者については過半数以上ということがあるので、基本的

に今10人なので５人以上認定農業者がいれば問題はないのです。今、農業委員さんの募集をかけていまして、

これについては一般募集、係長からも言いましたように、一般募集もあります。それと、一般募集だけでは

なかなか認定農業者が集まらない部分があるので、基本的には区長さんのほうにお願いしている状況でござ

います。その行政区によって、この集落をぐるぐると回って、いろいろ検討するところもありますし、いろ

んな方法があると思うのですけれども、その中で延山委員が言ったように、例えば区のほうから出された以

外の人が個人で申請を上げることは可能です。ただ、その上がってきた後に、町のほうで審査会を開きまし

て、それでその方がちゃんと農業委員として大丈夫なのか、大丈夫ではないのかという審査があります。そ

こで通った方については、一応農業委員として議会のほうへかけて承認をいただいて、その後委嘱式という

形の流れになっております。よって、その上がってきた中で、認定農業者の方が農業委員の中で半数以上い

れば問題はないという形になります。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 そうすると、不適格者というふうなことの判断の目安とか、そういうものというのがある

程度あるのかな、あとは年齢であるのだろうが、例えば耕作をどのぐらいやっているから不適当だとかとい

うふうに、ある程度の基準点があるのかなと思う。そういうのは加味せずに、ただ人物本位、ちょっとあま

りにもその筋が立っていない選出方法になっていってしまうのかなという気もするのですけれども、それに

ついての一つのラインというのはあるのだろうと思うのですけれども、それについてはどうなっていますか。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 過去２回、現在の制度で農業委員を委嘱、任命していますけれども、これまでは一応定

数10名以上は手が挙がらなかったのです。一応審査会は開いて、審査はさせていただきましたけれども、定

数ちょうどということもありましたし、認定農業者２分の１以上という要件も満たしていましたので、全員

適格ということで結論は出しています。今回がどうなるか分からないのですけれども、ただ一番厄介なのが、

10人のうち１人だけ中立委員を設けろという規定が法律上ありまして、これは非販売農家、販売をしていな

い方を選べというのがありまして、その辺がちょっとうまく出てきてくれるかどうかというのがちょっと心

配なところです。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 というのは、今回の改選の中で、例えば半分、２分の１の人数が上がってこないというこ

とも当然出てくる。認定を受けていない方が例えば６割いました、７割いましたということは、また再度、

選出のし直しということも言えるということになっていくのですか。

〇亀井伝吉委員長 橋本産業振興課長。

〇橋本貴弘産業振興課長 その認定農業者が半分以下になるということはあり得ないと思っています。区長

さんとかにも、一応基本的には農業委員さんは認定農業者の方をお願いしますというふうに話はしてあるの

で、区長さんたちも回るとすれば、まずはやはり認定農業者の人を対象に選んで来てくれると思っています
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ので、その上がってきた中で、半数以上認定農業者ではないということはないと思っております。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 最後に１つ、例えば委員として出た方、それについては３年間のうちに認定をもらうとい

うことになっていくのだか、それともそのまま３年間過ぎ去ると、任期の期間はそれで終わりということで

進んでいってしまうのですか。

〇亀井伝吉委員長 橋本産業振興課長。

〇橋本貴弘産業振興課長 基本的には、農業委員さんとか例えば最適化推進委員さんで役員になったときに、

認定農業者になっていなくても、それは３年間、別にそれはあくまでも認定農業者になってくださいという

ような強制はしておりません。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

黒野委員。

〇黒野一郎委員 今の関連なのですけれども、あり得ないという話ですけれども、先ほど認定農業者以外の

人が上がってくるのはあり得ない。認定農業者をお願いしますと言えば、そういうふうに選んでくるかと思

うのです。この前、区長会ではどんな説明したのですか。区長会で話していないのですか、募集でどうのこ

うのって、それは。

〇亀井伝吉委員長 橋本産業振興課長。

〇橋本貴弘産業振興課長 正式な区長会では話ししていないのですけれども、区長会が終わった後に、一応

区長さんだけに、要は農業委員の皆さんが改選になるので、例えばここの行政、今度はこういう順番でいき

ますよというような案は示させていただいて、それで区長さんを中心に今選んでもらっている状況でござい

ます。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 うちのほうもやはり認定農業者ではなくてはという話は、もう頭の中に100％が認定農業

者だよという中で、一応内定したのだよということだけれども、中には、立派なというのか、認定農業者で

はなくたって、先ほどの話では３年間、選ばれてからと、だからやはりそういうシステムがあるのだから、

そういう方向の中で今説明をしていただかないと、これはあくまでもは認定農業者、受けたりしなくては駄

目ですよという話なような言葉なのですけれども、先ほど副町長が話した過去２回、中立の方って、そうい

う方のどういうのが上がってくるか分からないと言うけれども、過去は中立の方というのは、町から推薦み

たいな形でお願いに行っている、そういうケースはないのですか。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 要するに農産物の販売をされていない方ということなので、地域から推薦で出てくれば

いいのですけれども、出てこなかったのです。実際、過去２回は。そういったことなので、これは町のほう

から、この方だったらという方に打診をさせてもらったということです。必ず１人中立委員を入れろという

規定がありますので、入れないわけにはいかないのです。一応そういう状況です。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 出てこられなかったのではなくて、早めにこちらからお願いを町から行って、中立という

方みたいな方お願いに行っているとなれば、周りの人が、出られない、中立の方がどうのこうのと言ったっ
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て、最初からお願いに行っていれば、出てこられないというそういうケースはなかったのですか。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 すみません。もう一度おっしゃっていただけますか。

〇黒野一郎委員 ですから、過去２回については、中立の方が会長さんになっていますよね。だから、募集

しても上がってこないのではなくて、上がれないというのか、もう町のほうからお願いしますよ、中立とい

う形でひとつよろしくお願いしますという、何とかしてくれ、そういうふうに町側から言ったケースはない

のですか。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 取りあえず、各地区から推薦してもらう方は、今の制度に変わったときに、当時の産業

振興課からは、９名の割当てみたいな形で各地区にお願いしたようなのです。それなので、その中立委員に

ついては、各地区への説明のときには、こういう方もということを事細かに説明したかどうかは、ちょっと

私も承知していないのですけれども、いずれにしても期限までに各地区から推薦が上がってきます。その中

には中立委員が入っていなかったのですよ、過去２回。それなので、さてどうしようということで、９人ま

では候補が挙がってきましたけれども、その10人目の中立委員をどうしようかの話になって、それでおぼし

き方に打診をさせてもらったというのが実際です。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員、よろしいですか。

ほかにございますか。

小林委員。

〇小林武雄委員 予算書の149ページの農産物季楽里の再開の予定なのですけれども、よく私もあそこを通

っていて、看板を差し替えして、あと駐車場も区画線がちゃんときれいになって、出入口も結構整備された

のかな。一応、12月の定例会で承認されて、これからおそらく開店すると思うのです。４月からはコミュニ

ティバスがあそこに停留所ではないけれども、一応寄って、コース変更を一応総務課のほうでも出ています

ので、そうするとあそこのお店か何かがやはりオープンしていてもらったほうが、コミュニティバスの利用

の関係も上がっていくのかなと思うのですけれども、現在の進行状態はどんな状態なのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 佐山農業振興係長。

〇佐山秀喜農業振興係長 それでは、お答え申し上げます。まず、ウム・ヴェルト株式会社が指定管理者と

しまして指定されて以降、今、小林委員おっしゃられたように、町側で進める準備の関係でございますけれ

ども、経年劣化からさびついておりました道路に面したまず自立看板の関係につきましては、さび落とし、

それと塗装、それと文字入れということで、あれがシート状になったものを貼り付けているようなものなの

ですけれども、シート貼付けによる文字入れといった修繕を実施しておりまして、こちらが昨年12月24日土

曜日に完了しております。

また、建物の南側にございます来客用駐車場につきましても、あそこがアスファルトの舗装ということで、

老朽化によりましてかなりへこみであるとか段差のほうが生じておりまして、水たまりができていたという

ような状況もございましたので、補修材による舗装補修というようなものを入れさせていただいています。

こちらが２月27日月曜日だったですか、そちらで完了したというようなことになっております。

それと、区画線につきましても併せてやはり劣化が進んでおりましたので、経年劣化ということで、ほぼ
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ほぼ消えている状態でしたので、新たに引き直しということで、今月の頭、３月２日に完成をしたというよ

うなことで、町側の準備は整ったというような感じでございます。

次に、指定管理者でございますウム・ヴェルト株式会社のほうが取り組む部分ということになるのですけ

れども、当初、プレゼンテーション、審査会の中での話ですと、３月１日オープンというような話があり、

その後、４月１日を目途というような幾つかそういう話もあったのですけれども、店舗の改修工事というよ

うなものをウム・ヴェルト側が予定をしておりまして、そちらが資材の価格の高騰でありますとか、あとは

工事関係、工賃が若干上がっているというようなことも聞いておりまして、当初見込んでおりました金額よ

りもかなり高額な費用がかかるというようなことで、ウム・ヴェルトのほうが工事業者のほうから見積りを

徴収したところ、そういうものが上がってきたというような話で聞いております。

その辺を踏まえまして、ウム・ヴェルト側が費用対効果みたいな部分を再度社内で検討したというような

ことでございまして、そちらにちょっと時間をかなりちょっと要してしまったというようなことで、まだ建

物の外観そのものは、以前と従来どおりというようなところかなというところです。

とはいえ、新たにオープンしなくてはいけないということで、オープン前には指定管理者であるウム・ヴ

ェルト側としますと、手をかけていきたいなというところもありまして、その改装の関係、それと厨房機器

の手配ということで、ラーメン用のものというようなことだったりとか、あとは保健所関係の飲食業の許可

申請みたいな部分ということで、水面下で今現在準備を進めているということです。

最終的に、オープンの時期がいつになるのかというような部分かと思うのですけれども、実際にウム・ヴ

ェルト側が希望する工事というのが１か月半とか２か月を要するというふうに聞いておりまして、現時点で、

先日ですけれども、ゴールデンウイークには何とか間に合わせるような形で準備を進めていきたいというよ

うなことで話を伺っております。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 小林委員。

〇小林武雄委員 一応、意外と皆さんのあそこはやはり看板とか区画線とかやり直したので、いよいよあそ

こも再開するのかなと地元の人も期待しているので、確かにロシアの関係でいろんな物価が上がってしまっ

て、確かにウム・ヴェルトさんもその工事代が結構上がったのでしょうから、その辺はしようがないと思う

し、それもあるけれども、ただある程度路線バスもあそこに乗り入れるコースにもう４月からなってしまう

ので、１か月弱か、若干あそこをオープンするまで取りあえず寄ってもらうしかないのですけれども、買う

もの何も今のところないし、あそこをオープンしてもらわないと、そういう意味だと早めにその改修とか厨

房の関係とか進めてもらって、早めのオープンにこぎ着けてもらうように、ただ早めに早めにやってもあま

り中途半端では困ってしまうので、その辺のところは十分準備してもらって、いいスタートを切ってもらえ

ればと思いますので、それのサポートを役場のほうとしてもしてもらえればと思いますので、よろしくお願

いします。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

青木委員。
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〇青木秀夫委員 固定資産税の返還の件についてお聞きしたいのですけれども、いいですか。ここの30ペー

ジ一番下のところに、トライアルの商業施設の奨励金が、これ607万円となっているのです。これについて

ちょっとお聞きしたいのですけれども、奨励金については旧制度のときは満額固定資産税を返したのでしょ

うけれども、新制度になってから15％ぐらいなのでしょう。それにしてはこれ金額ものすごく多いので、こ

れトライアルは、来たのが旧制度ではないと思うのだよね。そんな古い時代ではないから、ちょっと金額多

いので、これどうなっているのかなと思ってお聞きしたいのですけれども。

〇亀井伝吉委員長 川野辺誘致推進係長。

〇川野辺晴男誘致推進係長 当初、産業用地、商業業務用地も分譲開始しまして、奨励金については、進出

していただいた企業に固定資産税相当額の100％を５年間ということの制度がございました。途中から、奨

励金の額100％のままであると、町の税収が上がらないというようなこともありまして、産業系の施設に関

しては15％にしましたが、商業施設に関してはやはりその誘致を促進するという意味で、15％に落とさず

100％のままで継続していたということでございまして、ここにあります予算額、これは来年度課税予定の

固定資産税ということになります。その額を相当額で奨励金として予算計上させていただきました。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 新制度に切り替えたときに、切り替えた適用用地というのが産業用地と、商業用地は入っ

ていなかったのだ。だから、ここはトライアルは商業地だから、旧制度の固定資産税100％返還と、奨励金

と称して返すことになっているわけだ。ああ、そうか、あそこは産業用地とは違うのだ。商業地だから、適

用上、変更しないで旧制度が利用されているわけだ。これ600万円というと、あの建物だと随分……

［「商業系でしょう」と言う人あり］

〇青木秀夫委員 商業系か。商業系と産業系で、商業系は従来のまま奨励金の返還が継続されたということ

で、これ100％返しているから600万円なのだ。随分大きいなと思って。

それと、もう一つ、積水成型工業の家屋、こればかに安いのですけれども、これもあれか、この前聞いた

シーピー化成の家屋の課税と一緒で、減免措置を受けているわけね。あれだけの建物こんな安いはずないな

と私思ったから、ちょっとお聞きしたいのは、これも同じケースなのですか。

〇亀井伝吉委員長 川野辺誘致推進係長。

〇川野辺晴男誘致推進係長 積水成型工業につきましても、予算額で家屋で７万円、償却資産で214万円と

いうことで計上させていただいておりますが、実際には、計算をしますと家屋で約2,360万円で、課税免除

額で約2,300万円ということで、その差額の15％が約７万円、ほぼほぼゼロに近いようなそんな数字です。

〇青木秀夫委員 素人が見て、あれ2,000万円ぐらいな価値があるかなと思っているから、ばかにこれ、７

万円なんて安いから、結局あれか、減免措置されているから、３年間それはされているわけね。もう２年ぐ

らいたったかな、あの補助も。

〇川野辺晴男誘致推進係長 この課税免除が来年度、令和５年度で終了予定でございます。

〇青木秀夫委員 終了予定ね。そうすれば、その二千何百万円が課税対象になるわけだ。分かりました。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

今村委員。
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〇今村好市委員 農地の土地利用規制についてちょっとお伺いをしたいと思います。

実は昨日、都市建設課の中で、都市計画法の規制が板倉町全域かかっていると、それに二重三重に農業振

興地域整備の優良農地の枠がかかっている。それと、農地法という農地の規制がかかっているということで、

非常に法律の網が二重三重にかかっていて、土地利用がなかなかしづらいという状況がこれ現実にあるので

すが、都市計画法の中の大規模集落が板倉町については昨日お聞きしたところ16集落、主に地区の中心集落

については、都市計画の規制を少し緩和する大規模集落に指定をされております。そこの大規模集落に指定

をされると、従来は分家住宅ぐらいしか住宅開発は認められなかったのですけれども、一定の条件があれば、

ある程度工場用地もしくは商業用地、商業的な用地等に利用ができるという話があります。

その中で、今後おそらく、今空き家住宅も非常に増えてきているということで、その空き家を、なぜ空き

家が増えているかというと、相続等でその空き家を受け継いだ人がそこに住まないというのが現実にあるの

です。板倉町の空き家は、いわゆる農地も持っているお宅の空き家が非常に多いと、そうすることによって、

農振農用地の農地については、ある程度土地改良整備事業等で大規模になっているから借りる人いるのです

けれども、集落内のいわゆる白地の農地、大規模集落内、そこの農地についてはなかなか面積の要件等も含

めて農地を借りて農業をやる人が非常に少ない。そうすることによって、耕作放棄地が増えてくるのではな

いのかなという予測ができます。田んぼの中の耕作放棄地であれば、場合によってはやりようがいろいろあ

るのでしょうけれども、集落内だとなかなか難しいのかな。集落内に耕作放棄地が宅地の近くにできてしま

うと、これは火災とか犯罪とか虫とかいろんなものの環境が悪化して、その集落の住環境が非常に悪くなっ

てしまうということで、できれば何らかの形でそこが土地利用ができればいいなというふうに思っている。

今後出てくる可能性は非常に多い。そんな中で、では大規模集落の指定を受けた集落については、ほとんど

が白地の農地、いわゆる農地法しか規制がかかっていないところだと思うので、そこに何かをやりたいとい

ったときに、都市計画法上の開発行為に該当するものであれば、農地法でもその辺については優先的に許認

可をしていくという方向はあるのかなと思うのです。この手続が非常に複雑で、開発行為については、昨日

聞いた限りで言うと、太田の土木事務所、建築主事が許可をすると、農地法については、例えば板倉町の農

業委員会が受け付けて、農業委員会を通して県の農政の農地利用のところに最終的には行くのかなと、こう

いう規制がかかっている土地については、同時申請なのだと思うのです。どっちかが許可をしてどっちかが

駄目だよという話になると目的達成しませんから、では都市計画法上でいう規制の範囲内のあれがもうチェ

ックしてできると言って、片方は土木事務所に申請をする、片方は農地法ですから町の農業委員会に申請す

る。その辺の連携というか、その辺はどういう状況に今なっているのですか。これからもそうなのですけれ

ども、その手続上の問題。

〇亀井伝吉委員長 佐山農業振興係長。

〇佐山秀喜農業振興係長 お答え申し上げたいと思います。

今、今村委員のほうからございましたとおり、その開発行為系のお話につきましては土木、それと農地法

の関係につきましては、やはり農政のほうの県のほうの部署ということで、その辺の連携というのはいわゆ

るその申請者が、多くは行政書士の方が調整を図っていくという中で、相互の都市計画系と農政系の連携と

いうのは、特段連絡を取り合ってどうのとか書類を取り交わしてというものはしてございません。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。
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〇今村好市委員 そうすると、その申請者、いわゆるなかなか個人では申請できないとすれば、行政書士も

しくは測量士等の代行する業者が両方の許認可権限を持っている事務所に行って調整をすると、今はそうい

うやり方なのですか。そうすると、町の農業委員会は全くノータッチ。

〇亀井伝吉委員長 佐山農業振興係長。

〇佐山秀喜農業振興係長 申請者、いわゆるその行政書士の方であったり、町民の方等から相談があった場

合には、その内容をお伺いをしまして、県のほうに事前に照会を差し上げて、その回答に基づきまして相談

者に回答を差し上げるということで、いきなり申請を受けるという感じではなくて、事前相談を受け付けま

して、ちゃんと県のほうに確認をして回答を差し上げるというようなことをやっております。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 転用は農地法の５条だっけ、３条。

〇亀井伝吉委員長 佐山農業振興係長。

〇佐山秀喜農業振興係長 農地を自らが農地以外にする場合には４条ということで、所有権移転とか権利設

定等を伴う場合には５条という形になります。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 農地法の５条については、町の農業委員会は許認可権限持っていないのか。

〇亀井伝吉委員長 佐山農業振興係長。

〇佐山秀喜農業振興係長 県のほうになります。町は持っておりません。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 町の農業委員会はどこまで権限持っているのですか。

〇亀井伝吉委員長 佐山農業振興係長。

〇佐山秀喜農業振興係長 農業委員会のほうで会議にかけまして意見を付して進達をさせていただくという

ような形になっております。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 意見をつけて県に進達をするということなのでしょうけれども、それも農業委員会開かな

くては進達できないよね。だから、相談だけではなくて、申請を町の農業委員会に出さなければ、進達も何

もできないよね。

〇亀井伝吉委員長 佐山農業振興係長。

〇佐山秀喜農業振興係長 案件が発生といいますか、そういう案件があるのですよというようなことで相談

を受けた中で、まずは転用の許可の見込みが立つのか立たないのか、農地法といいますか、農地系のいろん

な法規制の中の観点からという部分と、併せて都市計画ということもありますので、まずは相談を受けまし

て、県のほうにその辺を投げかけさせていただくと、そこで許可の見込みがあるのかないのかという部分を

その申請予定者の方に回答させていただくと、その後見込みがあるものについて申請を正式に受付をしまし

て、農業委員会にお諮りするというような手順になってまいります。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 そうすると、どうしても農地法より都市計画法が強いのだよね、転用ということになると。

そうすると、大規模集落の中で面積要件だとか、できる用途だとか、その辺については先に建築主事等で確
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認をして、こういうものだったら面積制限も含めてできますよと言われた時点で、今度は農政のほうに手続

を進めるというのが無駄がないのかなと思うのですけれども、そういうやり方のほうがいいのですか。

〇亀井伝吉委員長 佐山農業振興係長。

〇佐山秀喜農業振興係長 行政書士の方というのは、ある意味そういう資格を持っているという中で、それ

ぞれの法規制なんかについても勉強されているというところもあると思いますので、それぞれの行政機関と

の調整を図っていただいて、申請を最終的に上げていただくというほうがスムーズなのかなというふうに感

じております。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 そうすると、とてもではないが、その土地を所有、相続か何かで受け継いだ人とか、所有

者が事務手続をやるというのは、原則無理という話になってしまうのですか。

〇亀井伝吉委員長 佐山農業振興係長。

〇佐山秀喜農業振興係長 いろいろ住宅を建てるとか資材置場とか駐車場とか案件によってもまちまちかと

は思いますが、それをなりわいにしている方もいらっしゃいますので、ちょっとなかなか本人申請というの

は厳しいかなと感じております。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 大体分かったのですけれども、例えばそういうふうに法律の網が３つも４つもかかってい

る土地をどうにかしたいというときは、もう本人では非常に難しいよという話ですよね。

これから農地を管理をしていくという立場から見ても、やはり大規模集落なり集落内の介在農地の取扱い

というのは、非常に厳しいものが出てくるのかなと思うのですけれども、どんなふうな考えを持っています

か。

〇亀井伝吉委員長 佐山農業振興係長。

〇佐山秀喜農業振興係長 確かに大規模指定集落なり白地で後継者がいなかったりとかというような中での

いわゆる遊休農地であったり、耕作放棄地とかという部分につきましては、開発とかそういう別な形での農

地以外にというお話もあるかとは思うのですけれども、もしそういう農地の確認ができた場合につきまして

は、農業委員会のほうで通知を出したりですとか、連絡を取り合いまして、そういった部分を解消していけ

るような連絡をしていくという感じ、指導をしていくという感じになるのかなと思うのですけれども。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 それは農業委員会の立場とすれば、農地を守るわけですから、できるだけ農地の状況で活

用してもらうという方向を考えるのがこれは当然だと思うので、でも現実の問題としてなかなかそれが今の

時期になってくると無理なところも出てくるので、町の政策でどうのこうのといってもなかなか難しいです

よね、法律を外すわけにいかないですから。だから、その法律の網をうまくくぐり抜けた上で、その地域に

対して貢献ができるようなものについては、優先的にやはり入れていったほうがいいような気もするだよね。

これから増えてくると思うのです。

ちなみに、大規模集落が16集落あるのですけれども、そこの中の農地の実態というのは、ある程度掌握は

しているのですか。農振法の農用地がどれぐらいあるとか、白地がどれぐらいあるとか、そういうのは分か

らない、実際調査はしていないよね。
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〇亀井伝吉委員長 佐山農業振興係長。

〇佐山秀喜農業振興係長 お答え申し上げます。

日々動きがありますので、その辺はなかなか調査とかデータとして持っているということではございませ

ん。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 動きはないよ。だって、農地から転用してできるところではないのだから、そんな簡単に、

分家住宅とかごく限られたものです。だから、農地がどれぐらいあるか、その農地の中で、いわゆる農振法

の青地農地がどれぐらいあるかぐらいは、そんなに動かないですから、一回調べておく必要があるのではな

いですか。

〇亀井伝吉委員長 佐山農業振興係長。

〇佐山秀喜農業振興係長 係内でもその辺ちょっと調整をさせていただいて、検討してまいりたいと思いま

す。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 分かりました。そういう基礎データはやはり取っておいて、その中で相続でもう板倉にい

ない人が持っている農地とかある程度分かるわけですから、耕作放棄地がどれぐらいあるとか、そういうデ

ータは取っておく必要があるのかもしれませんから、ぜひその辺は大変でしょうけれども、せっかく新しく

農業委員さんなり農地利用適正化推進委員さんができるわけですから、そういう人にお手伝いをいただいて、

やはりきちんと調べておくということは大事なのかなと思うので、よろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

本間委員。

〇本間 清委員 お願いします。予算書163ページ、レンタサイクル事業です。これから大分季節もよくな

ってきまして、桜の咲く頃、渡良瀬遊水地のところなんかは、これからそういった利用者は増えてくるかな

と思いますけれども、そもそもレンタサイクル事業には自転車、これ今何台あるのでしょうか。大体アバウ

トで結構です。まず、そこからお聞きしたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 宇治川商工観光係長。

〇宇治川信子商工観光係長 板倉町レンタサイクルセンターでは、貸出し台数として、大人用が30台、その

中に幼児用の椅子、後ろに子供を乗せる用の椅子のついているものが２台、そのほかに子供用の自転車が

10台、併せてヘルメットが大人用８個、子供用が25個ご用意をしておりまして、ほとんど遊水地に行かれる

方なのですけれども、子供さんについてはもうヘルメットの着用が義務づけられていますので、そちらのほ

うはかぶっていってもらっている状況です。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 本間委員。

〇本間 清委員 令和４年度の予算書を見ましたら、自転車購入費43万円とありました。また、その前、令

和２年度にやはり購入費59万円とありましたけれども、これ何台買い足したのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 宇治川商工観光係長。
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〇宇治川信子商工観光係長 これは、もう以前に買ったものが古くなりましたので、全部買い替えて、今は

この30台と、あと10台ということで、40台全部新しい自転車になっております。

〇亀井伝吉委員長 本間委員。

〇本間 清委員 そうしますと、全て入れ替えたということのこの台数なわけですね。

では、大人用と子供用がメインということですけれども、例えばこういうレンタサイクルの貸し場ですか、

行きますと、いろんな自転車の種類があります。一般的によく見るのがペアで乗れる自転車、それとかあと

はおもしろ自転車というのでしょうか、子供のゴーカートみたいな形の自転車とか、あとは車輪の大きい小

さい、この大小の組合せの自転車とかいろいろあるのですけれども、今の説明ですと一般的な自転車かなと

思うのですけれども、またはあとは、今結構需要があると思いますのが、電動アシスト車、こういったこと

とか、そういうお考えはないのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 宇治川商工観光係長。

〇宇治川信子商工観光係長 レンタサイクルについては、まずおもしろ自転車、いろんなタイプの自転車が

あると思うのですけれども、２人用のペアの自転車については、道路交通法で公道を走ってもいいようには

なっているのですが、そのほかのものについてはちょっと公道は走れないので、そのおもしろ自転車をレン

タサイクルセンターで貸出しするというのは不可能というふうに考えております。

次、電動付アシスト自転車なのですが、こちらのほうでも電動アシスト自転車については検討を重ねてい

るのですけれども、何せ１台結構かなりお高いお値段がしまして、15万円ぐらい１台するので、新しい自転

車を買い替えた後では、ちょっと今後また検討のうちの一つにはなるかとは思うのですけれども、ちょっと

まだできないかなというふうに考えております。ただ、いろんなところへ行きますと、群馬県内でもレンタ

サイクルのほうはあちこちでやっているのですが、ほぼ電動アシスト自転車にはなっているので、そういう

のが入れられたらいいなというふうには考えておりますが、やはり盗難のことも考えなくてはいけないので、

あとはバッテリーのこと、いろいろもろもろ考えながら検討していきたいかなとは思っていますけれども、

新しい自転車を買い替えてしまっている今は、新しいレンタサイクル自転車に電動付というのはないという

ふうに考えています。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 本間委員。

〇本間 清委員 確かに一口に電動自転車と言いますけれども、値段がネックになります。ですから、これ

からの検討課題ということになるかと思いますけれども、せめてペアの自転車ぐらいは数台あっても、おそ

らく需要はあるかな、またはそれほど高くはないかなと思いますので、これも今後ご検討いただければと思

います。よろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 回答よろしいですか。

２巡目よろしいですか。

針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 すみません。よろしくお願いします。

昨日初日に説明いただきました重点項目の企業誘致係の産業施設及び商業施設誘致促進奨励事業なのです

けれども、これ重点項目の割には内容が今までのプラスアルファの部分でちょっと重点さがちょっと見受け
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られなかった部分があるので、ちょっと質問をしたいと思いますが、併せて見積書の31ページで説明を受け

ましたサカタウエアハウス、これ倉庫業ですよね。昨日たまたま携帯をいじっていましたら、この情報が流

れていまして、そこの記載の中に、危険物の保管倉庫だという表記があったのです。化粧品だとか、化粧用

の何だとかという部分と、あと次に工場も建てて何かするみたいな初日に説明を受けたのですけれども、そ

ういった内容が確認できるのかどうか、あるいは記事自体が間違っているのかどうかという部分が気になっ

たものですから、まず１点目にそれを確認したいのですが、それ掌握、確認できているかどうか。

〇亀井伝吉委員長 川野辺誘致推進係長。

〇川野辺晴男誘致推進係長 まず、最初の産業施設及び商業施設誘致促進奨励事業、こちらの重点事業とい

うことですけれども、町長が優先的に予算を張りつけるというか、配分する事業として、金額もある程度張

るものですから、それでの重点政策というようなことでの位置づけです。

それから、２つ目の質問で、まずサカタウエアハウスに関しましては、危険物倉庫ということの記載があ

ったということでございますけれども、現地を見ていただきますと、西側に大きな建屋がありまして、東側

に小さな建屋で煙突がついているようなものがあるかと思います。私の認識ですと、こちらの通常の倉庫に

関しては、危険物倉庫という取扱いではございませんが、小さいほうの倉庫、あちらは危険物倉庫の取扱い

でありまして、ただしかし、準工業地域という指定地域内での取扱いが可能な危険物の数量ということで基

準値内のものであるという認識です。

それと、もう一つは、南側に工場ができるという話、昨日させていただきましたが、そちらに関してはシ

ーピー化成という工場、産業用地の北辺り、北西の方向にある工場でございますけれども、そちらの企業自

体が製造する製品が食品のパック、そういったプラスチックを製造する工場でございまして、あのパックを

今保管するための物流センターというので、そちらは特に危険物があるようなものではないという認識です。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 シーピーのことは、私ちょっと混同している部分がありますので、サカタウエアハウス

については、内容的には掌握、承知していて、それは基準内のものを扱うのだという部分でしょうか。

だから、情報だけ見ると危険物倉庫というのはぱんと目に入るような記載になっていたものですから、そ

れがちょっと説明が聞けていなかった部分があって、一般の倉庫なのかなという認識の下で見ると、あれれ

というようなところがありましたので、その辺についてはもう一度内容物等確認をしていただいて、間違い

はないと思うのですけれども、掌握していただければと思います。

あと、誘致促進ということで新たな手法を取り入れて力を入れてくるのかなと思っていましたら、この間

の人事のあれですと、会計年度職員２名が誘致係から減るみたいな説明、それは事実ではないのですか。

それは、私の勘違いとして、何か新しい手法で誘致を進めるのかなと、重点になっていましたので、そう

いう説明が聞けるのかなと思ったのですけれども、そうではなかったという部分で、誘致係の設定はもうニ

ュータウン内に限られるのですか、そういう工業誘致とか商業誘致の仕事の内容というのは、課長、その辺

どうなのですか、割当ては。

〇亀井伝吉委員長 橋本産業振興課長。

〇橋本貴弘産業振興課長 販売センターにいる職員については、基本的にはニュータウン内はもちろんのこ

となのですけれども、板倉工業団地とかそういったところが撤退するとか、そういったものについては、一
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応入りたいという企業があれば交渉等も行っているところでございます。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 というのは、ご存じのとおり昨今、ゴルフ場の交差点のところにコンビニエンスストア

が新設をされて動き出しております。町のほうの要望というか、町民の要望とすると、北地区、南地区にコ

ンビニエンスストアらしきものが存在しないというようなところ、商業圏というか、そういう通行量だとか

云々で、そういう業種の人たちを選ぶので、なかなか進出が難しいというのも常識としては分かるのですけ

れども、そこに課として、そういう奨励金等の手当てをしているわけではないですか、企業誘致、商業誘致

にしても、そういった部分でそういうノウハウを生かしながら、そういった部分を検討できないだろうか。

あるいは土地建物をあれしていって、季楽里ではないですけれども、業務委託という形というものが取れな

いだろうかとか、いろいろキュウリ切りながらいろいろ考えているのですけれども、何かいい方法を考えて、

率先的に町のほうで手を入れていかないと、一般企業の進出を待っていたのでは何も始まらないと思うので

す。そういう部分について、誘致係の範疇を超えるのであれば話が別になるのですけれども、範疇内であれ

ば、ちょっと考えてもらえないだろうかなという要望も含めての質問になるのですが、その辺についてまず

課長から意見を聞いたほうがいいかな。お願いします。

〇亀井伝吉委員長 橋本産業振興課長。

〇橋本貴弘産業振興課長 ゴルフ場のところにできたセブンイレブンと、あとは東地区の一番藤岡のほうに

くっつくところが、そこがローソンを今建てているような状況なのですけれども、その２つについては、農

用振興を通じて転用で建てますよというので申請が上がってきているような状態です。

自分が誘致に行ったときに、やはり県の企業局の職員と一緒に全てのコンビニに当たらせていただいた経

緯がありまして、やはり今針ケ谷委員が言うように、どうしても商業圏が足らないのだということが第一の

理由なのですけれども、ただセブンイレブンとかについては、オーナーさんがやる気であれば幾らでも建て

られますよという話は聞いているのです。やはりオーナーさんが本当にやる気があるかどうかによって変わ

ってくるとは思うのですけれども、当然、行って、もうそういう商業系で駄目だということだけで終わりと

いうわけにはいかないと思いますので、また再度、誘致等いろいろ相談しながら、そういうコンビニが一番

手っ取り早い部分もあると思うので、ちょっと検討をさせていきたいなというふうに思っております。

〇亀井伝吉委員長 川野辺誘致推進係長。

〇川野辺晴男誘致推進係長 先ほどの話で、針ケ谷委員がおっしゃっていたのは、町内のどこでも商業施設

が出店をすれば、そういった優遇措置制度はどうかという話かと思うのですけれども、逆を言いますと、担

当していて思うのは、奨励金があるから出店をしたいというところは特にあまりなくて、多少背中を押す部

分はあるかと思うのですけれども、それよりもやは２度、３度と営業を積み重ねるほうが効果的なのかなと

いうふうには思いますので、まずはそちらをまた当たってみたいと思います。これ町内で、先ほどの２店舗

農地転用をしてということでございますけれども、ほかの例えば空き店舗とかというのを、まずはちょっと

当たってみて、そういったところもあるよというようなことでは、同じ商業施設のＰＲをしている中には盛

り込めていければ、それも必要だなと思います。検討、対応していきたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 若者の生活基準という部分で、自分の新しく住居を決める際に、そういう商業施設、特
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にコンビニエンスストアの存在という部分って割合意識が高くなるのかなという気はするのです。やはり土

地的に、条件的に住みやすい地域ではあるけれども、いざ生活するとなると、その辺で見劣りしてしまうと

いう判断基準になっている部分もあるのかなという気がしているのです。だから、住まいの問合せは結構あ

るのだけれども、やはり決定打にならないというのは、そこへ行ってみて、周りの環境で判断される、子供

を育てる、会社に通う、日常の生活という部分で、やはりポイントをつけていくと、その部分でマイナスが

ついてしまうのかなというところも想像ができるのだと思いますので、含めてやはり若者移住を考えたとき

にそういうところも町も手を出してもいいところかなと考えますので、また相談させていただきますけれど

も、よろしくお願いできればと思います。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

青木委員。

〇青木秀夫委員 せっかくの機会だから聞くのですけれども、住宅の分譲の企業局の動きというのはどんな

状況なのかを聞きたいのですけれども、前、何か聞いたときには、何かフレッセイの隣に水素プラントを使

った住宅を販売するとかというのを聞いたのですけれども、その後、そんな話なんかは進行しているのです

か。

〇亀井伝吉委員長 川野辺誘致推進係長。

〇川野辺晴男誘致推進係長 このフレッセイの北側に新しい住宅団地を造成して、青木委員言われたように、

群馬県企業局のほうの水素発電による地域マイクログリッドの実証施設というのを今検討しています。検討

しているというか、具体的に動いています。グリーンブロックにつきましては、そのデザインを今検討中と

いうことです。地域マイクログリッドの設備もいろいろ検討されるようなのですけれども、それに関しては

事業提案をしてもらって、取り組もうとする業者からシステム構成、こういうシステムであれば継続的に行

えるというような、そんな事業提案型のプロポーザルの今募集をしています。事業提案のを今しています。

本日がその事業提案の最終日ということで、来週にはそのプロポーザルを行って選定事業者を決めていくと

いうことで、具体的には動いています。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 スタートが再来年なんていうのではないの。

それで、あそこの規模というのは、住宅にしたら戸数にしたら二、三十戸でしょう、あの程度では、でき

てもね。

［「60戸」と言う人あり］

〇青木秀夫委員 60戸か、30戸よりできるか。せいぜい五、六十戸だよな。その規模のやつを実験プランつ

くるのに今やっているわけだ。こっちに広い敷地があるけれども、あそこでやるのではなくて、フレッセイ

の隣のあそこの敷地にやると、これから下から造成するのでしょう、あれ。そうすると、それやってから販

売だから、売り出して買手がつくのは２年、３年後だよね。そうすると、大分先になるわけだ。これから基

盤整備というか、下のほうをやるのでしょう、あれ。

〇亀井伝吉委員長 川野辺誘致推進係長。

〇川野辺晴男誘致推進係長 多少事業遅れぎみになってございますけれども、早ければ来年度中には、その
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造成の工事には着手をしていきたいという考えはあります。５年度中です。

これも情報がもしかして古いかもしれませんが、第１期分譲、第２期分譲、その後第３期以降の分譲とい

うのもありまして、まず第１期で25区画、第２期でやはり25区画で、先ほど課長から話あったように全部で

60区画を考えていますので、第３期で10区画というような予定ですが、ちょっとこれがどちらの時期が正し

いのかというのもございますけれども、当初、令和６年３月、造成を早ければ来年度の下期からスタートさ

せます。６年度の10月ぐらいから、実際のその地域マイクログリッドの運営を始めていきたいというような

こともございますので、その造成をして建物を建てて分譲して生活し始めると、その地域マイクログリッド

がうまく動き出すのですけれども、これのちょっと組立てが今まだ頭の中で整理できていないのですけれど

も、イメージとすれば、来年度中に造成、早ければ下期に造成を開始して、再来年度には分譲をしていくと

いうようなイメージです。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 最後に、それはうまくいけばあっちのほうにまだ空いている土地はあるわけだよ、東洋大

の前とか向こうとか、あと500ぐらいあるでしょう、あれ。それもそういうのをやっていくような計画なの

ですか。

〇亀井伝吉委員長 川野辺誘致推進係長。

〇川野辺晴男誘致推進係長 今現在、企業局の持っている計画ですと、フレッセイの北側というところで１

か所のみです。そこが成功すれば、その後ということに関しては、まだ企業局側は何も示しておりません。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

以上で産業振興課の予算審査を終了いたします。

産業振興課の皆様、大変ありがとうございました。お疲れ様でした。

伊藤企画財政課長。企画財政課から説明があるそうですので、ちょっとお待ちください。今、資料をお持

ちいたします。

では、伊藤企画財政課長。

〇伊藤良昭企画財政課長 失礼します。企画財政課の審査の際、普通交付税の算出について後でちょっと資

料でご説明申し上げますということで今になってしまいました。担当係長のほうからは、地方財政計画、ま

た実際の歳入額、これらを勘案しまして95％を掛けたというような説明をさせていただきましたけれども、

改めて係長のほうから説明を申し上げたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 高際財政係長。

〇高際淳至財政係長 お手元のほうにお配りをしました交付税の予算決算ということで作らせていただいて

いる表、平成24年度から令和３年度までは決算のほう、４年度までの普通交付税の当初予算額と決算額にな

っております。こちらのほうで当初予算に対して決算額が幾らだったか、それからその差がどれぐらいある

かということで表示のほうをさせていただいております。

また、その右側、伸び率関係というところが、こちらが国の地方財政計画の伸び率、それに比べて町のほ

うは対前年に対してどれだけ伸びたかというところでの数字が、町のほうの対前年伸び率がＡ、地財計画の

伸び率がＢとなっておりまして、その差がＣという形で表示をさせていただいております。例えば平成24年

度については、地財計画では、その前の年、23年度はこれ入っていないので分かりづらいのですが、23年度
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に比べて0.5％伸びるよということで国のほうは見ていたのですけれども、実際町に入ってきた金額を見ま

すと、平成23年度から比べると4.55％少なかったというような意味の数字になっております。

自分のほうが財政のほうを担当させていただいているのが令和２年度以降という形になっているので、そ

れ以降のところでの計算の部分出させていただいているのですが、地財計画と町の対前年の伸び率の差の平

均値を見ていったときに、令和５年度の差の平均値、Ｄというところになりますけれども、マイナス1.16と

いう表示になっています。これは、地財計画では、令和５年度は令和４年度に比べて1.7％交付税は増える

ということで説明をされておりますけれども、実際の町の伸び率としては0.54程度になるということを計算

をしている数字ということになっています。ですので、このマイナス1.16という数字は、過去の平成24年か

ら令和４年度までの伸び率の差というところ、Ｃの10年分の平均値ということで見ている数字となっており

ます。

ですので、来年度、令和５年度については、この令和４年度13億2,633万7,000円入ってきた普通交付税、

これについては追加交付を含めておりませんので、実際の決算額とはまた少し違うものになっておりますが、

13億2,633万7,000円から約0.54％程度伸びる見込みであるということで、掛けさせていただいたのが、前年

決算掛ける係数、それに0.95を掛けたものということで、こちらの見込みは12億6,682万8,000円ということ

で見ているというところになっています。

また、そこで過年度等とも比較をした上で0.95は掛けているのですが、そこから一応差額分というところ

で少し余力を見るということで引いて、12億円という数字を出させていただいております。

過去の数字については、ここでそれほど大きな差が令和２年度等はなかったのですけれども、３年度、４

年度、５年度についてもちょっとその差は確かに大きくなってしまっているところは、正直なところではご

ざいますので、今村委員ご指摘をいただいたとおりの部分も当然ありますので、この辺はもう一度、今後は

精査をした上で予算計上ができるような形で計算をしたいと思います。

以上でございます。

〇亀井伝吉委員長 今村委員、いいですか。

［「はい」と言う人あり］

〇亀井伝吉委員長 財政課の皆さん、ありがとうございました。

〇閉会の宣告

〇亀井伝吉委員長 以上をもちまして本日の予算決算常任委員会を閉会いたします。

次の予算決算常任委員会は、14日の午前９時から行います。

本日は大変にお疲れさまでした。

閉 会 （午後 ２時４７分）
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板倉町予算決算常任委員会

議事日程（第３号）

令和５年３月１４日（火）午前９時開会

１．開 会

２．挨 拶

３．審査事項

（１）福祉課

社会福祉係 ／ 子育て支援係 ／ 板倉保育園 ／ 北保育園 ／ 児童館

・予算説明

・質 疑

（２）教育委員会事務局

総務学校係 ／ 生涯学習係・中央公民館／ 北部公民館 ／ 南部公民館 ／

東部公民館・わたらせ自然館 ／スポーツ振興係

・予算説明

・質 疑

（３）税 務 課

住民税係 ／ 資産税係 ／ 収税係

・予算説明

・質 疑

（４）その他

４．閉 会

〇出席委員（１２名）

亀 井 伝 吉 委員長 本 間 清 副委員長

小 野 田 富 康 委員 森 田 義 昭 委員

小 林 武 雄 委員 針 ケ 谷 稔 也 委員

荒 井 英 世 委員 延 山 宗 一 委員

黒 野 一 郎 委員 青 木 秀 夫 委員

市 川 初 江 委員 今 村 好 市 委員

〇欠席委員（なし）

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

中 里 重 義 副 町 長
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小 野 寺 雅 明 福 祉 課 長

山 田 幸 子 社会福祉係長

田 子 好 美 子育て支援課長

根 岸 久 美 子 板倉保育園長

柏 崎 弘 美 北 保 育 園 長

江 田 貴 子 児 童 館 長

教 育 委 員 会小 林 桂 樹 事 務 局 長

斉 藤 弘 之 総務学校係長

橘 友 代 指 導 主 事

生涯学習係長石 川 由 利 子 兼中央公民館長

伊 藤 泰 年 北部公民館長

高 橋 徳 男 南部公民館長

東部公民館長
青 木 小 百 合 兼 わ た ら せ

自 然 館 長

ス ポ ー ツ根 岸 信 之 振 興 係 長

高 瀬 利 之 税 務 課 長

岡 島 宏 之 住 民 税 係 長

鈴 木 貴 宏 資 産 税 係 長

川 部 昌 弘 収 税 係 長

〇職務のため出席した者の職氏名

荻 野 剛 史 事 務 局 長

小 野 田 裕 之 庶務議事係長
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開 会 （午前 ９時００分）

〇開会の宣告

〇亀井伝吉委員長 おはようございます。

ただいまから予算決算常任委員会を開会いたします。

〇議案第１４号 令和５年度板倉町一般会計予算について

〇亀井伝吉委員長 本日は、課局別の審査を行います。

委員の皆様、執行部の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、これより福祉課の予算審査を行います。

説明については、要点説明により簡潔にお願いいたします。

では、小野寺課長。

〇小野寺雅明福祉課長 お世話になります。福祉課、予算審査をよろしくお願いいたします。

福祉課の係の構成でございますが、次第にもありますとおり、社会福祉係、子育て支援係、板倉保育園、

北保育園、児童館となっております。

福祉課全体の予算としましては、こちらお配りした資料に積み上げた計算はないのですが、参考までにと

いうことで、課全体で歳入が５億5,735万9,000円、こちら前年度比でマイナス6.4％、3,819万7,000円の減

でございます。歳出につきましては８億7,011万7,000円ということで、こちらも前年度と比べましてマイナ

ス5.1％、4,688万4,000円の減でございます。

それでは、各担当から順次ご説明申し上げますので、ご審議をよろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 山田係長。

〇山田幸子社会福祉係長 お世話になります。社会福祉係の山田です。よろしくお願いいたします。社会福

祉係から説明させていただきます。令和４年度と大きく変わったものについてご説明いたします。

予算書の107ページをお願いいたします。下から３つ目の丸、障害介護給付事業でございます。障害のあ

る方の自立支援、就労訓練等のサービス利用に係る経費でございます。障害福祉サービスの利用者数につき

ましては年々増加傾向にあり、令和４年度２月末で92名、延べ150名の方がサービスを利用しております。

全体で２億5,890万4,000円計上させていただきました。うち扶助費ということで２億5,867万円となってお

ります。前年度当初予算と比べまして全体で2,408万1,000円、うち扶助費が2,344万9,000円の減額となって

おります。重度訪問介護、自立訓練、短期入所などのサービスの利用がなくなったことでの減額となってお

ります。この給付に係る費用につきましては、国庫負担が２分の１、県費負担４分の１、町負担４分の１で

ございます。

その下の丸、障害児給付事業でございます。心身に障害または発達のおそれがあるお子さんに対して、生

活能力向上のための訓練等を提供するためのサービス費でございます。全体で3,591万7,000円計上させてい

ただきました。うち扶助費で3,585万円となっております。障害児につきましても年々サービス利用者が増

加しており、令和４年度２月末で25名の方がサービスを利用しております。前年度当初予算と比べまして全

体で502万9,000円、うち扶助費が501万6,000円の増額となっております。こちらの給付につきましても、国

庫負担２分の１、県費負担が４分の１、町負担が４分の１でございます。
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社会福祉係からの説明は以上です。

〇亀井伝吉委員長 田子係長。

〇田子好美子育て支援係長 続きまして、子育て支援係より主な事業についてご説明いたします。なお、歳

入に関しましては補助金等になりますので、歳出に合わせて説明させていただきます。

それでは、予算書の111ページをお願いいたします。一番下の丸、学童保育運営委託事業でございます。

町内の学童クラブを運営する法人へ委託を行い、運営に係る委託費を支払うものでございます。６か所の学

童クラブに委託しており、利用者数は全体で159人の見込みです。主に委託料として3,117万6,000円を計上

しております。こちらにつきましては、子ども・子育て支援交付金の対象事業となりまして、国、県及び町

が各３分の１の負担となっています。

続きまして、113ページをお願いいたします。一番上の丸、子どものための教育・保育給付事業（２、３

号）でございます。こちらは町内在住の保育認定を受けた児童が利用する保育所、認定こども園に対して、

国の基準により費用を施設ごとに算出し、委託料または負担金として給付するものでございます。合計で１

億5,150万9,000円を計上しております。この事業につきましては、国が２分の１、県、町がそれぞれ４分の

１の負担となっています。

続きまして、一番下の丸、児童手当支給事業（手当費）でございます。ゼロ歳から中学校を卒業するまで

の児童を養育している保護者に対して手当を支給するものでございます。対象児童数は1,205人の見込みと

なっております。１億5,483万円を計上しております。この事業につきましては、国が３分の２、県、町が

それぞれ６分の１の負担となっています。

続きまして、ページが飛びまして187ページをお願いいたします。上から２つ目の丸、子どものための教

育・保育給付事業（１号）でございます。こちらは町内在住の教育認定を受けた児童が利用する幼稚園、認

定こども園に対して国の基準により費用を施設ごとに算出し、負担金として給付するものでございます。合

計で4,904万4,000円を計上しております。この事業につきましては、国がおおむね２分の１、県、町がそれ

ぞれ４分の１と負担となっています。

子育て支援係は以上でございます。よろしくお願いします。

〇亀井伝吉委員長 根岸園長。

〇根岸久美子板倉保育園長 板倉保育園の根岸と申します。よろしくお願いします。令和５年度の板倉保育

園の運営事業について説明させていただきます。

まず、令和４年度の園児数ですが、ゼロ歳児４名、１歳児５名、２歳児16名、３歳児15名、４歳児19名、

５歳児14名、計73名でした。広域入所はいませんでした。令和５年度の園児数の予定ですが、ゼロ歳児２名、

１歳児９名、２歳児６名、３歳児18名、４歳児15名、５歳児19名、計69名の予定です。うち新入園児は、ゼ

ロ歳児２名、このうち１名は11月からの入所予定です。１歳児５名、２歳児１名、３歳児２名、計10名の予

定です。令和５年度の板倉保育園の予算ですが、歳入につきましては昨年と大きく変わったところはありま

せん。

歳出につきましては、予算書115ページを御覧ください。中段の板倉保育園運営事業ですが、昨年と大き

く変わったところは修繕料です。修繕料231万1,000円となっています。修繕料について説明させていただき

ます。修繕箇所といたしまして園庭南側フェンス、屋根破風板塗装、職員室屋根パラペット塗装、テラス修
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繕塗装です。いずれも経年劣化により塗装が剥げていますので、危険ですので塗装修繕料の予算を取らせて

いただきました。

次に、給食室の前にある保育室、年中組ですが、年中組の保育室の給食室側の窓に複層ガラスを入れ修繕

する予定です。これは、給食室の前にある保育室は室外機が前にあることと、西日が当たるためどうしても

ガラスが熱を持ち熱くなってしまいます。よしずをかけたりブラインドをしたり室外機の風を扇風機で送っ

たりと工夫をしていますが、ここ数年の異常な猛暑で、暑い日はエアコンの効きも悪くなってしまいますの

で、断熱性の高い複層ガラスを入れ対応したいと思っています。

また、経年劣化により防犯カメラの映りも悪くなっていますので、防犯カメラを修繕する予定です。園児

の安全を守るためにカメラの更新が必要だと思います。

次に、天窓にフィルムを貼る修繕を予定しています。天窓は、保育園が建てられた当時のままでサッシに

なっておらず、台風時の暴風で破損した場合、大変危険ですので、フィルムを貼り対処しておきたいと思い

ます。ほか、ガラス等園内修繕のために修繕費を計上させていただきました。

以上、板倉保育園の説明を終わります。よろしくお願いします。

〇亀井伝吉委員長 柏崎園長。

〇柏崎弘美北保育園長 北保育園の柏崎と申します。よろしくお願いいたします。令和５年度の北保育園運

営事業について説明させていただきます。

令和４年度の園児数ですが、ゼロ歳児１名、１歳児４名、２歳児９名、３歳児10名、４歳児５名、５歳児

７名、計36名でした。広域入所はいませんでした。令和５年度の園児数予定ですが、ゼロ歳児ゼロ名、１歳

児４名、２歳児４名、３歳児８名、４歳児９名、５歳児５名、計30名の予定です。そのうち新入園児は１歳

児の３名です。

令和５年度の北保育園の予算ですが、歳入につきましては昨年と大きく変わったところはありません。歳

出につきましては、予算書117ページを御覧ください。北保育園運営事業の需要費の中の修繕料が大きく変

わったところです。修繕料は176万1,000円となっています。修繕料について説明させていただきます。修繕

箇所といたしまして、プール塗装、遊戯室テラス塗装、園児室テラス塗装、西側トイレ周辺外壁塗装です。

いずれも経年劣化により塗装が剥げていますので、危険ですので予算を取らせていただきました。

また、防犯カメラが経年劣化によりカメラの映りが悪くなっていますので、修繕させていただく予定です。

園児の安全を守るためにカメラの更新が必要だと思います。

ほかは、昨年と大きく変わったところはありません。

北保育園は以上です。

〇亀井伝吉委員長 江田館長。

〇江田貴子児童館長 児童館、江田です。よろしくお願いいたします。児童館運営事業予算について説明を

させていただきます。

令和５年度予算につきましては、１年ごとの公用車の車検に係る経費以外は、歳入歳出ともほぼ例年計上

しているものとなります。

歳出につきましてですが、予算書119ページを御覧ください。説明欄上から３つ目の丸、児童館運営事業

131万3,000円は、令和４年度比で70万5,000円の減となります。この差は、令和４年度では屋外固定遊具の
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塗装修繕や児童館敷地内の樹木剪定に係る予算等を計上したことによるものです。ここ数年は、施設や設備

などの老朽化による修繕が毎年のように出てきていますが、現時点で急を要するものはありませんので、令

和５年度につきましては、必要に応じて財政係と協議の上、対応したいと考えております。

児童館運営事業予算の説明は以上となります。

〇亀井伝吉委員長 ありがとうございました。説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。ないですか。

小野田委員。

〇小野田富康委員 予算書の99ページの福祉タクシー利用補助事業なのですが、例年それほどの利用率は高

くなかったと記憶しているのですけれども、昨年度の利用率はどれくらいあったのか教えていただきたいと

思います。

〇亀井伝吉委員長 小野寺課長。

〇小野寺雅明福祉課長 すみません、こちらは健康介護課の担当に、すみませんです。なっています。

〇亀井伝吉委員長 ほかにございますか。

青木委員。

〇青木秀夫委員 保育園の入園者の見通しといいますか、ゼロ歳から生まれている人は分かっているわけで

すけれども、生まれた子供の人というのは、大体保育園に入る人が、９割以上は保育園に入っているのでし

ょうか。幼稚園とかこども園とかを含めて。昔みたいに家庭で育てている、例えば３歳まで家庭で育てる、

４歳ぐらいのときに幼稚園とか保育園に行くとかという、そういう家庭は最近少ないのかと思うのですけれ

ども、どうなのでしょうか、その比率でいくと。家庭で育てている人。これは、生まれてしまった人は分か

っているわけですから、これから保育園の入園者は、あまりこれは増えないと思うのです。今の数字のまま

で。途中でよそから転入してくる人以外は増える要素がないわけですから、その辺のところを含めてちょっ

と何か状況というか傾向を説明していただけますか。

〇亀井伝吉委員長 田子係長。

〇田子好美子育て支援係長 ゼロ歳児から２歳児に関しての住民登録数が令和４年では142人でした。通常

は３歳児から幼稚園に入ると思うのですけれども、３歳児からはほぼ100％就園しております。幼稚園また

は保育園に入園しております。ですので、ゼロ歳から２歳児に関しては住民登録が142人ありまして、その

うちの55％が保育園に入所しております。およそ半数以上の方が３歳前に保育園に入所するというようなデ

ータになっています。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 そうすると、ゼロ歳、１歳、２歳で140名ぐらいの子供がいるわけですね。今いて、その

約半数ぐらいが何らかのところに入所しているということで、その半分ぐらいの人が家庭で育てているとい

うような割合ということですか。

〇亀井伝吉委員長 田子係長。

〇田子好美子育て支援係長 ゼロ歳から２歳児に関しては、約45％ぐらいの方が家庭で保育をされていると

いうことになります。３歳になると幼稚園に入園されるというような流れになっています。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。
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〇青木秀夫委員 それでちょっとお聞きしたいのは、ここ３年間ぐらいの子供の出生者、生まれた人という

のは、この間のデータを見ると少ないのですけれども、こんなにいるのですか、142人。途中よそから、生

まれてから転入してきたという人は相当いるということになるのですか、これ142人いるのですか、ゼロ歳

から２歳で。

〇亀井伝吉委員長 田子係長。

〇田子好美子育て支援係長 令和４年度のゼロ歳から２歳児に関してはおります。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 それで、これは課長の話なのだろうけれども、これだけ子供さんが減ってしまって、２園

あって、これから保育園の建て替えというか、老朽化しているので建て替えなくてはならないという話も出

ているわけですけれども、これは１園に将来の見通しとして統合するというような計画。計画というけれど

も、３年、５年かかるのでしょうから、できるまでには。その３年、５年先にできるのだから、早めにそう

いう準備をしないと、５年後に準備すると10年先になってしまうから、早めにやっていかないと、この少子

化の話はなかなかこれ解決しないと思うので、その辺のところはどんなような計画をしているのか。この前

もそんな話は出ていますけれども、また再度その予定をお伺いしたいのですけれども。

〇亀井伝吉委員長 小野寺課長。

〇小野寺雅明福祉課長 今のところの予定としましては、新規事業で説明したとおりということで、令和５

年度については１園化して更新した場合、または更新して町立保育園が新しくなった場合、板倉にあります

まきば幼稚園、そらいろ幼稚園に与える影響等を検討。もう一つの検討としては、今後の少子化の状況が推

移する中で、まきばとそらいろで間に合ってしまうのかどうかということも含めた中での検討、あとは実際

に造るとなった場合はどれくらい費用がかかるのか。町で持っている土地に造ることが可能なのか。不可能

の場合は、では実際どこに造るのかとか、そういった考えられる範囲であらゆることについて福祉課で検討

をして、その検討材料を挙げた中で町長が最終的な判断はしていくというふうな流れになっていくというふ

うに考えています。その検討は来年だけで済むかどうかというのはまだ決まっていない状況で、いつから造

るかというのがまだ確定はしていない状況です。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 来年度というか令和５年度にそういう検討を開始するのでしょう。令和５年度に検討して

決定するのではないのでしょう、その辺。来年度から検討が始まって、結論を出すのをいつ頃の予定にして

いるのですか。さすがに今課長が言ったように、確かに民営のこども園というのですか、あっちのほうに、

あれも民営と言っていいのでしょうね、あのそらいろ保育園も。それもあるわけだから、これだけの子供に

なると、その子供を取り合うというか奪い合うということになると、経営が成り立たなくなる可能性もあり

ますよね、今のような傾向が続いていくと。だから、早めにやらないと、今言ったいろんなシミュレーショ

ンができるわけではないですか。民営のほうに全部任せてしまうという手も一つですよね。そうすると、町

立の保育園は不要になってくるわけだ。そういったことも含めて、いろいろ将来いろんなことが考えられる

わけだから、これは早めにやらないと、お金の面だけではなくて、そういう将来の見通しを立てていかない

と時間ばかり過ぎていくと結論が出るのが遅れていくだけになってしまうから、早めにやらないと。検討、

検討というのはよく使う言葉で、いつまでにとか最終的な結論を出す時期を決定して進めないと、なかなか
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前へ進まないと思うのです。その辺のことを早めにやらないと。やはり職員だって人が代わるわけですよね。

そうすると、担当者も代わって、何かそれがうまくつながっていかないと、また時間がだんだん先に行くと

いうことがありますので、その辺よく前向きに、スピーディーに進めてもらわないと。やはり検討するから

には検討する、決定する時期を切って、期限を切って進めていただければと思うのですけれども、いろんな

シミュレーションができると思うので複雑だと思うのです。だから、よく早めに検討して結論を出すように

していただければと思うのですけれども、回答をひとつ。

〇亀井伝吉委員長 小野寺課長。

〇小野寺雅明福祉課長 福祉課としましては、できるだけ検討材料になる結果を令和５年度につくっていけ

るように頑張っていきたいというふうに考えています。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

荒井委員。

〇荒井英世委員 社会福祉費ですけれども、99ページ、地域福祉活動推進事業の中の民生委員と児童委員の

活動推進があります。これは、私が現役の民生委員かあるいは辞めた方にちょっといろいろ聞かれたのです

けれども、例えば民生委員さんの場合に、要するに見守りを強化してほしいという要望があるわけですよね、

直接いろんな意味で。例えば独り暮らしとか要介護者だとか、あるいは生活困窮者の方がいるとします。そ

の辺の、例えば難しい問題だと思うのですけれども、個人情報があります。例えば見守りに行っても、民生

委員の方にある程度その家の個人情報、どこまで出すか難しいですけれども、ある程度分からないと対処で

きないという話があるのです。その辺はどの辺まで出しているのでしょうか、情報的に。例えば生活困窮者

のうちがあるとします。例えば民生委員の場合は、その家の収入というかそういうのは分からないわけです

よね。それを出すのは難しいですから。だけれども、毎日例えば民生委員は見守りやるわけではないですよ

ね。そうすると手元にある程度のそういった情報がないと、後から本当に気がつくという場面があるという

のです。例えば生活困窮者の場合。だから、そういう見守りする段階で最低限のものが情報的に提供されて

いれば、それなりの対応ができるのではないかという話なのです。だから、その辺は、例えば今個人情報的

に出している提供というのは、具体的に例えばどの辺まで許せる範囲、法律的にいろんな問題があると思う

のですけれども、どうなのでしょう。

〇亀井伝吉委員長 小野寺課長。

〇小野寺雅明福祉課長 現在の状況ですと、あらかじめ個人の情報を民生委員さんに提供はしていないとい

うのが実情です。困窮の場合は情報はないのですが、これまでは独り暮らし等につきましては、毎年独自調

査ということで、二、三年はやっていなかったのですが、今年度についてはやりまして、その中では独り暮

らしの情報を出しまして、民生委員さんに行ってもらって、アンケート等に協力してもらって、最後にこの

情報を民生委員さんも含めた役場で共有してもいいですかというような了承を得た中で共有をしているよう

な状況なので、困窮で困ったというような情報があれば、実際は民生委員さんから役場のほうにつないでも

らいまして、役場のほうが、その方が本当に困っていれば生活保護の相談等に当たりますので、実際はあら

かじめの情報は行っていないのが現状です。民生委員さんにつきましては、本当に民生委員が解決するとい

うのではなく、あくまでも関係機関、役場なりそういうところにつないでいただいて、つないだ先の専門機
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関が対応をしていくというようなことになると思います。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 独り暮らしとか要介護者とか、そういった部分は情報的に把握できますよね。ただ、その

生活困窮者ですけれども、確かに民生委員はつなぐ役割なのですけれども、ぽっと例えばさっき言ったよう

に毎日行っているわけではないですから、ときたま行くわけですよね、こういういろんなローテーションで。

そうすると、例えば１か月に１回ぐらい行ったとして、どの程度までつかめるのかなという部分があるので

すけれども、例えばその困窮者の場合は、役場のほうに直接相談に来るということはあるのですか。

〇亀井伝吉委員長 山田係長。

〇山田幸子社会福祉係長 生活困窮者の方については、民生委員さんに困っているよというお話をしてくだ

さる方もいらっしゃるのですけれども、お金がなくてとか食べ物がなくて生活が苦しいというご相談は、直

接役場に来ることが多いです。こちらでその方の生活状況、例えば収入ですとか支出ですとか、あと光熱費

がどうなっているのとか、細かくちょっと聞き取りをさせていただきまして、食べ物がすぐに買えないよと

いう場合はフードバンクを入れさせていただいたり、働けなくて困っているよという場合は聞き取りの結果、

生活保護につなげたりということで、直接役場に相談に来ていただくことが多い状況になっております。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 そうしますと、役場に直接伺いますよね。その内容をその地域の民生委員さんに連絡する

ということですよね。それはないのですか。

〇亀井伝吉委員長 山田係長。

〇山田幸子社会福祉係長 生活保護とかになった場合は、この方が生活保護になりましたということでお伝

えする場合もあるのですけれども、それ以外で民生委員さんにこの方が生活で困っているのでというような

情報は、改めて流してはいない状況です。なるべくこちらで対応させていただいているところもありますの

で、見守りが必要な方については、こういう方がいらっしゃるので、近くに行ったときにお声がけをお願い

しますというふうにお願いする方もいらっしゃいますが、そういう状況になっております。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 今後ですけれども、見守り、それが必要な人に対しては、積極的に役場のほうから民生委

員さんにいろんな情報を提供していただきたいと思います。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

市川委員。

〇市川初江委員 市川です。よろしくお願いいたします。園には防犯カメラが設置してありますけれども、

何か所ぐらいに設置してあるのか。そしてまた、その防犯カメラは毎日見ているのか、それとも月に何回か

見ているのか、どのように確認しているのかということが１点です。

それと、ＡＥＤが各園にあるわけでございますけれども、それを使用したことがあるのかないのか。

取りあえずこの２点をお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 根岸園長。

〇根岸久美子板倉保育園長 まず、防犯カメラですが、板倉保育園、北保育園とも３台ずつ設置してありま
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す。駐車場の入り口と園児の送り迎えをする入り口２か所に、常時誰が入ってきたか分かるように設置して

あります。モニターのほうですが、事務室に取り付けてありまして、事務室にいる園長ですとか主任ですと

か常時確認できます。ちょっと知らない車とか入ってきた場合は、すぐに対応ができるようになっています。

ＡＥＤですが、園に１台ずつ置いてありますが、今まで使用したことはありません。

〇亀井伝吉委員長 市川委員。

〇市川初江委員 使用したことがないということはいいことでございますけれども、万が一のことがあるわ

けですので、ＡＥＤがあるということは安心ができるかなと思います。カメラのほうも今お話を聞いて安心

いたしました。モニターがあってちゃんと見ていてくださる方がいるということですね。

それと、大変２園で修繕費が400万円以上かかっているわけですけれども、本当に老朽化しているなと、

いろいろ説明を聞いていますと思うのです。そういう意味では、今、青木委員さんもおっしゃいましたけれ

ども、本当に急務だなと思うのです。新しい園に向けて急いで検討に入っていただきたいというふうに思い

ます。そらいろ保育園もありますけれども、全然方針が違いますよね。そらいろ保育園は個性を伸ばす教育

ということで、何かその子供の好きなことをさせているような、私が最初園が来たときに見に行ったときに

は、それぞれみんな自由なことをやっているわけですよね。そうしますと、１年生に上がったときに、お行

儀よく座っていられない、時間から時間まで。ふらふら歩いてしまうという、そういうことがあったわけで

ございますけれども、今ではどうなのですか。そらいろ保育園の園児たちは、１年生に上がったときには、

そういう規律はきちんと守れているのでしょうか、どうなのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 小野寺課長。

〇小野寺雅明福祉課長 そらいろ保育園につきましては、今、市川委員さんが言われたように、どちらかと

いうと自由にというような方針でやっていますので、確かに１年生に上がったばかりの頃は、ちょっと町立

保育園の子供たちよりも落ち着きはないという話は聞きます。実際に小学校で見たわけではないので、分か

らないのですが、町立の保育園につきましては、町立保育園がもともとその町の平均というかそういうよう

な形になりまして、そのほか私立については、いろんな特色を出していくというような方針がありますので、

こちらも来年の調査に当たっては、公立のメリット、デメリット、私立のメリット、デメリットもよく調べ

るようにと言われていますので、できるだけ検討材料を多くしながら迅速にやっていきたいというふうには

考えています。

〇亀井伝吉委員長 市川委員。

〇市川初江委員 本当に人間教育で、何度もいつも言うのですけれども、やはり保育園、幼稚園は一番大事

な教育なのです。ですので、私は、いろいろ予算づけをしなくてはならないものはたくさんあるわけでござ

いますけれども、子供たちのことはもう優先して予算づけをしていただいて、前向きにしっかりと考えてい

ただきたい。それが板倉町のやはり財産になっていくということだと思うのです。課長に言ってもしようが

ないのですけれども、副町長もいらっしゃいますので、町長にもそんなことをしっかり伝えていただければ

と思うのです。私もお話ししていきたいと思いますけれども、やはり町が主体で経営する園はとても大切だ

なと思うのです。ほかの企業のそらいろ保育園みたいなところにお任せしてしまうというのではなくて、し

っかりした人間教育の基礎を子供たちにしていただきたいというのが私のずっと願いでございますので、そ

このところはよろしくお願いしたいと思います。
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〇亀井伝吉委員長 回答はよろしいですか。

〇市川初江委員 課長、何か一言。副町長がいいかな。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 市川委員のおっしゃることは重々分かります。そういうことでありますので、今日の委

員のご発言につきましては、後ほど町長にも伝える考えでいますので、私としてもおっしゃるとおり子供の

ための予算というものは大変重要というようにも思っていますので、よく町長とも相談をしていきたいとい

うふうに思います。

〇亀井伝吉委員長 市川委員。

〇市川初江委員 くれぐれもよろしくお願いいたします。ほかにあれでしょうか、園で今特別困っていると

いうことはございます。こういうときですから遠慮しないで言っていただければ、副町長もいますし課長さ

んもいらっしゃいますし、どうでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 根岸園長。

〇根岸久美子板倉保育園長 今に始まったことではないとは思うのですが、やはり保育士の成り手が少ない

ということでしょうか。だんだん今シフトとかも早番、遅番とかもきつくなっておりますので、保育士にな

りたいという方が増えてくれればと希望しております。

〇亀井伝吉委員長 市川委員。

〇市川初江委員 今、根岸園長先生から保育士に募集しても来ないと、そういうことがありますので、それ

もやはり老朽化している園も、ちょっと新しい保育所があればそっちのほうに試験を受けに行ってしまうの

かなと思いますので、そういうのも含めてよろしくお願いをしたいと思います。大変ですものね、先生方が。

よろしくお願いします。

以上でございます。

〇亀井伝吉委員長 ほかにございますか。

針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 針ケ谷です。よろしくお願いします。荒井委員の質問の中で生活保護世帯、生活保護の

話が出たかと思うのですけれども、予算書で生活保護の名前が出た予算化がちょっと見受けられないのです

けれども、101ページの低所得者対策事業がこれに当たるのかどうか、あるいはほかの名称で予算化してあ

るのかどうか、そこの確認をまずお願いをいたします。

〇亀井伝吉委員長 山田係長。

〇山田幸子社会福祉係長 生活保護につきましては、町には福祉事務所がありませんので、町は相談を受け

て県のほうにつなぐ役目を行っております。生活保護の申請、相談、支給決定につきましては、板倉町です

と館林保健福祉事務所のほうが担当になっておりまして、そちらに依頼をして相談を受けていただいて生活

保護の申請をしていただき、いろいろ調査をした結果、支給決定をしていただいて、県のほうから、そちら

から保護費のほうを出していただくようになっておりますので、町では予算は取っておりません。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 では、お金というか支給自体も県から直接生活困窮者のほうへ行っているという認識で

よろしいですね。町としては、その間には入ると思うので、数は確認できるかと思うのですが、現在いろい
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ろと報道を見ていますと、やはりコロナの影響で生活保護を申請する世帯が、あるいは人が増えているよう

な状況なのですけれども、その推移も含めて現在の板倉町の生活保護対象者の数が分かればご報告をお願い

いたします。

〇亀井伝吉委員長 山田係長。

〇山田幸子社会福祉係長 申し訳ありません。資料がなくて正確な数字はちょっと申し上げられないのです

けれども、生活保護の世帯としては40世帯前後になるかと思います。そのほかに施設入所をしている世帯が

ありますので、それも20前後になるかと思います。最近の傾向ですと、体を壊してしまって施設入所をした

方で、施設の利用料が払えないよという方が生活保護の相談に来る方が多いように感じられます。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 体がやはり調子悪くてという部分と、あるいはもう実際に仕事にあぶれてしまって収入

が得られないというような、いろいろなタイプがあるのかなと想像していますけれども、先に説明を受けま

した107ページに障害児等の数が出ていた、給付事業の対象者が25名ということで報告があったのですけれ

ども、児ですから、これは親の保護下にあるのだと思うのです。児だと対象年齢は何歳までになりますか。

まずそれと、あるいはその先です。きちんと就職までできて自立できているのか、あるいは生活保護の対象

者になっているパターンが多いのかという部分についてはどのように把握されているか、２点お願いします。

〇亀井伝吉委員長 山田係長。

〇山田幸子社会福祉係長 障害児につきましては、今現在25名いらっしゃるのですけれども、見ております

と、やはりご両親が元気に仕事をして面倒を見られるということで、生活保護になったケースは、すみませ

ん、私が担当を始めてからはいないと思います。それと……

［「年齢……」と言う人あり］

〇山田幸子社会福祉係長 年齢、障害者は18歳未満になります。18歳以上が障害者になるのですけれども、

障害者の方につきましては、やはり数名は収入とかの面で生活保護を受けて施設入所をされている方はいら

っしゃいますが、ほとんどの方が障害年金をもらっている方が多いので、そちらの障害年金である程度利用

料というか、そちらの障害年金のほうで生活できるので、生活保護になっている方は数名しかいなかったと

思います。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 今の説明を聞いていて、障害者年金である程度賄えるのだけれども、中にはその生活保

護の対象になる人がいるという、その差というのは何なのですか。

〇亀井伝吉委員長 山田係長。

〇山田幸子社会福祉係長 すみません、障害年金をもらえていない方もいらっしゃるので、そこが差なのか

とは思うのですけれども、大変申し訳ありません。その方、今私が思い当たる方が障害年金をちょっと受給

しているかどうかというのが、すみません、把握できておりませんので。申し訳ありません。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 私も持病がありますので、いつ障害者になるか分からないのですけれども、障害年金の

対象になるためにはお金を払い込むということが必要なのでしょうけれども、では親御さん、障害児、ある

いは年金のあれというのは、普通の人だと二十歳を超えてから国民年金の払い込みをしますけれども、障害
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者の場合はどういうふうに年金の積立てというのは行っていくのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 山田係長。

〇山田幸子社会福祉係長 障害者の方につきましても、二十歳を過ぎてからの積立てになるかと思います。

ただ、二十歳から障害年金、二十歳以前に障害がある方については、二十歳になった段階で診断書を作成し

ていただいて、障害年金を請求することでもらうこともできる方もいらっしゃるので、年金の保険料を納め

ずにもらっている方もいらっしゃると思います。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 その辺が複雑ですよね。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 障害年金の関係でちょっと補足させていただきますけれども、20歳前の発症ですよね。

いわゆる障害児と言われる方については、障害の度合いにもよりますけれども、20歳到達と同時に手続を取

れば障害基礎年金は該当になります。ただし、保険料の納付は全くしていない状況ですから、これには所得

制限が伴います。たしか本人だけだったかなと思うのですけれども、本人の所得制限がありますから、比較

的軽度の障害で労働をしている方だと支給停止が出ている可能性はあります。障害年金の受給を始めると国

民年金の保険料は法定免除ということで、納付をしなくてもいいと。免除になります。それと、二十歳を過

ぎてからの発症については、保険料の納付要件が必ず伴いますので、きちんと保険料を納めていない方につ

いては、場合によると障害年金は該当にならないということになります。そういった方がケース的には生活

保護になるのかなという、これは昔私もちょっと担当したことがありまして、そういうケースの方はいまし

た。何でもない健常なときには保険料を滞納していて、体を壊してしまったら年金が欲しいと。残念ですけ

れども、保険料の納付要件がないので該当にはならないですよということを当時伝えましたけれども、最終

的な社会保障として生活保護制度があるわけですから、最終的には生活保護で救済するということになりま

す。そんなことです。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 ありがとうございます。若年で発症した場合には給付対象になりやすいのだけれども、

成人、二十歳なのですよね、18ではないですよね。二十歳を超えた後は、その経過によっては対応が難しく

なっているということなのですけれども、どういう状態で障害者に認定されるか。事故等で40代でという場

合に、国民年金を払っていましたよと。障害者積立てはしていませんよというような場合には、これは今の

副町長の説明からすると、対象者になるのかならないのかというところが分かりづらいのですけれども、国

民年金の部分でカバーしてもらえるのかどうかというところを確認なのですが、いかがでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 その辺のちょっと説明が不足していまして、年金制度は今、厚生年金と国民年金です。

自営業者の方は国民年金、被用者の方は厚生年金に加入されているわけですけれども、どちらの年金制度に

しても保険料の納付が一つの要件になりますので、例えば厚生年金に加入している方ですと、年金の支給は

二階建てです。基礎年金部分と報酬比例部分、これも障害給付の制度上、双方ありますので、受けられると。

国民年金しか加入していない、板倉のケースで申し上げますと、農家の皆さんなんかは国民年金だけですよ

ね。ですから、万が一障害になった場合には、国民年金の基礎年金の障害年金しか該当にならないというこ
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となのですけれども、いずれにしても、要するにでは40歳で障害が出てしまったといったときに、国民年金

は20歳から加入して保険料を納めるわけですけれども、その納付要件については、ちょっと私も今制度が変

わってしまったので、詳しいことは分からないのですけれども、障害が発生する以前、前の何年間かがきち

んと保険料が収まっていれば、たしか該当になるという仕組みになっていたかなというふうに思います。全

期間全くもう滞納していて全然納めていないということになると、全然もう見込みないのですけれども、例

えばでは20歳で加入して35歳まで保険料を滞納していたと。35歳から納めるようになった。40歳というと５

年ぐらいたっていますよね。そのぐらいの納付があれば、たしか障害年金は該当する仕組みになっていたか

なというふうに思います。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 年金自体20年でしたか、最低積立て年数。何かそんなような話を聞いたような気がする

のですけれども、取りあえず二十歳で責任を負ってやっていれば途中で障害対応されても、その後の部分で、

保障といってもそんなぜいたくな生活ができるほどは出ないのでしょうけれども、ある程度生活できる最低

限、生活保護世帯にならない程度の生活はできるようなことはやっていただけるのだろうと思います。障害

児が、これも程度があるので、先ほど副町長の話にもありましたように、社会生活が自立で営めるのかどう

かという部分で、等級等で分けてあるのだと思うのですけれども、予算的に上の障害介護給付事業という、

これ介護給付というのはもう介護は必要、要するに一人で行えることに制限が多いという人たちの給付事業

だと思うのですけれども、これも増加傾向にあるのだと。障害児給付事業も今回500万円増加しているとい

うことで、増加傾向にあるということですが、障害児の認定が前に比べると、精神疾患を含めてちょっと判

断の基準が画一化してきているので、該当する子が増えているのかなと想像しているのですけれども、そう

いう認識でよろしいのかどうかという部分と、今後もこの先天性の障害が多いのか、先ほどご相談したよう

に事故等で後天的に障害を負う状態が多いのかという部分についてはどのように把握されていますか。

〇亀井伝吉委員長 山田係長。

〇山田幸子社会福祉係長 児のほうであると、すみません、先天性の方がほとんどになっております。小さ

い頃から発達の遅れが気になったりですとか、そういうことで発達支援ですとか放課後デーとかを使う方が

増えてきています。障害者のほうにつきましては、途中で例えば脳梗塞になってしまって体が動かなくなっ

てきたりとかということで、先天性というよりは、途中で体に障害、例えば脳梗塞ですとかそういう障害に

なってサービスを利用されたりですとか、あと鬱病ですとか精神疾患を患ってサービスを使う方が多いと思

います。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 今こういった方に対して優しい社会づくりというのを目指して町も総合計画を立ててい

るのだと思いますので、そういったＰＲ、あるいは使える給付事業等広く広めていただいて、機能的な部分

であれば動かすことによってある程度回復できるというのは、パラリンピック等を見ていてもあれですし、

精神的にもそういう部分で健常者と変わらない生活を送れるという可能性も出てきているわけですけれど

も、そういった部分の町の取組というのは、まだまだ少し遅れているかなとは思うのです。やはり報道等を

見ていますと、パラリンピックに取り入れられている種目を小学生や中学生に体験していただいて、そうい

う認識を深める活動、広報活動というのをやっている地域が増えてきているのかなと思います。その部分に
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ついては、まだ町として私が認識している限りは足りないかなと思っておりますので、そういう障害を持っ

ている児者だけではなくて、やはり周りの人たちの見識というのも少し高めていただいて、差別のない社会、

暮らしやすい社会というのを目指す必要も、それを組み立てていくのも福祉課の役目の一つかなと思います

ので、今回特に予算化している部分はないかと思うのですけれども、取り組める部分から取り組んでいただ

いて、これは教育委員会を含めての仕事になるかと思うのですけれども、ぜひそういった取組もよろしくお

願いできればと思いますが、課長、何か一言お願いします。

〇亀井伝吉委員長 小野寺課長。

〇小野寺雅明福祉課長 すみません、こちらにつきましては、先進地の状況等を調べまして、どんなことを

やっているのかと、自分も勉強不足で知らない部分が多いので、先進地を調べてちょっと対応をしていきた

いというふうには考えています。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

小野田委員。

〇小野田富康委員 先ほどは失礼しました。市川委員の保育士の件と先ほどの根岸園長のお答えの中でもあ

ったのですけれども、保育士が、毎年見ると募集はかけているけれども、なかなか入ってきてくれないと。

募集がないというような話を聞いているのですけれども、町立の今の保育園で保育士の数というのは実際足

りているのか、充足率はちゃんとしているのかというのがまず１点伺いたいのですけれども。

〇亀井伝吉委員長 根岸園長。

〇根岸久美子板倉保育園長 保育園の配置基準は国に即しまして、配置基準には合っている保育士の数なの

ですけれども、発達障害ですとか早番勤務、遅番勤務とかがありまして、配置基準ではちょっと賄い切れな

いような状況になっています。クラスによっては加配ということをしていますが、もう少し保育士にゆとり

があれば保育士たちの仕事も軽減できるのではないかなと思われます。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 幼稚園だと幼稚園の教諭ということで、保育士とはまた資格が違ってくると思うのです

けれども、町内のそらいろ保育園とまきば幼稚園ですか、認定こども園にもなるかと思うのですが、そちら

の保育士さん、教諭のほうの充足率とかというのは分かりますか。

〇亀井伝吉委員長 田子係長。

〇田子好美子育て支援係長 先ほど根岸園長が申し上げたとおり、国の配置基準は必ず守っております。ま

た、私立保育園ですので加算というのがありますので、それに応じて必要な人数は配置していると思ってい

ます。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 大変失礼なのですけれども、町立の保育園、保育士さんの高齢化と言っては失礼なので

すけれども、実際そこそこの年齢のベテランの方が多くいらっしゃって、本当に若い保育士さんいないよな

というのが実感として感じている部分なのですけれども、やはり園児としてもベテランの方が見てくれるの

が、一番安心は保護者とすればできる部分はあるのですけれども、やはり保育士さんの年代が変わっていく

ことによって子供がそれに、教育という部分なり保育の部分で感じる部分は変わってくるかと思うのですけ
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れども、その辺はどのように今園長先生から見ると思われるのか。

〇亀井伝吉委員長 根岸園長。

〇根岸久美子板倉保育園長 保育士の高齢化になってきているということですけれども、ベテランにはベテ

ランなりの乳児とかの対応は、若い保育士よりも安心して任せられるということもあります。年長さんです

とか活動的に活発なところは若い保育士が一緒に遊んでというところもありますが、私たち保育士はどの年

齢にも対応できるように、何歳になってもどの年齢の子も対応できるように毎日体力づくりをしまして、皆

さんが元気に頑張ってくれています。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 たまたまうちの近所の子供というか専門学校に行って保育士の資格を取った、４月から

板倉ではなくて違うところ、やはり保育園なりに勤めるというような話をちょっと聞いて、寂しく思ったり

しているのですけれども、実際そういった都会のほうとか別の地域の保育園に行かれてしまう要因というの

は、どの辺にあると考えていますか。例えば園舎が古いとか、もちろん地域性で田舎には住みたくないとか

というのはいろいろ個人であるかと思うのですけれども、結構保育士の資格を取られる方はかなり人数多い

かと思うのですけれども、そういった方がなぜ板倉の保育園には来ないのかというのが、どの辺に一番の原

因があるかと考えていらっしゃいますか。

〇亀井伝吉委員長 小野寺課長。

〇小野寺雅明福祉課長 私も秘書人事とも話すのですが、本当に原因が分からないのです。生涯保育士とし

て勤めるというのでしたら公務員保育というのはいいのかなというふうには考えるのですが、初任給だけを

見ると確かに民間保育園とか幼稚園のほうが高い。そして、東京ですと今力を入れていまして、家賃補助８

万円とか、区によっては10万円とか、そういうので東京に行ってしまう子もいますし、ですが、なぜ今正規

職員の保育士も募集をしていただきましたし、任用職員についても臨時職員ということで募集もかけている

のですが、やはり来ない。あとは、県境にあって、橋を渡って埼玉に行くと少しまた給料もよくなるとか、

そういうのもあるのかなというので、原因については分からないのですが、そういうのもあるのかなという

のしか自分はちょっと分かっていないです。

［「板倉だけじゃない……」と言う人あり］

〇小野寺雅明福祉課長 そうです。郡内でもやはり保育士不足していまして、千代田、邑楽なんかにつきま

しても正職以外にもう間に合わないということで、中には派遣の保育士を使ったりとかそういうので対応し

ているところもあります。全体的に保育士は不足しているということで、国も民間につきましては、処遇改

善とか、昨年度につきましては9,000円の上乗せとかそういう対応をして、少しでも資格を持っている方が

保育士として働いてくれるようにということで国も頑張っているところなのですが、全体的に少ないという

状況です。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 毎年学校を卒業して保育士の資格を取る方は多くて、実際結婚して子供を産んでそのま

ま退職して、後は戻ってこないというような話を前回も聞いたことはあるのですけれども、戻ってきやすい

職場なり戻ってきやすい処遇面、待遇面が大事なのかなと思うのですが、やはり初めて保育士の資格取って

勤めるというときには、ある程度いろんな地域、もちろん給料のバランスとかというのを見るのだと思うの
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ですけれども、その辺で一応公務員なので、正職になってくるともちろん決まりはあるのですけれども、何

か色をつけるというのも変なのですけれども、やはり来てもらいやすい、今勤めている方とのバランスもも

ちろん大事だとは思うのですけれども、そういった面での処遇の改善というのは、やはりなかなか考えられ

ないものですか。

〇亀井伝吉委員長 小野寺課長。

〇小野寺雅明福祉課長 確かに初任給は安いのですが、民間と比べますと、10年勤めると本当に差が広がる

というようなのは、民間の保育園との話合いでもありますので、長く勤めていただくには公立の保育園とい

うのはいいのではないのかなと思います。あとは、民間ですとある程度面接だけで入れてしまうというとこ

ろが大多数に比べて、公立の場合は１次試験、２次試験ということで、そういった一般教養等の勉強も加わ

るということで、ちょっとハードルが高い方もいるという話は聞きます。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 10年勤めればある程度の処遇アップになってきますよという、そういったアピールもも

っとしていかないといけないと思うのです。例えば募集かけるにしても、初任給がこれですけれどもどんど

ん上がっていって、実際10年たてば民営の保育園よりもいい待遇を受けられますよとか、皆さん長く勤めて

いらっしゃる方が結婚されて子供を産んで、また戻ってやっているというのは、そういったやはり最終的な

処遇がいいからだと、そういった面をもっとアピールして、入ってくるときの最初のものではなくて、シミ

ュレーション的にこのぐらいでこうなりますという的なのをもっとアピールしていって、本当に来てもらう

ものをつくっていくべきだと思うのです。せっかくの町立の保育園なのですから、やはりある程度責任ある

公務員という立場で保育士さんがいてくれることによって、やはり親御さんは安心するのです。もちろん会

計年度の方とかパートの派遣の方でも保育士は保育士なのでしょうけれども、やはり何かのときにはそうい

った町の公務員の立場の方が要はやってくれているという安心感もあるかと思うので、この募集に関しては

力を入れてぜひやっていただきたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

黒野委員。

〇黒野一郎委員 先ほど根岸園長先生の話の中で、板倉、それから北保育園の関係で給食室の、先ほど来か

らずっと建物が古いとか早くという、現状はなかなか建物の建て替えも厳しい状況なのでしょうけれども、

その中で先ほどアイデアとして給食の中で暑さ防止ということでいろいろ工夫をいただいているのですけれ

ども、例えば夏の給食室の中のエアコンの温度、建物が古くていろいろ工夫しているけれども、温度が下が

らないというのか、これは給食室が広くてエアコンの大きさが小さければどんどん、どんどん温度は上がっ

ていってしまうのですけれども、その辺のエアコンの大きさ、その辺はどんな状況なのですか。

〇亀井伝吉委員長 根岸園長。

〇根岸久美子板倉保育園長 先ほどの複層ガラスの件ですが、給食室ではなくて、給食室自体は今新しいエ

アコンが入っていますので、温度は二十二、三度にまで下がるようになっていますので、給食室の前のクラ

スなのです。前の保育室が給食室の室外機が前のクラスのガラスに当たってしまって、保育室のガラス自体

が熱を持ってしまうのです。その保育室のガラスを複層ガラスに変えるということで、その部屋は今年すご
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い猛暑ということで38度ぐらいに外気がなってしまったときは、エアコンを使ってよしずをかけてみまして

も30度ぐらいにしかならなくて、子供の適温ではないということで、ちょっと室外機の空気を送るというこ

とで、ちょっと業務用の扇風機とかを借りて室外機を外に出したりして工夫したのですけれども、暑いのは

保育室のほうなのです。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 私の聞き間違いで、大変失礼しました。ということの中で、１つの部屋なのか、先ほどの

話の中でエアコンというのは大きさが違いますけれども、やはりこれを見ますとゼロ歳から３歳、両方とも

過半数、半分以上が３歳までのほうが多いわけですよね。40人、20人と、こう。そうすると口もまだそんな

に、しゃべるにもまだゼロ、１歳、２歳では。そうなれば暑さも感じる、暑い暑いと言えないかなと思うの

です。先ほど話にあった室内がどの辺の部屋までがどのくらいの温度で保っているのか、暑ければ、子供も

口もあんまりしゃべれない状況であれば具合も悪くなるという、そういう状況も想定外ではなく現状を考え

るとある可能性もあると思うのですけれども、その辺の室温の、今先ほど扇風機がどうのこうのという話が

出ましたけれども、なかなか扇風機ではね。だけれども、先ほどの部屋の温度というのはどのくらいまで保

てるのですか。

〇亀井伝吉委員長 根岸園長。

〇根岸久美子板倉保育園長 各部屋に温度計と湿度計がありますので、その年齢に応じた室温と湿度を保て

るようにしてあります。エアコンもその給食室の前の部屋はどうしても暑くなってしまったりするのですけ

れども、ブラインドをかけたりして、できるだけ適温に持っていくようにしています。暑さ対策、熱中症対

策としましては、３歳未満児には、もちろん午前中のおやつとして水分補給をしていますが、３歳以上児に

しましても、１年を通しまして夏場はスポーツドリンク、冬場は麦茶を提供しまして水分の補給とかをしま

して、熱中症対策はしています。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 今、熱中症対策という話の中で、そういう現実的に熱中症になってしまったとか具合が悪

くなってしまったということで救急車を呼んだとか、そういう事例は両園の中であったのですか。

〇亀井伝吉委員長 根岸園長。

〇根岸久美子板倉保育園長 救急車を呼んだ事例なのですけれども、熱中症ということではなくて、熱を出

すとけいれんを起こしてしまう子が１人いたのですけれども、昨年年長児で熱性けいれんで１人、救急車を

お願いしたことがありますが、ほかは熱中症で救急車を呼んだということはありません。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 ゼロ歳から５歳までですけれども、両親が勤めていて県外でも県内でも出ていると思うの

です、仕事に。そういう中での緊急というのか子供がそういう状態になったときは、すぐ連絡取れる方法と

いうのは、当然携帯とかあるでしょうけれども、すぐ来てもらうとか、いや、親を呼ばなくても大丈夫とい

うことになれば夕方まで、お迎えに来るまで面倒を見ていろいろやっているケースもあるでしょうけれども、

その辺は。

〇亀井伝吉委員長 根岸園長。

〇根岸久美子板倉保育園長 保護者の緊急連絡先といたしまして、１番から３番まで連絡先を、１番の優先
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のところは母親の携帯ですとか、その人によって一番つながりやすいところを１番にしてあります。携帯の

方もいらっしゃれば職場のほうに連絡を取ってほしいという方もいらっしゃいまして、１番、２番、３番ま

で決めてあります。２番が父親の携帯ですとか３番が祖父母の方とかになっている場合もあります。熱とか

が出てしまったり緊急を要する場合は連絡をすぐ取りまして、保護者の判断でお迎えに来ていただいたりし

ています。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 では、最後に、それで先ほど親を呼ばなくても何とかなるという状況な場合は、夕方まで

保育園で面倒を見て、別室か何かで手当てをしているとかという、そういう状況もあるかと思うのですけれ

ども、その辺はいかがですか。

〇亀井伝吉委員長 根岸園長。

〇根岸久美子板倉保育園長 遠くのほうに勤務されていて、すぐにお迎えに行けませんという方も中にはい

らっしゃいますので、保育園には保健室が用意してありますので、布団を敷きまして熱さまシートを貼った

りとか、別に保育をしている場合もあります。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

延山委員。

〇延山宗一委員 よろしくお願いをいたします。予算書の119ページの児童館の運営事業で確認したいので

すけれども、この明細によると厚生員２級の指導員の申請ということで、額的には非常に少ないのですけれ

ども、予算をされています。そうすると、この指導員というのはそれ相応の有資格者という立場になるわけ

なのですけれども、どういうものを経験したものであれば、例えばそういうふうな資格が有するのか。また、

まるっきり素人の人でもこの指導員の講習を受ければなれるのか、その辺のところをまず確認したいと思い

ます。

〇亀井伝吉委員長 江田館長。

〇江田貴子児童館長 児童厚生員２級指導員というものが児童健全推進育成財団という財団が独自に認定す

る資格になっておりまして、そこが決めた研修を修了した後に申請をしますと資格が得られるというものに

なっております。基本的に児童館で働く者は何かしらの資格がないといけないことになっていまして、保育

士ですとか幼稚園教諭ですとか社会福祉士ですとかそういうものが必要になってきますので、そういう資格

がある上にこの財団の研修を受けることによって児童厚生員という資格が得られるということになっていま

す。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 そうすると、例えば保育士を経験していると。いろんなところで携わっている人だから、

例えば児童館のこういうふうな子供たちに対応できるというものでもないということになるわけですね。

〇亀井伝吉委員長 江田館長。

〇江田貴子児童館長 児童館で働く上で児童厚生員の資格というのは必須ということではないのですけれど

も、児童厚生員といいますと保育士とはまた違う、児童館自体が小学生も対象としている施設でありますの

で、小学生に対する接し方であるとか、あとは板倉では少ないのですけれども、家庭に複雑な状況があるお
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宅のお子さんが遊びに来た場合のそういう対応とか、そういうものも出てきますので、そういうことについ

ての研修がこの児童厚生員研修で受けられるということになっています。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 そうしますと、例えば年齢的には非常に低年齢化の方からそこそこの小中学校、例えばそ

ういう方もいるかもしれないのですけれども、あとはまた障害者も出てくるのかなと思うのですけれども、

それに当然対応する、そういうマニュアルも当然つくられているのかなとは思うのですけれども、そうする

と勉強して学んで有資格者になって対応していくということで、そうするとやはり常時例えば何名の方がそ

ういうことで児童館に待機していなければならないという、そういう細かいところまで定義されているので

しょうか。

〇亀井伝吉委員長 江田館長。

〇江田貴子児童館長 最低２名は職員として常時いなければいけないので、現在は３名体制ですので、１名

休暇というかお休みになっても対応はできる形にはなっています。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 そうすると、板倉町の児童館に勤めてくれる人、まず先ほど３名ということで話したので

すけれども、全部有資格者で待機しているというような受け取り方でよろしいですか。

〇亀井伝吉委員長 江田館長。

〇江田貴子児童館長 現在は、３名全員が何かしらの資格は持っている者で運営しています。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 当然女性ですよね。

〇江田貴子児童館長 はい、全員女性です。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 そうすると、年齢的な制限というのはないのだろうなとは思うのですけれども、本人が一

身上の都合とか、この場で、例えば定年なら定年の年齢までそこで子供たち、児童の扱いができるというこ

とでよろしいのですね。

〇亀井伝吉委員長 江田館長。

〇江田貴子児童館長 現在の職員が正職員が２名、会計年度任用職員が１名という配置になっているのです

けれども、正職員は人事異動によりほかの部署に移る可能性は出てきます。会計年度任用職員につきまして

も、本人の意思でまた板倉町で会計年度任用職員をやりたいという方は働いているので、その会計年度任用

職員に申し込む方も、ある程度の希望を出して申込みをしているのですけれども、その配置につきましては、

人事のほうが決定をしているということになりますので、定年まで全員が勤められるということではないと

思います。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 任用職員の場合は毎年ということで希望を出して勤められるということであるのですけれ

ども、当然職員の方については、異動というのはこれつきものですから、その後しっかり体制づくりの中で

の異動というふうに対応していくのだとは思うのですけれども、いずれにしても、やはり児童館ということ

は、子供たちにとっても必要性のあるものであるわけだし、今後もちろん先生方にも指導者、それもしっか
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りと学んで、今後ともまたよろしくお願いをしたいと思います。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございませんか。

青木委員、では、１回目、私。

ゼロ、２歳児の関係なのですが、45％の人が入所していないということで、待機児童ですけれども、どう

いう理由で入所していないのか。保護者さんの理由があって入所できないのか。あと、施設のほうで理由が

あって入所できないのか、その辺どうなのでしょうか。

田子係長。

〇田子好美子育て支援係長 ゼロ歳から２歳に関しては、保護者の方の意思で入所申込みをされていないと

いうことですので、待機児童ではありません。保育園に入るには保護者の就労とか病気とか何かしら要件が

ないと入れませんので、そういった就労といった要件がない方というのが保育園に入っていない方のご家庭

ということになります。

〇亀井伝吉委員長 では、施設の関係ということではなくて保護者の関係ということですね。民間も同じと

いうことですね。分かりました。ありがとうございます。

では、時間あれですけれども、青木委員。

〇青木秀夫委員 今、亀井さんの質問と関連するのですけれども、保護者というか母親の就労時間が足りな

いから入園資格がないと、要件を満たさないから入園できないと。小さいからうちで家庭で見ているのでは

なくて、本当は保育園に入れたいのだけれども、そういう親の就労時間が足りなくて、そういうルールがあ

るから、それを厳格に。というのは、私が聞きたいのは、今は定員の枠も少子化で非常に緩くて枠はあるの

だと。入所枠はあるけれども、親のその就労条件が、時間数きちんと働いていないから、満たしていないか

ら入所資格がないということで、そのルールを厳格に守るとそういうことになってしまうのでしょうけれど

も、現実はどこの保育園も比較的定員の枠は余っているのではないかと思うのです。だから、余っていても

その要件、ルールを厳格に適用すると入所させるわけにはいかないということで断っているという、そうい

うのはこれは運用の問題なのですけれども、そういう現実も結構あるのではないのですか。

〇亀井伝吉委員長 田子係長。

〇田子好美子育て支援係長 入所の要件に関しては、就労時間が月64時間以上というのがありますので、こ

ちらは必ず守らなくてはならないということになっています。施設に関しては、今定員が余っているという

ことはありませんので、受け入れられないような状況になっています。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 定員がいっぱいで受け入れられないのと就労時間が足りないから受け入れられないという

のは違うでしょう。私が聞いているのは、例えばの話なのだけれども、定員の枠が余っているというかある

けれども、就労時間が不足しているので入所要件を満たさないから資格がないですよということもあるので

はないですかと。そのルールを厳格に守ればそういうことになるわけ。だから、それは町の保育園だからそ

のルールを厳格に守らなくてはいけないのかもしれないですけれども、多少民間というか私立の保育園なら

その辺のところは弾力的に運用するというか、条件を非常に緩く運用するということで、今60時間、64時間、
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それは何、週、月ね。

［「月です」と言う人あり］

〇青木秀夫委員 月60時間以上ではないと資格がないわけでしょう。だから、その辺弾力的に運用してやっ

ているところもあるのかと思うのですけれども、その辺は町の保育園の場合は問題ないのですね。定員がい

っぱいなの、今はだから。さっき聞くと。

〇亀井伝吉委員長 小野寺課長。

〇小野寺雅明福祉課長 ゼロ、１、２の保育に関しましてはもう決まりがありまして、民間に入ろうが町立

に入ろうが、町の認定を受けないと利用できないということで、その認定基準が国が定めた64時間以上とい

うふうになっていまして、保育認定が受けられないので、そういう方に関しては、どこの保育園も受け入れ

られないというようなことになっています。民間だからいいとかそういうのはございません。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 そういうルールなのだ。町が１回チェックして、それから私立でも何でも入れると。何か

今私もちょっと聞いた話では、こども園なんかで、突然町から例えば市町村の町から頼むよと来られるのだ

と、ゼロ歳から２歳までだと。そうすると困ってしまうのだとかと聞いていることもあるのです。そうする

と、やはり職員のやりくりで突然言われても困るので、民間なんかだとぎりぎりの職員配置でやっているの

で、そういうときには今さっきちょっと言った人材派遣会社から急遽頼んでつないでやっていくのだと聞い

たことあるのですけれども、１回あれか、全部入所する場合に、私立であっても町あるいは市が受け入れて

から配ると言ってはおかしいけれども、あっちこっちに頼むわけか、そういうことなのだ。そういう仕組み

になっているのね。だから、そんな話聞いたことあるのです。そういうゼロ歳から２歳の人は押しつけられ

るとかそういうのをよく聞いて、困っているとかというのを、私の友達がやっているこども園なのですけれ

ども、よく聞くのですけれども、そういうことね。

〇亀井伝吉委員長 青木委員に申し上げます。時間も参りましたので、その辺は個別で回答いただきたいと

思います。

以上で福祉課の予算審査を終了いたします。

福祉課の皆さん、大変ありがとうございました。

休憩を挟みまして教育委員会事務局の審査を10時45分から行います。大変ありがとうございました。

休 憩 （午前１０時３１分）

再 開 （午前１０時４５分）

〇亀井伝吉委員長 再開いたします。

ただいまから教育委員会事務局の予算審査を行います。

説明につきましては要点説明により簡潔にお願いいたします。

それでは、説明をお願いいたします。

小林教育委員会事務局長。

〇小林桂樹教育委員会事務局長 お世話になります。それでは、ただいまから令和５年度の教育委員会事務

局の予算概要について説明をさせていただきます。
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説明順につきましては、最初に総務学校係、次に生涯学習係、中央公民館、北部公民館、南部公民館、東

部公民館、わたらせ自然館、スポーツ振興係の順で説明をしていただきますので、ご審査のほどよろしくお

願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 斉藤係長。

〇斉藤弘之総務学校係長 いつも大変お世話になっております。総務学校係、斉藤です。よろしくお願いい

たします。令和５年度の予算の主な事業につきましてご説明させていただきます。

まず初めに、総務学校係の令和５年度予算の歳入につきましてご説明させていただきます。予算書の29ペ

ージをお願いいたします。29ページ、15款２項５目の教育費国庫補助金でございます。一番下です。５目の

教育費国庫補助金の一番上、１つ目でございます。学校施設環境改善交付金として954万円を計上させてい

ただきました。こちらにつきましては、東小学校体育館の屋根外壁改修工事に伴う国庫補助金でございます。

その下にございます、次に僻地児童生徒援助費等補助金についてご説明いたします。こちらにつきましては、

遠距離通学援助としてスクールバスの運行事業に伴う国庫補助金といたしまして1,467万4,000円を計上させ

ていただきました。

歳入の説明につきましては以上でございます。

次に、令和５年度予算の歳出につきましてご説明させていただきます。予算書の189ページをお願いいた

します。189ページ上から１つ目の10款１項４目いじめ問題対策事業についてご説明させていただきます。

板倉町いじめ問題対策委員会の必要経費として５名分の委員報酬をはじめ会議費用を11万6,000円計上させ

ていただきました。

次に、197ページをお願いいたします。197ページ上から１つ目の10款２項１目小学校給食事業についてご

説明させていただきます。10節需用費、賄い材料費でございますが、給食無料化に伴う材料代といたしまし

て3,255万4,000円、18節学校給食費、弁当代替者対応補助金として20万8,000円を計上させていただきまし

た。こちらにつきましては、食物アレルギーのため弁当を持参している児童に対しての補助金となっており

ます。小学校給食授業全体の予算額といたしまして3,276万2,000円を計上させていただきました。

次に、上から２つ目の10款２項１目小学校スクールバス運行事業についてご説明させていただきます。12節

スクールバス運行管理業務委託料として、北地区から西小学校までの２コース２台のバス及び南地区から東

小学校までの２コース２台のバス、合計４コース２台のバスの運行に係る運行管理業務委託料として3,190万

円を計上させていただきました。

次に、上から３つ目の10款２項１目小学校体育館改修事業についてご説明させていただきます。まず、12節

西小学校体育館屋根外壁改修工事設計業務委託料といたしまして284万9,000円、同じく12節東小学校体育館

屋根外壁改修工事管理業務委託料として114万4,000円、14節工事請負費としまして東小学校体育館屋根外壁

改修工事請負費としまして2,556万4,000円を計上させていただきました。

次に、お手数ですが、201ページをお願いいたします。201ページ下から２つ目の丸でございます。10款３

項１目中学校給食事業についてご説明させていただきます。10節需用費、賄い材料費としては、小学校給食

事業と同様、給食無料化に伴う材料代といたしまして2,463万6,000円を計上させていただきました。

以上、雑駁ではございますが、総務学校係令和５年度予算につきましてご説明させていただきました。よ

ろしくご審議のほどお願い申し上げます。
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〇亀井伝吉委員長 石川館長。

〇石川由利子生涯学習係長兼中央公民館長 生涯学習係長兼中央公民館館長の石川でございます。よろしく

お願いいたします。

歳入につきまして37ページを御覧ください。令和５年度県委託事業、人権教育指導者養成講座事業委託金

７万8,000円の増額でございます。東毛４市５町が持ち回りで開催している事業でございますが、全額県費

委託金で賄えるものです。

続きまして、歳出でございますが、生涯学習係総額で当初予算額2,707万5,000円でございます。

最初に、社会教育関係の説明をいたします。205ページを御覧になってください。一番下の丸、人権教育

推進事業でございますが、19万4,000円の計上でございます。７万8,000円の増額でございます。歳入で説明

したとおり、令和５年度県委託事業人権教育指導者養成講座事業の講師謝金でございます。年間10回の研修

講座を予定しております。

続きまして、207ページを御覧ください。一番下の丸、文化財保存活用事業でございますが、370万9,000円

でございます。９節修繕料ですが、指定文化財標柱修繕料でございます。松之木古墳、大塚山古墳の２本分

です。また、重点施策の一つであります文化財整備の離山貝塚周辺整備事業です。貝塚は、群馬県には板倉

町にしかない貴重な文化財です。また、離山貝塚の中の横穴墓も群馬県には板倉町の頼母子横穴墓群とほか

４か所、高崎市に２か所、安中市、桐生市にあるだけです。地域の住民はもとより、県内外の方に知ってい

ただくことで貴重な文化財を後世に残すための事業です。お手元に地図をお配りしました。説明板を３か所、

周辺整備、主に散策路を造る事業になります。離山貝塚管理委託料50万円、離山貝塚整備工事費190万円を

計上させていただきました。

続きまして、中央公民館関係でございますが、213ページを御覧ください。中央公民館管理運営事業でご

ざいますが、1,023万6,000円でございます。12節の委託料でございますが、公民館を維持管理するための法

定検査を含む委託料でございまして、合計で751万5,000円でございます。この中で隔年で実施します建築物

定期報告業務委託料16万5,000円が増額となっております。そのほか例年どおり事業費を計上しております。

よろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 伊藤館長。

〇伊藤泰年北部公民館長 北部公民館の伊藤です。よろしくお願いいたします。ページになりますが、226ペ

ージ、227ページをお願いいたします。227ページの説明欄でご説明いたします。

北部公民館管理運営事業になります。304万7,000円になります。こちらにつきましては、各公民館それぞ

れ同じような管理運営事業がありまして、北部公民館でも同様に、空調の点検、館内の清掃の委託料、それ

と施設の修繕料等が計上してございます。

次のページをお願いいたします。上の丸から２番目をお願いいたします。教育支援体制等構築事業になり

ます。25万3,000円になります。こちらは公民館に集まろうということで、小中学生を対象にした自主学習

の場所を公民館を開放して提供しております。あわせて、地域の住民の知識や技術を生かした体験教室の開

催を行ってございます。主に講師の謝金、それと体験教室を行うための材料費等を計上しております。ほか

の公民館でも同様にこの事業を計上してございます。

それと、４番目の丸をお願いいたします。北部公民館図書システム運営事業22万5,000円になります。こ
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ちらは、公民館で図書とＤＶＤを貸出し業務に必要な図書システムの使用料と保守料の計上となってござい

ます。こちらにつきましても他の公民館で同様の計上をしております。ほかの事業につきましては、ほかの

公民館で説明をいたします。

以上になります。

〇亀井伝吉委員長 高橋館長。

〇高橋徳男南部公民館長 南部公民館の高橋です。よろしくお願いいたします。

予算書のページのほう223ページをお開きください。一番上の丸、南部公民館管理運営事業でございます

が、245万8,000円を計上させていただいております。こちらのほうにつきましては、北部のほうで説明あり

ましたけれども、同様に公民館の施設点検、館内清掃等の施設維持管理委託料と施設の修繕料が主なもので

計上させていただいております。

続きまして、225ページをお開きください。一番上の丸、学級講座開設事業44万4,000円ですが、こちらは

生涯学習活動として地域住民に生きがいと新たな趣味を見つけていただくために各公民館で開催しておりま

す教室の講師謝金が主でございます。

続きまして、上から３つ目の丸です。図書の充実事業でございます。図書の充実事業44万5,000円ですが、

こちらのほうは地域住民に教養及び暮らしに役立てていただくために図書、雑誌、ＤＶＤの貸出しを各町内

公民館で貸出しを行っています。こちらのほうで新たに購入する費用を計上させていただきました。

以上でございます。

〇亀井伝吉委員長 青木館長。

〇青木小百合東部公民館長兼わたらせ自然館長 お世話になっております。東部公民館の青木です。よろし

くお願いいたします。私のほうからは、東部公民館及びわたらせ自然館関係につきましてご説明させていた

だきます。

初めに、東部公民館関係からご説明させていただきますので、予算書の219ページをお願いいたします。

一番上の丸印ですけれども、東部公民館管理運営事業246万6,000円でございます。主に施設維持管理委託料

と施設の修繕に要する費用でございます。前年度と比べますと238万円の減額でございますが、減額の内容

といたしましては、本年度公民館正面入り口付近のインターロッキングブロックの舗装修繕工事及び高木の

剪定業務に要した費用の関係が減額となっております。

次のページをお願いいたします。221ページです。学級講座開設事業、教育支援体制等構築事業、図書の

充実事業、東部公民館図書システム運用事業につきましては、前年同様の事業と予算額をお願いさせていた

だいております。

東部公民館につきましては以上となります。

続きまして、予算書の231ページをお願いいたします。わたらせ自然館関係です。一番上の丸印ですけれ

ども、自然館管理運営事業142万3,000円でございます。主に施設維持管理委託料と施設の修繕に要する費用

でございますが、前年度と比べますと12万6,000円の増額でございます。内容といたしましては、わたらせ

自然館のパンフレットの増刷と消火器の入替えに要する費用となります。

次に、各種教室開催事業、企画展開催事業、次のページになりますが、コンサート開催事業につきまして

は、前年同様をお願いさせていただいております。
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以上、簡単ではございますが、ご説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 根岸係長。

〇根岸信之スポーツ振興係長 お世話になります。スポーツ振興係の根岸と申します。それでは、私のほう

からスポーツ振興係について説明をさせていただきます。

スポーツ振興係予算書につきましては、234ページから239ページがスポーツ振興係となります。説明につ

きましては、予算書239ページをお開きください。こちらにつきましては重点政策事業でもご説明いたしま

したが、社会体育施設管理事業でございます。こちらの事業といたしましては、海洋センター及び中央グラ

ウンド、テニスコート、大蔵公園のグラウンド、渡良瀬運動場と旧北小学校、旧南小学校の校庭及び体育館

の施設管理をする事業でございます。その中で、来年度海洋センターの改修設計業務委託費といたしまして

200万円を計上しております。内容といたしましては、海洋センター、昭和58年にＢ＆Ｇ財団から受けまし

て、もう40年が経過をしております。その中で海洋センター、屋根の雨漏りの改修等、室内、エントランス

部分と外壁の塗装及びトイレの改修等を計画し、設計業務を委託するものでございます。この設計ができま

したらＢ＆Ｇ財団で修繕助成金の申請を行うものとなります。

以上が重点施策のほうになります。そのほかですが、その下になります海洋センター等清掃業務委託料で

ございますが、37万8,000円ということでございますけれども、こちら海洋センター及び旧南小、北小体育

館、アリーナの清掃業務委託料ということで37万8,000円となっております。そのほかの事業につきまして

は、前年度とほぼ同額の金額となっております。

以上、簡単でございますけれども、スポーツ振興係の説明とさせていただきます。よろしくお願いしたい

と思います。

〇亀井伝吉委員長 ありがとうございました。説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 針ケ谷です。よろしくお願いいたします。予算書237ページと毎回、毎年ですか、体育

館に集まるのは、あれは何でしたか、名前が出てこなくなってしまいましたけれども、その際に体育功績者

の表彰を行っていたかと思うのですけれども、コロナ禍でその行事がなくなったものですから、我々の目に

つくところでそういう表彰が行われていなかったのですけれども、５年度についてはやるのでしょうけれど

も、コロナ禍での動きについてまずお聞きしたいと思うのですが、４年度も２、３、４、何人ぐらいいらっ

しゃって、どういう方法でこの表彰記念を授与してあるのかという部分について、分かる範囲でお願いしま

す。

〇亀井伝吉委員長 根岸係長。

〇根岸信之スポーツ振興係長 毎年スポーツフェスティバルのときに体育功績者表彰と功労者表彰等を行っ

ておりました。令和４年度につきましては、功労者等の該当者申請はございませんでした。功績者につきま

しては22名の申請がございました。その中でフェスティバル等の中止ということで、皆さんの前での表彰は

できないでおります。その中で、こちらにつきましては、小中学校につきましては、学校のほうで表彰をさ

せていただくということをお願いしました。そのほか、一般といいますか高校生以上でございますけれども、

そちらにつきましては、すみません、事務局のほうで通知をさせていただきまして、ご自宅のほうへ届けさ
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せていただいているというのが現状となっております。

以上でございます。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 ありがとうございます。これ人数はいずれにしましても、コロナ禍の対応としてはそう

いう対応をしていただいたということでよろしいのですよね。結果が出た段階で、ある基準以上の方につい

ては、こういった形で町からの記念品の贈呈とともに表彰をしていただけるのですけれども、その結果を残

す前、大会に出場する際に壮行会というようなイベントが新聞記事等でも報告されることがあるのですけれ

ども、町にはそれについての規約とか、そういった部分が取決めがあるのかどうか。私が議員になってから

壮行会という話を聞いたことないのですけれども、その辺の基準というのはどういうふうになっているので

しょうか。

〇亀井伝吉委員長 根岸係長。

〇根岸信之スポーツ振興係長 その大会等の壮行会というのは、町のほうの基準は設けておりません。国民

スポーツ大会ですか、それに出場する選手は、県のほうから板倉町でこういった人がいますよということで

名簿が送られてきます。それにつきましては、例年ですと町民体育祭のときにその発表をさせていただきま

して、こういう方が群馬県の代表といたしまして国民体育大会に出場するということで発表させていただい

ています。また、その時点で、壮行金といたしまして体育協会から１人5,000円ということで報奨のほうを

させていただいている段階でございます。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 前の国体というものですよね。それに出場する選手については、名前の公表と奨励金の

実施。庁舎に来ていただいて改めて町長と面談をしたりとか、そういった壮行の形は取っていないというこ

とですよね。特に小学生のスポーツ少年団のチーム、あるいは中学校の、板倉町は１個しかありませんので、

板倉中学校でクラブ活動で郡大会を抜けて県大会に出場するケースが、毎年１チームずつぐらいは出ている

のだと思うのです。それに対して町としてどういう対応をしているのか。遠征交通費等は学校から出ていま

すといえばそれまでなのですけれども、改めてその県大会に出場するチームに対して何らかの取組があるの

かどうか、お願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 根岸係長。

〇根岸信之スポーツ振興係長 県大会等の出場につきましては、我々教育委員会、スポーツ振興課について

は、何の手当てもしていないというのが状況でございます。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 担当がやっていないのだから町自体もやっていないということですよね。これ関東、全

国になれば何か規約はあるのですか。

〇亀井伝吉委員長 根岸係長。

〇根岸信之スポーツ振興係長 現在のところそういった規約はございませんので、今は体育協会のほうで今

後検討していければと考えております。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 スポーツ少年団に取り組む子供の数、あるいは中学校で部活動に取り組む数というのも、
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少子化の影響もあってそのチーム自体が維持できないような状態も考えられる中で、好成績あるいは好成績

を取りに行っている段階で、町の応援が何もないというのは非常に寂しいことかなと思うのですけれども、

担当局長のレベルではそれについてどのようなお考えをお持ちですか。

〇亀井伝吉委員長 小林教育委員会事務局長。

〇小林桂樹教育委員会事務局長 お答えいたします。

確かに針ケ谷委員さんおっしゃるように、今まで町で県大会、またその上の大会に出場する場合の選手た

ちを激励する壮行会というようなものは開催していないというのが実態でございました。今後その壮行会を

行うにもどのような場がふさわしいのか。例えば体育祭であれば国体の選手を紹介したり激励を行っている

というところがありますし、スポーツフェスティバルの中では、先ほどご質問ありました体育功績者の表彰

等も行っております。そのような場にタイミングとして紹介をして激励するような機会が設けられるのであ

れば、実施のほうも検討していけるのかなというふうには感じております。いずれにしましても、体育協会

のほうの役員さんのご意見を伺いながら対応していければなというふうに考えております。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 これ体育協会云々ではないのです。町の方針なのです。町が子供をどう育てるかという

気迫ですよね。町で応援してもらっているという状況を持って上の大会に臨むのとそうでないのと、モチベ

ーションの差というのは想像できますよね。やはり町で応援してもらっているのだと。一回でも多く県で勝

つのだと。あるいは関東に抜けるのだ、全国を目指すのだ。これは個人競技も団体競技も同じですよ。やは

り脳内でそういう価値観を持たないと前向きに取り組めないというのは人間のさがなのです。やはり喜びを

感じるという部分が一番やる気を出すのです。だから、そういう部分を町で何も手当てしていないというの

は非常に遅れていると思います。副町長、どういうお考えですか。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 過去には町民体育祭の際に壮行式ですか、これはずっとやってきていましたけれども、

今委員からそういうご指摘を受けたのが私としては初めてでして、ではどこまでそれをやっていくのかとい

うのは、これは研究しなくてはいけないのかなというふうにも思っていますので、ご意見は拝聴をしておき

たいと思います。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 大げさなことではなくて、やはり大会に出場するメンバーを町長室なりに訪問してもら

って、町長が一言激励をする。何がしかの栄誉費なりなんなりの奨励金を出す、そういうことでいいのだと

思うのです。改めてそういうこと、町民みんなにお知らせしてくださいというお願いではなくて、町として

の取組を子供たちに、町が応援してあげているよ、あげるから頑張れよというのを示していただきたいとい

うことなのですけれども、そういうのも難しいですか、いかがでしょう。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 例えば小中学校で児童生徒が県大会とか関東大会、小学校なんか出場するということが

ありますよね。そういったときに、これまででは町を表敬訪問をされたとか、そういう実態が私には記憶が

ないのです。だから、学校サイドはどう考えているのか、その辺もちょっと確認をしてみたいなというふう
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にも思います。時々新聞なんかで記事を見ますと、何かの大会に出場するので、どこどこの市の市長を表敬

訪問したとかそういう記事が載っていますので、板倉でもそういうことがあってもおかしくないなとは思っ

ていましたけれども、ではそういったところは何か規定を持っているのかどうか、そこまでの考えが私も及

ばなかったものですから、その辺については、今後よその事例等を調査もしてみたいなというふうに今現在

思いました。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 小学校は今２校で合同チームになっているかなと思うのです。中学校の場合、中体連の

形も５年度以降変わるような新聞報道もありましたけれども、多分県大会以上は学校で壮行会やっていると

思います。そこに町から出向くという形もあり得ると思うのです。だから、何らかの方法を考えて子供たち

を激励してもらいたいというのが本音です。表敬というのは、成績を残した者が訪れるのが表敬でありまし

て、壮行ですので、何月、壮行会をやるので来てくださいというので調整をして、日にちを合わせてそこに

集まって、町長なりから応援のメッセージをもらうというような、激励をもらうというのが壮行だと私は考

えているのですが、ぜひそういった形で、そんなに大げさにやる必要もなくて、形として子供たちが目に見

える形で町が君たちを応援しているという形を整えていただければと思いますが、ぜひ前向きな取組をよろ

しくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

市川委員。

〇市川初江委員 市川です。よろしくお願いいたします。予算書の189ページ、説明欄の一番上のいじめ問

題対策事業でございますけれども、これはいじめ対策委員の報酬５人分というご説明がございました。この

いじめ対策委員は、その５人を学校に配置をしているわけでしょうけれども、５人とは半端だなと思って。

１人のところも。小中学校３校しかございませんけれども、どのような配置をしているのかが一つ。

そして、小中学校でいじめの状態はどうなのかが２つ目。

それから、登校できない小中学生はいるのかが３つ目。

それからもう一つは、４つ目は道徳の時間で子供たちがいじめについてのそういう話合いをして、自らい

じめをなくそうとしている、そういう傾向の動きはあるのかどうかということを、この４点お聞きしたいと

思いますけれども、よろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 斉藤係長。

〇斉藤弘之総務学校係長 お答えします。

まず、１つ目の板倉町いじめ問題対策委員会の委員の内訳について申し上げます。委員については各学校

に配置されているわけではなくて、いじめの問題が起こったときに対策委員会を開くといった形の委員にな

りますので、その事案が発生したときに招集される、一応年２回の報酬費として今回は11万6,000円を計上

させていただいておりまして、そちらの２回は、年２回定例で行うものでございます。

委員５人の内訳でございますが、まず１人目は法律関係ということで、弁護士さん関係を予定しておりま

す。２人目、医療としまして、お医者さんを考えております。３人目、心理としまして、スクールカウンセ

ラー等を考えております。４人目といたしまして、福祉に関する方ということで、社会福祉士さんを考えて
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おります。５人目といたしまして、教育関係ということで、元校長先生等々を考えております。委員長の報

酬といたしまして、１回当たり9,500円、そのほかの委員さん４名に関しましては、１回当たり9,000円の報

酬のほうを考えております。

１つ目のご質問については以上とさせていただきます。

２つ目につきましては、橘指導主事から回答のほうをお願いしたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 橘指導主事。

〇橘 友代指導主事 橘です。よろしくお願いいたします。現在いじめ問題等で登校できない児童生徒はお

りません。ゼロです。

それから、３つ目のいじめについて道徳の授業等でどのようなことをということなのですけれども、いじ

め問題については、年度の初め、本当に４月の段階で各クラスで、この学級がまずいじめをなくしていこう

というところで話合いを行いまして、学級の中でいじめ問題に対するスローガン的なものを作成いたします。

それを１年間の目標にして子供たちはいじめ問題に取り組んでまいります。途中、人権週間等の週間を経て、

各学級でどのようないじめ問題に取り組んできたのか発表したり話し合ったりする時間がございます。それ

から、２月、３月になりますと町全体でいじめ防止フォーラムがありまして、こちらに向けて全学校が、小

中学校合わせて、生徒会、児童会が混じっていじめ問題について話し合うと。また、これを学級に戻ってき

てから、どんな話合いを行ったのか、また次年度にどんなふうにいじめ問題に、板倉町の児童生徒として、

子供たちの気持ちの中で本人たちが取り組んでいくのかというのを考えていく時間というのを設けておりま

す。

以上になります。

〇亀井伝吉委員長 市川委員。

〇市川初江委員 そうしますと、結構中心的に子供たちがスローガンをつくったり、いろんな会議で話し合

ったりして、自分たちでいじめをなくそうということで動いているというか、成果が出ているということで

ございますね。そうすると、表向きには、いじめは小中学校、今ゼロでございますか。

〇亀井伝吉委員長 橘指導主事。

〇橘 友代指導主事 いじめ問題として現在継続している問題は数件ございます。

〇亀井伝吉委員長 市川委員。

〇市川初江委員 数件というのは中学校か小学校か、どちらなのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 橘指導主事。

〇橘 友代指導主事 小学校、中学校ともに本当に数件です。

〇亀井伝吉委員長 市川委員。

〇市川初江委員 数件あるということはゼロではないということでございますよね。いじめというのは、見

えないところで結構いじめが発生しているというものがございますので、大変見つけにくいのかなと思いま

すけれども、そういうところを目配り気配りして、見えないところを先生方も見ていかなくてはならない。

また、子供たち自身も中心になってスローガンをつくったり、とてもいいことだなと思うのですけれども、

ゼロに向けて頑張っていただければありがたいなと思います。よろしくお願いいたします。

以上です。
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〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

荒井委員。

〇荒井英世委員 209ページ、上の２つ目、文化的景観保護推進事業、海老瀬の通りの谷田川の通称もぐり

橋、これについては、前々から申しているのですけれども、なかなか予算化されてこないというのがあって、

これですけれども、町の重要文化的景観の中で重要な構成要素の一つだと思うのです。これの修繕ですけれ

ども、そういった計画はないのでしょうか、今後も。

〇亀井伝吉委員長 小林局長。

〇小林桂樹教育委員会事務局長 お答えいたします。

ご質問の沈下橋の修繕でございますが、今現在では特にその修繕をやっていこうというような話は出てお

りません。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 この文化的景観保存活用委員とあります。これは何名ぐらいでやっているのでしょうか。

その中で、先ほどの橋の関係ですけれども、そういった修繕の要望は出ていないのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 石川館長。

〇石川由利子生涯学習係長兼中央公民館長 お答えします。

ただいま景観の保存委員さん４名いらっしゃいます。この委員会からそういったもぐり橋に関しての修繕

とかという要請は出てきていないと理解しています。この会議自体が、問題のあったことに対して回答いた

だくというような組織になっておりまして、それについて今現在何か協議しているということは、今の段階

ではございません。景観的に今後考える必要があるのかなという感じはしていますが。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 そうしますと、景観的に修繕ではないですけれども、若干の考慮する必要があるという形

で認識していいのですか。

〇亀井伝吉委員長 石川館長。

〇石川由利子生涯学習係長兼中央公民館長 景観の構成要素になっております。なので、私の景観的な担当

の考え方としますと、橋をどうこうするとかということでなくて、見た感じのものを、周りの雑木をどけた

りとかという調整はしていかないのかなと思いますが、ちょっと河川の中なので、景観のほうだけでの協議

では進めていけないのが今課題になっていると思います。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 町のほうでもその文化的景観の周遊でしたか、谷田川周辺の。そういうのありますよね。

そうしますと入り口の部分で、例えばそこのもぐり橋付近から谷田川周辺をずっと行くと、当然堤防沿いに

群馬の水郷まで行きますよね。そして、入り口としても重要な景観の一つなので、できれば、何年か計画で

もいいのですけれども、最低でもどのくらい費用がかかるか、その辺を見積もる必要があると思うのです。

あれをちょっと見ただけで雑木等が生えていますから、中へ入れないですよね。ただ、橋脚は大丈夫かなと

いう感じはしないでもないのですけれども、上の歩く部分がありますよね。線路の板ですよね。だから、そ
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ういうものを使っているので、その辺を含めて、一回どの程度にやれば修繕できるか、ちょっと調査ではな

いですけれども、やる必要があるのかなと思うのですけれども、どうでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 小林局長。

〇小林桂樹教育委員会事務局長 ただいまの沈下橋、もぐり橋の調査を少なくともして、今後どれくらいの

規模がかかるのかとか、どんな修繕がいいのかとか考えたほうがいいのではないかという将来に向けてのご

意見でございます。これにつきましては、いずれにしてもこれは重要文化的景観で指定を受けているものな

ので、どこまでそれでは手をつけたらいいのか、つけられるのかという問題もありまして、それは県ですと

か文化庁ですとかそちらのご意見も伺わないと、安易に手を出すというのは、ちょっと後の問題が大きいの

かなというふうに思いますので、いずれにいたしましても、これからその沈下橋の保存につきましては、県

の文化財保護課や文化庁のほうにも問合せしながら検討を進めていくというぐらいでしか今のところは申し

上げられませんが、ちょっとその辺を調べて調査をしていきたいなと思っています。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 少々補足させていただきますけれども、現状の沈下橋を修復するということになります

と、橋脚は下流側に向かって傾いています。そのほか木材が使われているということですよね。それで、一

応、もう随分前なのですけれども、それを修復するとしたらどれぐらいかかるのか。これは大ざっぱな見積

りだったのですけれども、１億円を超えます。文化的景観からいくと構成要素なのですけれども、河川管理

者からすると流下疎外物質なのです。簡単に言うと我々は板挟みです。どっちを優先するのだと。谷田川で

すから、これまで大洪水が発生したことはないのかなと思いますけれども、河川管理者からすると、もうと

っとと撤去してくれということです。ですから、局長は文化庁とかの話もしましたけれども、当然橋梁を手

をつけるということになると、河川管理者とも協議が必要になるのですけれども、おそらく文化財サイドと

河川管理者サイドでどちらもいいということにはならないのかなという状況で、これまでは中途半端で来て

います。あまりにもそういった面でのハードルが高かったこともありますし、お金も思った以上にかかると

いうことで、取りあえず今日まで何の手も出せずに来てしまっているというのが現状です。今後だからどん

なことで手がつけられるかどうかも含めて考える必要があるのか、撤去するにも相当お金がかかると思いま

すので、実際町としては困っている状況です。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 その辺、河川関係とそれから文化財の関係、その辺の調整を取ってほしいと思うのですけ

れども、基本的にその沈下橋は、例えば水があふれた場合に、水が上を通るということで、そういった一つ

の機能を持っているわけなのですけれども、例えば重要文化的景観の重要な構成要素の一つなので、例えば

文化庁の国、県のその辺の補助関係、その辺も含めてちょっといろいろ調べていただきたいと思うのですけ

れども、どうでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 小林局長。

〇小林桂樹教育委員会事務局長 先ほど申し上げましたとおり、重要文化的景観の構成要素に手をつけると。

改修とかするということになれば、これは県、国へ当然申請なり届出なり必要になってきますので、その中

でできる範囲でということと、それからその補助関係、そちらについてもどういう補助制度があるのかも研

究いたしまして、ちょっと考えていきたいというふうに思います。
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〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

小野田委員。

〇小野田富康委員 よろしくお願いします。

予算書の191ページ、小中学校ＩＣＴ環境整備事業についてちょっとお伺いしたいのですけれども、ＧＩ

ＧＡスクール構想で１人１台タブレットということで始まっているかと思うのですけれども、子供たちにつ

いては覚えも早くて、興味があるものにはどんどん、どんどん積極的に使っていって、ほぼほぼ使いこなせ

たりはしているのだとは思うのですけれども、やはりこれは使う教科なり使う先生によって授業に差が出て

きたり、教育の場面によって、学校ごとであったり、差が出てきているのかなというのは思っているのです

けれども、その辺は実際どのように感じていらっしゃいますか。

〇亀井伝吉委員長 橘指導主事。

〇橘 友代指導主事 お答えします。

ＧＩＧＡスクール構想も３年目になりますので、先生方の技術の差ですとかそういったところは大分埋ま

っております。というのも、教育委員会含めて県、自治体、いろんなところから先生方のためのＩＣＴ研修

会というものが行われておりまして、板倉町独自でも板倉町の教育研究所でＩＣＴの研究を３年間やってま

いりました。今年は成果発表の年ということで、各学校で一体どんな授業の中でどんなＩＣＴ活用ができる

のかというところを各学校の調査研究員が調査研究し、発表し、実際にそれを使いこなすというようなとこ

ろまで今年挑戦していきました。もちろん教科的になかなかＩＣＴの活用が難しい教科もございます。例え

ば国語の漢字の学習などでありますと、どうしてもノートに漢字練習をするというのが一般的ですし、それ

から自分の考えを書く場面で、なかなかＩＣＴを活用したものですと、子供も低学年であるとなかなか書い

たり打ったりするのも難しいということで、手書きのほうがよいなんていうこともあります。そういったと

ころも含めてですけれども、今現在では各教科、各学年ともにできる限りのＩＣＴ活用が行われているとい

うふうに理解しております。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 あと、ありがたいと思っているのですけれども、基本的に学校がコロナで休校になると

いう形で、前倒しで進んできて、リモートの授業という形が理想だったというふうに思っているのですけれ

ども、実際休校にならずとも、クラスでも例えば５人、６人のコロナ陽性者が１週間なり学校を休まなけれ

ばいけないと。そういったときに、休校になればリモート授業をやるけれども、例えばそういったやれる教

科だけでも休んでいる子供向けにリモート授業というのをやってはいないのですよね。たまたまうちの子供

たちもコロナの陽性になってしまって、学校を休んでいる時期があったのですが、そのときにやっぱりリモ

ート授業を何のために導入というか、タブレットを導入しているのかなというのがまずあったので、例えば

インフルエンザでも学級閉鎖なりやっぱり何日間かこれからは休むというときには、使う授業、使わない授

業というのがもちろんあるかと思うのですけれども、使う授業については、それをリモートでこの時間、も

ちろん熱があって授業を受けられないとなったら、もちろんそれはしようがないのですけれども、実際やっ

ている授業をリモートで受けられるところには送ってあげて、実際一緒に勉強なりができる環境というのは
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つくれていたのですか。

〇亀井伝吉委員長 橘指導主事。

〇橘 友代指導主事 お答えします。

実はもう既にリモートの学習は進んでおりまして、学級閉鎖をしている小学校に限ってですけれども、１

時間目から５時間目まで授業の配信を行っております。それから、今不登校、完全なゼロで全く登校できな

いという子はいないのですけれども、そういったお子さんが、気になるような授業にちょっとのぞき見でき

るような体制ということで、授業中にオンラインを定点でずっと流しっ放しにするような、そんなことも試

みております。実は中学校は移動教室でして、小学校ですと学級にずっとおりますので、学級に定点を置い

てそのまま流しっ放しということは可能なのですけれども、中学校の場合には教室の移動が大分あります。

理科なら理科室に行くですとか家庭科室に行く。かなりありますので、なかなか中学校では配信が、今の現

状としては難しい段階です。ただ、そんな中学校でも、例えば合唱コンクールですとか大きな行事のときに

は定点で流して、当日お休みしてしまった生徒に対して配信を行うということはやっております。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 これからなるべく中学校のそういった移動があるとしても、やっていただけるといいの

かなというふうに思っています。

それと、整備事業で今回847万4,000円ということなのですけれども、昨年度もやはり820万何がしのお金

がかかっているのですが、ランニングコストとしては、これは毎年ほぼこれくらいの額がかかってくるとい

う理解でよろしいのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 斉藤係長。

〇斉藤弘之総務学校係長 お答えいたします。

こちらの847万4,000円の経費につきましては、修繕料は主にタブレットの故障であるとか電子黒板の故障

であるとかそういった修繕料となっておりまして、そのほかにつきましては、どちらかというと通信料でご

ざいますとか端末の運用管理に係る委託料でございますとか使用料関係、そういったものが大きく占めてい

るような状況でありまして、そういったもの以外でかかっている修理費用150万円というもの以外は、ほぼ

ほぼ保守に当たっているような経費と認識していただければと思います。よろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 タブレットを今持ち帰ってもいいよという形、持ち帰りにさせている形なのかな。まだ

新しいうちはいいかと思うのですけれども、これがやはり何年も何年も貸与という形でやっているわけです

から、最初のうちはやはり故障も少なければ壊れるのも少ないかと思うのですけれども、時間がたつ、年数

がたってくればくるほどタブレットの破損なり紛失というのはもちろんあるかもしれないのですけれども、

故障なりというのが出てくるかと思うのですが、その辺はもう更新更新という形で、例えば年に何台ぐらい

を見込んで今後更新していきますというようなサイクルの予定表みたいなのは作ってあるのですか。

〇亀井伝吉委員長 斉藤係長。

〇斉藤弘之総務学校係長 お答えします。

タブレットも、やはり小野田委員おっしゃるとおり使っているうちにどんどん故障が多くなったり、古く



- 169 -

システム自体もなっていくという点もございますので、おおむね５年間使ったら全部新しく更新を、新しい

機械に考えております。その５年のうちに故障でありますとか使っているうちの不具合、そういったものが

ございましたら、東小学校、西小学校、中学校、それぞれ予備機を20台程度、計60台ぐらい用意しています

ので、緊急で交換というものにも備えられるよう予備機のほうも用意しております。また、予備機について

も全て出てしまって修理が必要なものというのは、先ほど予算案で説明させていただきました150万円の修

繕料で早急な対応をしていく考えでございます。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 おおむね５年で更新ということですけれども、これはやはり補助金とかというのはある

程度もらわず、町の財源だけで考えているのですか。

〇亀井伝吉委員長 斉藤係長。

〇斉藤弘之総務学校係長 これをタブレットを導入したとき、ＧＩＧＡスクール構想というので国から補助

金が来ておったものでございますが、今後の更新とかについては、国の補助が若干得られる可能性もありま

すが、ほぼほぼ補助事業なしで単独の更新となっていくものだと考えております。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 大体何台で幾らぐらいを。これから子供の人数を減ってきたりという部分はあるかと思

うのですけれども、逆にいいシステムを入れたりとかで。

〇亀井伝吉委員長 斉藤係長。

〇斉藤弘之総務学校係長 今現在の機器がおおむね５万円ですので、1,000台入れると5,000万円といった、

そんなところでございますかね。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員、よろしいですか。

ほかにございますか。

延山委員。

〇延山宗一委員 よろしくお願いいたします。197ページのスクールバス運行事業について確認したいと思

います。昨年また一昨年と非常に燃料は高騰しているということで、当然スクールバス運行につきましても

大幅に価格が上がるということで理解するわけなのですけれども、その運行事業に関しての燃料価格高騰に

対しての今回の値上げということに対しては。

〇亀井伝吉委員長 斉藤係長。

〇斉藤弘之総務学校係長 お答えします。

令和５年度スクールバス運行事業といたしまして3,190万円計上させていただきましたが、令和４年度、

令和３年度も同額の事業計画となっておりまして、燃料費高騰等に伴う委託料の見直し、値上げ等事業者の

ほうからも申出がないことから同額の計上とさせていただいております。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 値上げをせざるを得ないというのは分かります。この例えば値上げ、値上げの中で、極端

に言えば便乗だよね。やはりそういうことも考えられるということにもなろうかなと思います。決してそん

なことはないという感じはしているのですけれども、今回の説明だと４コースということで説明、当然スタ

ートのときから４コースということですよね。今のところそんな大きなトラブルもないように事業等も運行
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されているということは、大変にありがたい結果ということになるのですけれども、この運行に対してやは

り子供たちの意見、また問題点も当然発生してくるのかな。子供たちは大分少なくなってきたということも

言えると。停留所の問題等も当然出てくるのかな。そういうふうな点について、現在のところどういうふう

に受け止めていますか。

〇亀井伝吉委員長 斉藤係長。

〇斉藤弘之総務学校係長 お答えします。

現在は、南地区で飯野、大高嶋を回るコース、下五箇方面を回るコース、北地区方面は西岡、西岡新田、

除川を回るコース、もう一コースは大曲でありますとか細谷、離とかを回る１コースの合計４コースでやっ

ておりますが、現在スクールバスの発着場関係は、運行を行った当時とほぼほぼ変わっておりませんが、今

後児童の減少等あって、そのスクールバスの発着場から乗る子がいなくなってしまったような状況になりま

したら、やはりスクールバスの発着場と含めて検討しなくてはならないのかなと考えております。

また、現在40名とか乗って大型バスで運行している部分なんかも、やはり30名切ってくるようになります

と中型ですとかそういったバスでも間に合うようになっていくので、その辺も子供たちの人数を含めて様々

な検討を行わなくてはならないものだと考えております。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 今係長がおっしゃるように、うちの横をいつも通るのですけれども、大型車両と中型車両

ということで通過していく。時間帯によって若干の南に行くバスと、また西に行くバス、時間差はあるので

すけれども、いつも見ながらぎゅうぎゅうでいっぱいだということは、当然２台にしなくてはならない。し

かしながら、だんだん、だんだん減少になっていくということは、そういう車両の対応も考えていかなくて

はならないだろうなというふうに思ったわけなのですけれども。それと関連してなのですけれども、西小の

関係で、このスクールバスの運行事業、スタートした段階で、西小の駐車場、バス専用駐車場、非常に手狭

だということで、西小の駐車場の東側が、どっちかというと雑草が生えているような空き地になっていると

いうこと、その場所について車両が進入できるような体制づくりをということで、いったんは立ち上がった

のですけれども、いろんな各方面で予算が大分かかるということで、ちょっと待てというようなことを受け

止めていたのですけれども、事故がないから。例えばこのままでいいやというのではなくて、非常に雨の日

とかまた大きなイベントとか、そういうときになってくると非常に狭い駐車場で出入りが厳しいということ

になってきますと、やはりトラブルにもなっていくということ、そういうふうなのを踏まえた中で、その駐

車場の拡幅という問題はどの程度進んでいるのか。それとも今後その予定はないのかということも確認をし

ておきたいのですけれども。

〇亀井伝吉委員長 斉藤係長。

〇斉藤弘之総務学校係長 お答えします。

西小学校東側、現在畑になっているところですか、その辺の駐車場の拡張計画というものが持ち上がって

いたということは私も認識しております。しかしながら、現在の舗装駐車場の部分で何とか運用ができてい

るという状況もあります。また、今年度主要事業として挙げさせていただきました東小体育館の改修、令和

６年度につきましては西小学校体育館の改修、今年度から詳細設計を含めまして計７か年計画で体育館の整

備事業、改修事業を行うわけでございますが、やはりそういったまずは老朽化しているもののほうに予算を
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分配したいという考え方もありまして、そういったものをまずは優先的にやらせていただいて、それでもや

はり必要性があるものではあると認識はしておりますので、そういった老朽対策事業がある程度めどがつき

ましたら、駐車場部分の拡張も含めて再検討していかなくてはならないというのは、私個人としても認識し

ております。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 説明が後々ということで、かなり延びるのだなという気はいたします。やはり事があった

らということなのですね。というのは、雨の日、非常に視界が悪かったりするときに、子供がバス専用駐車

場の中でトラブルになった、例えばけがをしたとかというふうな人身事故が発生をする可能性もあるという

こともありますので、重要な事業、それが最優先というのは、それはもちろん分かるのですけれども、そう

いうきめ細かな対応も含めて今後とも検討していただければありがたいなと思っています。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 斉藤係長。

〇斉藤弘之総務学校係長 延山委員さんのほうからご意見がございましたとおり、十分な広さを確保できて

いない駐車場の状況でございますので、安全対策、安全管理、十分保護者、学校を含めて、十分気をつけな

がらバスの運行に当たりたいと思います。

以上でございます。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 先ほど来から教育関係の体育館の屋根とか東小、西小、海洋センター等と、思えば東小の

体育館、これから７年間という予算の云々であるけれども、７年間というのは十分長いなという、幾ら補修

でも三、四年ぐらいだと思うのですけれども、予算がないからという話ですけれども、でも７年というのは

小学１年生に上がる子が卒業した後、体育館の補修が終わると思うのですけれども、その辺予算が云々です

けれども、その辺はいかがですか。

〇亀井伝吉委員長 斉藤係長。

〇斉藤弘之総務学校係長 黒野委員さんのご質問にお答えいたします。

小学校体育館、東小だけを７か年かけるわけではなくて、東小を今年工事をして、来年は西小の工事をし

て、互い違いにやっていくような形ですので、トータル東小、西小の工事を終えるまでにかかるのが７か年

ということで、今年度まずは東小の外部の詳細設計を終えまして、令和５年度に東小の外部を改修いたしま

して、それと同時に令和５年度、西小学校の外部の改修の詳細設計をさせていただいて、令和６年度に西小

学校の体育館の外部の改修工事をさせていただいてという形で、全く何もやらない年度はなくて、令和６年

度は西小学校の体育館の外部を工事を行ったと同時に、今度は東小と西小学校の体育館内部のトイレ関係、

こちらトイレも古くなっておりまして、トイレの洋式化ですとか床のドライ化、または身障者トイレが現在

ありませんので、そちらの整備の設計を令和６年度、東小、西小を同時に行う計画となっております。令和

７年度につきましては、西小学校、東小学校、令和６年度にトイレの改修工事の設計を終えた翌年、令和７

年度、２校の体育館のトイレの改修工事を実施します。令和８年度につきましては、東小学校体育館、主に

内部の改修、内部の鉄骨ですとかサッシ、または照明器具のＬＥＤ化、そちらの詳細設計を令和８年度東小

学校を行いたいと思います。その翌年の令和９年度、東小学校の体育館の内部の改修工事を行いたいと思っ
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ております。その令和９年度に西小学校体育館の内部改修の設計を同時に行いまして、令和10年度、いよい

よ最終年でございますが、西小学校体育館の内部の改修工事ということで、こちらサッシ関係、内部鉄骨関

係、内部の塗装関係、照明のＬＥＤ化関係を行って完結とする考えでおります。

〇亀井伝吉委員長 係長、今言ったのを漫画でもいいから工程表で表にしてください。そうすれば一目で分

かるから。説明しているのだと全然分からない。長くて。お願いします。

黒野委員。

〇黒野一郎委員 大変細々なご説明ありがとうございます。話していることは分かるのですけれども、北小

も南小もなくなれば、予算化も以前よりはそっちに行っていないから、今行ったり来たりというので長くな

るという、予算も少ないからということも分かりますけれども、ぜひ１年でも２年でも納期が早く終わるよ

うにご努力いただいて、私はお願いをしていただければいいかなと思うのですけれども。

その中で、先ほど海洋センターの話が出たのですけれども、体育館云々で。設計業務で200万円が計上さ

れていますよね。これはＢ＆Ｇのほうからは、その200万円についてというか、業務委託の設計云々につい

てにはそういうお願いを出していないのですね、これについては。

〇亀井伝吉委員長 根岸係長。

〇根岸信之スポーツ振興係長 令和５年度については、設計業務委託ということで財団のほうの助成の対象

にはならないものですから、こちらのほうは町単独のほうで設計を委託しまして、設計ができましたら財団

のほうにこの金額がかかるので、半額の助成をということで申請をするものでございます。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 では、話をしたのですね。この件についての話は。

〇亀井伝吉委員長 根岸係長。

〇根岸信之スポーツ振興係長 次年度に話はしていこうと思います。予定がありますよということは伝えて

おります。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 この239ページ、毎年こういうふうに社会体育館の海洋センターの云々が予算というのか

整備、設備、出てきているのですけれども、初めて質問をこの件で総体的にはするのですけれども、海洋セ

ンターができてもう40年、何々で、毎年あっちが悪くなった、こっちが悪くなったということになってきた

わけです。当時は、出来上がってから10年たったら全部財団から板倉町に渡しますよと。当時できる前は１

億円近くの杭打ちをして、それから始まった、出来上がった海洋センター。あの辺はずっと沼地ですから。

出来上がったわけなのですけれども、１億円も杭をかけて、それがどんどん、どんどんこういうふうに老朽

化してきているから補修なのですけれども、この全体の中でＢ＆Ｇのほうからは年間助成金、補助金、それ

らに幾らか出ていると思うのですけれども、昔は海洋センターの職員が沖縄のほうに研修に行ったり、何級

取ってきたとか、そういう中の実績でその補助金というと、もう会議も、現在はおそらく多分１か月に１回

ぐらいは報告書を出しているのですけれども、聞くところによるとＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄぐらいではないけれども、

行って、あまり会議に出ないとランクが下がるとか、そんな話も聞いているわけなのですけれども、これは

総体的なＢ＆Ｇからの助成金というのか云々は出ているのですか、今現在は。

〇亀井伝吉委員長 根岸係長。
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〇根岸信之スポーツ振興係長 今現在は町の持ち物ということで、Ｂ＆Ｇ財団のほうからの補助金等は一切

もらっておりません。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 では、全く出ていないのですね。

［「はい」と言う人あり］

〇黒野一郎委員 というのは、例えばこの体育館の倉庫の中には卓球台とか、ほかにいろいろあるわけです

けれども、それも40年過ぎていれば、だからそれもやはり町のほうの中で補充というのかを入替えをするの

で、海洋センターＢ＆Ｇのほうからは、その部品も備品もないですね、その助成は。

〇亀井伝吉委員長 根岸係長。

〇根岸信之スポーツ振興係長 現在のところ備品等の補助等もございません。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 ちょっとずれるのですけれども、この前水道の関係の水漏れ、その辺で何十万円も、２年

だか３年だか発見というのは、どこの場所という原因が分からなかったわけですけれども、その辺あれから

月日がたって、どの辺が水漏れだという原因が分かったのですか。

〇亀井伝吉委員長 根岸係長。

〇根岸信之スポーツ振興係長 これにつきましては、実際町の指定工事屋さんに調べてもらったのですけれ

ども、特定ができなかったという部分があります。漏水の調査を専門業者に委託しまして、箇所については

特定ができまして、それについても今月の頭、３月の頭に修繕することができました。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 修繕ができたということになると、もうオーケーということなのですよね。令和５年度に

対する予算で、そこを何十万円か何百万円か分からないけれども、工事しなくても、今言った確認してそこ

が発見されたから、もうそこで予算はオーケーなのですか。

〇亀井伝吉委員長 根岸係長。

〇根岸信之スポーツ振興係長 予算については４年度の修繕費で賄って修繕をいたしました。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 予算はどのくらいかかったのですか。

〇亀井伝吉委員長 根岸係長。

〇根岸信之スポーツ振興係長 １回、水道屋に場所の特定ということで試掘を１か所、２か所してもらいま

した。それでもちょっと分からなかった部分がありまして、その部分は埋め戻しをして補修をしました。実

際、漏水調査をしまして、箇所が特定できたところも実際掘って修繕ができました。その３か所というか合

わせますと56万円ぐらいで修繕費用がかかっております。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 では、水漏れに使った費用と工事もとんとんぐらいなのですね。工事のほうが高くなった

のですか。そんなことはないのかな。

〇亀井伝吉委員長 根岸係長。

〇根岸信之スポーツ振興係長 実際工事代のほうがちょっと高くなっていると思います。
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〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 ぜひ海洋センター等々を含めて、社会体育課の中でもいろいろあるわけですけれども、例

えば239ページの一番下のこの光熱水道の六百何万円、700万円近いわけですけれども、こういうのを含めて、

海洋センター含めた皆さん方いろいろご努力しながらやっていると思うのですけれども、かなりエリアが広

く、遠く渡良瀬川の中でもスポーツができるようなところがあるわけなのですけれども、なかなか管理不足、

あっちもこっちもあるわけなので、ぜひ予算化含めながら早めに対応しながら、先ほどの水漏れもそうです

けれども、どこかなどこかなというよりも、50万円かかっても今後そういうのがなければだんだんと少なく

なるわけですから、ぜひ早めに早めにの中で、確認しながらやったほうが、予算は多くかからなくても、経

費はかからなくてもできる可能性もありますから、その辺ご努力いただいて、お願いしたいと思います。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 ほかにございますか。

針ケ谷委員、２巡目よろしいですか。なければちょっとすみません。

小学校でスケボー禁止にしたということを父兄の方に伺ったのですけれども、その経緯。

それと、これは特にニュータウンの中の公園なのですけれども、大きな声を出して遊んでいる、それがう

るさいからと思うのですけれども、大きな声を出さないように。子供たちはゲーム機を持っていって、うち

の中でゲームをやるのではなくて、公園でゲーム機を使って遊んでいると、そういうお話を聞きました。こ

の辺をお願いいたします。

橘指導主事。

〇橘 友代指導主事 お答えします。

ニュータウンの中でのことが主なのですけれども、スケボーだけではなくて、リップスティックと呼ばれ

るような片足で乗るような、昔はケリンチョとかとおっしゃいましたか、そういったものを公道で乗るのを

禁止ということにしてあります。もちろん家の庭ですとか公園の中でもできる部分では可能です。それから、

公園の大きな声、それからゲーム機、これは全て関係していることなのですけれども、非常に苦情が多いの

です。近隣の住民からかなり苦情が、はっきり言ってもう毎週のように来ます。特にニュータウンのところ

は道と道路が一体化したような部分がありまして、どうしても子供たちは公園に行くまでも、わあとか集ま

っていく、その声もうるさい。それから、「コロナ禍なのに５人以上で集まっているのか」、こういった電話

もあります。それから、ゲーム機なのですけれども、外のあずまやのようなところでゲームやお菓子を持っ

てきてやると。子供たちは対戦のゲームなんかをオンラインをやったりするのです。外でゲームをしている

ということも、近隣の住民の方からはかなり苦情がございます。特にあずまやなどは休憩スペースですので、

そこを小学生が占拠みたいな形、占領してお菓子のごみなどを散らかして帰る、こういった苦情もあります。

小学校でもそのことに関しては十二分に担任、それから事あるごとに指導しているわけなのですけれども、

なかなか難しい部分もありまして、スケボー等は禁止させていただいております。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 公道は誰が考えても危ないので、当然だと思います。では、公道ではなくてどこか公園

というかそういうところでスケボーとかそういうのが行えるところを提供というか提案というか、そういう

のをやっていただきたかったのです。それと、子供たちだから大声出して騒ぐというのは、これは当たり前
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なので、それを住民の方がちょっと我慢してもらって、あとは行く末は間接的には子供たちにお世話になる

のですから、その辺も考慮していただく大人になってもらいたいと思うのですけれども、その辺どうお考え

ですか。

橘指導主事。

〇橘 友代指導主事 本当におっしゃるとおりで、学校側としても子供たちがたくさん集まって公園で遊ぶ

ですとか、そういったことは本当に当たり前のことですね。学校の中でも子供たちの笑い声が聞こえて笑顔

があって、それでこそ教育という現場なのですけれども、やはりなかなか分かっていただけない近隣の住民

が若干名、同じ方なのですけれども、いらっしゃるということで、なかなか難しい部分です。申し訳ありま

せん。

〇亀井伝吉委員長 町全体で考えていきたいと思います。よろしくお願いいたします。

２巡目、では針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 お願いします。昨今公表されました子供の出生数、国の施策、方針からは、５年ぐらい

前倒しで減少しているというような報告になっております。町内もそれにたがわないかなと思っております

が、以前から教育長に対して小中一貫校についての検討についてお願いをしてありました。教育長自体も前

向きに取り組むというような答弁をいただいておるわけですけれども、近々にやはりそういった状態が見込

める、各小学校で単クラスになる可能性、１クラスになる可能性も出てきている昨今で、小中一貫校に対し

ての取組について検討委員会等を立ち上げるようなお話があったのですけれども、今現状どうなっているの

か報告をお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 斉藤係長。

〇斉藤弘之総務学校係長 現在においては、各学校全て単学級のような状況に陥っていないという点もあり

まして、検討委員会の立ち上げまでには至っておりません。例えば小学校で、どちらかの学校が全て単学級

に陥って６年間クラス替えがないような状況、また１クラス当たり１桁のお子さんの数、そういったものに

なることが見込まれるときこそ検討委員会をまずは立ち上げて、ある一定の方向性について検討を行ってい

かなくてはならないものだと認識しております。現在におきましては、そのような状況にないということで、

まだ検討委員会等検討していない状況でございます。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 小学校統合もそうなのですけれども、結局計画をして実際に起こるまでしばらくの時間、

最低でも３年から５年ぐらいはかかるわけですよね。では、今学校に未就学児の出生状況を見ても、将来的

にその単クラスというのは想定できないということで取り組まないという考え方でよろしいのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 小林局長。

〇小林桂樹教育委員会事務局長 ただいまのご質問なのですが、やはり今出生数、この先５年とか過去５年

の出生数を見ますと、かなり減ってきているのが事実でございまして、このままの減少でいくと５年先には

単学級になってしまうのかなというような状況が想定されております。その中で、今現在においては、小中

一貫の先進事例を教育長と事務局におきましては、視察を行ったり、いろいろな課題ですとかそういうもの

がどういうところにあるかとか、そういう今検討をしているというのが状況になっております。検討委員会

の設置ですが、これもやはりこの先の児童数、生徒数の状況を推定しながら、やはり遅くても計画年度の３
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年以上前には学校の検討委員会を立ち上げて進めていく必要があるというふうには当然考えているところで

ございます。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 先進地の視察は教育長から返答をいただいているわけですけれども、４年度はどこに行

かれたのですか。

〇亀井伝吉委員長 斉藤係長。

〇斉藤弘之総務学校係長 令和４年度につきましてはコロナ禍という状況にありまして、視察は行っていな

いような状況でございます。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 では、令和５年度はどこを計画していますか。

〇亀井伝吉委員長 斉藤係長。

〇斉藤弘之総務学校係長 お答えします。

あずま小学校というところが小中一貫の先進地ということで、そこを視察する予定だったのですが、コロ

ナが第７波ですか、感染爆発ということで、相手様も視察はご遠慮いただきたいという見解となってしまっ

たことから、見送ったという事実がございます。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 類にたがわず少子化がどんどん進行して、町としても少子化対策、今回の重要事項とい

うのですか、取組には少子化対策は入っていないのですけれども、全体的には少子化対策をやっていく方向

で計画を立てるのだと思います。効果が出ればいいのですけれども、なかなか効果が出てこないというのは

皆さんお感じのことだと思いますし、現在の５歳からゼロ歳児の出生数を見ても、やはり将来的にもし親の

仕事の都合で転居でもあれば、もう絶対にそういう状態になり得ることも想定できるはず。要するに、もう

５年ぐらいしか余裕の時間がないのかなと思うのです。やりますよ、では検討しましょうというと、やはり

一手、二手ずっと遅れてくる可能性があります。検討委員会を立ち上げたから絶対やらなければいけないと

いうことではないと思うのです。状況が改善すれば取り組まなくてもいいことですし、先進地を見て、それ

をああよかったねで終わるのではなくて、やはり自分たちのどこにそれを生かしていくのかという、その箱

がないと先進地を見学する意義もないのだと思うのです。そういうことも含めまして、やはりそういう検討

をする場、検討委員会という名称でいいのかどうか分かりませんけれども、検討する場は立ち上げていただ

きたいなと思うのです。そこで、では今度はこっち視察してみよう、あっちはこういうこと、違うことをや

っているらしいからそこを視察してみようと。板倉町は、ではどういう形が合うのかねというのが検討委員

会だと思いますので、先進地はだんだん増えてきています。見学する場所もたくさんあると思いますが、板

倉町に合う合わないというのも出てくるかと思います。独特だと思うのです。板倉町の町の地形というので

すか、どこに学校を置くのか、どういうふうな通学方法を選択するのかというのも含めて、やはり板倉オン

リーの考え方を持たないと板倉の小中一貫というのは到達できないのだという想像をしています。これはい

ろいろ皆さんの考えがあるかと思うのですが、ですので、できるだけ早く検討を始めていただきたいという

要望を持っておりますけれども、事務局長、いかがでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 小林局長。
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〇小林桂樹教育委員会事務局長 検討委員会の設置につきましては、いわゆる現在現状をよくまた把握をす

る必要があると思いますので、そこの現状把握、それから将来に向けての推計を含めて調査研究を進め、ま

たその適切な時期に設置ができればなというふうに思っておりますので、今ここでいつとは申し上げられま

せんが、今から調査研究を進めながら適切な時期に設置をしていければというふうに思います。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 まだ大丈夫だよという余裕のある時期によく情報を集めて検討するほうが頭が整理でき

ると思います。せっぱ詰まってあそこまでやらなければいけないとなると、これを妥協し、あれを妥協し、

これを妥協し、では用意ドンでスタートする形になりかねません。スタートしてからあそこが悪いな、ここ

が悪いなという不満が出てくるのだと思いますので、余裕のあるうちに検討を始めて、ベースを持って、そ

の時代に合った、状態に合った、どこに手を加えればいいかという改善をしていけば一番いい形でスタート

できるかと思います。本当に将来を見越して必要ないのであれば私はこういうこと申し上げませんけれども、

今の出生数の推移を見ると、どうしてもやはり五、六年でもう既に必要になってくるのではないかなと私の

頭の中では推察をしておりますので、教育委員会もそういう方向でぜひ検討を始めていただければと思いま

すので、よろしくお願いしておきます。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

本間委員。

〇本間 清委員 各公民館にお聞きしたいのですけれども、今まで学級講座または企画展、いろいろ企画し

てやってきたと思いますけれども、ここ３年間、コロナでこういったイベント類はかなり縮小されてしまっ

たのかなと思いますけれども、今年これからは大体コロナも落ち着いて、おそらく予定どおりできていくの

かなと思いますけれども、この３年間の空白期間といいましょうか、その間に何かこういうことをやったら

面白いだろうな、こういうことをやったら人が集まるだろうなという、そういう何かお考えになったものは

あるでしょうか。あくまでも個人的な思案で結構ですけれども、何かありましたらお聞きしたいと思います。

できるかできないかは別にしてです。

〇亀井伝吉委員長 伊藤館長からお願いします。

〇伊藤泰年北部公民館長 お世話になります。北部公民館の伊藤です。私が公民館に来たのが令和４年度、

今年度からですので、前年度、前々年度の内容的には、コロナで特に何も教室とかができなかったというふ

うに伺っています。今年度につきましては、そんな中でも規模を縮小して、北部公民館ですと北部公民館祭

りであったり芸術観賞会、落語の独演会をやりました。そのやったときに、やはり今までできなかったのが

続いていたので、すごく皆さんの笑顔があふれていて、すごく盛り上がったと自分は感じております。なの

で、コロナ前と同じような状況で、教室であったりイベントなどを開催できれば、すごく地域が盛り上がる

のかなというふうに思っております。なので、またコロナ前に戻れるように利用団体の方々と協議をしなが

ら前向きに実施を進めていければいいかなというふうに思っております。

あと、教室につきましては、いろんな全国または近隣市町村で、各公民館それぞれ独自のをやっておりま
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すので、人気の高いものを調査研究をして、北部公民館でもできるようにやっていければいいなというふう

に思っております。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 次に、高橋館長。

〇高橋徳男南部公民館長 南部公民館も同様にコロナ禍の時期に私のほうは職務してきたわけなのですけれ

ども、やはり教室については密になるということと蔓延防止、まん防があったということで使えない時期も

ありました。あわせて、料理関係については開催できない状況が続いておりました。それなので、一番人気

のあるパンだったり料理教室の教室については、令和５年度については、社会教育事業計画にのせさせてい

ただきましたので、開催する予定でございます。また、利用団体の毎年やっています公民館祭りというもの

が２年、３年、４年と開催できないという状況になっておりました。南部公民館では、昨年度につきまして

はミニ展示会ということで、発表ではなく利用団体が１年間でつくったものを展示会ということで開催させ

ていただいて、かつそこの利用団体のグループで活動しています着つけ、とんぼ玉の講習会だったりクラフ

トの教室だったり、植竹先生による書写会の席書会なんかも開催させていただきまして、縮小化した上での、

食べ物を使う模擬店だとか発表会というのはできなかったのですけれども、利用団体で話合いをさせていた

だいて、できる範囲の中でイベントをやっていこうということで開催をさせていただいたような状況です。

一応そちらの中で、コンサート事業については講堂を使うということで、利用団体で協議した上で、でき

なかった時期も、ジャズコンサートが３年間できておりません。それについては、５年度については開催す

る予定でございます。あわせて、できないということだったのですけれども、郷土を知る講演会ということ

で、地元の宮田毅さんを基に関所を回るということで、郷土を知る講演会を開催させていただきまして、集

まっていただいた事業を展開させていただいております。

今後の展望なのですけれども、私が思うについては、公民館利用団体以外でも、地域住民の方で活動して

いただいている方もいらっしゃるかと思います。これを機に地域で活動している子供会だったり、40代ぐら

いの人が使っていただくような公民館の地域づくりをしていきたいと思いますので、その点、令和５年度に

ついての課題事業として、目標として展開していきたいと思っております。

以上でございます。

〇亀井伝吉委員長 次に、青木館長。

〇青木小百合東部公民館長兼わたらせ自然館長 私が東部公民館のほうに昨年度から配置になりまして、ち

ょうどコロナ禍の中で配置になって、本当に昨年度、一昨年度につきましては、公民館の大きなイベントが

全て中止になってしまったということですけれども、そんな中でも地域の方々がコロナで苦労をされている

ことが多い年だったと思うのですけれども、皆様方の学びを止めないようにちょっと公民館のほうでも考え

まして、一応教室、講座の計画のほうは立てさせていただいてはおります。そして、今年度令和４年度につ

きましては、おかげさまで教室、講座のほうの開催は順調に行うことができまして、ほとんどコロナ前と同

じ回数、同じ事業の教室開催はできている状況でございます。

そして、今年度につきましては、北部公民館と南部公民館と同様に東部公民館のほうでも、お祭りという

のはちょっとできなかったのですけれども、発表展示会というのを開催することができまして、やはり発表

会、日頃公民館活動をされているサークルの方たちが一生懸命練習をされて、その成果を発表できる場がで
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きてよかったですという声もたくさんいただいて、皆さんが本当に笑顔でイベントを開催することができま

したし、３月５日の日曜日には３年ぶりに利用団体のほうと連携を図りまして、規模は小さいのですけれど

も、落語会などを開催することができまして、皆さん本当に久しぶりにみんなで笑顔で笑っていただいて、

楽しかったですということで、とても好評を得ていただきまして、来年度もよろしくお願いしますという声

もいただいておりますので、地域の方々のニーズに合わせた行事や教室、講座等を令和５年度におきまして

も開催して、皆様が公民館に足を運んでいただきまして、学びの場が提供できるようにと考えております。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 最後に、石川館長、お願いします。

〇石川由利子生涯学習係長兼中央公民館長 お世話になります。学級講座の関係で、令和３年度５回、21人

の参加に比べて、２月末時点で、令和４年度43回、543人、まだ半分にも達しないのですが、人数的には会

場の人数を減らしたり、いろいろな方法で開催回数はある程度増えてきております。その中で、新しい年度

でこれからやっていかなくてはならないこと２点ばかりございます。実は文化協会と文化財関係に属する団

体がございますが、高齢化により継続ができないような状況になっています。小学校に出向いていって里神

楽とかをやると、子供たちは目をきらきら輝かせています。そういった後継者の育成ができる教室を開催す

ることが１点。

それと、このコロナ禍で中央公民館、ほかの公民館、Ｗi―Ｆiを設置していただいております。今後、世

の中のあふれる様々な情報を活用できる基礎的な能力をつける情報リテラシー教育ということで、情報弱者

をなくすような教室を開催していければと思います。先ほど学校のほうで、公園でゲームをやっているとい

うことなのですが、そういった情報を使って、とちぎ国体でｅスポーツとか開催されています。そういった

子供たち向けのｅスポーツの教室等も先日開催されました。継続して実施していく必要があるのかなと考え

ております。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 最後に、本間委員。

〇本間 清委員 もう時間がありませんので、各公民館の館長さん、今お話をお聞きしまて、各独自の考え、

また行動をしようとしていると思います。ぜひ公民館に集まろうというかけ声を基にやっていただければ大

変ありがたいと思います。

また、それプラス、最初申し上げましたように、何か一つでも新しいものをまたやっていく、そういった

ことを考えていただければ町民の方にもきっと喜ばれると思いますので、よろしくお願いいたします。あり

がとうございました。

〇亀井伝吉委員長 以上で教育委員会事務局の予算審査を終了いたします。

教育委員会事務局の皆様、大変ありがとうございました。

この後、昼食休憩を挟んで税務課の審査を行います。

再開は１時30分からといたします。

休 憩 （午後 零時３５分）

再 開 （午後 １時３０分）
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〇亀井伝吉委員長 それでは、再開いたします。

ただいまから税務課の予算審査を行います。

説明については、要点説明により簡潔にお願いいたします。

それでは、説明をお願いいたします。

高瀬課長。

〇高瀬利之税務課長 税務課です。よろしくお願いいたします。私のほうからは予算の概要につきましてご

説明を申し上げます。

初めに、歳入でございますけれども、予算書の10ページをお願いいたします。一番上の段になります。令

和５年度の町税につきましては、20億4,792万1,000円の収入を見込んでおります。令和４年度と比較いたし

ますと8,764万2,000円の増で、率にいたしまして4.5％の増となっております。増収の主な要因といたしま

しては、法人町民税及び固定資産税の増収を見込んでおります。法人町民税におきましては、製造業等の業

績が回復傾向にあり、昨年の法人税の調定の実績等を踏まえまして増収を見込んでおります。また、固定資

産税におきましては、板倉ニュータウン産業用地への企業進出に伴う工場等の新築などによる増収を見込ん

でおります。

続いて、歳出でございます。予算書の83ページをお願いいたします。83ページ、説明欄でございます。２

款２項２目賦課徴収費になります。説明欄は中段から下になりますけれども、令和５年度における主な歳出

の内容でございますけれども、住民税及び固定資産税の賦課に関する電算業務や町税の納税、収納管理に係

る電算業務の委託料が主な歳出となっております。予算額につきましては3,588万9,000円で、令和４年度と

比較いたしますと580万6,000円の減、率にいたしまして13.9％の減となっております。各業務によっては多

少の増減ありますけれども、減額の主な要因としましては、３年に１度の評価替えに係る不動産鑑定業務の

終了や課税客体調査業務における航空写真撮影の終了、また地方税共通納税システム拡大業務の終了など、

単年度の業務が終了したことにより減額となっております。

私のほうからは以上でございますけれども、詳細につきましては、次第の順に各係長のほうからご説明さ

せていただきますので、よろしくお願いをいたします。

〇亀井伝吉委員長 岡島係長。

〇岡島宏之住民税係長 住民税係所管の予算についてご説明します。

すみません、また歳入のほうからなのですが、12、13ページを御覧ください。一番上の段、個人町民税、

町民税現年度課税分につきましては、予算額５億8,970万2,000円でございます。前年度比577万3,000円の増

額となり、約１％の増でございます。

続いて、下の段、法人町民税現年度課税分につきましては、すみません、予算額１億6,103万2,000円でご

ざいます。前年度比4,231万2,000円の増額となり、約35％の増でございます。

次のページ、14、15ページを御覧ください。一番上の段、軽自動車税の環境性能割につきましては、予算

額344万円でございます。前年度比121万7,000円の増額となります。次の段、種別割でございますが、現年

度課税分としまして予算額5,213万9,000円でございます。前年度比、こちら53万2,000円の増額となり、約

１％の増でございます。

続いて、下の段、町たばこ税でございますが、予算額8,168万6,000円でございます。前年度比221万7,000円、
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2.7％の増でございます。

続いて、歳出予算についてご説明いたします。すみません、また83ページを御覧ください。説明欄中段の

丸ですが、町民税賦課業務でございます。予算額884万9,000円を計上しております。こちら前年度比12万

5,000円の増額となります。主にシステムの計上となっております。

続いて、次の85ページを御覧ください。説明欄上から４つ目の丸になります。軽自動車税賦課業務でござ

いますが、117万1,000円でございます。前年度比100万4,000円の減額となります。この減額は、軽自動車税

の電子化に係る導入業務が単年度で終了したことによります。また、下の段、たばこ税賦課業務でございま

すが、こちら予算額48万円でございます。前年度比44万2,000円の増額であります。この増額は、地方たば

こ税の電子申告に対応するための導入経費となっております。

以上、住民税係の予算の説明となります。

〇亀井伝吉委員長 鈴木係長。

〇鈴木貴宏資産税係長 固定資産税関係につきましてご説明させていただきますので、よろしくお願いいた

します。

まず、歳入のほうからご説明させていただきますので、予算書の12、13ページをお願いいたします。主な

歳入であります固定資産税現年度課税分及び国有資産等所在市町村交付金のみについてご説明させていただ

きます。

初めに、１款２項１目１節の固定資産税現年度課税分でございますが、土地、家屋、償却資産を合わせま

した固定資産税の予算額は10億7,375万5,000円、前年度比4,054万2,000円、3.9％の増となっております。

次に、２目国有資産等所在市町村交付金でございます。主に国の交付金であります渡良瀬遊水地と県企業

局が設置しております太陽光発電設備等に係る交付金になりますが、予算額は7,468万7,000円、前年度比

225万1,000円、2.9％の減となっております。減額につきましては、主に償却資産の減価償却によるものと

なっております。

歳入につきましては以上でございます。

続きまして、歳出のご説明に移らせていただきます。予算書の82、83ページをお願いいたします。初めに、

一番下の丸印の固定資産税賦課業務でございますが、予算額248万5,000円、前年度予算額に対しましては20万

円の増額となっております。主な業務といたしましては、固定資産税事務電算業務委託料221万6,000円でご

ざいます。こちらの内容といたしましては、固定資産税の納税通知書及び納付書の作成、償却資産申告書の

作成、各種調査報告書類等の作成に係る費用でございます。

続きまして、予算書の84、85ページをお願いいたします。上から１つ目の丸印の評価替え業務でございま

すが、348万7,000円、前年度予算額に対しましては256万3,000円の減額となっております。主な業務といた

しましては、評価替え路線価整備業務委託料215万6,000円でございます。こちらの内容といたしましては、

令和６基準年度評価替えに向けまして、市街化区域内の362路線の路線価評価を行うための費用でございま

す。

続きまして、２つ目の丸印の課税客体管理業務でございますが、予算額299万5,000円、前年度予算額に対

しましては242万9,000円の減額となっております。主な業務といたしましては、課税客体調査業務委託料

176万円でございます。こちらの内容といたしましては毎年度の業務となりますが、土地及び家屋の経年移
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動修正を行いまして、固定資産情報管理システムに反映させる費用でございます。

簡単ではございますが、資産税係の説明につきましては以上になります。

〇亀井伝吉委員長 川部係長。

〇川部昌弘収税係長 私のほうから収税係所管の予算について説明をいたします。

予算書の12ページ、13ページをまたよろしくお願いいたします。収税におきましては、各税目の滞納繰越

分が所管となります。まず、13ページの２段目、個人町民税滞納繰越分、予算額500万円となります。前年

に比べ220万円の減となっております。

続きまして、４段目、法人町民税滞納繰越分、予算額10万円、前年同額となっております。

続きまして、下から２段目、固定資産税滞納繰越分につきましては、予算額600万円となっております。

次のページをお願いいたします。次の15ページの上から３段目になります。軽自動車税滞納繰越分、予算

額38万円となっております。前年と同額となっております。

続きまして、37ページをお願いいたします。37ページの説明欄の上から３段目、県税徴収取扱費交付金で

すが、予算額2,320万円でございます。これにつきましては、個人住民税につきまして、町民税と合わせて

県民税も町で徴収しておりまして、その取扱いに関わる交付金を県のほうから交付金として2,190万円、そ

れと役場窓口で自動車税の納付を受け付けることによりまして、いただいた額の２％、約30万円を計上して

おります。

続きまして、歳出に入らせていただきます。85ページをお願いいたします。85ページの説明欄の一番下の

段、町税徴収管理業務でございます。予算額につきましては1,594万6,000円でございます。主な支出につき

ましては、システムの使用料、あとはコンビニ収納事務の手数料、あとは共通納税のサービス利用と、あと

還付金の歳出還付によるものが主に歳出の項目を占めております。

以上で収税係のほうの所管の説明を終わらせていただきます。

〇亀井伝吉委員長 ありがとうございました。説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

今村委員。

〇今村好市委員 毎年質問させていただいておりますが、町税の本年度8,700万円増ということなのですが、

先ほどの説明だと法人町民税と固定資産税が伸びるという前提で調定をしたということなのですが、前年予

算の比較なのですけれども、決算についてはまだ出納閉鎖されていないのでしょうけれども、今年度の決算

見込みというのは、町税全体でどれぐらいになるでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 高瀬課長。

〇高瀬利之税務課長 決算という形にはまだ、計算は当然できないのですけれども、令和４年度の当初予算

に対して補正を12月にさせていただきましたけれども、その補正の額を合わせますと、最終的な予算が20億

7,300万円程度おおむねなるわけなのですけれども、そういった形が基本になるのかなというふうに思って

おります。よろしいでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 それは、決算見込みで20億7,000万円ということになる予測、予定ですよね。

〇亀井伝吉委員長 高瀬課長。
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〇高瀬利之税務課長 あくまでも当初予算に補正を足した額というような形でございます。決算の見込みと

いうことではなくて、当初予算に補正の額を足した最終的な予算現額というのですか、その金額が先ほどの

20億7,300万円程度という形になります。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 それは３月の補正ですよね。

〇亀井伝吉委員長 高瀬課長。

〇高瀬利之税務課長 昨年の12月に補正をさせていただきましたけれども、その金額、当初予算に補正の額

を足したもので、最終的な予算現額というのが20億7,300万円ということでございます。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 12月ですからほぼ調定額というのはもうある程度動かない額で、あとは収納率だけの話な

ので、大体の決算見込みというのは出るのではないのかと思うのですけれども。

〇亀井伝吉委員長 高瀬課長。

〇高瀬利之税務課長 調定額の合計をしますと、先ほどの額よりちょっと上へ上がりまして、20億9,500万

円ですか、こんなような金額になります。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 そうしますと、当初予算にどれぐらい補正をしたか、大体１億円ぐらいかなとは思うので

すけれども、この予算編成時期になりますと毎年考えるのですけれども、その前年度予算、その前の年の予

算対今年度予算の比較というのは、比較的表に出てくるのですけれども、決算額をどのように次の年度の予

算に反映したのかというのがよく分からないところがあるのですけれども、調定をする上において、全体の

枠として決算額をどのように参考にして新しい年度の調定なり見込みをしているのか、取りあえずその辺を

伺いたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 高瀬課長。

〇高瀬利之税務課長 まず、各税目ですけれども、前年度の先ほど言われたように調定額、前年度、今年度

令和４年度の調定額を参考にして、今までもありましたように不確定要因、また収納率、そういったものを

考慮した額で今年度令和５年度の予算を考えております。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 それは、イコール決算見込額という解釈でよろしいですか。決算の見込額を参考にして、

様々な要因をそこに加えて新年度の収入、調定予定額といいましょうか、それで収入額を計算しているとい

う理解でよろしいですか。

〇亀井伝吉委員長 高瀬課長。

〇高瀬利之税務課長 そのとおりでございます。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 その中で、法人町民税の伸びも、おそらくその前年度の収入見込額を参考にして、法人税

の伸び等については、検討されて伸ばしているのだと思うのですけれども、固定資産税については、調定の

基準日というのが多分１月１日なのですよね。だから、１月１日になると大体、税率が変わらない限り固定

資産税というのはある程度かなり細かく見込めるのではないかと思うのですけれども、その辺はどうなので
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しょうか。

〇亀井伝吉委員長 鈴木係長。

〇鈴木貴宏資産税係長 当初予算を算定をしていくに当たりましては、11月の半ばから11月の下旬、この時

期にかけて計算を積み上げて、当初予算の金額のほうを固めていってございます。ただ、１月１日現在にな

りますと、もう既に予算の状況が進んでおりまして、あくまで数字のほうは11月末の時点での数字を計上し

ているような形です。それぞれ土地、家屋、償却資産、調定見込額を算出するに当たりましては、土地につ

きましては今後の次点修正、土地がどう動くのかというのを予測して、それを見込んだ上で不確定要因98％、

昨年度までは95％を見ていたのですけれども、98％に上げまして、さらに収納率の98％を掛けた数字を土地

の予算額として計上してございます。家屋につきましては、３年に１度の評価替えの年ではございませんの

で、既存家屋の積み上げ、そちらに群馬県が見た評価分、町が見た家屋の評価分、そういったものを足した

ものを家屋の予算として計上してございます。償却資産につきましては、毎年度減価償却が既存の償却資産

にはございますので、それを反映させて償却資産のほうにつきましては計算をしてございます。ただし、新

規の償却資産につきましては、数字がちょっと分からないため、計上はしていない状況です。家屋と償却資

産につきましては、今までどおり不確定要因は98ではなくて95％のままで見て、収納率につきましては98％

を掛けているような状況です。昨年度と違う点につきましては、土地のみほぼほぼ確定ができるということ

で、不確定要因の率を上げているというような形で計上してございます。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 予算編成上、やはり歳入財源を確定をしないとなかなか歳出財源が見込めないということ

がありますので、11月中ぐらいには歳入を確定をしなさいという、おそらく財政担当からの話だと思うので、

そうしますと１月１日の基準日なのだけれども、実際はいろんな要素を見て、11月には歳入を見込むという

システムになっているのだと思うのですけれども、では実際に、単純に概算で結構なのですけれども、11月

頃を見込んだ固定資産税の歳入見込額と、１月１日を過ぎて、２月なのか今時点なのか、その時点ではどれ

ぐらいの差が出てきているのですか。

〇亀井伝吉委員長 鈴木係長。

〇鈴木貴宏資産税係長 ほぼほぼないものと考えてございます。差につきましては。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 では、その11月に見込んだ数字というのは、かなりいろんなものを加味して、もうもとも

と固定資産税はそんなに動くものではないから、97％ぐらいの精度で変わらないぐらいの見込みをしている

ということなのですね。

それと、全部の税目に対して収納率、前は95％だったのでしょうけれども、98％に上げているのですけれ

ども、これは全部の税目に対して98％なのか、過去の収納率を、後で聞こうかと思うのですけれども、コン

ビニ等の納税ができるようになってから収納率多分上がっているのだと思うのですけれども、そういう関係

があって95から98にしたのか。あるいはその税目によって、これは99％ぐらい収納できるよとか、これにつ

いては95ぐらいではないとちょっと無理かなとか、そういう判断ではなくて、一律98％というやり方なので

すけれども、これは結構正しい数字なのですか。もっと細かく分析をしていないのですか。

〇亀井伝吉委員長 高瀬課長。
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〇高瀬利之税務課長 収納率でございますけれども、大体おおむね97から８ぐらい、どの税目もそれぐらい

の間で来ています。多分そういうことで、一律で98というような形にしているものだと考えております。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 では、１％か２％の差なのでしょうけれども、収納率が一番高い税目というのは何なので

しょうか。一番やはり収納率が悪いというのは何の税目なのでしょうか、ちょっと参考に。

〇亀井伝吉委員長 高瀬課長。

〇高瀬利之税務課長 一番収納率が高いといいますと、法人税が99.34％、一番低いところでいきますと軽

自動車税でおおむね95.6％というような状況であります。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 法人町民税が確かに高いのは何となく分かるのですけれども、軽自動車税は何で途中で移

動だとか車入替えだとかいろんなものがあって、なかなかうまく入ってこないというのがあるのですか。

〇亀井伝吉委員長 岡島係長。

〇岡島宏之住民税係長 軽自動車税のほうですと、４輪ですと車検がありますので、納税していないと車検

が通らないというところはあるのですけれども、町ナンバーにつきましては、課税しても車検とかそういっ

たところがないものですから、そこら辺でおそらく町ナンバーのほうが悪いのかなというふうにちょっと思

っております。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 確かに車検という一つのあれがない限りにおいては、納税証明書をつけなくてもどうでも

いい話なので、ではバイクだとか農機具だとか、そういうものの収納率が下がってきているというのはある

のですね。何となく分かります。

もう一点、コンビニ収納ができるようになったので、そのコンビニを使うことによって収納率が全体とし

ては上がっているのですか。

〇亀井伝吉委員長 川部係長。

〇川部昌弘収税係長 コンビニのほうが令和２年から始めまして今年で２年目になるのですが、コンビニで

納めてくるのが、ここ数年、大分皆さんコンビニ収納ということに慣れたので、三、四年はそんなに大きく

は変わっていない、ちょっと厳密にまだパーセンテージとか出していないところなのですが、コンビニ収納

のほうは上がってきていると思います。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 上がっているのはいいと思うのです。では、今後この98％は、これ以上はなかなか歳入見

込み、調定額に対してこれ以上の収納率というのは、予算編成上は安全を見てなかなかこれ以上は上げられ

ないというのが現実なのですか。

〇亀井伝吉委員長 高瀬課長。

〇高瀬利之税務課長 そういった実績というか数値を見ますと、98より上げるというのはなかなかちょっと

心配な点は大きいかなと思います。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 分かりました。いずれにしても、税収、町の財源、いわゆる税収と交付税がこれで６割以
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上を占めておりますので、この辺の歳入をきちんと見込むことが、毎年のおそらく予算編成上、これは言う

までもなく大事なことだというふうに思いますので、あまり安全を見過ぎなくても、地方公共団体の会計の

仕組みからすると、見過ぎるというのはあまりよくないのかなということで、プロがやる話なので、できる

だけきちんと見込んで、収入財源を盛った上で町民サービスをいかに予算化をしていくという、当初予算で

していくというのは大事だと思いますので、今後ともこの辺についてはシビアにお願いしたいなということ

をお願いをして質問を終わります。

〇亀井伝吉委員長 鈴木係長。

〇鈴木貴宏資産税係長 すみません、先ほどのちょっと今村委員のご質問の中で補足させていただきたいの

ですけれども、固定資産税の算出根拠になりますけれども、収納率を95％から98％ではなくて、その前段の

不確定要因を今まで95％で見ていました。それに98％の収納率をさらに掛けて予算の数字のほうを計算して

きたのですけれども、今回は土地に関してのみ不確定要因の今までの95％ではなくて98％に上げて、さらに

収納率は同じように98％全て掛けたという計算結果になっております。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 固定資産税以外も不確定要素で、その前に95％掛けているの。それに収納率98掛けている。

〇亀井伝吉委員長 高瀬課長。

〇高瀬利之税務課長 ほかの税目も同じ95、不確定要因は見ております。先ほど鈴木係長のほうからも話が

ありましたように、できるだけ正確な数字を出していきたいということで、今回は固定資産税の土地に関し

ては、５％ではなくて２％というような形で、少しでも正確に出そうという考えの下、変えております。

〇亀井伝吉委員長 ほかにございますか。

よろしいですか。

針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 固定資産税で昨年度でしたか、東洋大学の未使用用地分に関して、過去５年間に遡って

固定資産税徴収というようなのが話題になったかと思うのですけれども、一応大学については、今学校の用

地扱い、校舎等で使っている部分については。だけれども、そこから固定資産税は上がっていないのだと思

うのですけれども、そうすると来年度末で学校自体が移転をしたときにどういう扱いになるのかというとこ

ろが、分かっている範囲で教えていただければと思うのですが、分かりますか。

〇亀井伝吉委員長 鈴木係長。

〇鈴木貴宏資産税係長 先ほどのご質問なのですけれども、令和３年度の時点で、過去５年間に遡りまして

過年度分を東洋大学の未利用地ということで課税をかけさせていただきました。令和３年度からは当初課税

分としてその未利用地分を課税をかけさせていただいています。令和４年度も同様に同じ土地につきまして

かけさせていただきます。令和５年度につきましても変わりませんので、同じようにかけさせていただくと

いうことです。東洋大学の撤退になりますが、たしか令和７年度からということだと思いますけれども、そ

うしますと、令和６年の１月１日現在ではまだ学校の用に供しているということで、従来どおりの課税の６

年度はかけ方というのが従来の考え方になると思います。令和７年度からに関しましては、当然賦課期日と

いうのが令和７年１月１日現在の状況でということになりますので、その部分につきましては、今まで見て

いなかった未利用地以外の学校用地、いわゆる宅地になる部分、それと建物、それと償却資産が申告されれ
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ば償却資産分、それを合わせて令和７年度から課税するというのが固定資産税上の通常の考え方になります。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 今後、県も町も東洋大学との検討に入るのだと思うのですけれども、そこが再利用計画

があって、学校であれば今のままになってしまうのかなと思うのですけれども、その他の利用であれば、今

係長がおっしゃったように７年１月１日の現状で課税対象になってくるという考え方でよろしいのでしょう

か。

〇亀井伝吉委員長 鈴木係長。

〇鈴木貴宏資産税係長 東洋大学の跡にやはり学校法人が入れば、固定資産税の非課税ということで課税は

全てかからないという形が基本的な考え方です。そのほかに、学校に代わる例えば一般の企業ですとか工場

ですとかそういったものが入ってくるということになれば当然課税の対象になりますので、固定資産税もか

かってくるということになりますが、それにはニュータウン地区計画ですとか、そういった要件的な縛りも

あるかと思いますので、その辺は実際に話が進んできた段階で判断せざるを得ないのかなというふうに考え

ております。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 今未収分で大体の金額というのは出ているのですか。現在課税対象になっていない部分、

学校法人の使用面積あたりで、それが使用されなくなったときにどれぐらいの課税になるのかというのは、

計算はまだしていない。

〇亀井伝吉委員長 鈴木係長。

〇鈴木貴宏資産税係長 建物に関しましては令和３年度、４年度で全て県のほうにお願いをいたしまして評

価済みでございまして、ほぼほぼ数字のほうは出ているような状況です。宅地に関しましては、来年度その

宅地の部分に係る価格等調査をいたしまして、ある程度数字が見えてくるような形になります。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

青木委員。

〇青木秀夫委員 今村さんが言ったように、固定資産税は１月１日が課税基準になるわけでしょう。そうす

ると、その時点で分かるわけですよね、その年度の。例えば令和５年度の固定資産税の賦課基準は１月１日

で決定するわけでしょう。そうすると、それを早く通知するということもできるわけですよね。今、板倉町

だと第１回目は、分割で払うのはいつだっけ。７月頃。６月頃通知が来ると思うのだ。

〇亀井伝吉委員長 鈴木係長。

〇鈴木貴宏資産税係長 固定資産税の納税通知は５月の上旬に毎年……

［「５月上旬か」と言う人あり］

〇鈴木貴宏資産税係長 はい。納期につきましては、５月末と７月末と９月末と11月末の４期になります。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 佐野市なんかすごく早いのだよね。知っていますか。４月１日時点ぐらいに発送してくる

というから、もう４月の２日か３日ぐらいには納付通知が届くのだよね。だから、何か佐野市というのはそ

ういうのが厳しいので有名で、ＮＨＫのテレビなんかでもやって、各自治体が収納率すごくいいのだとかと
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いうので、聞いて知っているでしょう。視察に各自治体から来ているなんていうのを、前ＮＨＫの特集なん

かで見たことあるのですけれども、すごく今厳しい、極端に言うとサラ金並みにばんばん取立てが厳しくて、

俗に言う競売でも何でもかけてしまうぐらいなつもりでやっていくというようなことをやっているみたいだ

けれども、そういうのは聞いていますか。

〇亀井伝吉委員長 鈴木係長。

〇鈴木貴宏資産税係長 すみません、詳しくはちょっと把握していないのですけれども。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 ＮＨＫのテレビでやっていたのですけれども、全国的にも有名で、何か各自治体からその

参考に視察に来ているとか。確かにすごい早いのだよ。固定資産税の４月１日付か何かで発送しているみた

いに、すぐ来るよね。私もちょっと佐野に関係したものを持っているので、昔はあまり遅れてもそんなにう

るさくなかったのだけれども、すぐ最近は差押えしますよとか何とかと通知が来るのだよね。だから、いつ

の時代からかそれが厳しくなったのだけれども、ああいうふうにすると収納率もよくなるみたいね。そんな

に厳しくやると。参考までに、近くだから、何かいろいろ研修ではないけれども、教わりに行くといいかな

と思うのですけれども、参考までに。

〇亀井伝吉委員長 鈴木係長。

〇鈴木貴宏資産税係長 ありがとうございます。固定資産税の賦課期日、確かに１月１日なのですけれども、

償却資産の申告期限というのが１月31日なのです。それまでに各企業等が償却資産を持っている分を申告課

税ということで申告を出してくるのですけれども、そこから出してきたところからこちら側では精査を始め

ますので、どうしても１月１日の時点では価格がまだ決まらないということになります。それを３月の末ま

でに全て価格を決定していきまして、４月１日に皆さんにお見せできる縦覧という形を取らせていただきま

すので、そこまでに価格は決定されますが、１月１日現在ではちょっとまだ価格は決定はしていないという

ことです。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 償却資産に関してはちょっと難しいのだ。固定資産に関しては１月１日に決定するのでし

ょう。それが動かないのでしょう。何、償却資産の場合は１月31日以内に決定して、それを縦覧させるの。

その縦覧期間はあるの。

〇亀井伝吉委員長 鈴木係長。

〇鈴木貴宏資産税係長 地方税法で縦覧というのが設けられておりまして、毎年４月１日から第１期目の納

期の期限まで、５月31日になりますけれども、そちらの期間は誰でも、個人情報は見られないのですけれど

も、ほかの資産と比べたり、評価額ですとかそういったものは縦覧というのができるという制度が整えられ

ております。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 縦覧期間があったからってそれが変更するということはないのでしょう。一般の住民とか

関係者が見ることはできるのでしょうけれども、見たからといって、それを何か注文がついたから変更する

ということはないのでしょう。課税が変更になるとか。

〇亀井伝吉委員長 鈴木係長。
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〇鈴木貴宏資産税係長 その縦覧を見て、例えばちょっと価格がほかに比べてやはり単価的にちょっと高い

のではないかとか、そういったものであれば、固定資産の固定資産評価審査会というのがあるのですけれど

も、そちらのほうに異議申立てみたいなのはできる制度は、一応全国的にございます。ただ、こちらも家屋

評価ですとかそういったものは、いろいろ周りと価格を積み上げて、正式に評価を積み上げていっておりま

すので、話がされたとしても、そのような説明でご理解をいただくような形で努力はしております。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 いろんな話が込み入ってしまったのですけれども、私が錯覚したのは、だから納税通知が

遅れるということにはならないのでしょうと。さっきの説明を聞くと、それがあるから４月１日の納税通知

の発送は遅れるのだというふうに理解してしまったのだけれども、そういう仕組みがあるのは分かるよ。そ

ういう異議申立てするような。それとは別に、１月１日、償却資産については１月31日時点の評価基準で納

税通知は出せば出せるのでしょう。その縦覧とは別個の問題として。

〇亀井伝吉委員長 鈴木係長。

〇鈴木貴宏資産税係長 縦覧とは別個として、そういったことは可能かと思います。ただ、ちょっとスケジ

ュール的なものもございますので、今回は、いつも５月のゴールデンウイーク明けぐらいに発送を予定して

いたのですけれども、少しでも早くちょっと考慮をいたしまして、もう本当に５月の初めぐらいには固定資

産税の納税通知を送れるように今年は考えているところです。

〇亀井伝吉委員長 青木委員、よろしいですか。

〇青木秀夫委員 はい。

〇亀井伝吉委員長 ほかにございますか。

荒井委員。

〇荒井英世委員 滞納関係ですけれども、個人町民税滞納繰越分が500万円、固定資産税滞納繰越分が600万

円と計上してありますけれども、それぞれのちょっと件数を教えてください。

〇亀井伝吉委員長 川部係長。

〇川部昌弘収税係長 件数のほうはちょっと今、数えないと未納者の件数は出てこないので、ちょっと調べ

てから報告させていただきたいと思うのですが、減にした理由につきましては、前年と前年の未収金の関係

がありまして、未収金に滞納率を30％掛けましてこの500万円というふうに出させていただきました。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 滞納率30％で。

〇川部昌弘収税係長 はい。固定資産税についても、同じように令和４年度の未収金に滞納繰越分の収納率

を乗じて、17％平均で、ここ二、三年の収納率を見させていただいて、そういう形で予算のほうは計上させ

ていただいたことになっております。

件数につきましては、今一覧では出ているのですが、ちょっと数までは申し訳ございません。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

〇荒井英世委員 はい。

〇亀井伝吉委員長 ほかにございますか。

［「なし」と言う人あり］
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〇亀井伝吉委員長 では、以上で税務課の予算審査は終了いたします。

税務課の皆さん、大変ありがとうございました。

〇閉会の宣告

〇亀井伝吉委員長 以上をもちまして本日の予算決算常任委員会を閉会いたします。

次の予算決算常任委員会は、明日15日の午前９時から行います。

本日は大変にお疲れさまでした。

閉 会 （午後 ２時２５分）
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開 会 （午前 ９時００分）

〇開会の宣告

〇亀井伝吉委員長 おはようございます。ただいまから、予算決算常任委員会を開会いたします。

〇議案第１４号 令和５年度板倉町一般会計予算について

〇亀井伝吉委員長 本日は、課局別審査及び予算案全体に対する総括質疑を行います。

委員の皆様、執行部の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、初めに健康介護課の予算審査を行います。

説明については、要点説明により簡潔にお願いいたします。

それでは、説明をお願いいたします。

玉水健康介護課長。

〇玉水美由紀健康介護課長 おはようございます。健康介護課です。よろしくお願いいたします。

健康介護課は３つの係で構成されておりまして、その会計は一般会計のほか、３つの特別会計を所管して

おります。係ごとに申し上げますと、介護高齢係が一般会計と介護保険特別会計、保健医療係が一般会計と

後期高齢者医療特別会計及び国民健康保険特別会計、健康推進係が一般会計を所管しております。

介護医療の特別会計につきましては、大きな変更は予定しておりません。健康推進係につきましては、コ

ロナの対応が続いておりますが、新たな事業、住民サービスに取り組みたく、今般概要をご説明申し上げて

まいったところでございました。

予算の詳細につきましては、それぞれの係長よりご説明申し上げますので、よろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 おはようございます。介護高齢係、小野寺です。私からは、一般会計及び介護

保険特別会計をご説明いたします。

まずは、一般会計の歳入からご説明いたします。予算書32、33ページをお願いします。32、33ページ中段、

２目民生費県補助金、２節高齢者福祉費補助金81万6,000円でございます。一般会計の高齢者福祉関連事業

の歳出に対する県補助金でありまして、４つの事業が対象となっています。

次に、歳出でございます。予算書99ページをお願いします。中段、福祉タクシー利用補助事業でございま

す。１目社会福祉総務費のうち、本事業が介護高齢係所管となっています。

続きまして、予算書102、103ページをお願いします。２目高齢者福祉費２億9,571万2,000円、前年度比109万

円の減でございます。本ページから105ページにかけて、在宅の高齢者を対象とした福祉関連事業、町高齢

者全般を対象とした敬老事業及び介護保険特別会計繰出金の予算を計上しております。事業費の増減は、各

サービス利用見込み者の増減が主な理由でございますので、説明を省略させていただきます。

一般会計の説明は以上となります。

続きまして、介護保険特別会計についてご説明いたします。予算書中、緑色の中表紙４枚目、国民健康保

険特別会計の次が令和５年度介護保険特別会計予算となります。

同予算書の６、７ページをお願いします。歳入歳出合計は13億1,951万6,000円、前年度比3.8％減となり

ます。令和５年度介護保険特別会計の特徴につきましては、次の３点が挙げられます。１、令和３年度から
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令和５年度までを期間とした第８期介護保険事業計画の最終年度であり、次期計画の策定年度であること。

２、７ページの歳出において、歳出の95％を占める第２款保険給付費及び第５款地域支援事業費について、

介護保険事業計画策定に基づく保険給付費等の見込量より過去２年間の保険給付費等の実績に比重を置き、

予算計上したこと。３、地域支援事業期計画のテーマを育もう、支え合いの力とし、新型コロナウイルス感

染症収束見込みを踏まえ、集合型の事業を再開する計画を立案したこと。以上３点でございます。

以上で、介護高齢係が所管する一般会計及び特別会計の説明を終了します。

〇亀井伝吉委員長 栗原係長。

〇栗原正明保険医療係長 お世話になります。保険医療係の栗原です。先ほど課長が申し上げましたとおり、

保険医療係では、一般会計と後期高齢者医療特別会計、国民健康保険特別会計の３つの会計所管しておりま

す。持ち時間が５分ということでありますので、簡潔に説明させていただきます。

まず、一般会計になりますけれども、一番最初のほうこれの101ページのほうを御覧ください。一般会計

につきましては、時間の都合上、所管している歳出の事業及び予算の読み上げのみとさせていただきます。

こちら101ページの一番下になりますけれども、国民健康保険特別会計繰出金、こちら１億5,328万9,000円

となっております。

続いて、109ページをお願いいたします。こちら一番上になります。福祉医療費支給事業１億1,727万円、

その下になります。後期高齢者医療事業１億9,535万2,000円。

続いて、127ページをお願いします。上から４つ目の丸になります。こちら養育医療費支給事業になりま

す。44万2,000円です。

続いて、129ページ、次のページになります。一番下になります。後期高齢者健診事業、こちら899万円に

なります。

次のページをお願いします。一番上になります。後期高齢者人間ドック等検診費助成事業70万円となって

おります。

一般会計の歳出につきましては以上です。

続いて、後期高齢者医療特別会計になります。こちら一般会計の次の会計が後期高齢者の特別会計となっ

ております。こちらの６ページ、７ページをお願いします。こちら左側のページが歳入になりますけれども、

一番下の行になりますけれども、歳入合計が本年度予算２億451万4,000円、その右になります。前年度予算

額１億9,508万円、その右、943万4,000円の増ということで4.8％の増となっております。上のほう見ていた

だきますと、１款の後期高齢者医療保険料と４款の繰入金の増の影響ということで、全体的に増となってい

るところでございます。

右のページが歳出になります。予算額につきましては、歳出合計は歳入と同額になっておりまして、主に

増加になっている要因としましては、２款の後期高齢者医療連合納付金の増によるものでございます。

続いて、国民健康保険特別会計になります。後期の次の会計が国保特会になります。同じくこちらも６ペ

ージ、７ページをお願いいたします。まず、左のページが歳入になりますけれども、同じく一番下の行にな

ります。本年度予算額が20億1,586万2,000円、その右、前年度予算額20億6,408万7,000円、その右4,822万

5,000円の減、2.8％の減ということになっております。こちらの減の要因としまして、主に１款の国民健康

保険税と４款の県支出金の減によるものでございます。
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次、右のページが歳出になりますけれども、合計は歳入と同額となっております。こちら主に２款の保険

給付費と３款の国民健康保険事業費納付金の減によるもので減ということになっております。

以上で、簡単でございますけれども、保険医療係の説明を終わります。

〇亀井伝吉委員長 山岸係長。

〇山岸章子健康推進係長 健康推進係の山岸です。よろしくお願いします。令和５年度の新規事業及び既存

事業の変更部分について説明してまいります。

予算書の127ページをお願いします。歳入につきましては、事業費の補助となっておりますので、事業に

合わせ説明してまいります。127ページ、下から４つ目の丸、新型コロナウイルスワクチン接種体制事業か

らご説明させていただきます。令和５年３月８日付で、国から令和５年度についても、臨時特例予防接種と

して１年間延長されるという指示がありましたが、予算編成当初は今年度末で終了見込みだったため、令和

４年の残務整理分として、予防接種健康被害調査委員会の開催及びコールセンター対応、その他事務の残務

整理分として予算を計上をさせていただきました。

続きまして、その下、がん治療者医療用補整具購入費助成事業でございます。群馬県内においては、令和

２年度で約6,000人の方ががんに罹患する、そしてそのうち就労可能年齢の方は７％、約420名前後でござい

ます。国立がん研究センターが公表しているがん患者の５年生存率は、平成24年度の推計値は68％というこ

とで年々上昇しています。がんの治療を受けながら、就労や社会参加を両立することが可能になりつつあり

ますが、脱毛や皮膚障害をがんの治療では生じる場合があるため、外見の変化に悩みを抱える方も多い状況

であります。そのため、ウイッグ等の補正具を必要とする方に対して、購入費の一部を助成するものでござ

います。

続きまして、その下、小児若年がん治療者在宅療養支援事業、こちら新規事業でございます。こちらにつ

きましては、40歳以下の若い世代のがん事業者のうち、特に在宅において療養を選択される場合に、国の制

度のはざまになってしまい、ほとんどの支援策がない状況にあります。親御さんに頼れるか、お子さんがい

るかなどいろいろニーズが異なりますが、在宅で療養したい願いがあっても、経済的負担や支援において十

分でない状況にあることから、家で療養サービスを利用したときの利用料金の一部を助成するものでござい

ます。本事業は、介護保険制度に準じた内容となります。サービスの利用料の１割が自己負担、残り９割部

分を県と町で２分の１ずつ負担するものでございます。

続きまして、その下、出産・子育て応援事業でございます。国の制度改正によりまして、令和５年１月に

専決予算にて開始させていただいた事業になっております。５年度も継続で進めていくものです。妊娠期か

ら子育て期まで、相談支援体制の充実を図ることを目的に給付金の支給を行うものでございます。また、子

育て応援アプリを導入して、今まで以上にきめ細やかな情報発信と相談の受付、関係部局との連携強化に図

ってまいります。

次のページをお願いします。一番上の丸、健康増進事業、その下の健康増進事業補助についてご説明申し

上げます。各種検診や事後指導に関する事業でございますが、令和５年度の変更部分が３点ございますので、

ご説明申し上げます。１点目が骨密度検診についてです。検診の実施方法は、集団検診ということで保健セ

ンターで実施してまいりましたが、町内の医療機関で受診できる方法に変更をしました。この検診につきま

しては、対象者が35歳から70歳までの５歳刻みの女性ということになっていましたが、５年に１度の検診で
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ありながらも、年に２日間集団検診でしか実施できないという体制でございました。医療機関に委託できる

ことで、受診期間が８か月間確保でき、医療が必要と判断された方は治療につながりやすいメリットがある

と考えます。受診勧奨を行いながら、受診率向上につなげてまいります。また、予算上は変わりありません

が、胃内視鏡検査でございますが、こちらも法律で２年に１度と受診が定められていましたが、今までは奇

数年齢の方ということで、制限をかけていたのですけれども、内視鏡検査の申込みのときに、去年の受診歴

が確認できるということから、奇数年齢の枠を取り払うこととしました。こちらとしましては、歳入としま

して、33ページの健康増進事業費補助金210万6,000円を予定しております。最後に、下から２番目の産婦健

診事業でございますが、産後２週間をめどに１回分の健診料金を助成してまいりましたが、次年度から産後

１か月以内に２回分の助成を行いまして、産後の不安定な時期の不安を軽減できるように支援してまいりま

す。こちらも29ページ、母子保健衛生費国庫補助金の中から、産後ケア事業と併せまして103万9,000円を歳

入で予定しております。

以上、健康推進係の説明を終わります。

〇亀井伝吉委員長 ありがとうございました。説明が終わりました。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

小野田委員。

〇小野田富康委員 今の改めて、99ページの福祉タクシー利用補助事業についてお伺いしたいのですけれど

も、あまりこれ使い勝手がよくないともらう方から話聞くのですけれども、利用率は今どれくらいになって

いるのか、教えてください。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 福祉タクシーの利用率でございますが、心身障害者、交通弱者及び自主返納者

合わせた利用者割合、利用率割合につきましては、今年の３月10日現在、73.4％となっております。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 思ったより逆にいいのかなと今思ったのですけれども、使われない分というのが結局は

残りの26.6％なりあるということで、結局使わない方だと身内の方とか親戚の方とか、近所の方に例えばど

こか出かけるとき送っていってもらったりとかという形になるかと思うのですけれども、この使われなかっ

た分のタクシー券、これ例えば板倉町の商工会の商品券に振り替えるとか、そういった事業で、例えばその

送ってくれる方にタクシー券代わりに返すではないですけれども、そういったことで使い切ってしまうとい

うのができるかと思うのですけれども、その辺のお考えはどうなのでしょう。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 本事業は、目的といたしまして交通弱者に対する支援となっておりますので、

また代替案となりますと、他課等の検討となりますので、この場で検討できますと言えない状況ではござい

ます。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 小野田委員。

〇小野田富康委員 では検討してください。
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〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 おはようございます。針ケ谷です。ちょっと予算書にはないことなのですが、２点ほど

確認をさせていただきたいのですが、まず１点目なのですけれども、先ほど来から、つい最近、マイナンバ

ーカードの保険証化、マイナンバーカードに保険証のあれを義務づけると、紙媒体をなくす方向まで出てき

たのかなと。最初両立だという話だったのですけれども。そうした場合に、発行元は発行手続の手伝いは環

境課のほうでやっているのですが、保険証が付随してくるとなると、どこの課の担当になるのだというよう

な話、こちら使い側からしても、分かりづらい部分があるのかなとは思うのですけれども、将来的に保険部

分は、では健康介護課だよ、発行については環境課だよと、そのすみ分けができるのかどうか、あるいはど

ちらかで担当してしまうのかどうかという部分については、今のところどのようなお考えなのかという部分。

もう一点は、ヤングケアラーという状態があります。これは、介護という言葉が入ってくるわけですけれ

ども、これも教育委員会なのか、福祉課なのか、介護という部分で健康介護課なのかという部分で、担当課

が分かれるのかなと思っています。ただ、対象者はもう限定的なので、どこかが専門的に当たったほうが対

応はしやすいかなと考えていますが、その辺について今町ではどのような対策を考えているのか、２点確認

をお願いします。

〇亀井伝吉委員長 栗原係長。

〇栗原正明保険医療係長 まず、最初のマイナンバーカードの保険証利用の関係についてお答えいたします。

実際のところ、国からそういった通知等が来ているわけではなくて、結局のところは新聞報道ですとか、

そういったところから想像する情報という形になるのですけれども、結局はマイナンバーカードで保険証と

して使えない方の場合は、何か資格証明書みたいなものを出すというような形になっているかと思うのです

けれども、そちらが今聞いている感じですと、１年ということなので、イメージ的には今の国民健康保険証

がちょうど１年なので、そのようなもののイメージかなというふうなところを今のところは想像していると

ころでして、今までと見た目とか様式が分かりませんが、そういったものが変わるだけで、発行するのはこ

ちらの保険医療係で発行することには変わりなくて、事務的にもそうさほど変わりはないのかなと。ただ、

その辺のところが、今後国のほうで詰めていくことになると思いますけれども、例えば申請制になるとか、

いろいろそんな話も出ていますので、その辺のところはまだ今のところ分からないので、国の情報等注視を

しまして、行っていこうかと思います。

それで、マイナンバーの発行自体につきましては、今と同じ発行をするときに、保険証として利用できる

ひもづけというのは交付の際にパスワードの設定も一緒に、ちょっとチェックをするだけですので、その辺

の手続的には今と変わりなく、戸籍年金係のほうで行っていくものと思っております。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 私からは、ヤングケアラーにつきましてご説明をいたします。

委員さんおっしゃったとおり、現在のところ担当部署は決まっておりません。ただ、本日、上毛新聞の１

面にもこのヤングケアラーの記事が載っておりました。県といたしましては、今年度調査をいたしまして、

当町でも介護部署にアンケート調査参りました。その結果、板倉町で１名ヤングケアラーがいるという回答
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を私のほうでいたしました。今後はその結果、教育委員会ですとか、福祉課とも共有させていただきました

が、主担当、副担当も決めつつ、３課、２課１局で共同いたしまして、まずはヤングケアラーの支援ですと

か、あとは実態把握というものに当たっていきたいと思っております。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 まず、保険証の件なのですけれども、結局今までは別々というか、マイナンバーカード

がないときには保険証が定期的に送られてきて、それを使う。国民健康保険。あと、あれですか、国民健康

保険以外の保険もひもづけしてしまう考えその辺も全然明らかではないのですか。幾つかありますよね。社

会保険だとか厚生がありますけれども、そういう保険も含めて、全部ひもづけする状況になるのかどうか、

今私の頭の中で国民健康保険しか入っていないのですけれども、情報があればお願いします。

〇亀井伝吉委員長 栗原係長。

〇栗原正明保険医療係長 今現状、既にマイナンバーカードで保険証利用をするというのにチェック欄をつ

けると、もう保険証としてマイナンバーカードの情報が連携しますよという形になるので、それは国保だろ

うが社保だろうが関係なく、要するに国保の場合は役場から要するに国のサーバーといいますか、そういう

ところに情報が上がっていて、社会保険の場合、そちらの社会保険のほうからサーバーに情報が上がってい

って、マイナンバーカードでそこを連携するという形になるので、だから改めてチェックだけで、例えばこ

の人、私の場合は国保の番号がこうですよと登録をするわけではなくて、あくまで連携だけするようにする

という仕組みになっていますので、基本的に全ての保険証という形になっております。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 あと、国民健康保険だと、１年でしたっけ今、３年でしたっけ。切替えは１年ですよね。

切替えがあるではないですか。あれは自動的に行ってくれるのか、あるいはどうなのですか。今は新しいの

が送られてきて、古いやつを破棄する形、返却しないで破棄する形で整っているわけですけれども、自動更

新ということになると、何も気にしなくてもいいのかなと。あるいはそこの間に何か手続があるのかなと、

そういう細かい部分についてまだ国のほうから全然来ていないという感じですか。

〇亀井伝吉委員長 栗原係長。

〇栗原正明保険医療係長 今現時点でも既に連携というのができていますので、更新されればその情報が役

場のほうからサーバーに登録していますので、マイナンバーカードを持っている方につきましては、特段何

もせずに自然に更新された情報を見に行けるというような形になっているところでございます。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 あと、病院側のシステムというか、装置の問題がまだ残っているのかなと思うのですけ

れども、町内幾つか医療機関あるわけですけれども、そういう部分について、補助金を国が考えているのか

どうか、この間は補助金出すみたいなこと言っていた関係者も言ったようなのですけれども、そういう取組

というのは町のほうには情報来ていないのですか。

〇亀井伝吉委員長 栗原係長。

〇栗原正明保険医療係長 機械の設置について、国のほうから補助金が出ているものと認識をしています。

具体的に幾らというところまでは承知、把握しておりませんけれども、そういったことで、補助金は出てい
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るというふうに承知しております。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 そういうふうな意向が国のほうから出ているということは、そっちのほうに進むのでし

ょうから、やはり町の環境を整える責任はあるのだろうと思いますので、できる限りのことで早急にその環

境を整えていただければと思いますので、お願いをいたします。

ヤングケアラーの件ですけれども、今係長の報告だと１人確認できているということなのですけれども、

兄弟が多くて、兄弟の世話をするという部分についても、ヤングケアラーの対象になっている部分があって、

今少子化で単化というか、子供の数が１人、２人という部分で兄弟が少ないということを考えれば、その兄

弟間のケアラーというのはあまり多くないのかなと思うのです。逆に言うと、先ほど言っていましたように、

山岸係長の事業報告でありましたけれども、若年性でやはり大病を患って障害を持って、その介護に当たる

という場合が考えられるかなと思うのです。そういう対象者が増えれば、やはり家族で面倒をまず見る、自

宅介護という形になるかと思いますので、対象が増加する方向にあるのかなと思います。ですので、係長お

っしゃったように、方法、局面からするといろんな局面が、教育環境の充実、生活環境だとか、あと介護環

境だとかと、１つの課では対応できない部分が非常にあるかと思うのですが、やはり所管を決めておいて、

それで分担していくという方法になるかと思うのですけれども、副町長、その辺いかがですか。町の考え方

としては。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 この関係については、教育委員会事務局と先ほど答えの中で出ていましたけれども、ヤ

ングケアラーですから、義務教育の学校、あるいは高校の高校生が該当するのかなという感じはしています

ので、ただその辺で、現在準要保護世帯の児童の関係なんかは福祉課と教育委員会で協調して対処していま

すけれども、それと同じような形になってくるかなというふうに考えています。ただ、問題は支援の内容に

もよるかなと思いますので、その辺これからやはりいろいろ調査したり精査しないといけないので、今のと

ころこの方向というのはちょっと言いづらいのかなと思っています。ですから、そういった面で町内に１名

該当がいるということですから、該当者の実態だとかも詳細を確認をしながら、やはりそのほか今後複数の

方が出てくる可能性もありますので、併せていろいろな想定なりをしながら、どこで受け持たせるのかは調

整をしていきたいなというふうに思っています。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 やはり情報は、民生児童委員さんの報告ですとか、あるいは学校機関の報告ですとかと

いうところから上がってきやすいのかなと思うのですけれども、先ほど副町長おっしゃったように、その状

態によってはどこの課が対応したほうがより効果があるかという部分があると思います。ただ、やはり所管

を決めておいたほうがいいのかなと思うのです。そこで情報を取りまとめて、そこから枝葉分かれるような、

どうする、こっちやるあっちやるということではなくて、ここからこうしてください、ああしてくださいと

いう流れをつくっておいたほうが手当てがしやすいかなという気がしていますので、今後、今現状１名あり

ますので、それをきちんと手当てしていただくのと含めて、増えない方向と、あと出てきた場合にきちん対

処できる方向を考えていただければなと思いますので、よろしくお願いをいたします。

以上です。
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〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 介護保険関係ですけれども、ちょっと申し訳ないのですけれども、先ほど３つの特徴と言

いましたけれども、もう一回言ってくれます。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 それでは、令和５年度の介護保険特別会計の特徴、再度申し上げたいと思いま

す。まずは、１点目でございます。令和３年度から令和５年度までを期間とした第８期介護保険事業計画の

最終年度であり、次期計画、第９期計画の策定年度であること。２点目といたしましては、歳出におきまし

て、歳出の95％を占めます保険給付費及び地域支援事業費につきまして、実績ベースで予算計上をしたこと、

３点目といたしまして、地域支援事業計画のテーマを育もう、支え合いの力として、新型コロナウイルス感

染症収束見込みを踏まえ、集合型の事業を再開する計画を立案したこと。

以上３点でございます。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 分かりました。

まず１つ目ですけれども、保険料、これが前年度と比較して230万円ちょっと上がっていますよね。まず、

被保険者数どのくらいか。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 被保険者数、第１号被保険者、つまり65歳以上の方となりますが、２月末現在、

直近でございますが、4,919名となっております。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 先ほど特徴の中で３つ挙げてもらいましたけれども、第９期の次年度の計画、それで予算

書を見ますと350万円計上してありますよね。それはいいのですけれども、その地域支援事業の関係ですけ

れども、これも700万円近く増額してありますよね。ここにかなり重点化しているって感じなのですけれど

も、先ほどの説明の中で、集合型の事業と言いましたよね。具体的にどういうあれなのですか。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 こちらの集合型の事業でございますが、コロナ前につきましても、基本的には

公民館等に集まって介護予防事業を実施していたというのが実情でございます。ですので、コロナ前に戻す

という形で事業を展開しております。参考までにですが、来年度新規事業といたしまして、幾つかこの集合

型の事業を企画をしております。何点かちょっと紹介をさせていただきたいと思います。１つ目が介護予防

サポーター、つまりボランティアの方の活動を盛んにしていく１つの事業といたしまして、板倉クリーンウ

オークというのを考えております。こちらは、介護予防サポーターが月に１回集まりまして、町内各公民館

等から歩きながら、ごみ拾いをするという事業でございます。自身の介護予防、健康づくりも踏まえまして、

あとは環境美化というところを踏まえた事業となっております。これまで介護予防サポーターにつきまして

は、活用の方法がなかなかなく、また介護予防サポーターが集まってどういった事業をしていきたいかとい

う機会も設けることがなかなかできませんでした。そういった中で、今年度介護予防サポーターの定例会を

実施したところ、町にも貢献し、自分にも貢献できる何か事業がないかなというところで、こちらの板倉ク
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リーンウオークというのを考え、事業化しております。

続きまして、出張認知症サポーター養成講座でございます。こちらにつきましては、認知症サポーター養

成講座は定例的に行っておりましたが、やはりコロナ禍で事業が実施できませんでした。そういった中で、

今年度試験的に個人のお宅にお伺いして、認知症サポーター、つまり認知症に関する普及啓発ですとか、対

応方法、こういったところを学んでいただく講座というのを実施をいたしました。令和５年度につきまして

は、定例的にこのサポーターの養成講座を行うのではなく、要請があればその場所に飛んでいって、認知症

サポーターの養成講座を実施するという形を考えております。

以上、２点紹介させていただきました。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 まず、その板倉クリーンウオークですよね。これ月１回のごみ拾い、要するに介護予防サ

ポーターの横の連携を取るという意味なのですよね。介護予防サポーターって今何名ぐらいいるのですか。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 現在、154名育成をしておりまして、その中で活動ができますよとお答えいた

だいた方が93名おります。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 もう一つですけれども、認知症の関係ですけれども、認知症サポーター、これが例えば個

人宅を訪問するわけですか。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 こちら要望があれば、個人宅にお伺いするという仕組みでして、実際令和４年

度も１か所自宅にお伺いをしております。そのときは、近所の方が何名かそのお宅に集まりまして、そこで

認知症サポーターの講話をしたという実績がございます。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 そうしますと、認知症の関係ですけれども、それの町内の例えば対象者というのは把握し

ているのですか。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 この認知症の方の数でございますが、町内で何名という非常に難しい、算定す

るのは非常に難しいというところでございます。ただし、こちらが確実に把握できるものといたしまして、

要介護認定を受けている方、この方たちがどれぐらい認知症を有するのかというデータはございます。参考

までにお伝えいたしますと、こちらが昨年の８月15日現在となっておりますが、65歳以上の方、要介護、要

支援認定数623名に対しまして、認知症と思われる方が360名、約６割いらっしゃるという、こういったデー

タはございます。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 360人、６割の方がという形ですよね。例えば各施設に入っている方もいますし、あとは
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各在宅でいる人もいますよね。問題はその在宅でいる人ですよね。そういったところには、例えば認知症サ

ポーター、そういった方が一応どこどこにいらっしゃるというのは把握していて、そこからやはり例えば定

期的に訪問するわけですか。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 誰が認知症というのは、個人情報の最たるものになりますので、こちらにつき

ましては、認知症サポーターの方ですとか、介護予防サポーターの方に情報提供をするというのは、現在の

ところ考えておりません。しかし、例えば認知症の方がこういったサポーターの方に来ていただき、お話し

相手でしたり、ちょっとした外出支援していただきたいという、そういったご要望がありましたら、こちら

地域包括支援センターと介護予防サポーター、もしくは認知症サポーターで協議をいたしまして、ご自宅で

お伺いしていくような仕組みづくりをしていきたいと思っております。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 最後になりますけれども、そうしますと、例えば認知症の方本人がそういった形で相談を

出すというより、その家族の方がいますよね、周辺の人が。そういった方が例えば相談を役場のほうに申し

出るというのが多いわけですか。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 認知症の方の把握といたしましては、やはり介護の認定をしていただく、そこ

が一番数としては把握がしやすい状況になっております。また、ご近所の方ですとか、民生委員さんから、

この方ちょっと言動がおかしいということで、包括支援センターでしたり、介護高齢係にご連絡をいただく

こともございます。ただし、介護認定を受けた方につきましては、認知症と把握しやすいというところでご

ざいます。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

延山委員。

〇延山宗一委員 よろしくお願いいたします。

105ページになるのですけれども、障害児の地域生活支援についてお伺いをしたいと思うのですけれども、

この生活支援ということはいろんな面で、例えば相談支援、また意思疎通の支援とか、いろんな角度から支

援をしているということなのですが、そういうふうな中の広報を見ますと、障害者の虐待、一時保護支援と

いうことが載っているわけなのですけれども、それは当然予算を取って対応しているということなのですけ

れども、本町ではどのような体制が取られているのか、まずお伺いをしたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 玉水課長。

〇玉水美由紀健康介護課長 委員、申し訳ありません。障害児対策については福祉課が所管です。もちろん

お子様に関しましては、保健センターで健診等で障害以前のところ、もしくは障害があるのではないかみた

いなところは健診の中で把握したり、あるいは療育指導につなげたりということで、保健センターで把握し、

子育て支援係につなげるような流れです。また、障害者に認定されたという方については、社会福祉係のほ
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うで担当していただいていますが、それぞれ担当するところで把握したものというのは役場内で連携は取れ

ていると思っています。申し訳ありません。

〇延山宗一委員 失礼いたしました。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございますか。

今村委員。

〇今村好市委員 健康介護課、福祉関係の予算の全体の中でちょっと確認をさせていただきます。2024年問

題、これ全国的にいろんな形で問題が起きてくるだろうという予測の中で進められておりますが、まだ来年

ですから、24年は。今年は、板倉町予算の中で社会福祉なり健康介護なりの予算の中にはあまり反映されて

いないのかなという状況だというふうに思っております。予算の概要の中にも2024年問題の前年、突然2024年

になってくるわけではありませんので、団塊の世代の人が2024年から急激に増えていくということで、その

辺からいろんな対応は変わっていくのではないのか、大変になっていくのではないかという問題だと思いま

すので、１年前、２年前については、多少その辺の75歳に到達する人たちも増えてきているのかなと思うの

で。全体の予算を見てみますと、いわゆる介護保険の特別会計についてはマイナス、後期高齢者医療につい

てはプラスということで、これはまさに影響があるのかな。国保についてもマイナス、高齢者福祉もマイナ

ス、予防費は増えているという、そんな来年度の予算の形態なのですが、直接見込みといいましょうか、人

口の変化によるいろんな福祉や医療や介護の対応に対する今年度予算への措置、その部分についての対応と

いうのは、何か予算の中に反映されているのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 玉水課長。

〇玉水美由紀健康介護課長 委員おっしゃるとおり、団塊の世代が75歳を到達するということで、社会的に

はかなり前から騒がれていました。ですので、例えば介護予防の点から、介護保険を増やさないためにとい

うことで、ここ数年来予防事業にはかなり力を入れてきたつもりです。コロナ禍がありましたけれども、力

を入れてきました。必ずしも予算が必要ではなく、実動部隊として職員がちょこちょこ現地に出てというよ

うな事業は展開してきていました。そこら辺が介護保険料の県下でも低いほうというような維持ができてい

るところかなと思っています。また、医療に関しましても、増えているところと減っているところがござい

ますので、75歳到達の方は今後少し増えていきますが、やはりちょっと言い方がいかがでしょうか、85歳前

後のところからは、やはり寿命というのがあって、そこからあまり増えていかないのです、人口が。ですの

で、ここ何年かのところは増えますが、それ以降はまた減ってくるというようなところでございます。です

ので、予算に直接反映がない、あるとすれば、例えば高齢者の介護慰労金が少し、介護慰労金や、あるいは

一般の敬老祝金などがかなりちょっとここ数年増えますが、また３年、４年、５年後ぐらいからはまた通常

に戻ってくるのかなという予測をしています。ですので、直接来年に向けて予算をというような考えでは予

算は立てなかったところです。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 後期高齢者医療だけが伸びているのですけれども、これは費用が、費用というか、負担を

する部分が増えたから多少増えたのですよね、群馬県。その関係なのですか。

〇亀井伝吉委員長 栗原係長。
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〇栗原正明保険医療係長 先ほどの会計全体から見た今後の傾向みたいな形の話になってしまうのですけれ

ども、おおむね今後75歳になる方がどんどん増えていくという形で、国民健康保険に入っている方も当然75歳

になると抜けていく形になりますので、今年の予算もそうなのですけれども、後期特会のほうが増えて、国

保特会のほうは人数が減っていくので、減っていくというような傾向が今後しばらく続いていくのかなと、

要は国保の人数が減っていくと、後期の人数が増えていくと。今回の後期のほうの人数が増えた関係につき

ましては、被保険者数の伸びというところがやはり影響しているところが大きいかと思います。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 医療全体とすると、国保と後期高齢者特別会計があるのですけれども、そのバランスを見

ると、そんなに板倉町については被保険者は増えないという、片方は増えるけれども、片方は減りますよと

いう、そんな傾向なので、そんな急激に何か特別に対応しなくてはならないというのはあまり考えなくても

いいという、今の時点ではそういう状況なのでしょうか。

それと、介護についても、高齢者が増えるわけですから、介護については完全に年を取って亡くなる方が

減るということと、75歳到達をして、介護が必要な人が増えてくるという状況は、逆に増えるのではないの

かなと思うのですけれども、それについては予防医療というか予防介護、そういうものを積極的にやること

によって、急激に介護保険なり、介護者が増えるという見方はあまりしていないのでしょうか。次の計画を、

今後の３年の計画はつくるのでしょうから、その辺の見方によっては多少変わるのかと思うのですけれども、

どのように推計を考えているでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 栗原係長。

〇栗原正明保険医療係長 まず、後期高齢者の会計と国保会計の関係なのですけれども、イメージ的には国

保会計から移っていくというところで、総体的には変わらないようなイメージはあるのですが、やはり最近

は自営業の方とかも減ってきている状況がありますので、どちらかというと総体的には移るというよりは国

保の被保険者数はそれ以上に減っていく傾向にあるような感覚を持っております。ということで、被保険者

数が減ってくるということで、県の推計上でも１人当たりにかかる医療費というのは比較的増えているイメ

ージになっていますので、被保険者が減ってくると、今現状は、今回の予算もそうですけれども、歳入歳出

の足らない部分は基金のほうから繰り入れて帳尻を取っているところがありますけれども、こちらの基金の

ほうが減少傾向に転じていくことになってくると、やはり保険税、国保税の見直し等も考えていかなくては

ならないということになると思います。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 それでは、介護保険につきましてご説明いたします。

今村委員さんおっしゃったとおり、今後介護保険につきましては、認定者の増加に伴う給付費の増という

のが見込まれます。というのも、板倉町の一つの特徴と、高齢者の特徴といたしまして、前期高齢者、いわ

ゆる65歳から74歳までの高齢者が後期高齢者、75歳以上の方よりも多いという今現状にございます。という

ことは、年を経るに従って前期高齢者から後期高齢者になっていきますので、その分介護認定を受ける率は

高くなってくるかなと思われます。参考までに75歳以上全体の認定率につきましては、こちら厚生労働省で

発表しておるものですが、75歳以上全体の認定率が31.5％、つまり３人に１人が認定を受けるという状況に
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なってまいります。この辺の推計も踏まえまして、第８期計画は策定いたしましたが、第８期計画につきま

しては、認定者数はほぼ計画どおりというところでございましたが、給付につきましては予測値より大分低

く実績が出ております。こちら特に施設介護給付費、こちらが減少しておりまして、その分在宅の介護給付

費というのは増加をしております。９期計画策定するに当たりましては、この８期計画の特徴を踏まえつつ、

人口構成もさらに加味いたしまして、策定していく次第でございます。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 国民健康保険なり後期高齢の特別会計については、特に後期高齢、国保も被保険者が減っ

てくるということと、そうすると収入財源が少なくなる。高額な医療費がかかってくるということになると、

国保税の上げる時期というか、上がる時期というのはそんなにもう間近ではなくて、かなり先で上がるとい

う推計をしているのかどうか、その辺を聞きたいのですけれども。

あと、介護のほうについては、介護認定率が非常に高いのですけれども、給付費が低いというのは、どう

いう現象なのでしょうか。介護度が高い人が少ないと。介護度の低い人が多いという見方なのでしょうか。

その辺も含めて、これから次の計画の中で介護費用の費用については上がるのか下がるのか、下がることは

ないのですけれども、いつ頃になればまた３期の中で、４期か今度、４期の中で上げなくてはならないとい

う見方をしているのか。

〇亀井伝吉委員長 栗原係長。

〇栗原正明保険医療係長 国保税の税率改定の見通しに関してなのですけれども、実際のところ毎年この予

算を編成をするに当たりまして、昔の国保特会と今の国保特会の考え方ちょっと違うのが、昔の町が主体と

なってやっていたときは、イメージとしまして医療費でかかる分保険税を集めると、当然国の補助金とかも

ありますけれども、医療費にかかる分について国保税で賄うというようなイメージだったのですけれども、

今県と市町村で一体となってやっていますので、要するに町が県に対して負担金ということで納めて、かか

った医療費については県から同じくかかった医療費分の補助金が来ますので、医療費が増えるというのは、

県全体で考えれば、各市町村から負担金を集める増加要素にはなりますけれども、そういったところで、毎

年県の推計に基づきまして、例えば板倉町は幾ら事業費納付金というものを納めてくださいよという数値が

11月頃に示されますので、一応その時点で来年の予算上で、今の現状の交付税で納付金を納めるに足りるか

というような毎回その毎年それを計算していまして、あとは何とか今の基金がこれだけあるからと、あとは

例えば去年の繰越金から多少積めたとか、そういったところを勘案して、何とか来年はこれで上げずにいけ

るだろうというようなことも毎年ちょっとやっているもので、それなので、それが足りなくなってくると判

断した場合は、早急に国保税を改定するような検討に入って、翌年度予算に反映させていかなければならな

いなというような状況に、スケジュール的にはなっております。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 今村委員さん、今おっしゃったところで、１つちょっと異なるところがござい

ます。介護認定率は群馬県内で一番低い状況でございます。そうですね。直近ですと、令和４年11月現在で

ございますが、全国でも下から数えて25番目という状況になっております。今回第８期計画の中で推計をい

たしましたが、実際給付費が低かった理由の一つといたしまして、やはり認定率が低いというところに尽き
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るのかなと思っております。そちらを踏まえまして、第９期の見込みでございますが、おおむね横ばいなの

かなという推計はしております。こちらは、施設介護給付費よりも在宅介護サービスの給付費のほうが現在

も上回っておりますので、この傾向が第９期３年間も続いていくのかなと思われます。総じて、全体の給付

費というのは横ばいなのかなと思っております。そういったところを踏まえますと、第９期の保険料でござ

いますが、こちらは実際に来年度、推計見込みの中で出していく形になりますが、大幅な上昇というものは

ないのかなと思われております。参考までに第８期につきましては、コロナ禍でございましたので、他の市

町村もコロナ禍に配慮いたしまして、本来は保険料を上げたいところでしたが、現状維持というところが多

かったようでございます。当町につきましても、コロナ禍もございましたが、給付費の伸びというのが抑え

られるかなというところで、基準額5,300円、こちらは県内で２番目に低い金額、基準額となっております

が、こういった形で群馬県内でもまた低い保険料で推移できるのではないかなと想定はしております。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 国保についても広域化したということで、財政的には少しやりよくなったのかなという、

単純に一町村が急激に流行性の風邪だとか極端にはやってしまうと厳しい状況がすぐ来てしまうので、その

辺が少しこう緩和されたり、県の全体で国保税考えているから、その辺の指示が来てからということで。そ

うすると急激な国保税の上昇というのはあまり考えられなくてもいいという理解でよろしいですね。

〇亀井伝吉委員長 栗原係長。

〇栗原正明保険医療係長 後期後期高齢者の医療につきましては、県全体で保険料が決まって、同一の保険

料になっているのですけれども、国保についてはまだちょっと仕組みが違っていまして、どこの町でも同じ

保険税率ということではなくて、あくまで例えば板倉町で幾ら納付金を納めてくださいといったときに、例

えば明和さんは幾ら納めてくださいとなったときに、それに賄えるだけの保険料が必要とするということで、

保険料はその町で今の仕組み上は決めていますので、全体的に例えば医療費が県全体で上がってきたりする

と、要するに県もその分会費を集めないと足りなくなってしまうのでということになりますので、そうする

と負担金が大きい、増額されてくると。そうした場合は、それに対応するような保険税を徴収しないと、会

計がやりくりができなくなってしまいますのでということになりますので、それは今現状で見てすぐに上げ

る状況にないとかということはなくて、また来年は来年という形になってしまいます。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 医療給付を、その町村で抑えるということが、その保険料に対しての関連が出てきてしま

う話ですよね。それとは関係ない。

〇亀井伝吉委員長 栗原係長。

〇栗原正明保険医療係長 医療費は、その負担金を、町が県に納める納付金というのですけれども、その納

付金が県全体でかかる医療費を見ているものですから、例えば板倉町が、あまりそういうのもないかもしれ

ないですけれども、極端に言えば板倉町は医療費がすごく何かの事情で上がってしまったと。だけれども、

県全体で見たら上がっていないということになれば、負担金がそんなに上がる、逆に下がってくるわけです。

ということで、その町の医療費が国保税に直結するわけではなくて、県全体で見て要は医療費が増加傾向に

なってくれば、当然負担金が増えてくるので、それに対応する交付税が必要になると、そういうことになり
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ます。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 そうすると、市町村別に負担金を県が指示をして、おたくは幾らですよというのはちょっ

とおかしいよね。それは統一されるのでしょうけれども、いずれは。まだされていないということだけなの

でしょう。

〇亀井伝吉委員長 栗原係長。

〇栗原正明保険医療係長 いずれ統一の方向に向かっているわけなのですけれども、まだ今の時点ですと明

確に今の後期みたく、群馬県どこに住んでいても、例えば所得割が同じ何％で均等割が何％でというのが決

まるというのはまだ先の話ということになっております。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 では、当分の間については、2024年問題の影響を大きく受けるというのは、群馬県なり板

倉町の国保会計についてはあまり考えられないと。

〇亀井伝吉委員長 栗原係長。

〇栗原正明保険医療係長 その人口的なもので、どうかというところもあるのですけれども、結局は医療費

がどれだけ１人当たりがかかってくるかというところもありますので、やはり流行、例えば今コロナも鎮静

化している状況ですけれども、これがまた仮にもっとまた再流行とかなってきたりすると、それなりに増え

たりするということもあるかと思いますので、2024年問題が直接は影響しないかもしれませんが、ほかの要

素で比較的今は１人当たり医療費が増加傾向にありますので、そういったところが影響する可能性はありま

すということです。

〇亀井伝吉委員長 今村委員。

〇今村好市委員 介護保険、まさに優良町でありますよね。そんなに多かったかなというのはちょっと認識

をしていなかったので、そういうことについてはおそらく予防医療だとか、予防介護を積極的に先ほど課長

がもう何年か前からこつこつとやってきていると。これ健康寿命を上げるということもあったのでしょうか

ら、その辺の結果がいわゆる介護率の低さにつながっているということなので、これ町民にもうちょっとや

はりきちんとＰＲをして、全国では板倉の介護の状況はこうですよと、だから介護費用も群馬県でも非常に

安いですよとか、そういうことでぜひ健康については介護にならないように気をつけてくださいというのは、

しっかりこうＰＲをしたほうが私はいいのかなというふうに思うので、ぜひよろしくお願いしたいと思いま

す。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 ご助言ありがとうございます。こちら認定率につきましては、昨年度の「広報

いたくら」の秋口にトップページで紹介をさせていただきました。また、介護の現状ですとか、介護予防、

健康づくりの件に関しましては、各地区のサロンですとか、通いの場、先ほど荒井委員さんおっしゃった認

知症の関係の出前講座、こういったところで周知はしております。ただ、もちろん周知がこれで十分だとは

思っておりませんので、様々なところで周知をしていただきまして、引き続き県内でも全国でも認定率が低

い給付も低い町として頑張っていけるように推進していきたいと思います。
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以上です。

〇亀井伝吉委員長 ほかにございますか。

市川委員。

〇市川初江委員 よろしくお願いいたします。

見積書の87ページ、出産子育ての応援事業なのですけれども、赤ちゃんが生まれると何回か訪問してくだ

さって、ご相談に乗ってくださっているだと思うのですけれども、コロナの中この３年間大変だったろうな

ということをちょっと思ったのです。どのような工夫をなされて訪問していたかが１点。

それから、何回訪問するような形ができているのか、それから申し込まなくても行政のほうから日にちを

決めて訪問するのかどうか。

それと、行ったときにはどんな悩み事とかそういうものが多いのか。

それと、最後に、ご両親と同居の方も同じように訪問なさるのか。この４点ですか、お願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 山岸係長。

〇山岸章子健康推進係長 訪問について、まずご説明したいと思います。コロナ禍での訪問時の工夫という

ことですけれども、まず事前にお電話をして、訪問をやっているのですけれども、大丈夫でしょうかという

ところで確認を取りまして、担当者１名で時間は短くしています。まず、相手の方のご了解を得て訪問する

という形を取りました。時間のほうは短く、事前に伝えられること、例えば予防接種はこんなのですよとか、

健診はこんなのですよということちょっと事前に電話等でお話ししておいて、直接伺ったときはできるだけ

短く済むようにというような工夫をしておりました。また、やはり防護服なんか着て行かれませんので、き

ちんと職員のほうも訪問した先ではエプロンをつけて、清潔面のほうでは気をつけるという形を取っていた

ところです。また、訪問を希望されない方は、直接保健センターに来ていただいて、時間を取りまして、個

別の保健指導という形を取ったということもあります。基本的には事前にお電話をして、どんな形がよろし

いでしょうかというような内容をしております。今のところ妊娠時、妊娠届があった後面接して、妊娠後期

にもちょっとお電話をしているのですけれども、ご希望の場合には訪問をしたり、保健センターのほうに来

所していただいて相談を受けるという形を取っております。あと、訪問につきましては新生児、出産してか

ら訪問をしております。やはり生まれてからは体重が気になりますので、計測しながらちょっと来ますかな

んということでお話ししています。申込みをしなくても、勝手に電話をして、こちらでどうですかって言っ

て、申込みなくても訪問のほうは行けるような体制を取っているところです。また、訪問時に同居のご家族

が立ち会う場合もございます。旦那さんも一緒のときもあります。

あと、悩み事につきましては、今妊娠届出時に全員面接をしているのですけれども、例えば１人目のお子

さんのときにはもう相談先が分からなかったのですけれどもということだったのですけれども、一人一人丁

寧に面接することで、産後の手続とか心配事が相談できるのでありがたいですというような方もいらっしゃ

います。あとは、悩みを話せる人がいないので、話せる場所というのは見つかったのかななんていうところ

で、妊娠届出時にきちんと関わることで、これからも継続的にこちらは関わっていきますよということをお

伝えするのですけれども、そんなことでその後の支援はスムーズにつながっているのかなと思っているとこ

ろです。あとは、保育園のこととか子供の遊び場の情報を知りたいというようなニーズも多くて、生活に密

着した悩み事みたいなことが多いかなと思っています。
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以上です。

〇亀井伝吉委員長 市川委員。

〇市川初江委員 本当に気遣いをいただいて、ご相談に乗っているのだなと思ってちょっと安心いたしまし

たけれども、本当に初めて赤ちゃん産むと不安がいっぱいで、まして今はもう核家族で、おじいちゃん、お

ばあちゃんがいないものですから、大変この事業は大事なことだなというふうに思います。今後とも支えに

なっていただければ、親代わりのようになっていただくのがいいのかなと今お話聞いたら思いましたので、

よろしくお願いいたします。ありがとうございます。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

青木委員。

〇青木秀夫委員 先ほど介護保険のことでちょっとお聞きしたいのですけれども、板倉町は給付費が少なく

て何か優良自治体だということ聞いたのですけれども、この介護保険の利用したいということで、いわゆる

待機者というか、待っている人もいると思うと、そういう方はどうなのでしょうか、その状況については。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 介護保険の待機者でございますが、在宅サービスと施設サービスに、介護保険

大きく分けられます。在宅サービスにつきましては、基本的には、お待ちいただく方はいらっしゃらないか

なというところでございます。施設につきましては、町内のちょっと事例でお話しさせていただければと思

うのですが、町内で入所、入居ができる事業所が７か所あります。定員がそれぞれの合計を合わせますと192名

となっております。うち町内の方で入居している方が108名で、定員に対する入所者割合が56.3％という状

況でございます。そういった中で、待機者でございますが、毎月各入所、入居施設から待機状況というのを

いただいております。その中で、最も多いのが介護老人福祉施設、つまり特別養護老人ホームでございます。

こちらで報告の数字を申し上げますと119名となっております。他の入居施設につきましては、ゼロから３

名という状況でございまして、特別養護老人ホームが圧倒的に待機者が多いという状況でございます。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 結局利用できなくて待機している人がいるから、保険のほうの負担率が低いということも

１つの要因になっているのではないですか。できればその施設を利用したいと、入所したいという人が今相

当、それなりに人数随分いるようですけれども、それは何か重複というかあっちこっち申し込んでいるから、

同一人物が２か所とか３か所とか申し込んでいるケースはあるかと思うのだよね、こういう場合は。だから、

実質中身は百何人、100人ぐらいいる中の本当は30人かもしれないと。その辺のことつかんでいるのですか。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 こちらの待機者の内容でございますが、先ほど委員さんおっしゃったとおり、

重複して入所の待機待ちをしている方もいらっしゃいますし、ほかの施設に入居しながら、特別養護老人ホ

ームのほうに待機待ちをしている方もいらっしゃいます。そういった中で、群馬県ではこの特別養護老人ホ

ームに限りまして、入所申込み状況調査というのを行っております。こちらが直近ですと、令和４年５月１

日現在でございますが、板倉町につきまして緊急性を要する特別養護老人ホームの申込者数が33名となって

おります。こちらにつきましては、町内の特別養護老人ホームに限らない数値でございまして、緊急性を要
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する方が33名いらっしゃるという状況が出ております。なお、特別養護老人ホームと同じような入所施設の

ほうに利用者が移行する傾向がありまして、県全体の申込み状況調査、入所申込み状況調査を見ましても、

毎年申込者数は減少しているという状況でございます。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 それで聞きたいのは、その個人負担の費用の問題なのですけれども、その特別養護老人ホ

ーム、そこは100％保険が利くわけね。それで、個人負担もその人の所得に応じて負担するのでしょうけれ

ども、その特別養護老人ホームのほかに、私よく分からないので覚えられないのだけれども、いろんなケー

スの介護保険つき何とか有料何とか老人ホームとか、あるいはこれ全く100％個人負担の有料老人ホームと

か、そういう高額なところもあるのでしょうから、これは介護保険とは別なのでしょうけれども、この保険

が一部ついた老人ホームと、いろんなケースがあるのですけれども、それ費用というのはどのぐらい違うの

か、前のちょっと聞いたのですけれども、まず再度大ざっぱでいいですから、例えばミモザ荘みたいな特別

養護老人ホームですと、普通の人はこのぐらいの負担になりますよと、こういう場合はどのぐらいなります

よとかって大ざっぱで、細かいこといいですから、覚えられないからちょっとまた。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 それでは、参考までに町内にあるサービス種別で、大まかな利用料をお伝えし

たいと思います。特別養護老人ホームにつきましては、個室と大部屋がございます。個室ですと約11万円で

ございます。大部屋ですと約10万円でございます。

続きまして、グループホームといいまして、認知症の方で体が元気な方が家族のように生活するといった

施設がございます。こちら町内に３か所ございますが、おおむね平均しますと、月額15万円となります。

続きまして、有料老人ホームになります。こちらは、重度の方もご利用ができる施設になっておりますが、

こちらが約16万円となっております。

最後に、サービスつき高齢者向け住宅と申しまして、このサービスは主に相談ですとかお食事、こういっ

たものを提供するサービスでございます。介護につきましては、外部から提供するという形になるのがサー

ビスつき高齢者向け住宅と申しますが、こちらが約17万円となっております。

以上でございます。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 そうすると、特別養護老人ホーム、ちょっと個室で11万円、大部屋と言うけれども、これ

２人部屋とかそんな程度なの。４人部屋とか。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 個室以外という形になりますので、２人、さらには４人という形になります。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 そうすると、大体料金が変わんないよね。個室がいいといった場合に、個室というのはあ

まりないのですか、これ。個室利用したいという場合。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 ご本人様、ご家族様の要望にもよるところでございますが、少しでも安くお願
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いしたいという形であれば、多床室という大部屋を希望される方いらっしゃいまして、どういったお部屋で

もいいから入所したいというご希望があれば、個室に行くというケースもございます。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 青木委員。

〇青木秀夫委員 例えばこの特別老人保護の10万円、11万円ですけれども、これは個人負担、個人負担でサ

ービスについての個人負担、よく聞くのだけれども、プラス何か部屋代とか、食費、これは保険利かないの

だとかと聞いているのですけれども、そうするとこれプラス入所すると、部屋代とか食事代というのはプラ

スされるのですか。これ保険利かないわけ、実費ね。

〇亀井伝吉委員長 小野寺係長。

〇小野寺昌幸介護高齢係長 先ほど申しました特別養護老人ホームの料金につきましては、原則３種類ござ

います。まずは、基本料金、続きまして居住費、お部屋代、最後に食費でございます。この基本料金、居住

費、食費を合わせた金額が11万円ということになります。この中で保険適用されるのか、基本料金分になり

ます。

〇亀井伝吉委員長 すみません。係長、そういう細かいのは、昨日も言ったのですけれども、一覧表にして、

回答してもらえますか。ほかにも質問したい方がいますので、細かいのは後にしてください。

〇青木秀夫委員 いいや、最後、悪いから。その10万円、11万円の中には、食費とか部屋代も入っての11万

円ね。それが分かれば、取りあえずいいです。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

黒野委員。

〇黒野一郎委員 では、簡単に。127ページ、山岸さんところかな、中段の下に新型コロナの関係の事業で、

その下に調査員という書いてありますよね。どういう方で、やはり何回か会議とかそういう開く予算なので

すか。

〇亀井伝吉委員長 山岸係長。

〇山岸章子健康推進係長 予防接種健康被害調査委員会というものが町のほうで開催するのですけれども、

まず予防接種を接種した後、もしかしてこれはその予防接種によるようなもので、身体の変化があったので

はないかということでご相談が多くあるのですけれども、この予防接種健康被害という制度があるのですけ

れども、国のほうで制度があるのですけれども、まず町のほうで調査委員会を開いて、それで国のほうへ申

請を上げていくというものなのですが、調査委員さんのまずメンバーなのですけれども、保健所長さん、ま

ず医師なので、保健所長さんと、あと町内の医師２名にお願いしています。そのほかに、群馬県のほうで推

薦していただきました専門の先生ということで５名の先生にお願いして、調査委員会のほうを開く予定にな

っています。会議のほうは、会議のほうなのですが、このまま続けます。令和４年度なのですけれども、健

康被害調査委員会のほうが２名の方の申請がございまして、１回、コロナ禍でしたので、書面会議というこ

とで開催しております。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 分かりました。

そういう中で、先ほど栗原係長が言ったコロナがまだ収束、下火になってきているという話も出ています
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けれども、今日も上毛で、昨日が199かな、栃木と行ったり来たり数字が、東京は1,000名と言っていたけれ

ども、こういう体制の中で、やはり亡くなっている人が群馬県だって毎日２人、３人いますよね。だから、

少なくなってきたといっても亡くなっている人がいるということは、収束はしているけれども、やはり心配

というのか、慎重にいろいろな面でやったほうがいいかなと思うのですけれども、そのような中で町のほう

では今後この見通しというのか、その辺のところがお考えがあればひとつどなたか。

〇亀井伝吉委員長 玉水課長。

〇玉水美由紀健康介護課長 皆様ご存じのとおり、コロナ禍が本当にここ数年ぐらい先が見えず、どたばた、

どたばたというような状況でございまして、ただこのほどまた国が次の予防接種の概要をお示しされました

ので、新年度はそれに向けてもう今からも準備を始めていかなくてはということで、予防接種のほうは準備

を進めます。

それと、感染につきましては、マスクが事実上の解禁になってしまいましたが、折を見て周りに配慮した

マスクの着用のご協力をみたいな呼びかけはしていきたいと思っておりまして、委員会のほうで針ケ谷委員

からも少しご意見とご助言いただきましたので、今回検診の案内通知の中にはご協力などをお願いして、あ

とは折を見て、また個人の感染対策というのはＰＲしていきたいなと思っております。なかなか直結するこ

れだという１個だけの対策ってなかなかないものですから、個人の判断に任せるとかが多くなってしまいま

すが、なるべく小まめにＰＲしていければと思っています。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 今までも中央公民館でいろいろとやってきましたけれども、そういう体制で準備というの

は、いつでもということないけれども、期間多少あるでしょうけれども、やれる体制はいつでもという、を

整えられるということですよね。

〇亀井伝吉委員長 玉水課長。

〇玉水美由紀健康介護課長 今回予算を立てる時点では、来年度の予防接種等々の予定がまだ国から何のお

示しもなかったのです。ですので、また今後細かいこと、補助金がどのくらい来るのかとか、そういうとこ

ろも含めまして、あとは医師の体制がありますので、医師会と調整して、場合によっては補正予算等々また

お願いしていくことになると思いますので、よろしくお願いいたします。

〇亀井伝吉委員長 黒野委員。

〇黒野一郎委員 ぜひお互いいろいろ、亡くなっている方もいらっしゃいますから、それなりの緊張感を持

ってやっていればいいと思いますけれども、ぜひそういうことでよろしくお願います。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 ほかにございますか。

本間委員。

〇本間 清委員 お願いします。

これは、各個人の意識の問題だと思うのですけれども、例えば私たちは体の悪い人、不自由な人、これを

見まして、障害者だと言い方はすると思います。それは言葉ですからこれでいいと思うのですけれども、こ

れを漢字にしますと、故障の「障」に害するの「害」、そして者、この予算書にもそのように漢字にした障

害者というふうに書いてあります。今の時代の主流としましては、やはり害するという言葉遣いはこれは決
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して適切ではないということで、適当な漢字がまだ見つからないと見えまして、平仮名にして、障がい者と

いう文字に置き換えていると思いますけれども、この辺のお考えはどうなのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 玉水課長。

〇玉水美由紀健康介護課長 健康介護課独自でというものではないと思いますが、その害の文字を使う、使

わないにつきましては種々ありまして、多分この予算書に載っている言葉というのは、法律のそのまま、国

の通知のそのままを使っていると思います。ですので、今後また検討の余地があれば、町での呼び名、通称

ですか、そういうところは検討する余地があるかと思いますが、単純にうちの課だけという問題ではないか

なと思っています。

〇亀井伝吉委員長 本間委員。

〇本間 清委員 先日、ＮＨＫの討論会を見ていますときに、やはり字幕スーパーにこの漢字そのものが出

てきたので、私はちょっと唖然としたのです。先ほど申しましたように、この言葉遣いは必ずしも適切では

ないということで、取りあえず今害が平仮名になっています。こういったことがこれからは認知されるのが

私はよろしいのではないかなと思いまして、やはりこれは自治体、国から発信するべきだと思いますけれど

も、いずれこういう流れになっていくのかなと思いますので、その辺もちょっとお考えいただければと思い

ます。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 健康推進係でお願いをしたいと思います。健康増進事業なのですけれども、先ほどの説明

によりますと、骨密度の関係が変わったということと内視鏡の関係が変わったのだというような説明があり

ました。骨密度に限っては猶予期間ということで、その検査をして、内容等については当然そこで薬が処方

されるということで理解はできるのですけれども、内視鏡については年齢、例えば何年何年ということでさ

れるということなのですけれども、それについてもう少し具体的にお願いをしたいと思います。

〇亀井伝吉委員長 山岸係長。

〇山岸章子健康推進係長 内視鏡につきましては、国の法律に基づいて実施しているのですけれども、毎年

受けなくていいですよということになっています。対象年齢が50歳以上の方であること、あと受診の間隔な

のですけれども、２年に１度でいいですということになっています。その２年に１度ということで、町のほ

うで受診票の年齢に対して、偶数年齢の方とか、奇数年齢の方というので、コロナ禍でちょっと１年、令和

３年でしたか、中止になりましたので、偶数年齢の方から奇数年齢の方ということで、受診票の年齢を見て、

対象となる方を決めてたのですけれども、なかなかやはり受診票……

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 変わった点について、ここが変わったということで。いつまでと違った点ね。

〇亀井伝吉委員長 山岸係長。

〇山岸章子健康推進係長 すみません。その奇数年齢、偶数年齢をなくしまして、50歳以上の方で全員対象

としますということで、去年受けていない人、町の内視鏡検査を受けていない人を対象にしますという形に

変えました。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。
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〇延山宗一委員 そうしますと、例えば今年受診したいなということになった場合に、医療機関で検査を受

けて、その内容等を知らせるということになるわけなのですか。当然配布はないわね、いつでも受けられる

ということは例えば受けてもいいですよとか、例えば受けなさいという指示はないわけだし、個人的に医療

機関が対応して、かかった費用と申請するということになるのですか。

〇亀井伝吉委員長 山岸係長。

〇山岸章子健康推進係長 説明に言葉が足りなくて申し訳ありませんでした。胃の内視鏡検診なのですけれ

ども、まず５月の広報と一緒に受診票をお手元に届くかと思います、対象の方に。そのときは集団検診の胃

のバリウム検査の受診票が入っているのですけれども、内視鏡を受けられる方は申込みをお願いしますとい

うことで、事前に保健センターに申込みをいただきまして、検診ができる医療機関、館林邑楽医師会と契約

をしていますので、受診検診ができる、受診ができる医療機関のご案内、あと注意事項とご案内という形を

取っております。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 そのすると、そのカードで医療機関で対応するというようなことなのですね。今、コロナ

禍ということで、検診の受ける方とかに変動があるのかなと思うのですけれども、このまま３年間のコロナ

で受診率とか、例えば人数そのものとどんな状況で推移しましたか。

〇亀井伝吉委員長 山岸係長。

〇山岸章子健康推進係長 胃がん検診につきましては、胃のエックス線検査と内視鏡検査を含めまして、令

和元年度が受診者834名、8.4％でした、受診率が。令和２年度につきましては、626名ということで6.3％に

下がっています。令和３年度につきましては、少し持ち直しまして7.8％、令和４年度ですが、まだ途中の

段階なので、令和４年度についてはまだちょっと出していないところでございます。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 聞くと、やけに数字が１桁ということで、まず関心がないというか、ほかの医療機関で検

診受けているのかそれは分からないのですけれども、ちょっと低い数字で驚いたなと気がするのですけれど

も、やはり自分のほうも体自分で見守るということだと思うのですけれども、そのほうを受診の低さをどう

いうふうに町と捉えていますか。

〇亀井伝吉委員長 山岸係長。

〇山岸章子健康推進係長 この町の健診なのですけれども、会社で受診をされる機会がある方もいらっしゃ

ると思います。その方については把握をしておりません。町の健診の受診者ということですので、母数は40歳

以上の方が対象として出てきてしまうので、この受診率なのですが、もう少し、会社ですとか、その他の機

会でやっているという方があれば増えるかとは思いますが、なかなかどのように思いますかと言われるとち

ょっと難しいところなのですけれども、やはり先ほどもお話ありましたように、医療費の問題ですとか介護

の問題の話の中で、やはり若いうちからの健康づくりが非常に大切である、あと検診、受診をして、自分の

健康を確認していただくということがまず基本かなと思っています。そのために、受診しやすい健診の体制

というのをつくっていかなくてはいけないと思いまして、今回の胃の内視鏡検査につきましても、２年に１

度ということで、少し受診しやすい体制を取ります。あとは、来年10月なのですけれども、１日で基本健診

と胃と胸のレントゲンと大腸がんと、そのほかに女性のがん検診、乳がん、子宮がんも１日で同じ時間帯に
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同じ場所でできる総合健診の日を設けました。少しでも皆さんに受けやすくなるような、そんな体制をつく

っていければと思います。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 延山委員。

〇延山宗一委員 受診しやすい状況をつくっているということで、パーセント少しでも上げて、自己管理で

きるようになればなと思います。分かりました。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

最後に。町民からの意見があったのですが、スポーツジム、健康増進のためにどこかでできないか、南小

なんか開きましたので、そういうところを利用してできないかという意見がありました。検討していただい

て、前向きにお願いしたいのですが。

玉水課長。

〇玉水美由紀健康介護課長 介護予防のほうからいきますと、福祉センターに、数多くありませんが、機械

を設置してできるようになっています。毎日10名から人が利用させていただきます。こちらに例えばそのス

ポーツだけとなりますと、入場料の関係がありますが、もしご要望が多いようであれば、その辺は社協との

やり取りで考慮したいと思っています。また、町全体のスポーツとなりますと、以前は海洋センターに機械

があったのですけれども、それも老朽化で多分今撤去されているかと思います。ですので、全体、介護予防

だけではなく、健康づくりの面はスポーツ推進等々と連携して何かやっていければなというふうに思ってい

ます。必ずしも機械が必要と思っていませんが、要望があればということでちょっと検討はしていければな

と思っています。

〇亀井伝吉委員長 前向きにご検討をお願いいたしたいと思います。

ほかになければ、終了させていただきます。

11時からの再開とさせていただきます。健康介護課の皆様、大変ありがとうございました。

休 憩 （午前１０時４０分）

再 開 （午前１１時００分）
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（２）総括質疑及び委員会採決

①議案第１４号 令和５年度板倉町一般会計補正予算について

②議案第１５号 令和５年度板倉町後期高齢者医療特別会計予算について

③議案第１６号 令和５年度板倉町国民健康保険特別会計予算について

④議案第１７号 令和５年度板倉町介護保険特別会計予算について

⑤議案第１８号 令和５年度板倉町下水道事業特別会計予算について

（３）その他

４．閉 会

〇出席委員（１２名）

亀 井 伝 吉 委員長 本 間 清 副委員長

小 野 田 富 康 委員 森 田 義 昭 委員

小 林 武 雄 委員 針 ケ 谷 稔 也 委員

荒 井 英 世 委員 延 山 宗 一 委員

黒 野 一 郎 委員 青 木 秀 夫 委員

市 川 初 江 委員 今 村 好 市 委員

〇欠席委員（なし）

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

栗 原 実 町 長

中 里 重 義 副 町 長

赤 坂 文 弘 教 育 長

峯 崎 浩 総 務 課 長

伊 藤 良 昭 企画財政課長

高 瀬 利 之 税 務 課 長

川 田 亨 住民環境課長

小 野 寺 雅 明 福 祉 課 長

玉 水 美 由 紀 健康介護課長

橋 本 貴 弘 産業振興課長

塩 田 修 一 都市建設課長
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〇職務のため出席した者の職氏名
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荻 野 剛 史 事 務 局 長

小 野 田 裕 之 庶務議事係長
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〇亀井伝吉委員長 それでは、再開いたします。

本委員会へ付託されました令和５年度各会計の当初予算について、４日間をかけて審査してまいりました。

ただいまから総括質疑及び委員会採決を行いますので、委員及び執行部の皆様、どうぞよろしくお願いいた

します。

なお、各委員におかれましては、総括質疑でございますので、個別事項の質疑ではなく、予算全般につい

ての質疑をお願いいたします。

初めに、議案第14号 令和５年度板倉町一般会計予算についての総括質疑を行います。

質疑ありませんか。

針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 お疲れさまです。針ケ谷です。各課におかれましては、予算審議の対応お疲れさまでし

た。ありがとうございました。総括ということで幾つかお聞かせいただければと思います。

まず、今年度の主要重点施策ということで11事業が挙げられました。内容を見ると、町にとって重要なこ

とで、重点的、あるいは拡充ということで取り組むべきことかなと思うのですが、全体を見まして、大きい

問題である少子化対策の色合いがちょっと薄いかなというような印象を持ちました。

そこで、企画財政課長にお尋ねを申し上げます。歳入の部分で増額が見込まれた状況で事業提案があった

のだと思いますが、それで町長のヒアリングでこうなっていくのかなと想像するのですけれども、その見積

り決定をする段階で、各課から重点項目、事業提案があるかと思うのですけれども、定期的に年間こなさな

ければいけない事業、あるいは何年かに１度定期的にこなさなければいけない事業、あるいは何かを対策で

特別に今年度やらなければいけない事業と幾つか種類が分かれるかと思うのですけれども、そういった中で、

重点施策については、もうこれトップダウンで町長から提案されて確定するのか、あるいは各課からの提案

を基に町長が判断するのかという部分なのですけれども、その辺の事業決定の流れについてはどのようにな

っていますか。

〇亀井伝吉委員長 伊藤企画財政課長。

〇伊藤良昭企画財政課長 お答えいたします。

こちらは、審査のときにもその説明をさせていただきましたけれども、まず令和４年10月24日付で、町長

から各課局長宛てに令和５年度の当初予算編成方針が通知をされます。その方針に基づいて、各課担当者が

まず提案を各課内でするわけでございます。その次の段階におきましては、財政担当のヒアリングを行いま

す。この時点で、予算編成方針で示されました重点事業、具体的には４、町長の基本政策として、新年度予

算計上について重点的に検討する事項、こちらの事業が確実に提案されているか否かについては、財政担当

のほうから、改めて確認をしている状況でございます。最終的には、町長ヒアリングを経まして、重点的に

検討する事項について今回決定したわけでございますが、やはりその町長ヒアリングを重ねていく間に、特

に観光事業についてはやはり非常に難しい重要な課題だということで、実際の予算計上させていただいた事

業については、少し枠が大きくなったといいますか、ポイントを絞ったというところまでなかなかいかなか

ったというような実態がございます。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。
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〇針ケ谷稔也委員 ありがとうございます。まず、町長側から施政方針ということで、各課で検討に入ると

いう流れでよろしいでしょうか。ありがとうございます。といいますのも、４年度に取り組みましたイルミ

ネーション事業というのがあるのだと思いますけれども、ああいうのって町で提案をしなくても、町民要望

として上がってくる可能性もあるのかなと思うのです。そういう部分では、町民の発議、あるいはそれを受

けて議員発議で各課に相談をかけて、予算化までつなげていく方法もあるのかなという想像をするわけです。

でも、今の流れからすると、既にもう町長の施政方針を基に、受けた後に提案するというのはちょっと提案

しづらくなるのかなというところも想像するのですけれども、今までそういった部分で予算化したというよ

うな事例というのは過去あるのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 伊藤企画財政課長。

〇伊藤良昭企画財政課長 委員、例といたしまして、イルミネーション事業を取り上げていただきましたけ

れども、こちらにつきましても、コロナ禍様々なイベントが中止になったというような状況がございまして、

特に板倉まつり、花火の３年連続で中止という中、一部の自治体では場所を明かさず、時間も限定、見るの

は自宅からというような形で、花火の打ち上げが今年度行われたところでございました。そのような中で、

板倉まつりの代替になるような、町民の皆様が喜んでいただけるような、にぎわいが少しでも持てるような

事業ということで検討した結果、令和４年度についてはイルミネーション事業を行ったわけでございます。

こちらについては、花火の打ち上げですと一瞬で数百万円が消えていくというのが現実的なのですけれども、

長い時間、長期間にわたりまして、なるべく多くの町民の皆さんに楽しんでいただけるようなと、今回ＬＥ

Ｄ電球も買取りにさせていただきまして、当初から大きな花火ではないですけれども、大きなイルミネーシ

ョン事業という大々的にということよりも、まだコロナ禍というのもありましたので、徐々に少しずつでも

増やしていければなというところで、イルミネーションの電球確保してございますので、令和５年度につい

ても買い増しをしながら、少しずつ広げていきたいというようなことは今現在検討してございます。

先ほど私の答弁で、町長の基本政策として、新年度予算計上について重点的に検討する事業、これは特に

提案が上がっているかどうかについては確認をいたしますけれども、いわゆる経常的に続けなければならな

い事業というのが町の中には多々ございます。それのほかに各担当が、経験した中で町民の皆さんの意見を

吸い上げて、こういう事業を行ったらどうかというようなものについては、各担当でそれぞれしたためてご

ざいますので、財政のヒアリングのときにもそういう事業の提案があれば、積極的に財政のほうも相談に乗

っているというようなことでございまして、町長から指示があったものだけをやるというふうなことではご

ざいませんで、日々感じていること、町民の皆さんからの意見を聞きながら、各担当がそれぞれ工夫して事

業の提案を行っているというようなところでございます。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 ありがとうございます。結果として内容を見ると、税収分については増加という部分で、

結局トータルとして総予算的には４年度よりもちょっと減少という形で見積り立てていらっしゃる状態だと

思うのです。ただ、単純に考えると、増収が見込まれるのであれば、事業拡大できるものももっとあったの

かなという短絡的な想像、もっと各課から、お金がないので諦めたけれども、今年はこれをやらせてくれと

いうような意見が多く出たのではないのかなという想像の下の質問なのですけれども、その辺の現状は今年

４年度と５年度の予算立てに対してのそういった違いというのはあったのかどうか、お願いします。
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〇亀井伝吉委員長 伊藤企画財政課長。

〇伊藤良昭企画財政課長 お答えいたします。

まず、各担当のほうから予算計上をしてきますけれども、それを財政担当のほうで、まず最初にヒアリン

グを行います。これまで大きな事業について提案があった場合については、歳入の状況からして、今年度１

年間で行う事業としてはちょっと難しいというようなこともヒアリングの中で行うのですけれども、そうい

う大きな事業については、例えば５年計画で実施しようだとか、今回の小学校の体育館の整備なんていうの

はまさにそのとおりなのですけれども、今年度のヒアリングにおきまして、各課から大きな事業が提案され

て、それを切ったというような状況はございませんでした。

〇亀井伝吉委員長 針ケ谷委員。

〇針ケ谷稔也委員 ありがとうございます。確かに限られた予算の中で、どういう成果を残していくか、毎

年の積み上げで、先ほど課長おっしゃったように小学校対応で７年間計画を立てるとか、そういう方策も必

要になってくるかな。少ない予算で大きい成果を上げるための工夫というのは各課、課長を含め、皆さん考

えていただいているかなと思いますけれども、そこにやはりこれからは、この間も町民との意見交換会議会

で持たせていただきまして、様々なご意見をいただきました。そこをやはり町につなげていくのも議会の役

目かなとは思いますので、そういった部分でやはり積極的に予算化できるものは予算化して、事業の取組を

していただければなということで大まかな流れを確認させていただきました。ありがとうございました。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 ほかにございますか。

荒井委員。

〇荒井英世委員 これ予算案の概要を見ますと、重点事項として、針ケ谷委員も言いましたけれども、防災

と公有施設管理修繕、それから観光振興と文化財の整備活用というのが大きく出ていますけれども、防災は

当然これ町民の大きな要望の一つですから必然的だと思いますけれども、新たに観光振興と文化財の整備活

用、これが出てきたわけです。これにつきましては、まちの魅力の発信、それからそれに伴う交流人口の拡

大とか、ひいては移住定住、そういったものにつながっていくと思うのです。今後こういったものはすぐに

は成果を出てこないと思うのですけれども、継続的に実施することによって、成果がどんどん積み上がって

いくという感じがするのですけれども、こういった切り口ですけれども、町長としてこういった方向性で今

後も推進していくお考えなのでしょうか。

〇亀井伝吉委員長 栗原町長。

〇栗原 実町長 非常に常に難しさを感じながら、常に考えているわけです。しかし、議員さんも12人いら

っしゃって、様々な提案をしていただいているとも思っていません。我々がやっていることをほじくりほじ

くりぐらいな、ある意味ではチェック機能、提案機能はほとんど私個人で言えばあまりいただいていないと

いうようなイメージがありまして、それだけ議員さんは気楽だなという感じは、失礼ながら個人的には思う

ときもございます。しかし、議会は議会としての役目もあるわけですから、議会の批判よりも自分はどうや

っているのだということは常に考えるわけでありまして、先ほどの例えば針ケ谷委員の質問等にあっても、

町長が考えたことぐらいっきり事務方はやらないのかとか、もっとはっきり言えばそういう質問なのです。

あるいは町長の独断でやっているのかとか、町民の声は聞いていないのかとか、町民の声を一番聞いている
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のは私ではないのでしょうか。議会の皆さん10人の意見を聞いていますし、それから日頃そういう姿勢で何

よりもいるのが自分だと、それは自負をしておりますから。ただし、聞いても、これは一定程度計画をしな

ければできないもの、あるいはその年度で、極端に言えば、単年度でやれるものとか分類すればいろいろあ

るわけでありまして、それらを含め、副町長、あるいは時には教育長、分野ごとに、あるいは毎週の課長会

で自分の考えも述べ、あるいは庁内の各課が抱える各種団体の会議から出てくるものとか、全ての網羅を判

断をしながら正直やっているということで、これは今皆さん、町会議ではなくて町長になっていただいて、

今と同じことが言えるかどうか、頑張っていただきたいと思うのです。外野にいるときと、本当のこと言っ

て、我々は預かっているのですから、批判だけでは済まないわけです。そういうことを踏まえた上でやって

いるということで、基本姿勢は今後はどうかということですから、私は私の基本姿勢で、そういう姿勢で頑

張るということで今日までやらさせていきました。例えば防災や今年に限っては観光振興とか、もちろん目

玉をつくることは簡単なのです。だけれども、今現在たったこれだけのことでも財政的にお金の話を結構使

え使えと言いますが、お金を使うには準備も要るし、職員のいわゆるその総合的な力というのかな、力とい

うよりも総合的なパワーだよね、限界があるわけですよ、末端たどっていけば。１つの課とはいっても、だ

から例えば太田市と板倉町を比較すれば、ほぼ大筋でやっていること同じことをやっているわけですけれど

も、太田市は末端にいっても４人や５人、何千人という職場の職員がいるわけですし、そういう意味で小さ

い行政というのは大変だなと、我々も大変だけれども、職員の皆さんも最後はおそらく１人か２人になって

しまうわけです。例えば企画財政課、課長は束ねているけれども、どんどん、どんどんこうやっていってこ

の部分、この部分はそちらでやれ、そちらでやれと、それを事務分掌というわけですが。ですから、１人か

２人で上げてきたものは、どちらかというと非常に狭い。しかも、役場の職員も含めて、もともとがもう経

験が実業界から入ってきている人いないのですから。農業、土木、教育何したって、誰もいない。みんな事

務屋ができるというだけ。その事務を教え込まなければできないという流れの中で、仕組み的にそんなに下

から上がってきているものをただ見ているだけでは、町民の皆さんの要望もこれは全然上がってきていない

ような形になるなと職員だけでは。なおかつその職員の比率が昔から比較すれば、圧倒的に今の30代ぐらい

になるとあれでしょう、やむを得ない、最終的に試験をして採っているのですから、やむを得ないといえば

やむを得ないのですけれども、町外の比率が非常に高くなってきている。これも将来心配ということも含め。

したがって、我々もそれぞれ各課長にも町民の皆さんの言っていることを自分のこととして、あるいは後輩

で、あるいは自分の部下で足らないところは、自分の子供と同じように憎まれずに例えば指導するという場

合もあるし、できればそういう形が望ましいのですけれども、憎まれても時によればこうなってもらいたい

ということを強く言ったり、いろいろそういう意味で全体の資質を上げながら、下の皆さんの言うことをで

きるだけ吸い上げろということも含め、自分ではこれ以上言ったり、これ以上町長がトップダウンでやると、

逆に下の考える力とか、いわゆる自力ではい上がるという力を失わせるのではないかという、そのこれ以上

のぎりぎりがどのラインだろうということを常々考えながら、指導者が強ければ指導されるほうは口を開い

て待っているだけ。指導者が弱ければ、もしかしたら何とかしなくてはということで、それはどこの町政で

もそういうことあり得ると思うのです。思ったほど町長が指示をしない町長、今度はまたそのうち変わるで

しょうからですが、私と同じタイプの町長がいるとは思いません。そういったときに職員がどう感じるか、

あるいは議員の皆さんがどう感じるか、幾ら求めてもその町長は次の改選までやるわけですからということ
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も含め、私とすると最大限の情報収集が基本であるということを含めて、常々考えていますので、例えばこ

の間の議会の、先ほどいみじくもいろんな問題が出たと言っていますが、それは逆に我々自身にも、議会が

批判されていることでなく、我々に同じく我々も言われているような考え方で、しっかりと受け止めるとい

うことを含めて、そういった話も課長会議等々にも申し上げておりまして、例えば防災についても観光振興

についても先ほど言った少子化対策についても、やっていることはあらゆる方向から考えて、郡内でも少子

化対策、あるいは福祉的にも決して薄くはないと。でも、やればやるだけ効果があるかもしれないし、やっ

ても効果が出ないかもしれないと。それは例えば子供はお金で産むのかどうか。愛情がなくてもお金さえ出

せば子供を産んでくれるのかどうかとかしょっちゅうそんな話をしておりますし、それはいわゆる条件を整

備するということはお金がかかることですから、条件を整備すれば子供が生まれるというのだったら簡単だ

と思っています。傾向としては、成熟した社会で充実した対策が取られれば取られるほど、少子化の傾向は

強くなるという方やそういうものもあるわけですよね。先進国は子供の数が少なく、発展途上国は10人でも

20人でもつくっていて。だから、本当の笑い話ではないですけれども、少子化を克服するのに、空き家をど

うするからいわゆる若い人たちに昔ではなかった補助制度を幾ら入れても、果たして子供が生まれる保証が

あるかどうかなどということも含めて、新聞記者ともセクハラすれずれパワハラすれずれの話まで正直させ

ていただいておりまして、それらの総合的な形で、課長、あるいは予算の関係で言えば、副町長、あるいは

総務課長、財政課長等々と相談をしながら、大筋で予算を立てるということです。いずれもやればやるほど

移住定住が進むのだろうと思うという先ほど荒井委員言いましたけれども、対策を立ててもこの地域で移住

定住が進むのだろうかという、本当のことを言うとそういう疑問も正直思っています。この地域の一番ハン

ディは何なのか。明和町、千代田町との差は館林市の差は何なのか。若者はこの町を離れる理由は何なのか。

千代田だって、明和と板倉だってそんなに医療の数も変わりません。板倉のほうが個人の開業医も多いし、

もちろん最盛期から持てばお店の数は相対的に減り、いわゆる総合的な大型スーパーが２店舗にはなってし

まってしますが、明和見たたって、千代田見たたってみんなそういう傾向でしょう。そういうものでは多分

ないのだろうと私は思っていますが、いつも話をします、右手で幸せになる追求をしながら、左で不幸にな

らない追求をするわけです。不幸にならない追求というのは、その話を考えないと不幸になってしまう可能

性があるのですよ、それは我が町で言えば防災。防災の話をこれほどやっている町がほかにないのです。も

っと言えば、あるとすれば、例えば私は常に比較しているのが、境町、あそこもほぼ100％水没する町です。

例えば何が違うかというと、町長も年が若いし、若い町長がやっているということ、橋本君という。だから、

発想がまず違うのかどうか。それから、ふるさと納税一つしても、最近は千代田町なんていうことを言って

いるけれども、あれはご承知のとおりサントリービールの関係だけですけれども、境町は米とか普通のおお

むね一般の町で特色のない町と同じような町で、ふるさと納税を何十億円、日本でも指折りの上げている。

それももう３年も４年も前から研究させていますよ、まねできるものにしなさいとか、一応同じ条件、同じ

規模、同じ例えば悩みを持つ町を常に比較を見て、比較をしているということと、また全く逆のこの間みた

いに観光事業などを展開をするときは、本当は全く違う、この間質問も出ましたけれども、延山君か何かか

ら。周りの近隣たって同じような条件の町で、周りから魅力があるのかどうか、それよりも遠くから引っ張

ったほうがとか、そういったことも当然考えるわけですが、この間はこの間で、その観光事業についてはま

ずは第１回目失敗はできればできないと。だけれども、失敗、成功の分岐点はどこにあるのか。そうすると、
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計画したに対して応募率がまずは一番だろう。応募率ということになれば、どのくらい逆算して求められる

かとか、いろんな計算もしながら、この間お話ししたような内容で、成功したいがために取りあえず今回は

逆に日頃付き合いのある中から、義理や人情やお付き合いの延長線上まで、多少含ませながら、１つの事業

を初めてやるのにご協力もいただきたいということも近場だからこそ言えるし、いろいろ、次はさらに広げ

ていくにはどうするかとか、常に物事はそういうことをやっているわけであります。いずれにしても、何を

やるにもこうやったら間違いなくこうなるという結果が見えているものであれば、どこの町も誰もが間違い

なくそれをやればいいのですが、少子化対策、あるいは空き家対策、騒いでる割合に実態はどのくらいを分

岐点に成功か不成功かということを言っているというのも、私が読んでいる限りは九州のほうのある市が年

間で何千件というそういう空き家が発出してくるのに、10件ぐらいで仲人が成立できれば、それは日本の国

の中で、我々が読む専門誌、町長が読む専門誌の中で紹介されてくるのですから、それが成功例の、隠れて

その裏にもう少し大きい成功例もあるかどうか分かりませんが、そんなものだということを考えるとき、幾

ら騒いだってそんな簡単に結果なんか出てきないのだろうと。まずもっと言えば、皆様方が自分の子供、空

き家を出さないために努力をしていただくことが一番いいのです、俺んちも含めて。だけれども、せがれが

親と一緒に同居したくない、古いうちには住みたくない、新しいうちを造って、古いうちは親が住んでいれ

ばそのうち空き家になってしまうのです。それをどうお考えといくかこちらが聞きたいとか、空き家を、古

くなったうち、臭いがついて、非常に古臭い、中には非常に少数ですが、昔の生活に魅力を持ってわざわざ

水洗トイレがあるけれども、外行ってスコップで穴を掘って排便もしてみたいなんて人も世の中にいますか

ら。という、本当の少数に限ってを我々は対象にはできないということも含めて、そういう意味では、その

地理の面も含めて、完全な山間地とか、完全な都会とかでない本当の中間的な、言い換えると何度もあるけ

れども、特別の魅力がこれは、これだけは特別というのが割合少ないところが比較的、それが最も多数なの

ですが、ふるさと納税でも何でも苦しんでいるというところでもありましょうし、少子化対策も何も近けれ

ば近くへみんな子供は東京へ憧れて都市化で出ていってしまいますが、いつか青木秀夫議員が人間は本能的

に下から上へ登る、コイみたいな魚みたいな本能持っていると、それは事実だと思っていますが、それも、

でも否定はできませんから、板倉町から館林行くことを望んでいる人はいても、館林から板倉に来る人が何

人いるか調査せよということも言ったこともありますが、そういう総合的なものが絡んだ上での決断で、な

おかつ限りがあり、お金を一気に使えといってもマンパワーが足らなくて使えない、要するに使うことの設

計もできていけないという場面もあったり、そういう意味では苦しみもそれなりにあるのだということもご

理解いただきながら、それでもあれは駄目、これは駄目と言っているのでは、それ町長の腹の中を聞けばそ

んなことやったって意味はないだろうと思うとかということ、多分いっぱいみんなの前で言うと。だけれど

も、そんなこと言っていたら、では、あんた何のため町長やっているのと言われますから、可能な限り、失

敗もすることも恐れずに、お金も、だから慎重に皆さんに会議にかけるということで、私は多分近隣の町長

の中でも私ほど見かけは体形が腹が出っ張っているからどう見るかは別としても、民主的で人の話は基本的

にはよく聞くほうだろうと思っておりますし、決断はどちらかというと早いほうだというふうにも思ってお

ります。そんなことも含めて、ご不満の点はいっぱいあろうかと思いますが、そういう意味では意見を聞か

せていただきながら、足らないところは伸ばしていき、でも幾ら言われても、それは議会の多数の皆さんが

そう思うかどうかもしっかりと形成をした上でということが、例えば配付してもよろしいのですが、板倉町
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の財政の、いつも言われますが95％でもまだ余ってなんて話がいつも今村議長から出ますが、郡内も昨日調

査をさせましたから、その前に何回も調査ぐらいすると言っているのですけれども、見れば一目瞭然、特別

板倉町が変わったことやっているわけでもないし、お金をためようと思って大幅にカットしているわけでも

ありません。でも、変わったことをしてまでお金を使えと言うのだったら、皆さんに責任を取ってもらって

やりますよということで、例えば保育園の関係なんかも確かに指摘のとおりも、調査活動をするとかしない

とか２年ぐらいも言っていますから。だから、そろそろ本格的にということで、この間一歩前進したという

か、ほとんど議員さんのご指摘のご想像のとおりで進ませます。できれば今年１年ぐらいの中で、調査活動、

そして新しい検討委員会と名前つけるか、名前はいずれにしても、そういった着手をし始めるところまで持

っていければなというこの間お約束もしたつもりでもあります。そういう意味で、例えば、長くなりますが、

おととい川場村へ村長が今度４月に選挙なので、私を慕って、３年前、４年前に来ていただいたので、ビラ

を届けてきましたが、川場村は40億円の庁舎です。板倉の人口は半分ぐらいだと思うけれども。あれば何で

もできるのです。だけれども、うちの町はニュータウンも幾ら努力してもいっぱいにならない、大学も逃げ

ていってしまう、それは町長が腕が悪いとか言えばそれで一言で終わるかどうか分かりませんけれども、本

当に努力はしていないということでないのです。全て県からの資料も、必要があれば見せますけれども、県

とのやり取りも含め。ということで、地域的な問題もあったり、まねをしたくてもできない部分もあったり、

かといって、吉岡村、榛東村、我が町がこの庁舎を造る前に議会で視察に行きましたが、その時点で榛東村

も20億円ぐらいの庁舎を造っていますが、やっぱり節約し、ある程度そのほかのものも造らなくてはならな

い、小学校も保育園もやれ何もかれもというのがあるから、40億円の庁舎も造らず、20億円でも使い過ぎな

んて言われていますけれども、そういう財政運営をさせていただいているところであります。ぜひそういう

意味では、気に入らなかったら、自分で町長立候補してやっていただきたいというふうに思うところも正直

あるわけです。そういう意味では、役場の中も町長が独裁でなんてやれば、職員はみんな後ろ向きになって

しまいますし、そんなこともない、おかげさまで十何年か勤めさせていただいていますし。一つ一つ着実に

計画はしたものは実現もさせていただいているということも含めて、そういう意味では、ただどちらかとい

うとでもトップダウンのほうが強いかな。それは、やっぱりそういうふうにしてきてしまったのかなという

反省はあります。だから、トップが強過ぎて、自分の考え方を先述べてしまうと、意見が出ないみたいなも

のがあるでしょう。黙って黙って我慢して、何も言わずに自分の力は抑えておいて、皆さんに好きったけ言

わせた後に言わせるというのが、もしかしたら力のない人を育てるという方策かもしれませんが、それには

時間も必要だし、待ってられないということもあるわけですので、今は自分で納得のいく形でやらさせても

らっています。全然答えになったかどうか分からないけれども、そういう意味では、全て最終的には今の現

状よりも少子化の問題も移住も、あるいは定住も含め、減ることを喜んでいる人は誰もいない。一番真剣に

考えているのは、だって、あれ、町長悪いのだと言えばそれで一言で片づいてしまうから。それを言われた

くないために、できるだけ対応を頑張っていますが、ご承知の状況の結果であるということで、それを政策

が悪いとかと言われれば、それはそれでいい政策を提案していただければよろしいと。提案権も全て議員さ

んも持っているのです。12人の頭もあるし。ぜひよろしくお願いします。

〇亀井伝吉委員長 荒井委員。

〇荒井英世委員 政策的に悪いとか不満等があるという形ではなくて、今回の観光振興と文化財の整備活用、
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これ新規事業として入ってきたわけですよね。これは、今後の切り口としては、継続する事業としては評価

しているわけです。ですから、そういった意味で、例えば板倉町のいろんな魅力の発信の部分とか、交流人

口の拡大、そういった部分でこういった事業は今後も継続していくのがいいのではないですかという形なの

ですけれども、その辺で町長の姿勢を聞いただけです。

〇亀井伝吉委員長 栗原町長。

〇栗原 実町長 端的に言うと、平地観光というのは、この二、三年か、もしくは四、五年ぐらいが、言わ

れ始めて10年ぐらいたちますけれども、平地観光。それは、やっぱり日本の国が基本的にはもう八方塞がり

になって、内人も駄目、外人も駄目みたいな流れの中で、苦肉の策として平地観光振興策を、例えば時の政

権の都合でという見方もあるのです。どこの町も同じようなことをやっているわけですから、桜堤と同じか

なと考えているのですよ、私は。だって、さっき言ったように、うちの町が観光振興を、今荒井委員には評

価をしていただいていますけれども。バス１台だって集まるかどうか分からないところから出発するわけで

しょう。ほかに栃木県なんか何もしないたって昔からの徳川家康がつくった、今の人がやったものではない

よ、あれ。だけれども、そういう群馬の草津、みなかみ、伊香保、あれ今の政治家がみんなこうなるだろう

とつくったものではないわけ。ですから、もともと出発点も違う流れの中で、もともとそういう恵まれたと

ころが観光地と称されてきたのを、平地観光で特定のところだけが栄えたでしようがないから、国民の目を、

その最たるものが例えば川越とか、平地でも城下町があったり、割合に東京から近い距離の中で散策で日帰

りで帰れるとか、そういったものが各地に広がればよいなという国の政策が平地観光、それによって例えば

散策コースの中でお店寄ったり、またそば屋がもうかる、カレー屋が売れる、ソフトクリーム屋が売れるみ

たいな形で、絵図面を描いてあるのだろうと思っていますけれども、私はそんなに期待もしていないし、だ

から、そう言うと町長失格になってしまうかもしれないけれども、全部が観光地になるなんてあり得ない、

普通一般論で言えば。それを政策がこうだからというので、国や上のほうのつくった政策に踊らされて、み

んなそういうふうになるのかなということで、同じようなことやっていたら、むしろ全く桜堤と同じで、自

分ちの桜堤はいっぱい銭をかけて植えているのに、地元の観光、住民はどこ行きます。人んちの桜見に行く

のでしょうが。だから、狂っているということなので、歯車が。という感じを正直思っていまして、ただ、

今回観光地振興等にスポットを当てたというのは、最低限の人んちに比べると、自慢できるようなものが雷

電神社と天神様とあと何だかれだと、その道に荒井委員さんなんかはその道に非常に深いものもあるから、

いや銅鏡があるの埴輪があるの、いろいろそれはその人にすれば、ほかの町に負けないものがいっぱいある

とは言っても、観光バスで見てみるかまでのものではこれはまだ今の時代ではないというふうに考えていま

して、そういう意味では観光の振興の材料は非常に少ないけれども、何でもみんながやっているのに何もや

らずに、何もならないのでは町長の資格はないじゃんということも含め、だからやれることをやってみよう

ということで、特にここ最近見ていると、新しいものは育てようとしているのだけれども、古いものはどん

どん、どんどん捨てているわけですよね。捨てると言ってはあれなのですが、忘れてしまっていると。そう

いう意味で、時折例えば貝塚の管理人の飯塚さんのところなんかも私ももちろんご縁もありますから、寄っ

てお茶なんか飲みよると、町長、こうだああだ、板倉町の将来をももちろん必要だけれども、過去も同時に

しっかりと守っていかないとというようなことも含め、一部も共鳴するところももちろんありましたので、

やっぱりそんなこともひっくるめて、取っかかりとして、まず例えばこの間言った大きなお金がかけられな
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いのだよ、あそこは。くぎ一本打てないのだから。ですが、その流れの中で、可能な範囲で知恵を使って、

極端に言えば三県境ぐらいなものだと思っているわけ。行ってみたら、この先の山が、山の中ちょっと入っ

ていって、この下に埋まっているのかと想像するだけ。だから、写真でできるだけそういうものを過去の写

真を使って提示せよとか、精いっぱい努力した形でということで、そういったものをずっとこの10年、そん

なに芽生えもしないと思うけれどもなという、この地域で幾らか頑張っても観光振興についても、でもしっ

かりと手をつけてみようということも含めて、そういうことで始めた。だから、これをずっとやるとも思っ

ていません、私は。私はもうそれよりも、ずっとやってきているから。今までやるのだったらもうとっくに、

第一優先型で。だからこれから新しい町長でも出てきたら、第一優先を何するのか。それで、町民が遺跡だ

けで食っていけるのかどうかとかいろんな批判が出てくるわけですから、それはそれでやっていただきたい

と思うのだけれども、そういう意味では当面今年は大きい形として、防災も、だってこんな防災だってやら

なくても済む町はいっぱいあるから。圧倒的にやらなくても済む町が多いでしょう。でも、板倉町はどんな

に人口が減ろうが、だからよく言うのです。防災の話をすると、自分の子供もうち造るときは、父ちゃん、

俺館林に造りたいよと言うのではないんかねと。それを止める方法があるのだろうか。保育園を造れば子供

がこの町へ残るかどうか分からない。これは、そういうレベルではないと思っていますから。とか、でもそ

れを言っていたのでは始まらないから、可能性はできるだけ追求するということで、保育園も新設ももうそ

ろそろ時期だからしようとか、そういう判断に至っているところであります。１人でしゃべっていて時間が

なくなってしまうから、一応これでやめますということで、できるだけ続けながら、また古いものもちゃん

と出していくと。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 よろしいですか。

ほかにございます。

青木委員。

〇青木秀夫委員 この間、予算審議の中で、今村議長からちょっと提案というのか、指摘があったのですけ

れども、それでそのときに、これは都市建設課からいただいたのかな、大規模指定既存集落の図面と、そう

いうの指定集落内の建物の要件という。その中に工場とか事務所とか、あるいは倉庫、店舗そういったもの

を建設可能だという資料頂いたのですけれども、その辺のことでちょっとお伺いしたいのですけれども、確

かに工業団地を造成するとか、そういったものはなかなか難しいし、時間もかかると思うので、できればこ

の小さいことなのでしょうけれども、こういったことも各自治体の裁量で、前向きに運用すれば可能な部分

があるようにこれ見受けられるのですけれども、できるだけこの指定集落内の建物など、小規模であっても、

１つでも２つでもできれば、これは町の活性化になるわけですから、またいつも言う多少なりとも税収のア

ップにもつながっていくわけですから、ぜひこういうものは、この間今村議長がかなり詳しく職員の方に質

問して指摘されたので、重複するのですけれども、ぜひ今村さんが指摘したように、これを前向きに運用し

てという考え方を、これ自治体の裁量権でこれかなり右にも左にも行くのかなというふうに私は思っている

のです。ですから、ぜひこれ前向きに運用してもらって、１つの２つでもこの小さな工場でも店舗でもでき

るような形で進めていただきたいなと思っております。

それともう一点、ついでに指摘して、指摘と言っては大げさになりますけれども、あそこの産業団地も倉
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庫などがぼつぼつ完成して運用されるような、大型倉庫のような見受けられるのですけれども、そうします

と、やっぱりこの大型のトラックが出入りが増えてくると思うのです。そこで、皆さん、感じていることだ

と思うのですけれども、354の小保呂の信号のところですか、あそこの信号の改良、あれはもちろん国道で

県道ですから、町道ではないですけれども、おそらく大型車がいろいろあそこへ出入りするようになると、

あのところが渋滞というか、いろいろ問題が生じてくるのかなと思うのです。それを改良するとなると、ま

た５年、10年先の話になってしまうので、その辺の群馬県に働きかけて、早めに改良するように働きかける

ということをひとつ努めていただければと思うのです。必ずあそこのところは、大型車を進入禁止でもすれ

ば別ですけれども、しない限り、それぞれの運転士が近道したいということになると、あそこ……

〇亀井伝吉委員長 個別的な意見になりそうなので、簡単にまとめてください。

〇青木秀夫委員 その辺のところも考えていただければと思うのですが、その２点簡単に答弁いただければ。

〇亀井伝吉委員長 栗原町長。

〇栗原 実町長 都市建設課のヒアリングのときに、今村議長から都市計画推進事業とはということでご案

内があったということと、それらをいいあんばいに事業して、今の現状打破の、ニュータウンは別として、

大規模集落地で対応ができるようなところについては、真剣に検討したいわという問題提起をいただいたと

いうことは承っております。正直言って、大規模指定集落地の指定とかそういったものに対して、私も正直

これ初めて聞いた言葉なのです。そういう意味では、町長としていかがなものかというふうに批判をされる

ことも当然承知をするわけですが、担当課長やそれらは、中里副町長等々についてはこの道のもちろんプロ

で来たわけですから、当然そういったことも含めて、可能性というのは常に考えているのだろうと思ってい

ます。その一例としては、例えば板倉の川入東の土地改良、あれは土地区画整理かな、そこら辺なんかだっ

て、例えばもしかしてあそこら辺に進出してみたいというようなお話があれば、可能なのかどうかとか過去

もちろんこだわらずにいろんな可能性を、原宿の24区の前辺りもどうかとか、いろいろ、そのほかにいわゆ

る今のニュータウンの企業用地がおおむね決着がついたら、次はどこを開発予定地にするのかというのは、

私の就任時点から点線で入れてあると、それはもっと具体的に言えば籾谷のほうとか、北側とか、何か所か

そういったものもつくってあるのですが、いずれにしても、役場の跡地にしても、役場の跡地はけりがつき

ましたですけれども、ニュータウンそのものが売り切っていないという今までの経緯もありましたし、例え

ばセブンイレブンが進出したいといって、新セブンイレブンもオーケー、地主もオーケー、だけれども県が

許可しないとか、ニュータウン外でもいっぱいそういう用地もないことはないということを承知をしており

ますが、たまたまセブンイレブンなどは進出意欲があったということも含め、そういった物色は何回かして

いながら、出来上がった形は当初の入ったときの形でなく、違う場所をやむを得ないから造ったとかいろい

ろあって、都市計画の指定集落地の指定ということがどういうふうに今のニュータウンの状況と整合性が取

れるかということについては、多分何らかの問題点はあるのかなとは思っておりますが、今までも特別そう

いった指定の集落地ということであったかどうかは別にして、企業があそこら辺に進出したいということに

ついては、その企業さんとお会いをしてできる限りの対応をしているということでもあろうかと思います。

例えば原宿でいうと旭光精密、その近隣の農地を一緒ににじみ出しで売り地を広げることに、町もサインを

表して、一緒に目的が達成するような法的な力添えもしてきたということもありまして、これからご承知の

ようにニュータウンももう少しというところまで来ております、面積が相当まだあるのですけれども、線路
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沿いが。ですが、これもそこそこの今商いのテーブルにのっている部分もありますので、それらと並行しな

がら、こういったものをどのようにさらに使い勝手をよくするにはするべきか、法的整備とかそういうもの

がさらに必要ないのかとか、町としての整備や法的整備みたいなものはどうするのかということも含め、一

番得意分野で今村氏も過去企画課長等もやられて、そういったものが一番たけていると思いますので、引き

続き助言をいただいて、板倉町のために尽力をいただければというふうにも思って、こういう初めて聞く名

前だけれどもということで恥ずかしながら、そんなところでは承ったということであります。また、だから

これが終わった後、これについては担当課長や副町長とも検討を加えたい。あんた、副町長で知っているの

だろうから、あんたも答弁があったら答えて。大規模集落地だ。

〇亀井伝吉委員長 中里副町長。

〇中里重義副町長 この間の今村議長からの質問に関してですけれども、いずれにしてもおっしゃるとおり、

これからの人口減少等の時代が続くわけですから、そういった面ではこの辺の土地利用等についても、町も

何らかの方針なりを出さなくてはいけないかなというふうにも思っています。ただ、やはり大規模指定集落

といえども、一定の要件がありますので、何でもできてしまうというわけでもないですし、中学校区内に在

住在勤の期間が10年以上とかそういった条件もありますから、そういったものを踏まえて、可能なものはそ

こに立地ができるのだろうということもあります。そういった事例が出てくれば、町としても可能な限り支

援をしていく必要があるのかなというふうにも思っていますので、その点はご理解をいただきたいと思いま

す。

以上です。

〇亀井伝吉委員長 以上で質疑を終結させていただきます。

議案第14号 令和５年度板倉町一般会計予算について採決を行います。

原案のとおり採決すべきものと決することにご異議ありませんか。

［「異議なし」と言う人あり］

〇亀井伝吉委員長 異議なしと認めます。

よって、議案第14号は原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、議案第15号 令和５年度板倉町後期高齢者医療特別会計予算についての総括質疑を行います。質疑

ありませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇亀井伝吉委員長 質疑を終結いたします。

議案第15号 令和５年度板倉町後期高齢者医療特別会計予算について採決を行います。

原案のとおり可決すべきものと決することにご異議ありませんか。

［「異議なし」と言う人あり］

〇亀井伝吉委員長 異議なしと認めます。

よって、議案第15号は原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、議案第16号 令和５年度板倉町国民健康保険特別会計予算についての総括質疑を行います。質疑あ

りませんか。

［「なし」と言う人あり］
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〇亀井伝吉委員長 質疑を終結いたします。

議案第16号 令和５年度板倉町国民健康保険特別会計予算について採決を行います。

原案のとおり可決するものと決することにご異議ありませんか。

［「異議なし」と言う人あり］

〇亀井伝吉委員長 異議なしと認めます。

よって、議案第16号は原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、議案第17号 令和５年度板倉町介護保険特別会計予算についての総括質疑を行います。質疑ありま

せんか。

［「なし」と言う人あり］

〇亀井伝吉委員長 質疑を終結いたします。

議案第17号 令和５年度板倉町介護保険特別会計予算について採決を行います。

原案のとおり可決すべきものと決することにご異議ありませんか。

［「異議なし」と言う人あり］

〇亀井伝吉委員長 異議なしと認めます。

よって、議案第17号は原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、議案第18号 令和５年度板倉町下水道事業特別会計予算についての総括質疑を行います。質疑あり

ませんか。

［「なし」と言う人あり］

〇亀井伝吉委員長 質疑を終結いたします。

議案第18号 令和５年度板倉町下水道事業特別会計予算について採決を行います。

原案のとおり可決すべきものと決することにご異議ありませんか。

［「異議なし」と言う人あり］

〇亀井伝吉委員長 異議なしと認めます。

よって、議案第18号は原案のとおり可決すべきものと決しました。

以上で総括質疑を、また委員会採決を終了いたします。

なお、ただいまの審査結果につきましては、定例会最終日の17日の本会議においてご報告申し上げます。

〇閉会の宣告

〇亀井伝吉委員長 以上をもちまして予算決算常任委員会を閉会いたします。

ご協力大変にありがとうございました。

閉 会 （午後 ０時００分）


